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この度は、 IDEC 製品をお買い上げいただき、 ありがと うございます。 ご注文の製品に間違いが
ないかご確認のうえ、 この取扱説明書の内容をよ くお読みいただき、正し く ご使用ください。ま
た、 この取扱説明書はユーザ様にて大切に保管ください。

安全上のご注意

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の取付け、 配線作業、 運転および保守 ・点検を

行う前に、 マニュアルをよ くお読みいただき、 正し く ご使用ください。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch は弊社の厳しい品質管理体制のもとで製造され

ておりますが、 万一本製品の故障により重大な事故や損害の発生のおそれがある用途へのご使用の際は、 バック

アップやフェールセーフ機能をシステムに追加して ください。

• 本マニュアルでは、 誤った取り扱いをした場合に生じることが予測される危険の度合いを 「警告」 「注意」 として

区別しています。 それぞれの意味は以下のとおりです。

取扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性があります。

取扱いを誤った場合、 人が重傷を負うか物的損害が発生する可能性があります。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch を原子力・鉄道 ・航空 ・医療 ・乗用機器などの

高度な安全性が要求される用途へご使用の場合は、 フェールセーフやバックアップの機能の追加などに留意いた

だ く と ともに、 当社営業窓口までご相談いただき、 仕様書等による安全の確認をお願いします。

• 取付け、 取外し、 配線作業および保守、 点検の際は、 必ず電源を切って行って ください。 機器の破損のみならず、

感電や火災の危険があります。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の設置、 配線、 作画、 動作設定を行うには専門

の知識が必要です。 専門の知識のない一般消費者が扱う ことはできません。

• 表示部に液晶表示器を使用しています。 この液晶表示器を破損した場合に内部から流出する液晶 （液体） は有害

物質ですので十分にご注意ください。 もし、 皮膚や衣類に付着した場合は速やかに石鹸を使用し水で洗い流し、

医師の診断をお受け ください。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/3F/4F 形、 Touch にて非常停止スイッチおよびそのための回路やイ

ンタロック回路を構成する場合は、 HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/3F/4F 形、 Touch の外部にて構

成して ください。 HG2S 形にて、 非常停止スイッチ （直接回路動作機能式、 赤色スイッチ） または停止スイッチ

（直接回路動作機能式、 灰色スイッチ） は、 ISO13850/EN418 に基づく機械に固定された非常停止回路に接続くだ

さい。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の内部回路が故障した場合、 外部設備機器に

重大な損傷を招く場合がありますので、 非常停止回路を HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 
形、 Touch の内部のタ ッチスイッチなどにより構成しないで ください。

• 非常停止スイッチを搭載したタイプの HG2S 形を使用される場合は、 機械等から容易にケーブル接続が外せない

ように固定 （接続） して ください。

• HG2S 形に取り付けられている停止スイッチまたは非常停止スイッチおよびイネーブルスイッチは、 IEC/
EN60204-1 に基づく停止カテゴリー 0 またはカテゴリー 1 で機能するように必ず接続して ください。
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• HG2S 形のケーブル接続を容易に機械に接続可能な構成で使用される場合、 常時有効な非常停止装置と明確に区

別できるよう、 停止スイッチ搭載タイプをお使い ください。

• 移動、運送時などに HG2G-S/-5S/-5F 形、HG3G/4G 形、HG1F/2F/2S/3F/4F 形、Touch を落下等させないで くださ

い。 HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の破損や故障の原因となります。

• カタログ、 マニュアルに記載の環境下で使用して ください。 高温、 多湿、 結露、 腐食性ガス、 過度の衝撃のある

所で使用すると感電、 火災、 誤動作の原因となります。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、HG3G/4G 形、HG1F/2F/2S/3F/4F 形、Touch の汚染度は “ 汚染度 2” です。汚染度 2 の環境下で

使用して ください。 （IEC60664-1 の規格に基づく ）

• 取扱説明書、 マニュアルに記載の指示に従って取り付けて ください。 取付けに不備があると落下、 故障、 誤動作

の原因となります。

• 設置、 配線作業時に配線くずやド リルの切り粉などが HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、

Touch 内部に入らないように注意して ください。 配線くずなどが HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/
2S/3F/4F 形、 Touch に入りますと火災、 故障、 誤動作の原因となります。

• 定格にあった電源を接続して ください。 定格と異なる電源を接続すると火災の原因となる恐れがあります。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/3F/4F 形、 Touch の DC 入力電源のタイプは “PS2” です。 （IEC/
EN61131 の規格に基づく ）

• 配線は印加電圧、通電電流に適した電線サイズを使用し、HG2G-S/-5S/-5F 形、HG3G/4G 形、HG1F/2F 形、 Touch
の端子ねじは、 規定締付トルクで締め付けて ください。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、HG3G/4G 形、HG1F/2F/3F/4F 形、 Touch の外側に、 IEC60127 承認のヒューズをご使用くだ

さい。 （MICRO/I や Touch を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• HG2S 形のケーブルに取り付けられている D サブコネクタは防水、 防塵性能はありません。 これらが必要な場合

は、 お客様にてケーブルコネクタ口を防水処理して頂くか、 もし くは防水性のあるコネクタに取り替えて くださ

い。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/3F/4F 形、 Touch のサーキッ トブレーカーは、 EU 承認品をご使用く

ださい。 （MICRO/I や Touch を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認してから行って ください。 操作ミスにより機械の破損や事故の原因

になることがあります。

• イーサネッ ト を使用してプロジェク トデータのダウンロード、 アップロードおよびシミ ュレーシ ョ ンを行う場合

はローカルネッ トワーク内で使用して ください。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の前面に組み込んでいるタ ッチパネルはガラス

製です。 衝撃を加えると割れたり破損したりする恐れがありますので、 取扱いに際しては十分注意して ください。

• アナログ方式タ ッチパネルは検出の特性上、 複数箇所を同時に押すと、 その押されている箇所の重心位置 （1 ケ

所） が押されたものと判断します。 従いまして、 複数箇所の同時押しによる操作を行わない ください。

• 万一バックライ トが切れた場合、 画面が見えな く なりますがタ ッチパネルは有効な状態です。 バックライ ト消灯

状態と間違えて、 タ ッチパネルを操作した場合に誤ったタ ッチパネル操作を認識してしまいます。 このような

誤った操作によって、 損害が生じる恐れがありますので、 ご使用を中止して ください。

• タ ッチパネルまたは保護シートは傷がつきやすいので、 工具などの固いもので押したり、 擦ったり しないで くだ

さい。

• 時計の精度が要求されるシステムに使用される場合は、 定期的に時刻設定をお願いします。
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• 使用温度範囲外で保存された場合は時計の精度が悪く なることがありますので、 使用前に時刻を合わせ直して下

さい。

• 表示部の LCD は紫外線によって劣化しますので、 強い紫外線下での使用 ・保管は避けて ください。

• 分解、 修理、 改造等は行わないで ください。 火災や感電、 故障の原因となります。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch を廃棄する場合は産業廃棄物として扱って くだ

さい。

• 電源を切る場合やメモリカードを抜く場合は、 必ずアクセスランプが消灯していることを確認して ください。 な

お、 アクセスを停止する方法については、 WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアルを参照して ください。

• SD メモリカードや USB メモリにアクセス中は、 電源を切ったり、 SD メモリカードや USB メモリを抜き差し し

ないで ください。 SD メモリカードや USB メモリ内のデータが破損する可能性があります。 データが破損した場

合は、 SD メモリカードや USB メモリをフォーマッ ト して ください。
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ご注意

• 本マニュアルおよび WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 のプログラムに関するすべての権利は、 IDEC 株式会社に帰属し

ています。 弊社に無断で複製することはできません。

• 本マニュアルおよび WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 のプログラムの内容は予告な く変更することがあります。

• 本マニュアルおよび WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 を運用した結果の影響につきましては、 弊社は一切責任を負い

ませんのでご了承ください。

• 製品の内容につきましては万全を期しておりますが、 ご不審の点や誤りなど、 お気付きの点がございましたら、

お買い求めの販売店または弊社営業所 ・出張所までご連絡ください。

商標について

WindO/I、 MICRO/I は、 IDEC 株式会社の日本国での登録商標です。

記載されているその他の会社名、 製品名は、 各社の商標または登録商標です。



vi

本書の表記について

接続機器設定マニュアル

本書の表記について

本書では、 説明を簡潔にするために次の記号や用語を使用しています。

記号

••••••• その機能を利用する上で知っている と役に立つ情報を記載しています。

••••••• 特に注意しなければならない事項を記載しています。 このマークがついている箇所で操作を

誤る と、 大きな影響が出るこ とがあ り ます。

••••••• 関連情報の参照箇所を示しています。

••••••• 画面上のボタンは長方形で囲んで表しています。 画面に表示されるボタンと同じ形のグラ

フ ィ ッ クを貼りつけている場合もあ り ます。

••••••• キーボードのキーは、 角の丸い図形で囲んで表しています。

  [****] ••••••• コン ト ロール名は ［ 　］ で囲んで表しています。
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本書で使う略語、 総称、 用語

項目 内容

HG2G-S 形 MICRO/I HG2G-S*2**F-* 形の略称です。

HG2G-5S 形 MICRO/I HG2G-5ST22*F-* 形の略称です。

HG2G-5F 形 MICRO/I HG2G-5FT22TF-* 形の略称です。

HG3G 形 MICRO/I HG3G-*JT22*F-* 形の略称です。

HG4G 形 MICRO/I HG4G-CJT22*F-B 形の略称です。

HG1F 形 MICRO/I HG1F-SB22*F-* 形の略称です。

HG2F 形 MICRO/I HG2F-S**2V** 形の略称です。

HG2S 形 MICRO/I HG2S-S**2H-* 形の略称です。

HG3F 形 MICRO/I HG3F-FT22*F-* 形の略称です。

HG4F 形 MICRO/I HG4F-JT22*F-* 形の略称です。

HG2G-S/-5S/-5F 形 HG2G-S 形、 HG2G-5S 形、 HG2G-5F 形併記する場合の表記方法です。

HG3G/4G 形 HG3G 形、 HG4G 形を併記する場合の表記方法です。

HG1F/2F/2S/3F/4F 形 HG1F 形、 HG2F 形、 HG2S 形、 HG3F 形、 HG4F 形を併記する場合の表記方法です。

MICRO/I HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形プログラマブル表示器の総称

です。

SmartAXIS FT1A シ リーズの別称です。

Touch SmartAXIS FT1A-*12RA-* 形、 FT1A-*14KA-* 形および FT1A-*14SA-* 形の総称です。

Pro Touch を除く LCD 付きの FT1A シ リーズの総称です。

Lite Touch を除く LCD なしの FT1A シ リーズの総称です。

接続機器 MICRO/I や Touch と常時接続、 通信する PLC やマイコンの総称です。

デバイス  アドレス MICRO/I、 Touch および接続機器が搭載しているビッ ト単位もし くはワード単位の値

を格納するこ とができる メモ リーのこ とです。

システム エリ ア MICRO/I、 Touch および接続機器の間で画面制御やエラー情報、 時計情報を交換する

ためにあらかじめ決められたデバイス領域のこ とです。

上位リ ンク通信 画面の設定に応じて接続機器とプログラムレスで通信する通信方式のこ とです。

DM リ ンク通信 パソコンやマイコンボードから MICRO/I や Touch のデバイスに対して読み出し、 書

き込みを行う通信方式のこ とです。

ユーザー通信 バーコード リーダ、 インバータなどの外部機器と通信するための通信方式です。

接続機器なし 外部機器を接続せずに MICRO/I や Touch 使用します 。

O/I リ ンク 115200bps の高速通信が可能な MICRO/I や Touch を最大 16 台接続できる接続形態で

す。

O/I リ ンク  マスタ O/I リ ンクのネッ ト ワーク内で、 接続機器と直接接続する MICRO/I や Touch のこ と

です。

O/I リ ンク  スレーブ O/I リ ンクのネッ ト ワーク内で、 接続機器と直接接続しない O/I リ ンクマスタ以外の

MICRO/I や Touch のこ とです。

WindO/I-NV2 MICRO/I の画面を作成するソフ ト ウェアです。

WindO/I-NV3 Touch の画面を作成するソフ ト ウェアです。
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プロジェク ト WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 で作成される MICRO/I や Touch を動作させるための画

面データ含むすべてのデータのこ とです。

デバイス  モニタ デバイスの値を表示したり書き込んだりできる MICRO/I や Touch の専用サブ画面の

こ とです。

システム メニュー MICRO/I や Touch の初期設定や自己診断、 データの初期化などを行う、 あらかじめ

用意された専用画面のこ とです。

パススルー MICRO/I を介して接続機器の保守管理ができる機能のこ とです。

メモ リ  カード CF カードおよび SD メモ リ カードの総称です。

外部メモ リ CF カード、 SD メモ リ カードおよび USB メモ リの総称です。

項目 内容
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1 上位リンク通信

1.1 概要

上位リ ンク通信は、 PLC のリ レーやレジスタなどのデバイス （以下、 接続機器のデバイス） に対してデータの読み出し

および書き込みを行う通信方式です。 PLC のリ ンクユニッ ト （ユニッ ト等の名称は PLC 機種によ り異なり ます。） や

CPU ユニッ ト上のプログラ ミ ングポート、 または他のシ リ アルポート などを介して通信します。 上位リ ンク通信では、

PLC 上で通信用の特別なプログラムを組む必要があ り ません。

1.2 上位リンク通信の動作について

MICRO/I や Touch は上位リ ンク通信を用いて接続機器のデバイスの値の読み出しおよび書き込みを行う こ とができま

す。

• PLC からの読み出し

MICRO/I や Touch は、 現在表示中の画面に設定されている接続機器のデバイスの値を常時読み出します。

MICRO/I や Touch の画面上に表示部品 （数値表示器やランプなど） を配置している場合、 常に最新のデータが更

新表示されます。

• PLC への書き込み

MICRO/I や Touch の画面上にデータ入力部品 （ビッ ト スイ ッチやワードスイ ッチなど） を配置している場合、 こ

れを操作する と、 PLC 側へデータを書き込みます。

1.3 1:N 通信について

1:N 通信機能対応のホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバを選択した場合、 1 台の MICRO/I や Touch に複数の外部機器を

接続するこ とができます。 詳細は 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」 を参照してください。

PLC 内のデータの読み出し ・書き込みイメージ図
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2 配線する際の注意点

接続するにあたり以下の点にご注意ください。

• シールド線は周囲環境によって PLC側、またはMICRO/IやTouch側の FG端子のどちらか一方に接続してください。

• RS422/485 インターフェイスを使用する場合、 ツイス トペアケーブルを使用して信号の＋と－が対になるよ うに配

線してください。

• HG2F/3F/4F 形において RS422/485 インターフェイスを使用する場合、9 番端子（TERM） と 10 番（RDA または RD+）
を短絡する と 330Ω の終端抵抗が挿入されます。 必要に応じて使用してください。

• HG2S 形において RS422/485 インターフェイスを使用する場合、 通信用スイ ッチを 「終端あ り」 に設定する と、

330Ω の終端抵抗が挿入されます。 必要に応じて使用してください。 なお、 通信用スイ ッチの設定は下図を参照し

てください。

• HG2G-S/-5S/-5F 形、HG3G/4G 形あるいは HG1F 形において RS422/485 インターフェイスを使用する場合、終端抵抗

切替スイ ッチを ON に設定する と、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では 120Ω、 HG2G-S/-5S 形では 100Ω、 HG1F 形で

は 330Ω の終端抵抗が挿入されます。(*1) 必要に応じて使用してください。 なお、 終端抵抗切替スイ ッチの設定は

下図を参照してください。

• Touch には、終端抵抗が内蔵されていません。RS422/485 インターフェイスを使用する場合、必要に応じて 8 番端子

(RDA) と 9 番端子 (RDB) の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。

(*1)HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の場合、 終端抵抗は端子台のみに挿入されます。 D サブコネクタ側には挿入されません。 D サブコネクタ

を RS422/485 インターフェイスでご使用の場合には、 適切な値 （100 ～ 120Ω 程度） の終端抵抗を必要に応じて追加してください。

HG2G-S/-5S 形 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形
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HG1F 形 HG2S 形

Touch

 
終端抵抗切替スイッチ 
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3 上位リンク通信での各種設定

MICRO/I や Touch が PLC と通信を行う場合、 各 PLC に応じた設定を WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 にて行う必要があ

り ます。

上位リ ンク通信の WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 での設定は、 ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ のダ

イアログボッ クス （WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアルまたは SmartAXIS Touch ユーザーズ マニュアル を参照してく

ださい。） で行います。 次表の項目について、 使用する接続機器に合わせて設定してください。

HG1F 形では CS 線が OFF になっていてもデータ送信を行います。

設定手順 設定名 内容

ステータスバーの

［ホス ト I/F ド ライバの変更］ ま

たは ［通信ド ライバの変更］ を

ク リ ッ クする

メーカー名 使用する PLC に対応したメーカー名、 ホス ト I/F ド ラ イバ

や通信ド ライバを 8 ページ　「第 2 章　 PLC 対応一覧」 よ

り選択してください。

1:N 通信対応ホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバの場合、

1:N 通信が選択可能になり ます。

ホス ト I/F ド ラ イバ

通信ド ライバ

接続形式

［システム］ タブの ［システム］

で ［プロジェク ト］ をク リ ッ ク

し ［通信インターフェイス］ タ

ブをク リ ッ クする

プロ ト コル 使用する PLC によ り、 設定が異なり ます。

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 ：

PLC との通信に使用するインターフェイスに 「ホス ト

通信」 を、 O/I リ ンク通信に使用するインターフェイス

に 「O/I リ ンクマスタ」 も し くは 「O/I リ ンクスレーブ」

を選択してください。 O/I リ ンク通信につきましては

572 ページ 「第 3 章　O/I リ ンク通信」 を参照してくだ

さい。

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形 ：

シ リ アル 1 にて 「ホス ト通信」、 「O/I リ ンクスレーブ」、

O/I リ ンクにて 「O/I リ ンクマスタ」 も し くは 「O/I リ ン

クスレーブ」 を選択してください。 O/I リ ンク通信につ

きましては 572 ページ 「第 3 章　O/I リ ンク通信」 を参

照してください。

Touch ：

Port (RS232C) にて 「接続機器との通信」、

Port (RS422/485) にて 「接続機器との通信」 , 「O/I リ ン

クマスタ」 も し くは 「O/I リ ンクスレーブ」 を選択して

ください。 O/I リ ンク通信につきましては 572 ページ

「第 3 章　O/I リ ンク通信」 を参照してください。

通信速度 使用する PLC によ り、 設定が異なり ます。

7 ページ 「第 2 章　 PLC との接続」 を参照してください。データビッ ト

ス ト ップビッ ト

パリ ティ

フロー制御

シ リ アルインター

フェイス
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設定手順 設定名 内容

［システム］ タブの ［システム］

で ［プロジェク ト］ をク リ ッ ク

し ［ホス ト I/F ド ライバ］ また

は ［通信ド ライバ］ タブをク

リ ッ クする

送信ウェイ ト （×10 ミ リ秒） 使用する PLC によ り、 設定が異なり ます。

7 ページ 「第 2 章　 PLC との接続」 を参照してく

ださい。 送信ウェイ トに関しての設定が記載され

ていない場合は、 0 に設定してください。

リ ト ラ イ回数 PLC との通信において、 この設定回数の再送をし

たにも関わらず連続して通信上のエラーが発生し

た場合、 画面へエラー表示が表示され、 システム

エリ アにエラー情報がセッ ト されます。

デフォルト値は 5 です。

タイムアウ トエラー時間

（×100 ミ リ秒）

MICRO/I や Touch から送信した通信コマンドに対

して、 PLC からの応答の待ち時間です。 この時間

を超えて、 応答がない場合は MICRO/I や Touch
は通信コマンドを再送します。

デフォルト値は 20 です。

なお、 この設定の変更の際は十分に評価を行って

ください。

その他 使用する PLC によ り、 設定が異なり ます。

7 ページ 「第 2 章　 PLC との接続」 を参照してく

ださい。

［システム］ タブの ［システム］

で ［プロジェク ト］ をク リ ッ ク

し、 ［ホス ト I/F ネッ トワーク］

または ［通信ド ライバネッ ト

ワーク］ タブをク リ ッ クする

局番 デバイス設定時に PLC を識別するために使用す

る番号です。

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート番号 PLC と接続するためのポート番号を設定してくだ

さい。

その他の設定項目 ホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバによっては固

有の設定項目が表示される場合があ り ます。 それ

ぞれのマニュアルを参照してください。

［システム］ タブの ［システム］

で ［プロジェク ト］ をク リ ッ ク

し、 ［システム設定］ タブをク

リ ッ クする

スタート タイム （秒） MICRO/I や Touch に電源を投入し、 送信コマンド

が送信されるまでの時間です。 MICRO/I や Touch
よ り遅れて PLC に電源が投入される場合や PLC
の通信ポートが使用可能となるまで時間がかかる

場合に設定してください。

システムエリ アを使用する システムエリ アを使用する場合、 設定してくださ

い。システムエリ ア 3、 4 を使用す

る

定周期でデバイスに書き込む 「定周期でデバイスに書き込む」 を選択した場合、

「書込デバイス」 と 「書込周期」 を設定してくだ

さい。
書込デバイス

書込周期
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1 IDEC 製 PLC
ホス ト I/F ド ラ イバに OpenNet,MICROsmart,SmartAXIS Pro/Lite(RS232C/485) を選択した場合、 1:N 通信機能、 パスス

ルー機能を使用するこ とができます。 ただし、 MICROSmart FC6A 形および SmartAXIS Pro/Lite はパススルー機能には

対応しており ません。 また、 OpenNet,MICROsmart,SmartAXIS Pro/Lite(Ethernet) を選択した場合、 1:N 通信機能のみ使用

するこ とができます。

• パススルー機能 （⇒ WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアル 「第 26 章　パススルー機能」）

ただし、 Touch はパススルー機能には対応しており ません。

• 1:N 通信機能 （⇒ 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」）

1.1 接続一覧表

1.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

オープンネッ ト コン ト ローラ

FC3A-CP2 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)

○ ○ ○ ○

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)
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対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

MICROSmart(*2)

FC4A-C10R2 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)

○ ○ ○ ○

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)

FC4A-C16R2
FC4A-C24R2

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)RS232C　（結線図 1

（23 ページ参照））

FC4A-PC1 RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-PC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)

FC4A-D20K3
FC4A-D20S3
FC4A-D20RK1
FC4A-D20RS1
FC4A-D40K3
FC4A-D40S3

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)

○ ○ ○ ○

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

FC4A-HPC1 RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-HPC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC4A-HPH1
+FC4A-PC1

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-HPH1
+FC4A-PC3

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)
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対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

FC6A-C16R1AE
FC6A-C16R1CE
FC6A-C16K1CE
FC6A-C16P1CE
FC6A-C24R1AE
FC6A-C24R1CE
FC6A-C24K1CE
FC6A-C24P1CE
FC6A-C40R1AE
FC6A-C40R1CE
FC6A-C40K1CE
FC6A-C40P1CE
FC6A-C40R1DE
FC6A-C40K1DE
FC6A-C40P1DE

不要

(CPU ユニッ トに接続 )
RS232C　結線図 6
（38 ページ参照）

なし OpenNet,
MICROSmart,
SmartAXIS Pro/
Lite(RS232C/485)

○ ○ ○ ○

RS422/485(2 線式 )
結線図 7
（40 ページ参照）

FC6A-PC1 RS232C　結線図 8
（43 ページ参照）

FC6A-PC3 RS422/485(2 線式 )
結線図 2
（26 ページ参照）

不要

(Ethernet ポートに接続 )
Ethernet － OpenNet,

MICROSmart,
SmartAXIS Pro/
Lite(Ethernet)HMI モジュール

(FC6A-PH1)

FC6A-C40R1AEJ
FC6A-C40R1CEJ
FC6A-C40K1CEJ
FC6A-C40P1CEJ
FC6A-C40R1DEJ
FC6A-C40K1DEJ
FC6A-C40P1DEJ

FC6A-PC1 RS232C　結線図 8
（43 ページ参照）

なし OpenNet,
MICROSmart,
SmartAXIS Pro/
Lite(RS232C/485)FC6A-PC3 RS422/485(2 線式 )

結線図 2　
（26 ページ参照）

不要

(Ethernet ポートに接続 )
Ethernet － OpenNet,

MICROSmart,
SmartAXIS Pro/
Lite(Ethernet)HMI モジュール

(FC6A-PH1)
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対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

MICROSmart Pentra(*2)

FC5A-C10R2
FC5A-C16R2
FC5A-C24R2
FC5A-C10R2C
FC5A-C16R2C
FC5A-C24R2C

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)

○ ○ ○ ○

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

FC4A-PC1 RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-PC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC5A-SIF2 RS232C　（結線図 4
（32 ページ参照））

FC5A-SIF4 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)

FC5A-D16RK1
FC5A-D16RS1
FC5A-D32K3
FC5A-D32S3

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)RS232C　（結線図 1

（23 ページ参照））

FC4A-HPC1 RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-HPC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC4A-HPH1
+FC4A-PC1

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-HPH1
+FC4A-PC3

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC5A-SIF2 RS232C　（結線図 4
（32 ページ参照））

FC5A-SIF4 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

Web Server ユニッ ト

（FC4A-SX5ES1J）
Ethernet － OpenNet, 

MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)
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(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

不要
（CPU ユニッ トに接続）

Ethernet － OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

FC4A-HPC1 RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)FC4A-HPC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC4A-HPH1
+FC4A-PC1

RS232C　（結線図 1
（23 ページ参照））

ハード
ウェア

FC4A-HPH1
+FC4A-PC3

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

なし

FC5A-SIF2 RS232C （結線図 4
（32 ページ参照））

FC5A-SIF4 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））

SmartAXIS  Pro/Lite

FT1A-H24RA
FT1A-H24RC
FT1A-B24RA
FT1A-B24RC
FT1A-H40RKA
FT1A-H40RSA
FT1A-H40RC
FT1A-B40RKA
FT1A-B40RSA
FT1A-B40RC
FT1A-H48KA
FT1A-H48SA
FT1A-H48KC
FT1A-H48SC
FT1A-B48KA
FT1A-B48SA
FT1A-B48KC
FT1A-B48SC

不要
 (CPU ユニッ トに接続）

Ethernet － OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

FT1A-PC1 RS232C （結線図 3
（29 ページ参照））

なし OpenNet, 
MICROsmart, 
SmartAXIS Pro/Lite
(RS232C/485)FT1A-PC2 RS422/485 （2 線式）

（結線図 5
（35 ページ参照））

FT1A-PC3 RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（26 ページ参照））
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1.2 システム構成

IDEC 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

1.2.1 オープンネッ ト コン ト ローラ （CPU ユニッ トの RS232C ポートに接続）

1.2.2 オープンネッ ト コン ト ローラ （CPU ユニッ トの RS485 ポートに接続）

FC3A-CP2
MICRO/I

Touch
オープンネッ ト コン ト ローラ専用インターフェイス

結線図 1
（23 ページ参照）

● 結線図 1 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC295］

● 結線図 1 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。

［形番 ： HG9Z-XC275］

● 結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］

● 結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］

FC3A-CP2
MICRO/I

Touch
オープンネッ ト コン ト ローラ専用インターフェイス

結線図 2
（26 ページ参照）
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1.2.3 MICROSmart/MICROSmart Pentra （ポート 1 に接続）

FC5A-D12K1E、 FC5A-D12S1E は、 RS232C ポートがないためご使用できません。

FC4A
FC5A

MICRO/I
TouchRS232C

結線図 1 （23 ページ参照）

または結線図 3 （29 ページ参照）

● 結線図 1 および接続図 3 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ：

HG9Z-XC295］

● 結線図 1 および接続図 3 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形

番 ： HG9Z-XC275］

● 結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］

● 結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］

● 結線図 3 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： FC4A-KC2C］

● 結線図 3 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： FC4A-KC1C］

FC6A

（CAN J1939 オールインワンタイプ以外）

MICRO/I
Touch

RS232C

結線図 6 （38 ページ参照）

FC6A

（CAN J1939 オールインワンタイプ以外）

MICRO/I
Touch

RS485

結線図 7 （40 ページ参照）
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1.2.4 MICROSmart/MICROSmart Pentra （ポート 2 使用）

RS232C

MICRO/I
Touch

結線図 1
（23 ページ参照）

FC4A -C16R2 FC5A -C10R2  FC4A-PC1
-C24R2 -C16R2 （通信ボード）

-C24R2
-C10R2C
-C16R2C
-C24R2C

RS485

MICRO/I
Touch

結線図 2
（26 ページ参照）

FC4A -C16R2 FC5A -C10R2 FC4A-PC3
-C24R2 -C16R2 （通信ボード）

-C24R2
-C10R2C
-C16R2C
-C24R2C

RS232C
MICRO/I

Touch

結線図 1
（23 ページ参照）

FC4A-D***** FC4A-HPH1 FC4A-PC1

FC5A-D***** （HM1 ベースモジュール） （通信ボード）
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FC4A-PC3

RS485

MICRO/I
Touch

結線図 2
（26 ページ参照）

FC4A-D***** FC4A-HPH1

FC5A-D***** （HM1 ベースモジュール） （通信ボード）

● 結線図 1 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC295］

● 結線図 1 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。

［形番 ： HG9Z-XC275］

● 結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］

● 結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］
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1.2.5 MICROSmart/MICROSmart Pentra （通信モジュール使用）

RS232C

MICRO/I
Touch

結線図 1
（23 ページ参照）

FC4A-D***** FC4A-HPC1
FC5A-D*****

RS485

MICRO/I
Touch

結線図 2
（26 ページ参照）

FC4A-D***** FC4A-HPC3
FC5A-D*****

RS232C

MICRO/I
Touch

結線図 4
（32 ページ参照）

FC5A-D***** FC5A-SIF2
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RS485

MICRO/I
Touch

結線図 2
（26 ページ参照）

FC5A-D***** FC5A-SIF4

FC6A FC6A-PC1

RS232C

MICRO/I
Touch

結線図 8
（43 ページ参照）

FC6A FC6A-PC3

RS485

MICRO/I
Touch

結線図 2
（26 ページ参照）

● 結線図 1 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC295］

● 結線図 1 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。

［形番 ： HG9Z-XC275］

● 結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］

● 結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］
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1.2.6 オープンネッ ト コン ト ローラ /MICROSmart/MICROSmart Pentra （Web Server ユニッ ト使用）

1.2.7 MICROSmart Pentra （FC5A-D12K1E、 FC5A-D12S1E）

1.2.8 MICROSmart (FC6A) 

MICRO/I
Touch

PLC 接続ケーブル

FC4A-KC3C
Ethernet

FC3A
FC4A
FC5A

Web Server ユニッ ト

FC4A-SX5ES1J

MICRO/I
Touch

Ethernet 

 

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

FC6A

MICRO/I
Touch

Ethernet 

 

FC6A FC6A-PH1

Ethernet

MICRO/I
Touch
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1.2.9 SmartAXIS Pro/Lite （通信カート リ ッジ使用）

1.2.10 SmartAXIS Pro/Lite

RS232C
結線図 3

（29 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FT1A-PC1

RS485
結線図 5

（35 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FT1A-PC2
   FT1A-H24

　 　 　  -B24

　 　 　  -H40

　 　 　  -B40

　 　 　  -H48

　 　 　  -B48

RS485
結線図 2

（26 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FT1A-PC3

Ethernet

MICRO/I
Touch

    FT1A-H24

　 　 　  -B24

　 　 　  -H40

　 　 　  -B40

　 　 　  -H48

　 　 　  -B48
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1.2.11 1:N 通信－オープンネッ ト コン ト ローラ /MICROSmart/MICROSmart Pentra/
SmartAXIS Pro/Lite

以下の接続で 1:N 通信を使用するこ とができます。

オープンネッ ト コン ト ローラ （CPU ユニッ トの RS485 ポートに接続）

MICROSmart/MICROSmart Pentra （ポート 2 使用） － RS485 接続

MICROSmart/MICROSmart Pentra （通信モジュール使用） － RS485 接続

MICROSmart FC6A （ポート 1 を使用時） － RS485 接続

SmartAXIS Pro/Lite （通信カート リ ッジ使用） － RS485 接続

MICRO/I
Touch

RS485

・ ・ ・

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn
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1.2.12 1:N 通信－オープンネッ ト コン ト ローラ /MICROSmart/MICROSmart Pentra/
SmartAXIS Pro/Lite （イーサネッ トで接続）

以下の接続で 1:N 通信を使用するこ とができます。

オープンネッ ト コン ト ローラ （Web Server ユニッ ト使用）

MICROSmart/MICROSmart Pentra （Web Server ユニッ ト使用）

MICROSmart Pentra　 FC5A-D12K1E、 FC5A-D12S1E
MICROSmart FC6A
SmartAXIS Pro/Lite

MICRO/I
Touch

Ethernet

・ ・ ・

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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1.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

1.3.1 結線図 1 ： オープンネッ ト コン ト ローラ （RS232C ポート） － MICRO/I、 Touch
                 MICROSmart/MICROSmart Pentra （RS232C ポート） － MICRO/I、 Touch

Mini DIN8P D サブ 9P コネクタプラグタイプ

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC295］

● 結線図 1 と HG9Z-XC295 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC295 の結線図については 708 ページ 「第 7 章　 1.20　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC295」
を参照してください。
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Mini DIN8P 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC275］

● HG9Z-XC275 の結線図については 706 ページ 「第 7 章　 1.19　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC275」
を参照してください。

Mini DIN8P D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］

結線図 1 と HG9Z-XC183 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

● HG9Z-XC183 の結線図については 702 ページ 「第 7 章　 1.13　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC183」
を参照してください。
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Mini DIN8P D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

● HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］

結線図 1 と HG9Z-3C125 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

● HG9Z-3C125 の結線図については 697 ページ 「第 7 章　 1.4　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C125」 を

参照してください。

Mini DIN8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.2 結線図 2 ： オープンネッ ト コン ト ローラ （RS485 ポート） － MICRO/I、 Touch
                 MICROSmart/MICROSmart Pentra （RS485 ポート） － MICRO/I、 Touch
                 MICROSmart/MICROSmart Pentra （FC5A-SIF4） － MICRO/I、 Touch
                 MICROSmart （FC6A-PC3）
                 SmartAXIS Pro/Lite （FT1A-PC3） － MICRO/I、 Touch

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.3 結線図 3 ： MICROSmart/MICROSmart Pentra （RS232C ポート 1） － MICRO/I、 Touch
　 　 　 　    SmartAXIS Pro/Lite （FT1A-PC1） － MICRO/I、 Touch

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC295］

Mini DIN8P D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN8P 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC275］

● HG9Z-XC275 の結線図については 706 ページ 「第 7 章　 1.19　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC275」
を参照してください。



第 2 章

30 接続機器設定マニュアル

Mini DIN8P D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： FC4A-KC1C］

結線図 3 と FC4A-KC1C の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

● FC4A-KC1C の結線図については 701 ページ 「第 7 章　 1.10　 PLC 接続ケーブル　形番 ： FC4A-KC1C」 を

参照してください。

Mini DIN8P D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

● HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： FC4A-KC2C］

結線図 3 と FC4A-KC2C の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

● FC4A-KC2C の結線図については 696 ページ 「第 7 章　 1.2 　 PLC 接続ケーブル　形番 ： FC4A-KC2C」 を参

照してください。
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Mini DIN8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.4 結線図 4 ： MICROSmart/MICROSmart Pentra （FC5A-SIF2） － MICRO/I、 Touch

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.5 結線図 5 ： SmartAXIS Pro/Lite （FT1A-PC2） － MICRO/I、 Touch

MiniDIN8P D サブ 9P コネクタプラグタイプ

MiniDIN8P 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC275］

● HG9Z-XC275 の結線図については 706 ページ 「第 7 章　 1.19　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC275」
を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。

7
2
1

7
2
1
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

MiniDIN8P D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

MiniDIN8P 端子台

7
2
1

7
2
1
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

MiniDIN8P D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MiniDIN8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ

7
2
1

7
2
1
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1.3.6 結線図 6 ： MICROSmart (FC6A) （RS232C ポート）

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブル （形番 : FC6A-KC2C） をご用意しています。 FC6A-KC2C の結線図に

ついては 711 ページ 「第 7 章　 1.24　ユーザー通信および PLC 接続用ケーブル　形番 ： FC6A-KC2C」 を参照し

てください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch 用の接続ケーブル （形番 : FC6A-KC1C） をご用意しています。 FC6A-
KC1C の結線図については 710 ページ 「第 7 章　 1.23　ユーザー通信および PLC 接続用ケーブル　形番 ： FC6A-
KC1C」 を参照してください。

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ 端子台
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RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.7 結線図 7 ： MICROSmart (FC6A) （RS485 ポート）

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に設定してくださ

い。 終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ 端子台
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● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch 形用の接続ケーブル （形番 : FC6A-KC1C） をご用意しています。

FC6A-KC1C の結線図については 710 ページ 「第 7 章　 1.23　ユーザー通信および PLC 接続用ケーブル　

形番 ： FC6A-KC1C」 を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB)
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

RJ-45 8 ピン モジュラ  コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.3.8 結線図 8 ： MICROSmart (FC6A-PC1)

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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-
-
-
-
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-
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-
-
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-
-
-
-
-
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端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MiniDIN8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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1.4 環境設定

1.4.1 オープンネッ ト コン ト ローラ、 MICROSmart、 MICROSmart Pentra、 SmartAXIS Pro/Lite に接

続する （シリアル） 場合

オープンネッ ト コン ト ローラ と MICRO/I を接続する場合、 オープンネッ ト コン ト ローラの特殊内部リ レー

M8014 を必ず “ON” に設定してからご使用ください。

1.4.2 オープンネッ ト コン ト ローラ , MICROSmart/MICROSmart Pentra （Web Server ユニッ ト使用）

の場合

以下の項目は ［プロジェク ト設定］ ダイアログボッ クスにて設定してください。

項目 内容

通信速度 （bps） 9600

データビッ ト 7

パリティ 偶数

ス ト ップビッ ト 1

ネッ ト ワーク番号(*1)

(*1)MICRO/I でのネッ ト ワーク番号は 10 進数で設定してください。

0

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

IP アドレス

（Web Server ユニッ ト ）

Web Server ユニッ トの IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ポート番号

（Web Server ユニッ ト ）

Web Server ユニッ ト と通信を行うためのポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

● オープンネッ ト コン ト ローラ と MICRO/I を接続する場合、 オープンネッ ト コン ト ローラの特殊内部リ レー

M8014 を必ず “ON” に設定してからご使用ください。

● HG3F/4F 形と IDEC WebServer ユニッ ト を接続する場合、 WebServer ユニッ トの通信速度 （Ethernet） を

「10Base」 も し くは 「自動 （Auto）」 に設定してください。
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1.4.3 MICROSmart （FC6A）、 MICROSmart Pentra （FC5A-D12K1E/-D12S1E）、 SmartAXIS Pro/Lite 
に接続する （イーサネッ ト） 場合

以下の項目は ［プロジェク ト設定］ ダイアログにて設定してください。

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ポート番号 PLC と通信を行うためのポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）
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1.5 使用可能デバイス

1.5.1 オープンネッ ト コン ト ローラ、 MICROSmart、 MICROSmart Pentra、 SmartAXIS Pro/Lite

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC WindO/I-NV2 WindO/I-NV3

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-2557, 8000-8317 0-7997, 8000-8317, 
10000-17497

R/W (*3)

入力リ レー （ビッ ト ） X X(I)(*1) 0-627 R (*3)

出力リ レー （ビッ ト ） Y Y(Q)(*1) 0-627 R/W (*3)

タイマ （接点） T T 0-255 0-1023 R 10 進

カウンタ （接点） C C 0-255 0-511 R 10 進

シフ ト レジスタ （ビッ ト ） R R 0-255 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC WindO/I-NV2 WindO/I-NV3

データレジスタ D D 0-49999 0-55999 R/W 10 進

入力リ レー （ワード） WX X(I)(*1)

(*1) PLC 側のデバイス  タイプ X、 Y は MICROSmart FC6A、 SmartAXIS Pro/Lite ではそれぞれ I、 Q とな り ます。

0-620 R 10 進(*2)

(*2) このデバイスは 20 の倍数で設定してください。

出力リ レー （ワード） WY Y(Q)(*1) 0-620 R/W 10 進 (*2)

内部リ レー （ワード） WM M 0-2540, 8000-8300 0-7980, 8000-8300, 
10000-17480

R/W 10 進 (*2)

タイマ （現在値） TC T 0-255 0-1023 R 10 進

カウンタ （現在値） CC C 0-255 0-511 R 10 進

タイマ （設定値） TP T 0-255 0-1023 R/W 10 進

カウンタ （設定値） CP C 0-255 0-511 R/W 10 進

リ ンクレジスタ L L 100-1317 R/W (*3)

(*3) このデバイスは 1 の位は 8 進で設定してください。

シフ ト レジスタ （ワード） WR R 0-240 R 10 進(*4)

(*4) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

エラーレジスタ E － 0-5 R/W 10 進

● 種々の使用状態によ り PLC の各デバイスは利用制限が設けられている場合があるため、 実際の使用にあ

たっては PLC のマニュアルを参照してください。

● オープンネッ ト コン ト ローラの特殊内部リ レー M8014 を必ず “ON” に設定してからご使用ください。
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2 三菱電機㈱製 PLC
ホス ト I/F ド ラ イバに MELSEC-Q （CPU） , MELSEC-FX （CPU） , MELSEC-FX2N （CPU） , MELSEC-FX3UC （CPU） を

選択した場合、 パススルー機能を使用するこ とができます。

ホス ト I/F ド ラ イバに MELSEC-Q/QnA （Ethernet）、 MELSEC-FX3U(Ethernet)、 ,MELSEC-FX(LINK) を選択した場合、

1:N 通信機能を使用するこ とができます。

• パススルー機能 （⇒ WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアル 「第 26 章　パススルー機能」）

ただし、 Touch はパススルー機能には対応しており ません。

• 1:N 通信機能 （⇒ 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」）

2.1 接続一覧表

2.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

MELSEC-A

A1N, 
A2N, 
A3N

AJ71C24,
AJ71C24-S3/-S6/-S8,
AJ71UC24

RS232C （結線図 1
（69 ページ参照））

ハード
ウェア

MELSEC-AnN
（LINK）

○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

A1SH(*1) A1SJ71C24-R2(*1),
A1SJ71UC24-R2

RS232C （結線図 3
（75 ページ参照））

A1SJ71C24-R4,
A1SJ71UC24-R4

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

A2CCPUC24 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 3
（75 ページ参照））

A0J2, 
A0J2H

A0JC214-S1 RS232C （結線図 1
（69 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

A2A, 
A3A, 
A2U, 
A3U, 
A4U

AJ71C24-S6/-S8,
AJ71UC24

RS232C （結線図 1
（69 ページ参照））

MELSEC-AnA
（LINK）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

A2US，
A2USH-S1

A1SJ71C24-R2,
A1SJ71UC24-R2(*1)

RS232C （結線図 3
（75 ページ参照））

A1SJ71C24-R4 RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））
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A2N(*1) 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

なし MELSEC-AnN
（CPU）

× × ○ ×

A1SJH, A1SH, 
A2SH,  A2C, 
A0J2H

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

MELSEC-A1S/A2C
（CPU）

A2A, A3A, A2US, 
A2USH

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

MELSEC-AnA
（CPU）

A2U(*1), 
A2USH-S1(*1)

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

MELSEC-AnU
（CPU）

MELSEC-QnA

Q4ACPU,
Q4ARCPU,
Q3ACPU,
Q2ACPU-S1,
Q2ACPU

AJ71QC24N-R2 RS232C （結線図 1
（69 ページ参照））

ハード
ウェア /
なし

MELSEC-Q/QnA
（LINK）

○ ○ ○ ×

AJ71QC24N
RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

AJ71QC24N-R4

RS422/485 （4 線式）

（結線図 9
（89 ページ参照））

AJ71QE71N3-T Ethernet － MELSEC-Q/QnA
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

AJ71QE71N-B2

AJ71QE71N-B5

Q2ASHCPU-S1,
Q2ASHCPU,
Q2ASCPU-S1,
Q2ASCPU

A1SJ71QC24N-R2 RS232C （結線図 3
（75 ページ参照））

ハード
ウェア /
なし

MELSEC-Q/QnA
（LINK）

○ ○ ○ ×

A1SJ71QC24N

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

A1SJ71QE71N3-T Ethernet － MELSEC-Q/QnA
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

A1SJ71QE71N-B2

A1SJ71QE71N-B5

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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MELSEC-Q

Q00CPU(*1),

Q01CPU(*1),
Q00UJCPU,
Q00UCPU,
Q01UCPU,
Q02UCPU

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（83 ページ参照））

ハード
ウェア

MELSEC-Q/QnA
（LINK）

○ ○ ○ ×

（結線図 7
（85 ページ参照））

Q02CPU(*1),
Q02HCPU,

Q06HCPU(*1),
Q12HCPU,
Q25HCPU,
Q00UJCPU,
Q00UCPU,
Q01UCPU,
Q02UCPU,
Q03UDCPU,
Q04UDHCPU,
Q06UDHCPU,
Q10UDHCPU,
Q13UDHCPU,
Q20UDHCPU,
Q26UDHCPU,
Q03UDECPU,
Q04UDEHCPU,
Q06UDEHCPU,
Q10UDEHCPU,
Q13UDEHCPU,
Q20UDEHCPU,
Q26UDEHCPU,
Q50UDEHCPU,
Q100UDEHCPU
Q03UDVCPU
Q04UDVCPU
Q06UDVCPU
Q13UDVCPU
Q26UDVCPU

QJ71C24N-R2(*1) RS232C （結線図 3
（69 ページ参照））

QJ71C24N(*1)

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（72 ページ参照））

Q02CPU(*1),
Q02HCPU

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C
（結線図 6
（83 ページ参照））

MELSEC-Q （CPU）

（結線図 7
（85 ページ参照））

Q02CPU-Amode 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C
（結線図 6
（83 ページ参照））

MELSEC-AnU
（CPU）

× × ○ ×

（結線図 7
（85 ページ参照））

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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Q00JCPU,
Q00CPU,
Q01CPU

Q02CPU(*1),
Q02HCPU,
Q06HCPU,
Q12HCPU,
Q25HCPU,
Q00UJCPU,
Q00UCPU,
Q01UCPU,
Q02UCPU,
Q03UDCPU,
Q04UDHCPU,
Q06UDHCPU,
Q10UDHCPU,
Q13UDHCPU,
Q20UDHCPU,
Q26UDHCPU,

QJ71E71-100(*1),
QJ71E71-B5,
QJ71E71-B2

Ethernet － MELSEC-Q/QnA
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

Q03UDECPU,
Q04UDEHCPU,
Q06UDEHCPU,
Q10UDEHCPU,
Q13UDEHCPU,
Q20UDEHCPU,
Q26UDEHCPU,
Q50UDEHCPU,
Q100UDEHCPU
Q03UDVCPU
Q04UDVCPU
Q06UDVCPU
Q13UDVCPU
Q26UDVCPU

不要
（CPU ユニッ トに接続）

QJ71E71-100
QJ71E71-B2
QJ71E71-B5

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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MELSEC-FX

FX1, FX2, FX2C 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

ハード
ウェア

MELSEC-FX
（CPU）

○ ○ ○ ×

FX0, 
FX0N,
（FX1N） (*1),
FX-0S(*1) ,
FX-1S(*1)

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX-1NC,
FX-2NC

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

MELSEC-FX2N
（CPU）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX2NC-232ADP RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

FX1N 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX1N-232-BD(*2) RS232C （結線図 5
（81 ページ参照））

FX1N-422-BD(*2) RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX1N-CNV-BD
+ FX2NC-232ADP

RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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FX2N 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

ハード
ウェア

MELSEC-FX2N
（CPU）

○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX2N-232-BD(*2) RS232C （結線図 5
（81 ページ参照））

FX2N-422-BD(*2) RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX2N-CNV-BD
+ FX2NC-232ADP

RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

FX-3UC(*1),
FX-3U

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

MELSEC-FX3UC
（CPU）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX3U-232ADP(*1) または
FX3U-CNV-BD
+ FX3U-232ADP

RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

FX3U-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

FX3U-ENET-L(*3) Ethernet - MELSEC-FX3U
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

FX-3G 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（78 ページ参照））

ハード
ウェア

MELSEC-FX3UC
（CPU）

○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 10
（92 ページ参照））

FX3G-CNV-ADP
+ FX3U-232ADP(*1)

RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch



55

2　三菱電機㈱製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

FX1S,
FX1N

FX1N-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

なし MELSEC-FX
(LINK)

○ ○ × ○

FX1N-CNV-BD
+ FX2NC-232ADP

FX1N-485-BD RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX1N-CNV-BD
+ FX2NC-485ADP

RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX2N FX2N-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））FX2N-CNV-BD

+ FX2NC-232ADP

FX2N-485-BD RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX2N-CNV-BD
+ FX2NC-485ADP

RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX1NC,
FX2NC

FX2NC-232ADP RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

FX2NC-485ADP RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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FX3U FX3U-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））

なし MELSEC-FX
(LINK)

○ ○ × ○

FX3U-CNV-BD
+ FX3U-232ADP

FX3U-485-BD RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX3U-CNV-BD
+ FX3U-485ADP

RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX3UC FX3U-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））FX3U-232ADP

FX3U-485-BD RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX3U-485ADP RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX3G FX3G-232-BD RS232C （結線図 8
（87 ページ参照））FX3G-CNV-ADP

+ FX3U-232ADP

FX3G-485-BD RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

FX3G-CNV-ADP
+ FX3U-485ADP

RS422/485 （4 線式）

（結線図 11
（95 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 12
（96 ページ参照））

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

(*2) 拡張機能通信用ボードです

(*3) MELSEC-FX3UC と接続する場合、 FX2NC-CNV-IF または FX3UC-1PS-5V が必要です。

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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2.2 システム構成

三菱電機㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

2.2.1 MELSEC-A シリーズ （計算機リンクユニッ ト使用）

RS232C
結線図 1 （69 ページ参照）

MICRO/I

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

A1N,A2N,A3N AJ71C24
AJ71C24-S3

A1N,A2N,A3N,A2A,A3A AJ71C24-S6
AJ71C24-S8

A1N,A2N,A3N,A2A,A3A
A2U,A3U,A4U AJ71UC24

A0J2,A0J2H A0J2-C214-S1

● 結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］

● 結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC145］

RS232C
結線図 3 （75 ページ参照）

MICRO/I

A1SH,A2US,A2USH A1SJ71C24-R2
A1SJ71UC24-R2

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

MICRO/I

A1SJ71C24-R4
A1SJ71UC24-R4

● 結線図 3 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C145］

● 結線図 3 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC203］
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2.2.2 MELSEC-A シリーズ （CPU ユニッ トのリンク I/F に接続）

2.2.3 MELSEC-A シリーズ （CPU ユニッ トのプログラ ミングポートに接続）

RS232C
結線図 3 （75 ページ参照）

MICRO/I

A2CCPU24

● 結線図 3 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C145］

● 結線図 3 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC203］

A0J2H
A1SJH,A1SH

A2N,A2SN,A2C,
A2A,A3A,A2US,

A2USH,A2U MICRO/I
RS422

結線図 4 （78 ページ参照）

● 結線図 4 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C165］

● 結線図 4 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC255］
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2.2.4 MELSEC-Q/QnA シリーズ （計算機リンクユニッ ト使用）

Q02CPU, Q02HCPU, Q06HCPU,  
Q12HCPU, Q25HCPU, Q00UJCPU,
Q00UCPU, Q01UCPU, Q02UCPU,  
Q03UD(E)CPU, Q04UD(E)HCPU, 
Q06UD(E)HCPU, Q10UD(E)HCPU,
Q13UD(E)HCPU, Q20UD(E)HCPU,
Q26UD(E)HCPU, Q50UDEHCPU,
Q100UDEHCPU, Q03UDVCPU, 
Q04UDVCPU, Q06UDVCPU, 
Q13UDVCPU, Q26UDVCPU

RS232C
結線図 3 （75 ページ参照） MICRO/I

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

QJ71C24N

QJ71C24N-R2

RS232C
結線図 3 （75 ページ参照）

MICRO/I

RS232C
結線図 1 （69 ページ参照） MICRO/I

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

Q4ACPU
Q4ARCPU
Q3ACPU
Q2ACPU-S1
Q2ACPU

AJ71QC24N

RS232C
結線図 1 （69 ページ参照）

MICRO/I

AJ71QC24N-R2

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

MICRO/I

RS485
結線図 9 （89 ページ参照）

AJ71QC24N-R4
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2.2.5 MELSEC-Q シリーズ （CPU ユニッ トのプログラ ミングポートに接続）

RS232C
結線図 3 （75 ページ参照） MICRO/I

RS485
結線図 2 （72 ページ参照）

Q2ASH CPU-S1
Q2ASH CPU
Q2AS CPU-S1
Q2AS CPU

A1SJ71QC24N

RS232C
結線図 1 （69 ページ参照）

MICRO/I

A1SJ71QC24N-R2

● 結線図 3 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C145］

● 結線図 3 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC203］

三菱電機 （株） 製ケーブル
QC30R2

RS232C
結線図 6 （83 ページ参照）

MICRO/I

Q00CPU,Q01CPU,
Q02CPU,Q02HCPU,
Q00UJCPU,Q00UCPU,
Q01UCPU,Q02UCPU

RS232C
結線図 7 （85 ページ参照）

MICRO/I

Q00CPU,Q01CPU,
Q02CPU,Q02HCPU,
Q00UJCPU,Q00UCPU,
Q01UCPU,Q02UCPU

● 結線図 7 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC315］

● 結線図 7 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC265］
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2.2.6 MELSEC-FX シリーズ （CPU ユニッ トのプログラ ミングポートに接続）

RS422
結線図 4 （78 ページ参照）

MICRO/I

FX1,FX2,FX2C

三菱電機 （株） 製ケーブル
FX-20P-CADP

RS422
結線図 4 （78 ページ参照）

MICRO/I

FX0S,FX1S,FX0N,FX1N,
FX1NC,FX2N,FX2NC,
FX3UC,FX3U,FX3G

MICRO/I

RS422

結線図 10 （92 ページ参照）

FX0S,FX1S,FX0N,FX1N,
FX1NC,FX2N,FX2NC,
FX3UC,FX3U,FX3G

● 結線図 4 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C165］

● 結線図 4 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC255］

● 結線図 10 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC305］

● 結線図 10 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。

［形番 ： HG9Z-XC275］
ただし、 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続

ケーブル ［HG9Z-XC275］ のコネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。

● 結線図 10 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC245］
ただし、 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続

ケーブル ［HG9Z-XC245］ のコネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。
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三菱電機 （株） 製ケーブル
FX-20P-CADP

RS422 結線図 4
（78 ページ参照）

MICRO/I

FX1N FX1N-422-BD

FX2N FX2N-422-BD

● 結線図 4 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C165］

● 結線図 4 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC255］

RS422
結線図 10 （92 ページ参照）

MICRO/I

FX1N FX1N-422-BD

FX2N FX2N-422-BD

● 結線図 10 は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC305］

● 結線図 10 は HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。

［形番 ： HG9Z-XC275］
ただし、 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続

ケーブル ［HG9Z-XC275］ のコネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。

● 結線図 10 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC245］
ただし、 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続

ケーブル ［HG9Z-XC245］ のコネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。
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RS232C
結線図 5 （81 ページ参照）

MICRO/I

FX1N FX1N-232-BD

FX2N FX2N-232-BD

RS485 （4 線式）

結線図 11 （95 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX1S, FX1N FX1N-485-BD

FX2N FX2N-485-BD RS485 （2 線式）

結線図 12 （96 ページ参照）

RS232C
結線図 8 （87 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX3UC, FX3U FX3U-232-BD

FX3G FX3G-232-BD

RS485 （4 線式）

結線図 11 （95 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX3UC, FX3U FX3U-485-BD

FX3G FX3G-485-BD RS485 （2 線式）

結線図 12 （96 ページ参照）
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2.2.7 MELSEC-FX シリーズ （FX2NC-232ADP/FX2NC-485ADP/FX3U-232ADP/FX3U-485ADP に接続）

MICRO/I
Touch

RS232C
結線図 8 （87 ページ参照）

FX1NC
FX2NC FX2NC-232ADP

RS485 （4 線式）

結線図 11 （95 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX1NC
FX2NC FX2NC-485ADP RS485 （2 線式）

結線図 12 （96 ページ参照）

RS232C
結線図 8

（87 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX1N + FX1N-CNV-BD FX2NC-232ADP

FX2N + FX2N-CNV-BD
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RS485 （4 線式）

結線図 11 （95
ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX1N + FX1N-CNV-BD FX2NC-485ADP
RS485 （2 線式）

結線図 12 （96
ページ参照）

FX2N + FX2N-CNV-BD

MICRO/I
Touch

RS232C
結線図 8 （87 ページ参照）

FX3UC FX3U-232ADP

RS485 （4 線式）

結線図 11 （95 ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX3UC FX3U-485ADP
RS485 （2 線式）

結線図 12 （96 ページ参照）

RS232C
結線図 8 （87
ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX3U + FX3U-CNV-BD FX3U-232ADP

FX3G + FX3G-CNV-ADP
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2.2.8 MELSEC-Q/QnA シリーズ （CPU ユニッ トの Ethernet ポート を使用時）

2.2.9 MELSEC-Q/QnA シリーズ （Ethernet ユニッ ト使用）

RS485 （4 線式）

結線図 11 （95
ページ参照）

MICRO/I
Touch

FX3U + FX3U-CNV-BD FX3U-485ADP RS485 （2 線式）

結線図 12 （96
ページ参照）FX3G + FX3G-CNV-ADP

Q03UDECPU, Q04UDEHCPU,
Q06UDEHCPU, Q10UDEHCPU,
Q13UDEHCPU, Q20UDEHCPU,
Q26UDEHCPU, Q50UDEHCPU,
Q100UDEHCPU, Q03UDVCPU,
Q04UDVCPU, Q06UDVCPU,
Q13UDVCPU, Q26UDVCPU

Ethernet （TCP/IP）

MICRO/I
Touch

Ethernet （TCP/IP）

MICRO/I
Touch

Q00JCPU, Q00CPU, Q01CPU,
Q02CPU, Q02HCPU, Q06HCPU,
Q12HCPU, Q25HCPU, Q00UJCPU, 
Q00UCPU, Q01UCPU, Q02UCPU,
Q03UD(E)CPU, Q04UD(E)HCPU,
Q06UD(E)HCPU, Q10UD(E)HCPU,
Q13UD(E)HCPU, Q20UD(E)HCPU,
Q26UD(E)HCPU, Q50UDEHCPU,
Q100UDEHCPU, Q03UDVCPU,
Q04UDVCPU, Q06UDVCPU,
Q13UDVCPU, Q26UDVCPU

QJ71E71-100
QJ71E71-B5
QJ71E71-B2
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Ethernet （TCP/IP）

MICRO/I
Touch

Q4ACPU, Q4ARCPU
Q3ACPU, Q2ACPU-S1
Q2ACPU

AJ71QE71N3-T
AJ71QE71N-B5

Ethernet （TCP/IP）

MICRO/I
Touch

Q2ASH
CPU-S1

Q2ASHCPU
Q2ASCPU-S1

Q2ASCPU

A1SJ71QE71N3-T
A1SJ71QE71N-B2
A1SJ71QE71N-B5

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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2.2.10 MELSEC-FX シリーズ （Ethenet ユニッ ト使用）

MELSEC-FX3UC と接続する場合、 FX2NC-CNV-IF または FX3UC-1PS-5V が必要です。

MICRO/I
Touch

Ethernet

FX3UC
FX3U FX3U-ENET-L
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2.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

2.3.1 結線図 1 ： 計算機リンクユニッ ト （RS232C） － MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） 端子台
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HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 と HG9Z-3C135 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C135 の結線図については 698 ページ 「第 7 章　 1.5　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C135」 を参照し

てください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC145］

● 結線図 1 と HG9Z-XC145 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC145 の結線図については 701 ページ 「第 7 章　 1.11　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC145」
を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.2 結線図 2 ： 計算機リンクユニッ ト （RS485） － MICRO/I

シ リ アルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト QJ71C24 をご使用の場合は、 ユーザーズマニュアルに従い、 終端抵抗を挿

入してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台 端子台

● シ リアルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト QJ71C24 をご使用の場合は、 ユーザーズマニュアルに従い、 終端抵

抗を挿入してください。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 端子台

● シ リアルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト QJ71C24 をご使用の場合は、 ユーザーズマニュアルに従い、 終端抵

抗を挿入してください。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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シ リ アルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト QJ71C24 をご使用の場合は、 ユーザーズマニュアルに従い、 終端抵抗を挿

入してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● シ リ アルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト QJ71C24 をご使用の場合は、 ユーザーズマニュアルに従い、 終端抵

抗を挿入してください。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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2.3.3 結線図 3 ： 計算機リンクユニッ ト （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC203］
結線図 3 と HG9Z-XC203 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC203 の結線図については 703 ページ 「第 7 章　 1.14　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC203」 を参照

してください。

HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C145］
結線図 3 と HG9Z-3C145 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C145 の結線図については 698 ページ 「第 7 章　 1.6　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C145」 を参照し

てください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.4 結線図 4 ： PLC, 2 ポートアダプタ－ MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） 端子台
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HG1F では、 三菱電機 A シ リーズおよび FX シ リーズとの CPU 直結接続には端子台ではなく、 シ リ アルインター

フェイス 1 （D サブ 9P コネクタ） をご使用ください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） 端子台

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC255］

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C165］

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.5 結線図 5 ： FX2N-232-BD － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.6 結線図 6 ： MELSEC-Q （三菱電機製ケーブル QC30R2） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

（ケーブル側）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

（ケーブル側）

端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

（ケーブル側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

（ケーブル側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

（ケーブル側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.7 結線図 7 ： MELSEC-Q （CPU ユニッ トのプログラ ミングポート） － MICRO/I

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC315］

HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC265］

Mini DIN 6Pin ソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 6Pin ソケッ ト タイプ （本体側） 端子台

Mini DIN 6Pin ソケッ ト タイプ （本体側） D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ



第 2 章

86 接続機器設定マニュアル

三菱 Q シリーズ側の Mini-Din 6 Pin プラグピン配置図

Mini DIN 6Pin ソケッ ト タイプ

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 6Pin ソケッ ト タイプ

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ

 

1 2 

3 4 

5 6 
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2.3.8 結線図 8 ： FX2NC-232ADP/FX3U-232ADP/FC3U-232-BD － MICRO/I、 Touch

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.9 結線図 9 ： 計算機リンクユニッ ト （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.10 結線図 10 ： MELSEC-FX シリーズ CPU （RS485） － MICRO/I

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC305］

ミ ニ DIN8P コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ミニ DIN8P コネクタ 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC275］
ただし、 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続

ケーブル ［HG9Z-XC275］ のコネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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ミ ニ DIN8P コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ミニ DIN8P コネクタ 端子台

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC245］

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ミ ニ DIN8P コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ミニ DIN8P コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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2.3.11 結線図 11 ： FX1N-485-BD/FX2N-485-BD/FX3U-485-BD/FX3G-485-BD/FX2NC-485ADP/
                    FX3U-485ADP （4 線式） － MICRO/I、 Touch

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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2.3.12 結線図 12 ： FX1N-485-BD/FX2N-485-BD/FX3U-485-BD/FX3G-485-BD/FX2NC-485ADP
                    FX3U-485ADP （2 線式） － MICRO/I、 Touch

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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2.4 環境設定

2.4.1 MELSEC-A シリーズ ：計算機リンクユニッ ト、 または CPU ユニッ トのリンク I/F を使用する場

合の設定

詳細はリ ンクユニッ トのマニュアルを参照してください。

2.4.2 MELSEC-A シリーズ ： プログラ ミングポートまたは、 2 ポートアダプタに接続する場合

CPU 直結で使用する場合、 MICRO/I との通信が始まる と、 PLC プログラムのスキャンタイムが遅くな り ます。

実際の運用時は、 ご確認の上ご使用ください。

項目 内容

インターフェイス RS232C RS485

伝送制御手順 形式 4 のプロ ト コルモード

（モード設定スイ ッチを “4” にしてく

ださい。）

（モード設定スイ ッチを “8” にしてく

ださい。）

局番(*1)

(*1)MICRO/I での局番は 10 進数で設定してください。

MICRO/I と同じ

設定にします。

（局番設定スイ ッチで設定）

データビッ ト 7bit、 8bit （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200 （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

パリティ なし、 偶数、 奇数 （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

ス ト ップビッ ト 1bit、 2bit （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

サムチェッ ク あ り （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

RUN 中書込み 可能 （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

送信側終端抵抗 なし あ り （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

受信側終端抵抗 なし あ り （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

計算機リ ンク

/ マルチド ロ ップ リ ンク選択

計算機リ ンク （伝送仕様設定スイ ッチで設定）

（注意） この項目がある場合のみ設定してください。

項目 内容

インターフェイス RS422

データビッ ト MICRO/I と同じ

設定にします。

8 （固定）

通信速度 （bps） 9600 （固定）

パリ ティ 奇数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）
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2.4.3 MELSEC-Q/QnA シリーズ ：計算機リンクユニッ ト を使用する場合の設定

詳細は Q 対応シ リアルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ トのユーザーズマニュアル （基本編） を参照してください。

2.4.4 MELSEC-Q00CPU/-Q00UCPU/-Q00UJCPU/-Q01CPU/-Q01UCPU/-Q02UCPU: プログラ ミング

ポートに接続する場合の設定

MELSEC-Q のパラ メータ設定で 「シ リ アルコ ミ ュニケーシ ョ ン機能を使用する」 を有効にしてください。

2.4.5 MELSEC-Q02CPU/-Q02HCPU: プログラ ミングポートに接続する場合の設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422

交信プロコ トル設定 MC プロ ト コル （形式 4）

局番(*1)

(*1)MICRO/I での局番は 10 進数で設定してください。

PLC 側の設定は GPPW の ［I/O 割り付け設定］ で行います。

MICRO/I と同じ設定

にします。

0

データビッ ト 7bit、 8bit

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

パリティ なし、 偶数、 奇数

ス ト ップビッ ト 1bit、 2bit

サムチェッ クコード あ り

RUN 中書込み 許可

項目 内容

局番(*1)

(*1)MICRO/I での局番は 10 進数で設定してください。

MICRO/I と同じ設定

にします。

0

データビッ ト 8bit （固定）

通信速度 （bps） 19200、 38400、 57600、 115200

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1bit

サムチェッ クコード あ り

項目 内容

データビッ ト 8bit （固定）

通信速度 （bps） 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1bit
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2.4.6 MELSEC-FX シリーズ : ホスト I/F ド ライバ MELSEC-FX(CPU)、 FX2N(CPU)、 FX3UC(CPU) を
使用する場合の設定

2.4.7 MELSEC-FX シリーズ ： ホスト I/F ド ライバ MELSEC-FX(LINK) を使用する場合の設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422

データビッ ト MICRO/I と同じ設

定にします。

7bit （固定）

通信速度 （bps）(*1)

(*1) 機種によって設定できる通信速度は異なり ます。 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

9600、 19200、 38400、 57600、 115200

パリティ 偶数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1bit （固定）

● CPU 直結で使用する場合、 MICRO/I との通信が始まる と、 PLC プログラムのスキャンタイムが遅くな り ま

す。 実際の運用時は、 ご確認の上ご使用ください。

● MELSEC-FX シ リーズと MICRO/I を接続する場合、 以下の 2 点を確認してください。

- PLC 側のプログラ ミ ングソフ ト ウェアで通信設定をク リ アしている。

（「通信設定をする」 のチェッ クボッ クスボッ クスをオフにする）

- D8120 に 0 をセッ ト している。

また、 MELSEC-FX3U または MELSEC-FX3UC と MICRO/I を接続する場合、 上記に加え、 D8400 （CH1
と接続する場合）、 D8420 （CH2 と接続する場合） に 0 がセッ ト されているこ とを確認してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485

データビッ ト MICRO/I と同じ設

定にします。

7bit、 8bit

通信速度 （bps）(*1)

(*1) 通信速度は PLC の機種によって設定できる範囲が異なり ます。
詳細は FX シ リーズ ユーザーズマニュアル ［通信制御編］ を参照してください。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

パリティ なし、 偶数、 奇数

ス ト ップビッ ト 1bit、 2bit

プロ ト コル 専用プロ ト コル通信

サムチェッ ク チェッ クあ り

伝送制御手順 形式 4 （CR,LF） あ り

局番(*2)

(*2) MICRO/I での局番は 10 進数で設定してください。

00-0F

FX1S,FX1N,FX1NC は、 外部機器からのコマンド受信に対するデータを送信後、 2 スキャンタイム以上のイン

ターバルタイムを空けてからでなければ次のコマンドを受信できません。 PLC のスキャンタイムを確認して

MICRO/I の送信ウェイ ト を設定してください。

例） PLC のスキャンタイムが 10msec だった場合、 MICRO/I の送信ウェイ ト を 20msec 以上に設定します。
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2.4.8 MELSEC-Q/QnA シリーズ : 通信ドライバ MELSEC-Q/QnA(Ethernet) を使用する場合の設定

MICRO/I 側の設定－プロジェク ト設定ダイアログボックス

このホス ト I/F ド ラ イバは、 MELSECNET/H または MELSECNET/10 ネッ ト ワークを経由して接続されている

PLC と通信できません。

PLC 側の設定－ CPU 内蔵 Ethernet ポート を使用

IP アドレス と自局ポート番号は、 MICRO/I 側の設定と合わせる必要があ り ます。

項目 内容

［通信インター

フェイス］ タブ

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

［ホス ト I/F ネッ ト

ワーク］ タブ

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート PLC が MICRO/I と通信を行うためのポート番号を設定してくださ

い。

項目 内容

内蔵 Ethernet ポート設定 交信データコード設定 バイナリ コード交信

IP アドレス設定 入力形式 10 進数 (*2)

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。 (*2)

RUN 中書込を許可する 許可 (*1)

(*1) 上記の設定を推奨します。

オープン設定 プロ ト コル TCP/IP

オープン方式 MC プロ ト コル

自局ポート番号 任意のポート番号を設定してください。 (*2)(*3)

(*2) ご使用環境に合わせて設定してください。

(*3)PLC 側では 16 進数で設定を行いますが、 MICRO/I 側では 10 進数にて設定します。
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PLC 側の設定 （Ethernet ユニッ ト を使用）

PLC 側の設定を以下に示します。

IP アドレス とポート番号については MICRO/I 側の設定と合わせる必要があ り ます。

詳細は Q 対応 Ethernet インタフェースユニッ トユーザーズマニュアル、 または QnA 対応 Ethernet インタフェー

スユニッ トユーザーズマニュアルを参照してください。

項目 設定 備考

ネッ ト ワーク

パラ メータ

ネッ ト ワーク種別 Ethernet

先頭 I/O No. 0020 (*2)

ネッ ト ワーク No. 1 (*2)

総 （子） 局数 － －

グループ No. 0 (*2)

局番 1 (*2)

モード オンライン (*1)

(*1) 上記の設定を推奨します。

動作設定 交信データコード設定 バイナリ コード交信

イニシャルタイ ミ ング設定 常に OPEN 待ち

IP アドレス設定 入力形式 10 進数 (*2)

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。 (*2)

送信フレーム設定 Ethernet

RUN 中書込を許可する 許可 (*1)

TCP 生存確認設定 KeepAlive を使用 (*1)

オープン設定 プロ ト コル TCP

オープン形式 Unpassive

固定バッファ 送信 (*1)

固定バッファ交信手順 手順あ り (*1)

ペア リ ングオープン ペアにしない (*1)

生存確認 確認しない (*1)

自局ポート番号 任意のポート番号を設定してください。 (*2)(*3)

(*2) ご使用環境に合わせて設定してください。

(*3)PLC 側では 16 進数で設定を行いますが MICRO/I 側では 10 進数にて設定します。

交信相手 IP アドレス － －

交信相手ポート番号 － －
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2.4.9 MELSEC-FX ： Ethernet ユニッ ト を使用する場合の設定

MICRO/I 側の設定－プロジェク ト設定ダイアログボックス

PLC 側の設定

• Ethernet の動作設定

• オープン設定

項目 内容

［通信インター

フェイス］ タブ

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート

ウェイ

MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

［ホス ト I/F ネッ

ト ワーク］ タブ

IP アドレス CPU ユニッ ト、 も し くはリ ンクユニッ トの IP アドレスを設定してください。

ポート番号 CPU ユニッ ト、 も し くはリ ンクユニッ トのポート番号を設定してください。

項目 内容

受信データコード設定 バイナリ コード交信

イニシャルタイ ミ ング設定 常に OPEN 待ち （STOP 中交信可能）

IP アドレス設定 PLC の IP アドレス

送信フレーム設定 Ethernet　（V2.0）

TCP 生存確認設定 KeepAlive を使用

項目 内容

コネクシ ョ ン 3 または 4 を使用する

プロ ト コル TCP

オープン方式 Unpassive　（(MC）

生存確認 確認しない

自局ポート番号 （10 進数） 任意のポート番号を設定

1025 ～ 5548 または 5552 ～ 65534　（デフォルト値は 1025）
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2.5 使用可能デバイス

2.5.1 MELSEC-AnA （LINK）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-1FFF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-1FFF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-8191 R/W

リ ンク リ レー B B 0-1FFF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-8191 R/W

タイマ （接点） TS T 0-2047 R

タイマ （コイル） TC T 0-2047 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-1023 R

カウンタ （コイル） CC C 0-1023 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-2047 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1FF0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-8176 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-8176 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-2047 R

カウンタ （現在値） CN C 0-1023 R

データレジスタ D D 0-8191 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-1FFF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-2032 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R

ファイルレジスタ R R 0-8191 R/W

拡張ファイルレジスタ ER ZR 0-58191 R/W
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2.5.2 MELSEC-AnN （LINK）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-7FF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-7FF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-2047 R/W

リ ンク リ レー B B 0-3FF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-2047 R/W

タイマ （接点） TS T 0-255 R

タイマ （コイル） TC T 0-255 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

カウンタ （コイル） CC C 0-255 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-255 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-7F0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-7F0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-2032 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-3F0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-2032 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-255 R

カウンタ （現在値） CN C 0-255 R

データレジスタ D D 0-1023 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-3FF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-240 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R

ファイルレジスタ R R 0-8191 R/W
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2.5.3 MELSEC-AnA （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-7FF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-7FF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-8191 R/W

リ ンク リ レー B B 0-7FF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-8191 R/W

タイマ （接点） TS T 0-2047 R

タイマ （コイル） TC T 0-2047 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-1023 R

カウンタ （コイル） CC C 0-1023 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-2047 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-7F0 R (*1)(*2)

出力リ レー WY Y 0-7F0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-8176 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-7F0 R/W (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

ラ ッチリ レー WL L 0-8176 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-2047 R

カウンタ （現在値） CN C 0-1023 R

データレジスタ D D 0-6143 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-FFF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-2032 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R
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2.5.4 MELSEC-AnN （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-7FF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-7FF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-2047 R/W

リ ンク リ レー B B 0-3FF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-2047 R/W

タイマ （接点） TS T 0-255 R

タイマ （コイル） TC T 0-255 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

カウンタ （コイル） CC C 0-255 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-255 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-7F0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-7F0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-2032 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-3F0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-2032 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-255 R

カウンタ （現在値） CN C 0-255 R

データレジスタ D D 0-1023 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-3FF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-240 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R
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2.5.5 MELSEC-AnU （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1FF0 R (*1)

出力リ レー Y Y 0-1FFF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-8191 R/W

リ ンク リ レー B B 0-1FFF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-8191 R/W

タイマ （接点） TS T 0-2047 R

タイマ （コイル） TC T 0-2047 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-1023 R

カウンタ （コイル） CC C 0-1023 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-2047 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1FF0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-8176 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-8176 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-2047 R

カウンタ （現在値） CN C 0-1023 R

データレジスタ D D 0-8191 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-1FFF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-2032 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R
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2.5.6 MELSEC-A1S/A2C （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-1FF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-1FF R/W (*1)

内部リ レー M M 0-2047 R/W

リ ンク リ レー B B 0-3FF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-2047 R/W

タイマ （接点） TS T 0-255 R

タイマ （コイル） TC T 0-255 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

カウンタ （コイル） CC C 0-255 R/W

特殊内部リ レー SM SM 9000-9255 R

アナンシェータ F F 0-255 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1F0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-1F0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-2032 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-3F0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-2032 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-255 R

カウンタ （現在値） CN C 0-255 R

データレジスタ D D 0-1023 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-3FF R/W (*1)

アナンシェータ WF F 0-240 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 9000-9240 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 9000-9255 R

ファイルレジスタ R R 0-8191 R/W

● メモ リ カセッ ト を使用される場合、 ファ イルレジスタは使用できません。

● ファイルレジスタは MELSEC-A1S/A1SH/A1SJH/A2SH/A2C にて動作確認を行っています。

これらの CPU ユニッ ト以外では使用しないでください。

● ファイルレジスタを使用している場合、 PLC のパラ メータを変更後に必ず MICRO/I を リセッ ト して くださ

い。
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2.5.7 MELSEC-Q/QnA （LINK）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

内部リ レー M M 0-32767 R/W

入力リ レー X X 0-1FFF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-1FFF R/W (*1)

リ ンク特殊リ レー SB SB 0-7FF R/W (*1)

リ ンク リ レー B B 0-7FFF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-32767 R/W

タイマ （接点） TS T 0-8191 R

タイマ （コイル） TC T 0-8191 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-8191 R

カウンタ （コイル） CC C 0-8191 R/W

特殊リ レー SM SM 0-2047 R

アナンシェータ F F 0-32767 R/W

積算タイマ （接点） SS ST 0-2047 R

積算タイマ （コイル） SC ST 0-2047 R/W

ステップ リ レー S S 0-32767 R/W

エッジ リ レー V V 0-32767 R/W
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1FF0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-32752 R/W (*2)

リ ンク特殊リ レー WSB SB 0-7F0 R/W (*1)(*2)

リ ンク リ レー WB B 0-7FF0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-32752 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-8191 R

カウンタ （現在値） CN C 0-8191 R

データレジスタ D D 0-25599 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-24FF R/W (*1)

ファ イルレジスタ R R 0-32767 R/W

アナンシェータ WF F 0-32752 R/W (*2)

特殊リ レー WSM SM 0-2032 R (*2)

特殊レジスタ SD SD 0-2047 R

エッジ リ レー WV V 0-32752 R/W (*2)

ステップ リ レー WS S 0-32752 R/W (*2)

積算タイマ （現在値） SN ST 0-2047 R/W

リ ンク特殊レジスタ SW SW 0-7FF R/W (*1)

拡張ファイルレジスタ ZR ZR 0-FFFF R/W (*1)
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2.5.8 MELSEC-Q （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

内部リ レー M M 0-32767 R/W

入力リ レー X X 0-1FFF R (*1)

出力リ レー Y Y 0-1FFF R/W (*1)

リ ンク特殊リ レー SB SB 0-7FF R/W (*1)

リ ンク リ レー B B 0-1FFF R/W (*1)

ラ ッチリ レー L L 0-32767 R/W

アナンシェータ F F 0-32767 R/W

ステップ リ レー S S 0-8191 R/W

エッジ リ レー V V 0-32767 R/W

タイマ （接点） TS T 0-23087 R

タイマ （コイル） TC T 0-23087 R/W

カウンタ （接点） CS C 0-23087 R

カウンタ （コイル） CC C 0-23087 R/W

積算タイマ （接点） SS ST 0-23087 R

積算タイマ （コイル） SC ST 0-23087 R/W

特殊リ レー SM SM 0-2047 R
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-1FF0 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 16 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-1FF0 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-32752 R/W (*2)

リ ンク リ レー WB B 0-7FF0 R/W (*1)(*2)

ラ ッチリ レー WL L 0-32752 R/W (*2)

アナンシェータ WF F 0-32752 R/W (*2)

エッジ リ レー WV V 0-32752 R/W (*2)

ステップ リ レー WS S 0-8176 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-23087 R

カウンタ （現在値） CN C 0-23087 R

積算タイマ （現在値） SN ST 0-23087 R/W

データレジスタ D D 0-25983 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-657F R/W

特殊リ レー WSM SM 0-2032 R (*2)

リ ンク特殊リ レー WSB SB 0-7F0 R/W (*1)(*2)

特殊レジスタ SD SD 0-2047 R

リ ンク特殊レジスタ SW SW 0-7FF R/W

ファ イルレジスタ R R 0-32767 R/W

拡張ファイルレジスタ ZR ZR 0-131072 R/W
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2.5.9 MELSEC-FX （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-337 R (*1)

出力リ レー Y Y 0-337 R/W (*1)

内部リ レー M M 0-1535 R/W

タイマ （接点） TS T 0-255 R

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

ステート S S 0-999 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-320 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 8 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-320 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-1520 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-255 R

カウンタ （現在値） CN C 0-199 R

32bit カウンタ （現在値） DCN C 2000-2551 R (*3)

(*3) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。 上位 3 桁は 10 進数でアドレスを、 下 1 桁 2 進数で 32 ビッ トデータの上位および下位を示

します。

データレジスタ D D 0-999 R/W

ステート WS WS 0-976 R/W (*2)
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2.5.10 MELSEC-FX2N （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-377 R (*1)

出力リ レー Y Y 0-377 R/W (*1)

内部リ レー M M 0-3071 R/W

タイマ （接点） TS T 0-255 R

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

特殊内部リ レー SM SM 8000-8255 R

ステート S S 0-999 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-360 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 8 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-360 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-3056 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-255 R

カウンタ （現在値） CN C 0-199 R

32bit カウンタ （現在値） DCN C 2000-2551 R (*3)

(*3) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。 上位 3 桁は 10 進数でアドレスを、 下 1 桁 2 進数で 32 ビッ トデータの上位および下位を示

します。

データレジスタ D D 0-7999 R/W

ステート S S 0-976 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 8000-8240 R (*2)

特殊データレジスタ SD SD 8000-8255 R
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2.5.11 MELSEC-FX3UC （CPU）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-377 R (*1)

出力リ レー Y Y 0-377 R/W (*1)

内部リ レー M M 0-7679 R/W

タイマ （接点） TS T 0-511 R

カウンタ （接点） CS C 0-255 R

特殊内部リ レー SM SM 8000-8511 R

ステート S S 0-4095 R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累
進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-360 R (*1)(*2)

(*1) このデバイスは 8 進で設定してください。

(*2) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー WY Y 0-360 R/W (*1)(*2)

内部リ レー WM M 0-7664 R/W (*2)

タイマ （現在値） TN T 0-511 R

カウンタ （現在値） CN C 0-199 R

32bit カウンタ （現在値） DCN C 2000-2551 R (*3)

(*3) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。 上位 3 桁は 10 進数でアドレスを、 下 1 桁 2 進数で 32 ビッ トデータの上位および下位を示

します。

データレジスタ D D 0-7999 R/W

ステート WS S 0-4080 R/W (*2)

特殊内部リ レー WSM SM 8000-8496 R (*2)

特殊データレジスタ SD SD 8000-8511 R

拡張レジスタ R R 0-32767 R/W
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2.5.12 MELSEC-FX(LINK)

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

内部リ レー M M 0-7679 R/W 10 進数

入力リ レー X X 0-377 R/W 8 進数

出力リ レー Y Y 0-377 R/W 8 進数

タイマ （接点） TS T 0-511 R/W 10 進数

カウンタ （接点） CS C 0-255 R/W 10 進数

内部特殊リ レー M SM 8000-8511 R/W 10 進数

ステート S S 0-4095 R/W 10 進数

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

データレジスタ D D 0-7999 R/W 10 進数

入力リ レー （ワード） WX X 0-360 R/W 8 進数(*1)

(*1) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

出力リ レー （ワード） WY Y 0-360 R/W 8 進数 (*1)

内部リ レー （ワード） WM M 0-7664 R/W 10 進数 (*1)

タイマ （現在値） TN T 0-511 R/W 10 進数

カウンタ （現在値） CN C 0-199 R/W 10 進数

ステート （ワード） WS S 0-4080 R/W 10 進数 (*1)

特殊内部リ レー （ワード） WSM M 8000-8496 R/W 10 進数 (*1)

特殊データレジスタ SD D 8000-8511 R/W 10 進数

32 ビッ ト カウンタ （現在値） DCN C 2000-2551 R/W (*2)

(*2) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。 上位 3 桁は 10 進数でアドレスを、 下 1 桁 2 進数で 32 ビッ トデータの上位および下位を示

します。

拡張レジスタ R R 0-32767 R/W 10 進数
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2.5.13 MELSEC-Q/QnA （Ethernet）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

特殊リ レー （ビッ ト ） SM SM 000000-002047 R 10 進数

入力リ レー （ビッ ト ） X X 000000-001FFF R 16 進数

出力リ レー （ビッ ト ） Y Y 000000-001FFF R/W 16 進数

内部リ レー （ビッ ト ） M M 000000-475135 R/W 10 進数

ラ ッチリ レー （ビッ ト ） L L 000000-475135 R/W 10 進数

アナンシェータ （ビッ ト ） F F 000000-475135 R/W 10 進数

エッジ リ レー （ビッ ト ） V V 000000-475135 R/W 10 進数

リ ンク リ レー （ビッ ト ） B B 000000-073FFF R/W 16 進数

タイマ接点 TS TS 000000-475135 R 10 進数

タイマコイル TC TC 000000-475135 R/W 10 進数

積算タイマ接点 SS SS 000000-475135 R 10 進数

積算タイマコイル SC SC 000000-475135 R/W 10 進数

カウンタ接点 CS CS 000000-475135 R 10 進数

カウンタコイル CC CC 000000-475135 R/W 10 進数

リ ンク特殊リ レー （ビッ ト ） SB SB 000000-0007FF R/W 10 進数

ステップリ レー （ビッ ト ） S S 000000-008191 R/W 10 進数
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

特殊レジスタ SD SD 000000-002047 R 10 進数

データレジスタ D D 000000-029695 R/W 10 進数

リ ンクレジスタ W W 000000-0073FF R/W 16 進数

タイマ現在値 TN TN 000000-029695 R 10 進数

積算タイマ現在値 SN SN 000000-029695 R/W 10 進数

カウンタ現在値 CN CN 000000-029695 R 10 進数

リ ンク特殊レジスタ SW SW 000000-0007FF R/W 16 進数

ファイルレジスタ （通常） R R 000000-032767 R/W 10 進数

ファイルレジスタ （連番） ZR ZR 000000-0FE7FF R/W 16 進数

特殊リ レー （ワード） WSM SM 000000-002032 R 10 進数(*1)

(*1) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

入力リ レー （ワード） WX X 000000-001FF0 R 16 進数 (*1)

出力リ レー （ワード） WY Y 000000-001FF0 R/W 16 進数 (*1)

内部リ レー （ワード） WM M 000000-475120 R/W 10 進数 (*1)

ラ ッチリ レー （ワード） WL L 000000-475120 R/W 10 進数 (*1)

アナンシェータ （ワード） WF F 000000-475120 R/W 10 進数 (*1)

エッジ リ レー （ワード） WV V 000000-475120 R/W 10 進数 (*1)

リ ンク リ レー （ワード） WB B 000000-073FF0 R/W 16 進数 (*1)

リ ンク特殊リ レー （ワード） WSB SB 000000-0007F0 R/W 16 進数 (*1)

ステップ リ レー （ワード） WS S 000000-008176 R/W 10 進数 (*1)
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2.5.14 MELSEC-FX （Ethernet）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

内部リ レー M M 0-7679 R/W 10 進数

入力リ レー X X 0-377 R 8 進数

出力リ レー Y Y 0-377 R/W 8 進数

タイマ （接点） TS T 0-511 R 10 進数

カウンタ （接点） CS C 0-255 R 10 進数

内部特殊リ レー M SM 8000-8511 R 10 進数

ステート S S 0-4095 R/W 10 進数

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス累進

MICRO/I PLC

データレジスタ D D 0-7999 R/W 10 進数

入力リ レー （ワード） WX X 0-360 R 8 進数

出力リ レー （ワード） WY Y 0-360 R/W 8 進数

内部リ レー （ワード） WM M 0-7664 R/W 10 進数

タイマ （現在値） TN T 0-511 R 10 進数

カウンタ （現在値） CN C 0-199 R 10 進数

ステート （ワード） WS S 0-4080 R/W 10 進数

特殊内部リ レー （ワード） WSM M 8000-8496 R 10 進数

特殊データレジスタ SD D 8000-8511 R 10 進数

32 ビッ ト カウンタ （現在値） DCN C 2000-2551 R (*1)

(*1) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。 上位 3 桁は 10 進数でアドレスを、 下 1 桁 2 進数で 32 ビッ トデータの上位および下位を示

します。

拡張レジスタ R R 0-32767 R/W 10 進数
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3 オムロン㈱製 PLC

3.1 接続一覧表

3.1.1 PLC 対応一覧

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

SYSMAC-C

C500,
C500F,
C1000H,
C2000,
C2000H

C120-LK201-V1 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
C シ リーズ

○ ○ ○ ×

C120-LK202-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 2
（136 ページ参照））

C500-LK201-V1 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）
（結線図 2
（136 ページ参照））

C500-LK203 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）
（結線図 3
（139 ページ参照））

C1000HF C500-LK203 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）
（結線図 3
（139 ページ参照））

C200HS C200H-LK201 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

C200H-LK202 RS422/485 （4 線式）
（結線図 2
（136 ページ参照））

C200HE,
C200HG,
C200HX

C200H-LK201 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

C200H-LK202 RS422/485 （4 線式）
（結線図 2
（136 ページ参照））

C200HW-
COM02/COM04/
COM05/COM06

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

C200HW-
COM03/
COM06

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

C120,
C120F

C120-LK201-V1 RS232C （結線図 1
（133 ページ参照））

C120-LK202-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 2
（136 ページ参照））
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C20H, C28H,
C40H, C60H

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 4
（142 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
C シ リーズ

○ ○ ○ ×

CQM1H,
C200HS-CPU21/23/31/33

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 5
（144 ページ参照））

C200HE-CPU42,
C200HG-CPU43/63,
C200HX-CPU44/64

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CPM1,
CPM1A, 
CPM2A

CPM1-CIF01 RS232C （結線図 5
（144 ページ参照））

CPM1-CIF11 RS422/485 （4 線式）
（結線図 8
（153 ページ参照））

CPM2A 不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 5
（144 ページ参照））

SYSMAC-CS1

CS1G(*1) ,
CS1H

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CS1W-SCB41
（ポート 1）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CS1W-SCB41
（ポート 2）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CS1W-ETN01
CS1W-ETN11
CS1W-ETN21

Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

SYSMAC-CJ1

CJ1M,
CJ1H,
CJ1G

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CJ1W-SCU21-V1 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-SCU31-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 1）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 2）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-ETN21 Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch



第 2 章

122 接続機器設定マニュアル

SYSMAC-CJ2

CJ2M-CPU11/12/13/14/15,
CJ2H-CPU64/65/66/67/68

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CJ1W-SCU21-V1 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-SCU31-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 1）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 2）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-ETN21 Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

CJ2M-CPU31/32/33/34/35 CP1W-CIF01 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CP1W-CIF11 RS422/485 （4 線式）
（結線図 8
（153 ページ参照））

CJ1W-SCU21-V1 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-SCU31-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 1）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 2）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

CJ1W-ETN21

CJ2H-CPU64-EIP/
65-EIP/66-EIP/
67-EIP/68-EIP

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CJ1W-SCU21-V1 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-SCU31-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 1）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 2）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

CJ1W-ETN21

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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SYSMAC-CP1

CP1E-N14/N20 不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

ハード
ウェア

SYSMAC
CS1 シ リーズ

○ ○ ○ ×

CP1E-NA20/N30/N40/N60 不要 （CPU ユ
ニッ トに接続）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CP1W-CIF01 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CP1W-CIF11 RS422/485 （4 線式）
（結線図 8
（153 ページ参照））

CP1L-L14/20,
CP1L-M30/40/60,
CP1L-EL20,
CP1L-EM20/30/40

CP1W-CIF01 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CP1W-CIF11 RS422/485 （4 線式）
（結線図 8
（153 ページ参照））

CP1H-Y20D/X40/
XA20

CP1W-CIF01 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CP1W-CIF11 RS422/485 （4 線式）
（結線図 8
（153 ページ参照））

CJ1W-SCU21-V1 RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-SCU31-V1 RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 1）

RS422/485 （4 線式）
（結線図 7
（150 ページ参照））

CJ1W-SCU41-V1
（ポート 2）

RS232C （結線図 6
（147 ページ参照））

CJ1W-ETN21 Ethernet - SYSMAC-CS1/CJ シ
リーズ （Ethernet）

○ ○ ○ ○

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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3.2 システム構成

オムロン㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

3.2.1 SYSMAC-C シリーズ （上位リンクユニッ ト使用）

結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC155］

RS232C
結線図 1 （133 ページ参照）

MICRO/I

C500, C500F,
C1000H,

C2000, C200H

C120-LK201-V1

RS422
結線図 2 （136 ページ参照）

MICRO/I

C120-LK202-V1

RS232C
結線図 1 （133 ページ参照） MICRO/I

RS422
結線図 2 （136 ページ参照）

C500-LK201-V1

RS232C
結線図 1 （133 ページ参照）

RS422
結線図 3 （139 ページ参照）

MICRO/I

C1000HF C500-LK203
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結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC155］

結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC155］

RS232C
結線図 1

（133 ページ参照）

MICRO/I

C200HS C200H-LK201

MICRO/IRS422
結線図 2

（136 ページ参照）

C200H-LK202

RS232C
結線図 1

（133 ページ参照）

MICRO/I

C120, C120F C120-LK201-V1

MICRO/IRS422
結線図 2

（136 ページ参照）

C120-LK202-V1
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結線図 1 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC155］

結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

RS232C
結線図 1

（133 ページ参照）

MICRO/I

C200HE
C200HG
C200HX

C200H-LK201-V1

MICRO/IRS422
結線図 2

（136 ページ参照）

C200H-LK202-V1

コ ミ ュニケーシ ョ ンボード

RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

MICRO/I

C200HE,
C200HG,
C200HX

C200HW-COM02, COM04, 
COM05, COM06

MICRO/IRS422
結線図 7

（150 ページ参照）

C200HW-COM03, COM06
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結線図 5 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C155］
結線図 5 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC213］

3.2.2 SYSMAC-C シリーズ （CPU ユニッ ト上のリンク I/F 使用）

結線図 5 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C155］
結線図 5 は HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC213］

RS232C
結線図 5

（144 ページ参照）

MICRO/I

CPM1, CPM1A
CPM2A

オムロン （株） 製 RS232C
アダプタ CPM1-CIF01

MICRO/IRS422
結線図 8

（153 ページ参照）

CPM1, CPM1A
CPM2A

オムロン （株） 製 RS422
アダプタ CPM1-CIF11

RS232C
結線図 4

（142 ページ参照）

MICRO/I

C20H, C28H, C40H, C60H

RS232C
結線図 5

（144 ページ参照）

MICRO/I

C200HS-CPU21/23/31/33
CQM1H
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結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

3.2.3 SYSMAC-CS/CJ/CP シリーズ （CPU ユニッ ト上の RS232C ポート）

結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

C200Hα
RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）
MICRO/I

C200HE-CPU42
C200HG-CPU43/63
C200HX-CPU44/64

SYSMAC-CS/CJ/CP シ リーズ

RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

MICRO/I
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3.2.4 SYSMAC-CS/CJ/CP シリーズ （コ ミ ュニケーシ ョ ンボードを使用）

結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

SYSMAC-CS1 シ リーズ コ ミ ュニケーシ ョ ンボード

CS1W-SCB41 （ポート 1）

MICRO/I
RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

 CS1G, CS1H 

CS1W-SCB41 （ポート 2）

RS422
結線図 7

（150 ページ参照）

MICRO/I
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結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

SYSMAC-CJ/CP シ リーズ コ ミ ュニケーシ ョ ンボード

RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

MICRO/I

CJ1M,CJ1H,CJ1G,
CJ2M,CJ2H,CP1H

CJ1W-SCU21-V1

RS422
結線図 7

（150 ページ参照）

MICRO/I

CJ1W-SCU31-V1

RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

MICRO/I

RS422
結線図 7

（150 ページ参照）

CJ1W-SCU41-V1
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結線図 6 のケーブルは結線図 5 と同じケーブルが使用可能です。

SYSMAC-CJ/CP シ リーズ コ ミ ュニケーシ ョ ンボード

RS232C
結線図 6

（147 ページ参照）

MICRO/I

CP1E,CP1L,CP1H
CJ2M-CPU31/32/33/34/35

CP1W-CIF01

RS422
結線図 8

（153 ページ参照）

MICRO/I

CP1W-CIF11
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3.2.5 SYSMAC-CS/CJ/CP シリーズ （Ethernet 通信ユニッ ト使用）

SYSMAC-CS1 シ リーズ Ethernet 通信ユニッ ト

Ethernet

MICRO/I
Touch

CS1G, CS1H CS1W-ETN01
CS1W-ETN11
CS1W-ETN21

SYSMAC-CJ1/CJ2 シ リーズ Ethernet 通信ユニッ ト

Ethernet

MICRO/I
Touch

CJ1M,CJ1H,CJ1G,
CJ2M,CJ2H,CP1H CJ1W-ETN21

SYSMAC-CJ2 シ リーズ

MICRO/I
Touch

Ethernet

CJ2M-CPU31/32/33/34/35,
CJ2H-CPU64-EIP/65-EIP/

66-EIP/67-EIP/68-EIP

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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3.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

3.3.1 結線図 1 ： RS232C タイプリンクユニッ ト－ MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台



第 2 章

134 接続機器設定マニュアル

HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC155］
結線図 1 と HG9Z-XC155 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC155 の結線図については 702 ページ 「第 7 章　 1.12　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC155」 を参照

してください。

HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C135］
結線図 1 と HG9Z-3C135 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C135 の結線図については 698 ページ 「第 7 章　 1.5　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C135」 を参照し

てください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.3.2 結線図 2 ： RS422 タイプリンクユニッ ト－ MICRO/I

長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。



139

3　オムロン㈱製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

3.3.3 結線図 3 ： RS422 タイプリンクユニッ ト－ MICRO/I

長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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3.3.4 結線図 4 ： CPU ユニッ ト上のリンク I/F － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.3.5 結線図 5 ： CPU ユニッ ト上のリンク I/F － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC213］

● 結線図 5 と HG9Z-XC213 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC213 の結線図については 703 ページ 「第 7 章　 1.15　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC213」
を参照してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

● HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C155］

● 結線図 5 と HG9Z-3C155 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C155 の結線図については 699 ページ 「第 7 章　 1.7　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C155」 を

参照してください。
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.3.6 結線図 6 ： PLC 側 （RS232C） I/F － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

● HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC213］

● 結線図 6 と HG9Z-XC213 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-XC213 の結線図については 703 ページ 「第 7 章　 1.15　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC213」
を参照してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

● HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C155］

● 結線図 6 と HG9Z-3C155 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C155 の結線図については 699 ページ 「第 7 章　 1.7　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C155」 を

参照してください。
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.3.7 結線図 7 ： RS422 タイプコ ミ ュニケーシ ョ ンボード－ MICRO/I

長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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3.3.8 結線図 8 ： RS422 アダプタ－ MICRO/I

長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 上位リ ンクユニッ ト側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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3.4 環境設定

3.4.1 上位リンクユニッ トの設定

リ ンクユニッ トのディ ップスイ ッチ、 ロータ リ スイ ッチにて設定してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C RS485

伝送制御手順 1:N 手順

コマンドレベル レベル 1， 2， 3 が有効

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定をして

ください。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200

伝送コード ASCII7 ビッ ト 、 ASCII8 ビッ ト

ス ト ップビッ ト 1、 2

号機№(*1)

(*1)MICRO/I でのデバイス番号は 10 進数で設定してください。

0 ～ 31

パリティ 偶数、 奇数

CTS 切替スイ ッチ 0V （常時 ON）

同期切替スイ ッチ 内部

終端抵抗 --- あ り

● 詳細はリ ンクユニッ トのマニュアルを参照してください。

● 登録コマンドを使用する / しないを ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド

ライバ］ から設定可能です。
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3.4.2 CPU ユニッ ト上の RS232C リンク I ／ F の設定

システム設定エリアの RS232CI ／ F の設定の項に周辺ツール （プロコン等） を用いて書き込みます。

CQM1， C200HS の場合には、 CPU ユニッ ト上の設定スイ ッチの 5 番を “OFF” にしてください。

システム設定エリア 項目 内容

C20H/
28H/40H/60H

CQM1H
C200HS/C200HE/
C200HG/C200HX

DM0920 DM6645 標準設定 / 個別設定(*1)

(*1) 標準設定ボーレート ： 9600bps
データビッ ト ： 7 ビッ ト

ス ト ップビッ ト ： 2 ビッ ト

パリ ティ ： 偶数

MICRO/I と同じ設定

モード 上位リ ンクモード

DM0921 DM6646 前項エリアで個別設定を選択し

た場合の各通信パラ メータ

MICRO/I と同じ設定

DM0922 DM6647 送信ディ レー 0 ミ リ秒

RS/CS の有無 なし

DM0923 DM6648 号機№ MICRO/I と同じ設定

● 詳細はリ ンクユニッ トのマニュアルを参照してください。

● 登録コマンドを使用する / しないを ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド

ライバ］ から設定可能です。
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3.4.3 CPU ユニッ ト上の RS232CI ／ F の設定 （SYSMAC-CS1 シリーズ）

システム設定エリアの RS232CI ／ F の設定の項に周辺ツール （プロコン等） を用いて書き込みます。

詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

SYSMAC-CS1 シ リーズの場合には、 CPU ユニッ ト上の設定スイ ッチの 5 番を “OFF” にする と通信条件が任意設

定可能になり ます。

チャンネル 項目 内容

160 任意設定／初期設定(*1)

(*1) 初期設定

ボーレート ： 9600bps
データビッ ト ： 7 ビッ ト

ス ト ップビッ ト ： 2 ビッ ト

パリ ティ ： 偶数

任意設定の場合は 1

シ リ アル通信モード 上位リ ンクに設定します。

データビッ ト MICRO/I と同じ設定にします。

ス ト ップビッ ト

パリ ティ

161 ポート通信速度 MICRO/I と同じ設定にします。

162 無手順モード時 設定しない。

163 号機 No. MICRO/I の上位リ ンク局番と同じ設定にします。

164 無手順モード時 設定しない。
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3.4.4 C200Hα （コ ミ ュニケーシ ョ ンボード） の設定

システム設定エリアのコ ミ ュニケーシ ョ ンボード設定の項に周辺ツール （プロコン等） を用いて書き込みます

ディ ップスイ ッチ SW1 を 「4」 側 （4 線式） に設定してください。

システム設定エリア 項目 内容

ポート 1 ポート 2

DM6555 DM6550 標準設定 / 個別設定(*1)

(*1) ボーレート ： 9600bps
データビッ ト ： 7 ビッ ト

ス ト ップビッ ト ： 2 ビッ ト

パリ ティ： 偶数

MICRO/I と同じ設定

モード 上位リ ンクモード

DM6556 DM6551 前項エリアで個別設定を選択し

た場合の各通信パラ メータ

MICRO/I と同じ設定

DM6557 DM6552 送信ディ レー 0 ミ リ秒

DM6558 DM6553 号機№ MICRO/I と同じ設定）

● 終端抵抗の設定を 「ON」 にする場合には、 ディ ップスイ ッチ SW2 を ON にしてください。

● 詳細はコ ミ ュニケーシ ョ ンボードのマニュアルを参照してください。

● 登録コマンドを使用する / しないを ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド

ライバ］ から設定可能です。
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3.4.5 SYSMAC-CS1 シリーズ （コ ミ ュニケーシ ョ ンボード） の設定

システム設定エリアのコ ミ ュニケーシ ョ ンボード設定の項に周辺ツール （プロコン等） を用いて書き込みます。

ディ ップスイ ッチを 4 線式に設定してください。

3.4.6 CPU 直結の設定 （CPM1/CPM1A/CPM2A）

システム設定エリア 項目 内容

ポート 1 ポート 2

DM32000 DM32010 任意設定／初期設定 （(*1)

(*1) 初期設定ボーレート ： 9600bps
データビッ ト ： 7 ビッ ト

ス ト ップビッ ト ： 2 ビッ ト

パリ ティ： 偶数

任意設定の場合は 1

シ リ アル通信モード 上位リ ンクに設定します。

データビッ ト MICRO/I と同じ設定にします。

ス ト ップビッ ト

パリ ティ

DM32001 DM32011 ポート通信速度 MICRO/I と同じ設定にします。

DM32002 DM32012 送信ディ レー設定 デフォルトの場合は 0 （0ms）

ディ レー時間設定

DM32003 DM32013 CTS 制御 なしの場合は 0

ユニッ ト番号 MICRO/I と同じ設定にします。

● 終端抵抗の設定を 「ON」 にする場合には、 ディ ップスイ ッチを ON にしてください。

● 詳細はコ ミ ュニケーシ ョ ンボードのマニュアルを参照してください。

項目 内容

RS232C

通信速度 9600

データビッ ト 7

ス ト ップビッ ト 2

パリティ 偶数

● 登録コマンドを使用する / しないを ［システム］ － ［プロジェク ト設定］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ から設

定可能です。

● 通信条件は固定です。

● 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。
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3.4.7 SYSMAC-CS1/CJ シリーズ （Ethernet 通信ユニッ ト） の設定

システム設定エリアのコ ミ ュニケーシ ョ ンボード設定の項に周辺ツール （プロコン等） を用いて書き込みます。

詳細は Ethernet 通信ユニッ トのマニュアルを参照してください。

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

IP アドレス 　（Ethernet 通信ユニッ ト ） Ethernet 通信ユニッ トの IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ポート番号　（Ethernet 通信ユニッ ト ） Ethernet 通信ユニッ ト と通信を行うためのポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ネッ ト ワークアドレス

（Ethernet 通信ユニッ ト ）

Ethernet 通信ユニッ トに設定されているネッ ト ワークアドレスを設定してく

ださい。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ノードアドレス

（Ethernet 通信ユニッ ト ）

Ethernet 通信ユニッ トに設定されている ノードアドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

MICRO/I ポート番号 MICRO/I のポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

0 を設定している場合は自動的にポート番号が割り当てられます。

表示器ネッ ト ワークアドレス MICRO/I に割り当てるネッ ト ワークアドレスを設定してください。 

( ［ホス ト I/F ド ライバ］ タブにて設定してください )

表示器ノードアドレス MICRO/I に割り当てる ノードアドレスを設定してください。 

( ［ホス ト I/F ド ライバ］ タブにて設定してください )



第 2 章

162 接続機器設定マニュアル

3.5 使用可能デバイス

3.5.1 SYSMAC-C （ホス ト I/F ド ライバの設定が 「SYSMAC-C シリーズ」 の場合）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

入出力内部リ レー R CIO 0-99915, 120000-614315 R/W (*1)

(*1) 下位 2 桁はビッ ト番号 (0-15) を示します。

リ ンク リ レー LR LR 0-19915 R/W (*1)

保持リ レー HR HR 0-51115 R/W (*1)

補助記憶リ レー AR AR 0-95915 R (*1)

タイマ （接点） TIMC TC 0-2047 R

カウンタ （接点） CNTC TC 0-4095 R

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

入出力内部リ レー WR CIO 0-999, 1200-6143 R/W

リ ンク リ レー WLR LR 0-199 R/W

保持リ レー WHR HR 0-511 R/W

補助記憶リ レー WAR AR 0-959 R

タイマ （現在値） TIMN TC 0-2047 R

カウンタ （現在値） CNTN TC 0-4095 R

データレジスタ DM DM 0-9999 R/W

● ビッ ト書き込みを設定する際の注意点

「ビッ ト書き込み」 を行う場合、 あらかじめ、 そのワードデータを PLC から読み出し、 その後、 該当ビッ

ト との論理演算 （AND または OR） を とってから PLC に書き込みますので、 同一チャンネル内の他のビッ

トは保護されます。 ただし、 MICRO/I が書き込みを行っている間は PLC 側では、 そのチャンネル内のデー

タは、 変更しないよ うにして ください。
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3.5.2 SYSMAC-CS1 （ホス ト I/F ド ライバの設定が 「SYSMAC-CS1 シリーズ」 の場合）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

チャネル I/O CIO CIO 0-614315 R/W (*1)

(*1) 下位 2 桁はビッ ト番号 (0-15) を示します。

内部補助リ レー WR WR 0-51115 R/W (*1)

保持リ レー HR HR 0-51115 R/W (*1)

特殊補助リ レー AR AR 0-95915 R (*1)

タイマ （アップフラグ） TIMC TIMC 0-4095 R

カウンタ （アップフラグ） CNTC CNTC 0-4095 R

タスクフラグ （ビッ ト ） TK TK 0-31 R
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read
/Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

チャネル I/O WCIO CIO 0-6143 R/W

内部補助リ レー WWR WR 0-511 R/W

保持リ レー WHR HR 0-511 R/W

特殊補助リ レー WAR AR 0-959 R

タイマ （現在値） TIMN TIM 0-4095 R

カウンタ （現在値） CNTN CNT 0-4095 R

データ メモ リ DM DM 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 0） EM0 EM0 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 1） EM1 EM1 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 2） EM2 EM2 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 3） EM3 EM3 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 4） EM4 EM4 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 5） EM5 EM5 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 6） EM6 EM6 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 7） EM7 EM7 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 8） EM8 EM8 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 9） EM9 EM9 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク A） EMA EMA 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク B） EMB EMB 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク C） EMC EMC 0-32767 R/W

タスクフラグ （ステータス） TKS TKS 0-31 R

インデッ クスレジスタ IR IR 0-15 R

データレジスタ DR DR 0-15 R

● 拡張データ メモ リは、 CPU の機種によって、 使用範囲が異なり ます。 詳細は SYSMAC-CS1 シ リーズのマ

ニュアルを参照してください。

● タスクフラグ （ビッ ト ） は、 サイ クル実行タスクが実行可能状態の場合に 1 （ON）、 未実行状態または待

機状態の場合に 0 （OFF） とな り ます。 また、 タスクフラグ （ステータス） は、 以下の状態を表示します。

0 ： 1 度も起動していない

1 ： 1 度起動後、 停止状態

2 ： 起動中
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3.5.3 SYSMAC-CS1/CJ Ethernet （ホス ト I/F ド ライバの設定が 「SYSMAC-CS1/CJ シリーズ

（ Ethernet）」 の場合）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

チャネル I/O CIO CIO 0-614315 R/W (*1)

(*1) 下位 2 桁はビッ ト番号 (0-15) を示します。

内部補助リ レー WR WR 0-51115 R/W (*1)

保持リ レー HR HR 0-51115 R/W (*1)

特殊補助リ レー AR AR 0-95915 R (*1)

タイマ （アップフラグ） TIMC TIMC 0-4095 R

カウンタ （アップフラグ） CNTC CNTC 0-4095 R

タスクフラグ （ビッ ト ） TK TK 0-31 R
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read
/Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

チャネル I/O WCIO CIO 0-6143 R/W

内部補助リ レー WWR WR 0-511 R/W

保持リ レー WHR HR 0-511 R/W

特殊補助リ レー WAR AR 0-959 R

タイマ （現在値） TIMN TIM 0-4095 R/W

カウンタ （現在値） CNTN CNT 0-4095 R/W

データ メモ リ DM DM 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 0） EM0 EM0 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 1） EM1 EM1 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 2） EM2 EM2 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 3） EM3 EM3 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 4） EM4 EM4 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 5） EM5 EM5 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 6） EM6 EM6 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 7） EM7 EM7 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 8） EM8 EM8 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 9） EM9 EM9 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク A） EMA EMA 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク B） EMB EMB 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク C） EMC EMC 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク D） EMD EMD 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク E） EME EME 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク F） EMF EMF 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 10） EM10 EM10 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 11） EM11 EM11 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 12） EM12 EM12 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 13） EM13 EM13 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 14） EM14 EM14 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 15） EM15 EM15 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 16） EM16 EM16 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 17） EM17 EM17 0-32767 R/W

拡張データ メモ リ （バンク 18） EM18 EM18 0-32767 R/W

タスクフラグ （ステータス） TKS TKS 0-31 R

インデッ クスレジスタ IR IR 0-151 R/W

データレジスタ DR DR 0-15 R/W
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● 拡張データ メモ リは、 CPU の機種によって、 使用範囲が異なり ます。 詳細は SYSMAC-CS1 シ リーズのマ

ニュアルを参照してください。

● タスクフラグ （ビッ ト ） は、 サイ クル実行タスクが実行可能状態の場合に 1 （ON）、 未実行状態または待

機状態の場合に 0 （OFF） とな り ます。 また、 タスクフラグ （ステータス） は、 以下の状態を表示します。

0 ： 1 度も起動していない

1 ： 1 度起動後、 停止状態

2 ： 起動中

● インデッ クスレジスタは SYSMAC-CS1 ホス ト I/F ド ラ イバとは異なり、 32Bit デバイス とな り ますのでご

注意ください。

（インデッ クスレジスタは 32bit デバイスですが、 SYSMAC-CS1 ホス ト I/F ド ラ イバでは下位 16bit のみ使

用可能となっており ます。 SYSMAC-CS1/CJ Ethernet では 32bit 全て使用可能です。）
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4 Allen-Bradley 製 PLC

4.1 接続一覧表

4.1.1 PLC 対応一覧

従来の SLC500 （Half Duplex） ド ラ イバは MicroLogix1200 （Full Duplex） ド ラ イバに統合いたしました。 WindO/I-
NV2 では古いプロジェク トに対応するため、 SLC500 ド ラ イバも選択できるよ うにしており ますが、 新規に

SLC500 のプロジェク ト を作成される場合は MicroLogix1200 ド ラ イバをお使いください。

MicroLogix1200 ド ラ イバは従来の SLC500 ド ラ イバと PLC の設定、 アドレスの表現形式が一部異なり ますので、

本マニュアルで十分ご確認の上ご使用ください。

対応システム
CPU ユニッ ト

リンク
ユニッ ト

WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

PLC-5

770-KF2 と接続可

能な PLC-5(*1) の全

ての機種

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

1770-KF2(*1) RS232C （結線図 2
（177 ページ参照））

ハード
ウェア

PLC-5 ○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（179 ページ参照））

PLC-5(*1) 全ての

機種

不要 （CPU ユ

ニッ トに接続）

RS232C （結線図 2
（177 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（182 ページ参照））

SLC500

SLC5/03(*1),
SLC5/04,
SLC5/05

不要 （CPU ユ

ニッ トに接続）

RS232C （結線図 1
（175 ページ参照））

ハード
ウェア

MicroLogix/
SLC500
（Full Duplex）

SLC500
（Half Duplex）

○ ○ ○ ×

Micro Logix

MicroLogix1000,
MicroLogix1200(*1)

不要 （CPU ユ

ニッ トに接続）

RS232C （結線図 5
（185 ページ参照））

ハード
ウェア

MicroLogix/
SLC500

（Full Duplex）

○ ○ ○ ×

MicroLogix1100(*1) 不要 （CPU ユ

ニッ トに接続）

RS232C （結線図 8
（191 ページ参照））

MicroLogix1500(*1) 不要
（CPU ユニッ ト

Mini Din コネクタ

に接続）

RS232C （結線図 5
（185 ページ参照））

  -

不要
（CPU ユニッ ト D-
sub コネクタに接

続）

RS232C （結線図 6
（187 ページ参照））
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ホス ト I/F ド ラ イバに Logix DF1 （Full Duplex） または Ethernet/IP を選択した場合、 1:N 通信機能を使用するこ とができ

ます。

1:N 通信機能 （⇒ 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」）

対応システム CPU ユ
ニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F
ド ライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

ControlLogix

ControlLogix 5550(*1) ,
ControlLogix 5555(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要 （CPU ユニッ ト

に接続）

RS232C （結線図 7
（189 ページ参照））

なし Logix DF1
（Full Duplex）

○ ○ ○ ○

CompactLogix

1768 CompactLogix,
1769CompactLogix(*1) 

不要 （CPU ユニッ ト

に接続）

RS232C （結線図 7
（189 ページ参照））

なし Logix DF1
（Full Duplex）

○ ○ ○ ○

FlexLogix

179L33,
179L34

不要 （CPU ユニッ ト

に接続）

RS232C （結線図 7
（189 ページ参照））

なし Logix DF1
（Full Duplex）

○ ○ ○ ○
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対応システム CPU ユ
ニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3
での設定名

対応機種

インター
フェイス

ホスト I/F
ド ライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-
S/-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

ControlLogix

ControlLogix5550,
ControlLogix5555(*1)

1756-ENBT,
1756-EN2T

Ethernet Ethernet/IP ○ ○ ○ ×

CompactLogix

1769 CompactLogix(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要 （CPU ユニッ トに接続） Ethernet Ethernet/IP ○ ○ ○ ×

PLC-5

PLC-5(*1) 1785-ENET(*1) Ethernet Ethernet/IP ○ ○ ○ ×

PLC-5E 不要 （CPU ユニッ トに接続）

SLC 500

SLC5/05(*1) 不要 （CPU ユニッ トに接続） (*1) Ethernet Ethernet/IP ○ ○ ○ ×

SLC5/03,
SLC5/04,
SLC5/05(*1)

1761-NET-ENI(*1)

MicroLogix

MicroLogix1000,
MicroLogix1100(*1),
MicroLogix1200(*1),
MicroLogix1500(*1)

1761-NET-ENI(*1) Ethernet Ethernet/IP ○ ○ ○ ×

MicroLogix1100(*1) 不要 （CPU ユニッ ト付属の

Ethernet ポートに接続） (*1)(*2)

(*2)MicroLogix1100 付属の Ethernet ポートに接続する場合、 ファームウェアのバージ ョ ンが 4、 またはそれ以降であるこ とを確認してく

ださい。 （MicroLogix1100 のファームウェアは Allen-Bradley の Web サイ ト よ りアップデート可能）

ControlLogix

ControlLogix5550,
ControlLogix5555(*1)

1756-ENBT,
1756-EN2T

Ethernet Ethernet/IP
(Logix Native Tag)

○  ×  ×  ×

CompactLogix

1769 CompactLogix(*1) 不要 （CPU ユニッ トに接続） Ethernet Ethernet/IP
(Logix Native Tag)

○  ×  ×  ×
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4.2 システム構成

Allen-Bradley 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

4.2.1 SLC 500 （CPU のチャネル 0 シリアルポートに接続）

4.2.2 PLC-5 （インターフェイスモジュール使用）

SLC500 MICRO/I

RS232C

結線図 1
（175 ページ参照）

SLC 5/03, SLC 5/04

PLC-5 1770-KF2 RS232C
結線図 2

（177 ページ参照）

MICRO/I

1770-KF2 と接続可能な

PLC-5 のすべての機種 MICRO/I

RS485
結線図 3

（179 ページ参照）
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4.2.3 PLC-5 （CPU 直結）

CPU ユニッ トのチャネル 0 シ リ アルポートに接続します。

4.2.4 MicroLogix1000/1100/1200/1500 （CPU ユニッ ト MiniDin コネクタに接続）

PLC-5
RS232C
結線図 2

（177 ページ参照）

MICRO/I

PLC-5 のすべての機種 MICRO/I

RS485
結線図 4

（182 ページ参照）

MICRO/I
RS232C

結線図 5
（185 ページ参照）

MicroLogix1000
MicroLogix1200
MicroLogix1500

MICRO/I
RS232C

結線図 8
（191 ページ参照）

MicroLogix1100
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4.2.5 MicroLogix 1500 （CPU ユニッ ト D-sub 9 ピンコネクタに接続）

4.2.6 Ethernet/IP （MicroLogix, PLC-5, SLC 500, ControlLogix, CompactLogix）

4.2.7 Control Logix/CompactLogix/FlexLogix （CPU ユニッ ト）

MICRO/I
RS232C

結線図 6
（187 ページ参照）

MicroLogix1500

MICRO/I

Ethernet

ControlLogix+1756-ENBT
CompactLogix1769

PLC-5E
PLC-5+1785-ENET

SLC5/03+1761-NET-ENI
SLC5/04+1761-NET-ENI
SLC5/05+1761-NET-ENI

SLC5/05

MicroLogix+1761-NET-ENI
MicroLogix1100Built-in

Ethernet ポート

異なる種類の PLC を最大 16 台まで接続可能

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。

MICRO/I
Touch

RS232C

結線図 7
（189 ページ参照）

ControlLogix
CompactLogix

FlexLogix
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4.2.8 Ethernet/IP （Logix Native Tag） Control Logix/CompactLogix/ （CPU ユニッ ト）

MICRO/I
Ethernet

ControlLogix
CompactLogix

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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4.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

4.3.1 結線図 1 ： SLC 500 （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.2 結線図 2 ： インターフェイスモジュール （RS232C） － MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.3 結線図 3 ： インターフェイスモジュール （RS422） ―MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.4 結線図 4 ： PLC-5 （RS422） ―MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.5 結線図 5 ： MicroLogix 1000/1200/1500 （Mini Din コネクタ） － MICRO/I

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ 端子台

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ



187

4　Allen-Bradley 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

4.3.6 結線図 6 ： MicroLogix 1500 （CPU ユニッ ト D-sub 9 ピンコネクタ） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.7 結線図 7 ： ControlLogix/CompactLogix/FlexLogix － MICRO/I、 Touch

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

HG2G-S/-5S/-5F,HG3G/4G,Touch
(RS232C)
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.3.8 結線図 8 ： MicroLogix 1100 （Mini Din コネクタ） － MICRO/I

Mini Din 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini Din 8P ソケッ ト タイプ 端子台

Mini Din 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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Mini Din 8P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini Din 8P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4.4 環境設定

MicroLogix、 SLC 500、 PLC-5、 ControlLogix および CompactLogix において設定可能な通信設定を示します。

4.4.1 MicroLogix、 SLC500

SLC 500、 PLC-5 において設定可能な通信設定を示します。

項目 内容

通信速度 （bps）(*1) (*2)

(*1)RSLogix500 を用いて設定します。

（Controller-Channel Configuration の Chan0-System にて設定）

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト (*2)

(*2) この項目の設定は MICRO/I 側の設定と一致していなければいけません。

8 （固定）

ス ト ップビッ ト (*1)(*2) 1

パリティ (*1)(*2) なし、 偶数

フロー制御 なし

シ リ アルインターフェイス RS232C

Driver(*1) DF1 Full-Duplex(*3)

(*3) 必ずこのとおりに設定してください。

Control Line(*1) No Handshaking(*3)

Error Detection(*1) CRC(*3)

Embedded Response(*1) Auto Detect

Duplicate Packet Detect(*1) Enable

Node Address(*1)(*2)(*4)

(*4)MICRO/I のノードアドレス （Node Address） の設定は、

WindO/I-NV2 の ［システム設定］ － ［プロジェク ト設定］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ にて行ってください。

0 ～ 254 （10 進数）
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4.4.2 SLC500

項目 内容

インターフェイス RS232C

通信速度 （bps）(*1) (*2)

(*1)RSLogix500 を用いて設定します。

（Controller-Channel Configuration の Chan0-System にて設定）

1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト (*2)

(*2) この項目の設定は MICRO/I 側の設定と一致していなければいけません。

8 （固定）

パリ ティ (*1)(*2) なし、 偶数

ス ト ップビッ ト (*1)(*2) 1

Driver(*1) DF1 Half-Duplex Slave(*3)

(*3) 必ずこのとおりに設定してください。

Duplicate Detect(*1) DISABLE(*3)

Error Detect(*1) BCC(*3)

Control Line(*1) NO HANDSHAKING(*3)

Node Address(*1)(*2)(*4)

(*4)MICRO/I のノードアドレス （Node Address） の設定は、

WindO/I-NV2 の ［システム設定］ － ［プロジェク ト設定］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ にて行ってください。

0 ～ 254 （10 進数）
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4.4.3 PLC-5

WindO/I-NV2 でのステーシ ョ ンアドレスの設定について

1770-KF2 モジュール使用の場合は、 WindO/I-NV2 の ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］ の 「1770-KF2 を使用する」 のチェッ クボッ クスをオンにして、 「ステーシ ョ ンアドレス

（1770-KF2）」 と 「ステーシ ョ ンアドレス （PLC5）」 を設定してください。

PLC5 プロセッサモジュールへ直結の場合は、 「使用する」 のチェッ クボッ クスをオフにし、 「ステーシ ョ ンアド

レス 1770-KF2）」 だけを設定してください。 なお、 これらの番号の設定は、 PLC-5、 1770-KF2 では 8 進数で設定

しますが、 WindO/I-NV2 では 16 進数で設定してください。

項目 内容

インターフェイス (*1)(*2)

(*1)1770-KF2 モジュール使用時は、 1770-KF2 モジュールのディ ップスイ ッチで設定します。

(*2)PLC-5 プロセッサモジュールへ直結の場合、 PLC-5 プロセッサモジュールのディ ップスイ ッチで設定します。

RS232C、 RS485 （4 線式）

通信速度 （bps）(*3) (*4)

(*3)1770-KF2 モジュール使用時は、 1770-KF2 モジュールのディ ップスイ ッチで設定します。 PLC-5 プロセッサモジュールへ直結の場

合、 6200 プログラ ミ ングソフ ト ウェア （チャネル 0 の構成） を用いて設定します。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト (*3)(*4)

(*4) この項目の設定は MICRO/I 側の設定と一致していなければいけません。

8 （固定）

パリ ティ (*3)(*4) なし、 偶数

ス ト ップビッ ト (*3)(*4) 1 （固定）

Communication protocol(*3) Half duplex(*5)

(*5) 必ずこのとおりに設定してください。

Channel 0 protocol(*3) DF1 Slave(*5)

Duplicate detect(*3) OFF(*5)

Error detect(*3) BCC(*5)

Control line(*3) NO HANDSHAKING(*5)

Network link(*1) Data highway plus

PLC-5 プロセッサのステーシ ョ ンアドレス (*4)(*6)

(*6)1770-KF2 モジュール使用、 PLC-5 プロセッサモジュールへ直結に関わらず設定が必要です。 1770-KF2 モジュール使用の場合は、

PLC-5 プロセッサモジュールのディ ップスイ ッチで設定し、 PLC-5 プロセッサモジュールへ直結の場合は、 6200 プログラ ミ ングソ

フ ト ウェア （チャネル 0 の構成） を用いて設定します。

00 ～ 77 （8 進数）

1770-KF2 のノード番号 (*1)(*4)(*7)

(*7) インターフェイスモジュールを使用しない場合は設定する必要はあ り ません。

00 ～ 77 （8 進数）
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4.4.4 Ethernet/IP （ControlLogix, CompactLogix, PLC-5, SLC 500, MicroLogix）

4.4.5 ControlLogix, CompactLogix, FlexLogix

通信インターフェイス設定

項目 内容

インターフェイス イーサネッ ト

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

ホスト I/F ネッ トワーク設定

接続したい PLC の情報を設定して ください。 最大 16 台までの PLC と接続可能です。

項目 内容

局番 デバイスの値で指定時に使用する番号です。

IP アドレス 接続先 PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート番号 接続先 PLC のポート番号を設定してください。

機種 接続先 PLC の機種を設定してください。

（ControlLogix、 CompactLogix の場合、 ”Logix” を選択してください）

スロ ッ ト番号 接続先 PLC の CPU スロ ッ ト番号を設定してください。

項目 内容

通信速度 （bps）(*1)

(*1) この項目の設定は MICRO/I 側の設定と一致していなければいけません。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト (*1) 8 （固定）

ス ト ップビッ ト (*1) 1

パリティ (*1) なし、 偶数

フロー制御 なし

シ リ アルインターフェイス RS232C
Protocol DF1 Point to Point(*2)

(*2) 必ずこのとおりに設定してください。

Control Line No Handshaking(*2)

Error Detection BCC、 CRC
Embedded Response Auto Detect
Duplicate Packet Detect Enable

Station Address(*1)(*3)

(*3)MICRO/I のノードアドレス （Node Address） の設定は、

WindO/I-NV2 の ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ の 「Station Address （MICRO/I）」 に

て行ってください。

0 ～ 254 （10 進数）
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4.4.6 Ethernet/IP （Logix Native Tag） （ControlLogix, CompactLogix）

通信インターフェイス設定

項目 内容

インターフェイス イーサネッ ト

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

ホスト I/F ネッ トワーク設定

接続する PLC の情報を設定して ください。 接続できる PLC は最大 16 台です。

項目 内容

局番 デバイスの値で指定時に使用する番号です。

IP アドレス 接続先 PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート番号 接続先 PLC のポート番号を設定してください。

スロ ッ ト番号 接続先 PLC の CPU スロ ッ ト番号を設定してください。

タグファ イル 使用するタグデータベースのファイルを設定してください。
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4.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します。

WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 では標準のデバイスアドレス表記形式の他に MicroLogix1200, SLC 500, PLC-5 のプログラ

ミ ングソフ ト ウェアと同様のデバイスアドレス表記による指定を行う こ とが可能です。

• WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 標準デバイスアドレス表記

プログラ ミ ングソフ ト ウェアのデバイスアドレス表記形式では、 ファ イル番号、 エレ メン ト番号、 ビッ ト番号な

どを適当なデリ ミ タで区切った形式で行いますが、 WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 標準デバイスアドレス表記では

デリ ミ タを取り去った形になっています。

• Allen-Bradley デバイスアドレス表記

プログラ ミ ングソフ ト ウェアと同様のデバイスアドレス表記形式です。

（一部異なる場合があ り ます、 下記を参照してください。）

以下に、 MICRO/I 側でのデバイスアドレス表記法 （アドレス指定のルール） を説明していますので、 WindO/I-NV2、
WindO/I-NV3 からのデバイスアドレス指定はこれに従ってください。

4.5.1 MicroLogix、 SLC500

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Output O O 0–1625515 R 10(*1)

Input I I 0-1625515 R 10(*1)

Bit B B 300000-325515,
900000-25525515

R/W 10(*2)

Timer Enable Bit TEN T （EN） 4000-4255, 
9000-255255

R 10(*3)

Timer Timing Bit TTT T （TT） 4000-4255, 
9000-255255

R 10(*3)

Timer Done Bit TDN T （DN） 4000-4255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Up Enable Bit CCU C （CU） 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Down Enable Bit CCD C （CD9 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Done Bit CDN C （DN） 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Overflow Bit COV C （OV） 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Underflow Bit CUN C （UN） 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Counter Update Accumlator CUA C （UA） 5000-5255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Enable Bit REN RE （N） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Queue Bit REU RE （U） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)
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Control Asynchronous Done Bit RDN RD （N） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Synchronous Done Bit REM RE （M） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Error Bit RER R （ER） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Unload Bit RUL R （UL） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Running Bit RIN R （IN） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

Control Found Bit RFD R （FD） 6000-6255, 
9000-255255

R 10(*3)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

2  Bit number 
3  Word number 
2  Slot number 
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MicroLogix1200、 SLC 500 のデータテーブルマップに割付けられていないファイルあるいはエレ メン ト を指定す

る と、 通信エラーとな り ます。

(*3) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Output WO O 0-16255 R 10(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

Input WI I 0-16255 R 10(*1)

Status S S 2000-2065 R 10(*2)

Bit WB B 3000-3255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Timer （Preset Value） TP T （P） 4000-4255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Timer （Accumulated Value） TA T （A） 4000-4255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Counter （Preset Value） CP C （P） 5000-5255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Counter （Accumulated Value） CA C （A） 5000-5255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Control （Number of characters
specified to be sent or received）

RLEN R （LEN） 6000-6255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Control （Number of characters
actually sent or received）

RPOS R （POS） 6000-6255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Integer N N 7000-7255, 
9000-255255

R/W 10(*2)

Floating Point F F 80000-82551, 
90000-2552551

R/W 10(*3)

Long Word L L 90000-2552551 R/W 10(*3)

ASCII A A 9000-255255 R/W 10(*2)

String LEN STL ST 9000-255255 R 10(*2)

String DATA ST ST 900000-25525540 R/W 10(*4)
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WO、 WI、 WB はビッ トデバイス O、 I、 B をワード扱いしたものです。 どちらの形式で作画しても同じデバイス

を読み書きします。

(*2) デバイスデバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*3) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。
WindO/I-NV2 では 32bit 長のデバイスは 2 ワードに分割して扱います。

そのため、 アドレスの最下位桁で上位ワードであるか下位ワードであるかを表します。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*4) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。
WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記
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● Floating Point （F）、 Long Word （L） は 32bit デバイスです。 書込を行う場合は必ず上位、 下位ワードを同時

に書き込むよ うに作画してください。 上位ワードのみ、 下位ワードのみ書込を行う よ う作画されている と、

残り 1 ワード分は 0 と して書込を行います。

● String デバイスは HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形のみ対応しています。

● String LEN は、 各エレ メン トの String DATA 先頭アドレス (DATA[0]) から文字列を書きこんだ場合に、 その

書き込んだ文字数が格納されます。

書き込むアドレスが先頭からではない場合には String LEN の値は変更されません。

● 文字入力器から文字列を書き込む場合、 文字列の終わりに終端文字 NULL が書き込まれます。

● MicroLogix1200、 SLC 500 のデータテーブルマップに割付けられていないファイルあるいはエレ メン ト を

指定する と、 通信エラーとな り ます。
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4.5.2 SLC500

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進
(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

MICRO/I PLC

タイマ （完了） TDN T 4000-4255,
10000-255255

R 10

タイマ （タイ ミ ング） TT T 4000-4255,
10000-255255

R 10

タイマ （イネーブル） EN T 4000-4255,
10000-255255

R 10

カウンタ （完了） CDN C 5000-5255,
10000-255255

R 10

カウンタ （アップ ・ イネーブル） CU C 5000-5255,
10000-255255

R 10

カウンタ （ダウン ・ イネーブル） CD C 5000-5255,
10000-255255

R 10

カウンタ （オーバーフロー） OV C 5000-5255,
10000-255255

R 10

カウンタ （アンダーフロー） UN C 5000-5255,
10000-255255

R 10

カウンタ （高速カウンタ更新） UA C 5000-5255,
10000-255255

R 10
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 WI I 0-301 R 10(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

出力 WO O 0-301 R 10(*1)

ビッ ト WB B 3000-3255,
10000-255255

R/W 10(*2)

(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

タイマ （現在値） TA T 4000-4255,
10000-255255

R 10(*2)

カウンタ （現在値） CA C 5000-5255,
10000-255255

R 10(*2)

タイマ （設定値） TP T 4000-4255,
10000-255255

R/W 10(*2)

カウンタ （設定値） CP C 5000-5255,
10000-255255

R/W 10(*2)

整数(*3)

(*3) ファ イル番号 7 の整数ファイル上にシステムエリ アを割付けてください。 ファ イル番号 10 以上では動作しません。 WindO/I-NV2 で

設定したシステムエリ アのデバイスに対応するエリ アを SLC 500 のデータ • テーブル • ファ イル上に構成する必要があ り ます。

N N 7000-7255,
10000-255255

R/W 10(*2)

ASCII A A 10000-255255 R/W 10(*2)
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入力、 出力のアドレスは、 スロ ッ ト番号およびワード番号からなり ます。

● アドレスの内訳は、 次のとおりです。

下 1 桁目 ： ワード番号、

下 2 ～ 3 桁目 ： スロ ッ ト番号

● ワード番号は、 スロ ッ トに 16 点以下のモジュールが入っている場合 0 とな り、 32 点モジュールの場合、

下位ワード （ビッ ト 0 ～ 15） に対しては 0、 上位ワード （ビッ ト 16 ～ 31） に対しては 1 とな り ます。

● スロ ッ ト番号はラ ッ ク ・ タイプ ・ コン ト ローラの場合、 スロ ッ ト番号をそのまま与えますが、 パッケー

ジ ・ タイプ ・ コン ト ローラでは次のよ うに与えます。

パッケージ ・ タイプ ・ コン ト ローラ ： 0

拡張ラ ッ クの左側スロ ッ ト ： 1

拡張ラ ッ クの右側スロ ッ ト ： 2

例） SLC 500 におけるアドレス指定 ---I ： 1.0

WindO/I-NV2 におけるアドレス指定 ---1 0

● 入力、 出力に直接書込むこ とはできません。

● SLC 500 のデータテーブルマップに割付けられていないファイルあるいはエレ メン ト を指定する と、 通信

エラーとな り ます。



207

4　Allen-Bradley 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

4.5.3 PLC-5

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 I I 0-27717(*1) R 8(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

出力 O O 0-27717(*1) R/W 8(*1)

ビッ ト B B 300000-9999915(*2) R/W 10(*2)

タイマ （完了） TDN T 3000-99999(*3) R 10(*3)

タイマ （タイ ミ ング） TT T 3000-99999(*3) R 10(*3)

タイマ （イネーブル） EN T 3000-99999(*3) R 10(*3)

カウンタ （完了） CDN C 3000-99999(*3) R 10(*3)

カウンタ （アップ ・ イネーブル） CU C 3000-99999(*3) R 10(*3)

カウンタ （ダウン ・ イネーブル） CD C 3000-99999(*3) R 10(*3)

カウンタ （オーバーフロー） OV C 3000-99999(*3) R 10(*3)

カウンタ （アンダーフロー） UN C 3000-99999(*3) R/W 10(*3)
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(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

       PLC-5 にはワードおよびビッ ト単位で指定する方法とビッ ト単位のみで指定する方法の 2 つの方法があ り ますが、 WindO/I-NV2 では

必ずワードおよびビッ ト単位で指定してください。

(*3) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 WI I 0-277(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

R 8

出力 WO O 0-277(*1) R/W 8

ビッ ト WB B 3000-99999(*2)

(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記　 　 　

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

R/W 10

タイマ （現在値） TA T 3000-99999(*2) R 10

カウンタ （現在値） CA C 3000-99999(*2) R 10

タイマ （設定値） TP T 3000-99999(*2) R/W 10

カウンタ （設定値） CP C 3000-99999(*2) R/W 10

整数 N N 3000-99999(*2)(*3)

(*3) ファ イル番号 9 以下の整数ファイル上にシステムエリ アを割付けてください。 ファ イル番号 10 以上では動作しません。 WindO/I-
NV2 で設定したシステムエリ アアドレスに対応するエリ アを PLC-5 のデータ • テーブル • ファ イル上に構成する必要があ り ます。

R/W 10

BCD D D 3000-99999(*2) R/W 10

ASCII A A 3000-99999(*2) R/W 10
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4.5.4 Ethernet/IP
ホス ト I/F ド ラ イバと して Ethernet/IP を選択した場合、 複数種の PLC デバイスを扱うため、 デバイス名称が PLC のも

のと異なる場合があ り ます。

詳細は下記の対応表を参照してください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

SLC/MicroLogix Input SI I 0-1625515 R 10(*1)

SLC/MicroLogix Output SO O 0-1625515 R 10(*1)

PLC-5 Input PI I 0-27717 R 10(*2)

PLC-5 Output PO O 0-27717 R/W 10(*2)

Binary B B 0-99999915 R/W 10(*3)

Timer Enable bit TEN TEN 0-999999 R 10(*4)

Timer Timing Bit TTT TTT 0-999999 R 10(*4)

Timer Done Bit TDN TDN 0-999999 R 10(*4)

Counter Up Enable Bit CCU CCU 0-999999 R 10(*4)

Counter Down Enable Bit CCD CCD 0-999999 R 10(*4)

Counter Done Bit CDN CDN 0-999999 R 10(*4)

Counter Overflow Bit COV COV 0-999999 R 10(*4)

Counter Underflow Bit CUN CUN 0-999999 R 10(*4)

Counter Update Accumulator CUA CUA 0-999999 R 10(*4)

Control Enable Bit REN REN 0-999999 R 10(*4)

Control Queue Bit REU REU 0-999999 R 10(*4)

Control Aynchronous Done Bit RDN RDN 0-999999 R 10(*4)

Control Synchronous Done BIt REM REM 0-999999 R 10(*4)

Control Error Bit RER RER 0-999999 R 10(*4)

Control Unload Bit RUL RUL 0-999999 R 10(*4)

Control Running Bit RIN RIN 0-999999 R 10(*4)

Control Found Bit RFD RFD 0-999999 R 10(*4)



211

4　Allen-Bradley 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*3) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

2  Bit number 
3  Word number 
2  File number 
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(*4) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記



213

4　Allen-Bradley 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

SLC/MicroLogix Input （Word） SWI I 0-16255 R 10(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

SLC/MicroLogix Output （Word） SWO O 0-16255 R 10(*1)

PLC-5 Input （Word） PWI I 0-277 R 10(*2)

PLC-5 Output （Word） PWO O 0-277 R/W 10(*2)

Status S S 2000-2026 R 10(*3)

Timer （Preset Value） TP TP 0-999999 R/W 10(*3)

Timer （Accumulated Value） TA TA 0-999999 R/W 10(*3)

Counter （Preset Value） CP CP 0-999999 R/W 10(*3)

Counter （Accumulated Value） CA CA 0-999999 R/W 10(*3)

Control LEN RLEN RLEN 0-999999 R/W 10(*3)

Control POS RPOS RPOS 0-999999 R/W 10(*3)

Bit （Word） WB WB 0-999999 R/W 10(*3)

Integer N N 0-999999 R/W 10(*3)

Float/REAL F F 0-9999991 R/W 10(*4)

Long/DINT L L 0-9999991 R/W 10(*4)

Ascii A A 0-999999 R/W 10(*3)

BCD BCD BCD 0-999999 R/W 10(*3)

SINT SINT SINT 0-999999 R/W 10(*3)

String LEN STL ST 0-999999 R 10(*3)

String DATA ST ST 0-99999940 R/W 10(*5)
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(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*3) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

(*4) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。
WindO/I-NV2 では 32bit 長のデバイスは 2 ワードに分割して扱います。

そのため、 アドレスの最下位桁で上位ワードであるか下位ワードであるかを表します。

　 　WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記
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WO、 WI、 WB はビッ トデバイス O、 I、 B をワード扱いしたものです。 どちらの形式で作画しても同じデバイス

を読み書きします。

(*5) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。
WindO/I-NV2 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

● Floating Point （F）、 Long Word （L） は 32bit デバイスです。 書込を行う場合は必ず上位、 下位ワードを同時

に書き込むよ うに作画してください。 上位ワードのみ、 下位ワードのみ書込を行う よ う作画されている と、

残り 1 ワード分は 0 と して書込を行います。

● String デバイスは HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形のみ対応しています。

● String LEN は、 各エレ メン トの String DATA 先頭アドレス (DATA[0]) から文字列を書きこんだ場合に、 その

書き込んだ文字数が格納されます。

書き込むアドレスが先頭からではない場合には String LEN の値は変更されません。

● 文字入力器から文字列を書き込む場合、 文字列の終わりに終端文字 NULL が書き込まれます。

● MicroLogix1200、 SLC 500 のデータテーブルマップに割付けられていないファイルあるいはエレ メン ト を

指定する と、 通信エラーとな り ます。
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・ デバイス名称対応表

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシ
ンボル

MicroLogix/SLC500 PLC-5 ControlLogix
CompactLogix

SLC/MicroLogix Input SI Input （Bit） － －

SLC/MicroLogix Output SO Output （Bit） － －

PLC-5 Input PI － Input （Bit） －

PLC-5 Output PO － Output （Bit） －

Binary B Binary Binary －

Timer Enable bit TEN Timer Enable bit Timer Enable bit －

Timer Timing Bit TTT Timer Timing Bit Timer Timing Bit －

Timer Done Bit TDN Timer Done Bit Timer Done Bit －

Counter Up Enable Bit CCU Counter Up 
Enable Bit

Counter Up 
Enable Bit

－

Counter Down Enable Bit CCD Counter 
Down Enable Bit

Counter 
Down Enable Bit

－

Counter Done Bit CDN Counter Done Bit Counter Done Bit
Counter Overflow Bit COV Counter Overflow Bit Counter Overflow Bit －

Counter Underflow Bit CUN Counter 
Underflow Bit

Counter 
Underflow Bit

－

Counter 
Update Accumulator

CUA Counter 
Update Accumulator

－ －

Control Enable Bit REN Control Enable Bit － －

Control Queue Bit REU Control Queue Bit － －

Control 
Aynchronous Done Bit

RDN Control Aynchronous 
Done Bit

－ －

Control 
Synchronous Done BIt

REM Control Synchronous Done 
BIt

－ －

Control Error Bit RER Control Error Bit － －

Control Unload Bit RUL Control Unload Bit － －

Control Running Bit RIN Control Running Bit － －

Control Found Bit RFD Control Found Bit － －
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシ
ンボル

MicroLogix/SLC500 PLC-5 ControlLogix
CompactLogix

SLC/MicroLogix 
Input （Word）

SWI Input （Word） － －

SLC/MicroLogix 
Output （Word）

SWO Output （Word） － －

PLC-5 Input （Word） PWI － Input （Word） －

PLC-5 Output （Word） PWO － Output （Word） －

Status S Status Status －

Timer （Preset Value） TP Timer （Preset Value） Timer （Preset Value） －

Timer 
（Accumulated Value）

TA Timer 
（Accumulated Value）

Timer 
（Accumulated Value）

－

Counter （Preset Value） CP Counter （Preset Value） Counter （Preset Value） －

Counter 
（Accumulated Value）

CA Counter 
（Accumulated Value）

Counter 
（Accumulated Value）

－

Control LEN RLEN Control LEN － －

Control POS RPOS Control POS － －

Bit （Word） WB Bit （Word） Bit （Word） －

Integer N Integer Integer INT
Float/REAL F Float － REAL
Long/DINT L Long － DINT
Ascii A Ascii Ascii －

BCD BCD － BCD －

SINT SINT － － SINT
String ST String － －
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4.5.5 Logix DF1 （Full Duplex）

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/
Write

アドレス
累進

MICRO/I PLC

INT INT INT 0-999999 R/W 10(*1)

(*1) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

　 　WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

REAL REAL REAL 0-9999991 R/W 10(*2)

(*2) デバイスアドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。
WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 では 32bit 長のデバイスは 2 ワードに分割して扱います。

そのため、 アドレスの最下位桁で上位ワードであるか下位ワードであるかを表します。

　 　WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 標準デバイスアドレス表記

　 　Allen-Bradley デバイスアドレス表記

DINT DINT DINT 0-9999991 R/W 10(*2)

SINT SINT SINT 0-999999 R/W 10(*1)

● Floating Point （F）、 Long Word （L） は 32bit デバイスです。 書込を行う場合は必ず上位、 下位ワードを同時

に書き込むよ うに作画してください。 上位ワードのみ、 下位ワードのみ書込を行う よ う作画されている と、

残り 1 ワード分は 0 と して書込を行います。

● MicroLogix1200, SLC 500 のデータテーブルマップに割付けられていないファイルあるいはエレ メン ト を指

定する と、 通信エラーとな り ます。
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4.6 ControlLogix, CompactLogix シリーズデバイスアドレス指定方法

ControlLogix, CompactLogix シ リーズではデバイスをタグ名によって指定します。 WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 ではこの

タグ名を直接扱う こ とができませんので、 MicroLogix や SLC 500, PLC-5 等と同様の形式 （シンボルとアドレス） に

よって指定するこ とにな り ます。

この際にそれぞれのタグ名をデバイスシンボルとデバイスアドレスに割り当てる作業が必要になり ます。 この作業を

マッピングと呼びます。

4.6.1 マッピング方法

以下の作業は RS Logix 5000 ソフ ト ウェアにて行います。

1. 「Controller Tags」 に MICRO/I と通信するタグを定義します。

2. RS Logix 5000 ソフ トウェアのメインメニューから 「Logic」 → 「Map PLC/SLC Messages…」 を選択します。

3. 「PLC3,5/SLC Mapping」 ダイアログにて File Number とそれに対応するタグ名を設定します。

4.6.2 WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 からのデバイスアドレス指定方法

マッピングによって割り当てたタグの型がデバイスシンボル、 File Number と配列要素番号がデバイスアドレス とな り

ます。

4.6.3 デバイスアドレス指定手順

1. RSLogix 5000 ソフ トウェアにてタグを作成します。

2. タグを File Number にマッピングします。

3. WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 ソフ トウェアにてデバイスアドレスを設定します。

タグ名 データ タイプ 配列

Tag_A INT ［10］
Tag_B SINT(*1)

(*1)SINT 型のタグは必ず 2 バイ ト単位で定義してください。

［10］

Tag_C DINT ［10］
Tag_D REAL ［10］

タグ名 データ タイプ 配列 File Number

Tag_A INT → 1
Tag_B SINT ［10］ → 2

Tag_C DINT ［10］ → 3

Tag_D REAL ［10］ → 4

0 : INT  1 : 0 

 配列要素番号 

File Number 

デバイスシンボル（タグ型名） 

PLC 局番 
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4.6.4 WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 ソフ トウェアでの設定例

WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 ソフ ト ウェアでのデバイスアドレス設定例を以下に示します。

ただし、 PLC 局番は全て 0 と します。

設定例ではデバイスアドレス表記と して Allen-Bradley 形式を使用しています。

例 1 ： Tag_A の配列要素番号 0 を指定

            0:INT 1:0
例 2 ： Tag_B の配列要素番号 5 を指定

            0:SINT 2:5
例 3 ： Tag_C の配列番号 3 の下位ワードを指定

            0:DINT 3:3_0
例 4 ： Tag_D の配列番号 9 の上位ワードを指定

            0:REAL 4:10_1

備考 ：

32 ビッ トデバイスの場合、 WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 ソフ ト ウェアでは上位ワード、 下位ワードを指定する必要があ

り ます。

下位ワードの場合、 配列要素番号の後に ”_0”、 上位ワードの場合、 配列要素番号の後に ”_1” を付加してください。

タグ名 データタイプ 配列 File Number

Tag_A INT → 1
Tag_B SINT ［10］ → 2

Tag_C DINT ［10］ → 3

Tag_D REAL ［10］ → 4
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4.7 Ethernet/IP （Logix Native Tag） デバイスアドレス指定方法

通信ド ライバと して Ethernet/IP （Logix Native Tag） を使用する場合、 デバイスアドレスはタグで設定します。

WindO/I-NV2 では、 Allen-Bradley 社製 RSLogix5000 を使って作成したタグデータベースファイル (L5K ファイルおよび

CSV ファ イル ) をインポートするこ とで、 タグを設定できるよ うにな り ます。

4.7.1 対応データ タイプ

Ethernet/IP(Logix Native Tag) では以下のデータタイプに対応しています。 また、 3 次元までの配列とユーザー定義構造

体に対応しています。

• BOOL(*1)

• INT

• DINT

• SINT

• REAL

• TIMER

• COUNTER

• CONTROL

• STRING

(*1) BOOL 型の配列には対応していません。
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4.7.2 設定手順

WindO/I-NV2 で、 以下の設定を行います。

1. ホスト I/F ド ライバの選択ダイアログボックスの 「ホスト I/F ド ライバ」 で Ethernet/IP(Logix Native Tag) を選択

します。

2. プロジェク ト設定ダイアログボックスのホスト I/F ネッ トワークタブで、 接続する PLC の局番に応じて、 IP アド

レス、 ポート番号、 スロッ ト番号およびタグファイルを設定します。 タグファイルには、 RSLogix5000 でエクス

ポート した L5K ファイルまたは CSV ファイルを使用します。

● ポート番号は、 必要に応じて変更してください。

● タグデータベースファイル （L5K） を作成するには RSLogix 5000 でプロジェク ト を開き、 "File" メニュー

から "Save As" を選択し、 " ファ イルの種類 " で "RS Logix 5000 Import/Export File(*.L5K)" を選択してくださ

い。
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4.7.3 タグの設定方法

タグを設定するには、 以下の方法があ り ます。

• デバイス  アドレスを設定するテキス ト  ボッ クスに、 タグ名をキーボードで直接入力する。

• デバイス  アドレスを設定するテキス ト  ボッ クスの右に配置された ［…］ ボタンをク リ ッ クする と表示されるデバ

イスアドレス設定ダイアログボッ クスでタグの一覧からタグを選択する。

デバイスアドレス設定ダイアログボッ クスについては、 オンラインヘルプを参照してください。

4.7.4 タグの編集方法

WindO/I-NV2 でインポート したタグは、 タグ エディ タで編集できます。

タグ エディ タではタグの追加と編集を行う こ とができます。

タグ エディ タについては、 オンラインヘルプを参照してください。
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4.7.5 間接読み出しおよび間接書き込み時の注意事項

MICRO/I ではいくつかの部品でデバイスアドレスを間接指定できます。 Logix Native Tag を使用する場合、 以下

のルールに基づいて間接値が指定されます。

• 配列を持たないタグは間接指定できません。

• 配列を持つタグは間接値にしたがって、 配列の要素番号が変化します。

• データタイプが TIMER、 COUNTER、 CONTROL やユーザー定義構造体の配列を作成した場合、 構造体の配列要

素番号に対して間接値が変化します。

例 データタイプが INT のタグを配列要素 [2,3,4] と して作成し、 デバイスアドレス と して [0,0,0] を指定した

場合、 間接値が 1 であれば [0,0,1] のデータを使用します。 間接値が 5 の場合、 [0,1,1] のデータを使用し

ます。

スクリプ ト

動作内容

LDR0 の値が 1 の場合、 tag[0,0,0] から 1 ワード先のデバイス tag[0,0,1] の値を読み出して LDR200 に格納

します。

例 データタイプが TIMER のタグを配列要素 [2,3,4] と して作成し、 デバイスアドレス と して [0,0,0].EN を指

定した場合、 間接値が 1 であれば [0,0,1].EN のデータを使用します。 間接値が 5 の場合、 [0,1,1].EN の

データを使用します。

スクリプ ト

動作内容

LDR0 の値が 1 の場合、 tag[0,0,0].EN から 1 ワード先のデバイス tag[0,0,1].EN の値を読み出して LM200
に格納します。

[LDR 200] = OFFSET (tag[0,0,0], [LDR 0]);

読み出し

0000

tag[0,0,1]   

0001 LDR0

＋1

12341234LDR200

tag[0,1,1]   12341234LDR200

＋5

tag[0,0,0]   

読み出し

0005 LDR0

[LM 200] = OFFSET (tag[0,0,0].EN, [LDR 0]);

読み出し

0000

tag[0,0,1].EN   

0001 LDR0

＋1

11LM200

tag[0,1,1].EN   11LM200

＋5

tag[0,0,0].EN   

読み出し

0005 LDR0
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• ユーザー定義構造体が配列で作成され、 構造体の中のメンバも配列を持つ場合、 メンバの配列に対して間接値が

変化します。

• MICRO/Iでは間接値を 16 ビッ トデバイス単位で指定しますので、32 ビッ トデバイスである DINT、REALやTIMER、
COUNTER、 CONTROL 構造体の PRE や ACC を間接指定する場合、 PLC 上の間接値を 2 倍したものを指定する必

要があ り ます。

例 1 DINT[0] に対する間接値と して 1 を指定した場合、 DINT[0] の上位ワードが使用されます。 DINT[1] を使

用する場合、 間接値と して 2 を指定してください。

スクリプ ト

動作内容

LDR0 の値が 2 の場合、 tag[0] から 2 ワード先のデバイス tag[1] の値を読み出して LDR200 に格納しま

す。

例 2 TIMER[0].PRE に対する間接値と して 1 を指定した場合、 TIMER[0].PRE の上位ワードが使用されます。

TIMER[1].PRE を使用する場合、 間接値と して 2 を指定してください。

スクリプ ト

動作内容

LDR0 の値が 2 の場合、 tag[0].PRE から 2 ワード先のデバイス tag[1].PRE の値を読み出して LDR200 に格

納します。

[LDR 200] = OFFSET (tag[0], [LDR 0]);

読み出し

0000 0002 LDR0

＋2

12341234LDR200 tag[1]   

tag[0]   

[LDR 200] = OFFSET (tag[0].PRE, [LDR 0]);

読み出し

0000 0002 LDR0

＋2

12341234LDR200 tag[1].PRE   

tag[0].PRE   
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4.7.6 制限事項

• タグ名の最大文字数は半角で 256 文字です。

• 配列要素は 3 次元まで使用できます。

• 配列用番号の最大は 65535 とな り ます。

• デバイス設定で使用できるタグは 1 つの局番あたり 65535 個までです。

• 32 ビッ トの情報を持つタグを WindO/I-NV2 で指定する場合、 下位 16 ビッ トが選択されます。 上位 16 ビッ ト を直

接指定するこ とはできません。

• MICRO/I のデバイスモニタや WindO/I-NV2 で接続機器のデバイスはモニタできません。

• WindO/I-NV2 は、 RSLogix5000 のバージ ョ ン 13 で動作確認を行っています。

• Ethernet/IP(Logix Native Tag) を使用する場合、 O/I リ ンクは使用できません。

• TIMER, COUNTER, CONTROL以外の定義済み (Predefined)構造体およびモジュール (Module-Defined)構造体には対

応していません。

• Alias には対応していません。

• インポートするタグデータベースファイルの形式が CSV の場合、 ユーザー定義構造体はインポートするこ とがで

きません。

• STRING データ構造の DATA は SINT ですが、 MICRO/I ではデータを 2byte 単位で扱います。

タグデータベースファイル （L5K、 CSV） をインポート した場合や、 タグエディ タで STRING 型のタグを追加し

た場合には、 偶数番号の配列 （DATA[0], DATA[2], DATA[4], ...） のみ表示されます。

• STRING データ構造の LEN は、DATA 先頭アドレス (DATA[0]) から文字列を書き込んだ場合に、その書き込んだ文字

数が格納されます。

書き込むアドレスが先頭からではない場合には LEN の値は変更されません。

• 文字入力器から文字列を書き込む場合、 文字列の終わりに終端文字 NULL が書き込まれます。
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5 SIEMENS 製 PLC

5.1 接続一覧表

5.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

S7-200

CPU 212,
CPU 214,
CPU 215,
CPU 216(*1) ,
CPU 221,
CPU 222,
CPU 224,
CPU 224XP,
CPU 226,
CPU 226XM(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 1
（229 ページ参照））

なし S7-200 （PPI） ○ ○ ○ ×

S7-300

CPU 313(*1),
CPU 314,
CPU 315,
CPU 315-2DP(*1),
CPU 316,
CPU 318

CP-340(*1),
CP-341(*1)

RS232C
（結線図 2
（234 ページ参照））

ハード
ウェア

S7-300 3964(R)/
RK512

○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（236 ページ参照））

なし

CPU 313,
C-2PtP

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 4
（238 ページ参照））

なし S7-MPI

S7-400

CPU 412,
CPU 414,
CPU 416,
CPU 416F-2(*1),
CPU 417

CP-440,
CP-441(*1)

RS232C
（結線図 2
（234 ページ参照））

ハード
ウェア

S7-300 3964(R)/
RK512

○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（236 ページ参照））

なし

S7-1200

CPU1211C
CPU1212C
CPU1214C

不要
（CPU ユニッ トに接続）

Ethernet - S7-1200
(Ethernet)

○ ○ × ○
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5.2 システム構成

SIEMENS 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

5.2.1 S7-200 のシリアルポートに接続

CPU ユニッ トのシ リ アルポートに接続します。

5.2.2 S7-300/400 （CP-340, CP-341）

5.2.3 S7-300 （MPI インターフェイス）

5.2.4 S7-1200 の Ethernet ポートに接続

S7-200 MICRO/I

RS422/485 （2 線式）

結線図 1
（229 ページ参照）

S7-300/400 CP-340/440
CP-341/441 MICRO/I

RS232C

+

結線図 2
（234 ページ参照）

S7-300 MICRO/I
RS485

結線図 4
（238 ページ参照）

S7-1200 MICRO/I
Touch

Ethernet
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5.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

5.3.1 結線図 1 ： S7-200 （RS485） － MICRO/I

マルチド ロ ップ方式にて複数の PLC および MICRO/I を同一のネッ ト ワーク上に接続するこ と も可能です。

MICRO/I の RDA 端子と SDA 端子を短絡し PLC の SIG-B 端子と順に接続、 RDB 端子と SDB 端子を短絡し PLC
側の SIG-A 端子と順に接続してください。

マルチド ロ ップでの配線の制限事項は S7-200 のマニュアルを参照してください。

マルチド ロ ップ方式の場合、 全ての接続機種の通信が正常に確立するまで時間がかかる場合があ り ます。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台

● マルチド ロ ップ方式にて複数の PLC および MICRO/I を同一のネッ ト ワーク上に接続するこ と も可能です。

MICRO/I の RDA 端子と SDA 端子を短絡し PLC の SIG-B 端子と順に接続、 RDB 端子と SDB 端子を短絡し

PLC 側の SIG-A 端子と順に接続してください。

マルチド ロ ップでの配線の制限事項は S7-200 のマニュアルを参照してください。

マルチド ロ ップ方式の場合、 全ての接続機種の通信が正常に確立するまで時間がかかる場合があ り ます。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台

● マルチド ロ ップ方式にて複数の PLC および MICRO/I を同一のネッ ト ワーク上に接続するこ と も可能です。

MICRO/I の RDA 端子と SDA 端子を短絡し PLC の SIG-B 端子と順に接続、 RDB 端子と SDB 端子を短絡し

PLC 側の SIG-A 端子と順に接続してください。

マルチド ロ ップでの配線の制限事項は S7-200 のマニュアルを参照してください。

マルチド ロ ップ方式の場合、 全ての接続機種の通信が正常に確立するまで時間がかかる場合があ り ます。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。
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マルチド ロ ップ方式にて複数の PLC および MICRO/I を同一のネッ ト ワーク上に接続するこ と も可能です。

MICRO/I の RDA 端子と SDA 端子を短絡し PLC の SIG-B 端子と順に接続、 RDB 端子と SDB 端子を短絡し PLC
側の SIG-A 端子と順に接続してください。

マルチド ロ ップでの配線の制限事項は S7-200 のマニュアルを参照してください。

マルチド ロ ップ方式の場合、 全ての接続機種の通信が正常に確立するまで時間がかかる場合があ り ます。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● マルチド ロ ップ方式にて複数の PLC および MICRO/I を同一のネッ ト ワーク上に接続するこ と も可能です。

MICRO/I の RDA 端子と SDA 端子を短絡し PLC の SIG-B 端子と順に接続、 RDB 端子と SDB 端子を短絡し

PLC 側の SIG-A 端子と順に接続してください。

マルチド ロ ップでの配線の制限事項は S7-200 のマニュアルを参照してください。

マルチド ロ ップ方式の場合、 全ての接続機種の通信が正常に確立するまで時間がかかる場合があ り ます。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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5.3.2 結線図 2 ： S7-300/S7-400+ 通信インターフェイスユニッ ト （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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5.3.3 結線図 3 ： S7-300/S7-400+ 通信インターフェイスユニッ ト （RS422/485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ 端子台

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ 端子台

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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5.3.4 結線図 4 ： S7-300 MPI インターフェイス （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台



第 2 章

240 接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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5.4 環境設定

5.4.1 S7-200 と接続する場合の環境設定

S7-200 と MICRO/I と通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

項目 内容

PLC Address 1 ～ 126 （10 進） （1 ～ 7e （16 進））

WindO/I-NV2 での ADDRESS （PLC） の設定と同じにしてください。

Highest Address
（Highest Station Address）

1 ～ 126 （10 進） （1 ～ 7e （16 進））

WindO/I-NV2 での HSA の設定と同じにしてください。

通信速度 （Baud Rate） （bps） 9600、 19200
WindO/I-NV2 での通信速度の設定と同じにしてください。

HG Address 1 ～ 7e （16 進） （1 ～ 126 （10 進））

WindO/I-NV2 での ADDRESS （HG） で設定してください。

データビッ ト 8 （固定）

WindO/I-NV2 でこの値を設定してください。

パリティ 偶数 （固定）

WindO/I-NV2 でこの値を設定してください。

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

WindO/I-NV2 でこの値を設定してください。

● MICRO/I と通信を行う通信ポート を PPI/Slave mode にする必要があ り ます。 通信を行うポートに応じて

S7-200 の Special Memory SMB30 または SMB130 が 0 となるよ う、 プログラムを作成ください。

詳し くは S7-200 のマニュアルを参照してください。

● S7-200 の一部バージ ョ ンには以下の問題があるこ とが弊社にて確認されています。

S7-200 をマスタ と して動作させていて、 S7-200 の Address が HSA と同じ場合、 トークンパス動作がおか

し くなるこ とがあ り ます。

この問題は、 HSA を実際に使用している Address よ り大きい値に設定するこ とによ り回避できます。

この問題は S7-200 と MICRO/I を 1 対 1 で接続している場合には発生しません。



第 2 章

242 接続機器設定マニュアル

5.4.2 S7-300/400 の通信モジュールと接続する場合の環境設定

S7-300 と MICRO/I と通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

5.4.3 S7-300 の MPI インターフェイスと接続する場合の環境設定

S7-300 と MICRO/I と通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト 8

パリティ 偶数、 奇数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2
BCC あ り、 なし

Priority Low

● MICRO/I は 3964 （R） と RK512 プロ ト コルに基づいた通信を行います。

● CP340 は 3964 （R） プロ ト コルのみをサポート しています。 したがって、 CP340 をご使用の場合、 PLC 内

に RK512 プロ ト コルを実現するプログラムを組む必要があ り ます。 これは、 SIEMENS 社の提供するファ

ンクシ ョ ン ・ ブロ ッ ク FB2 および FB3 を使ってプログラムします。

● CP341 は 3964 （R） と RK512 プロ ト コルをサポート していますので PLC 側の設定で RK512 を選択してく

ださい。

● CP340 のプログラムについては弊社提供のサンプルプログラムを参考にしてください。

サンプルプログラムは WindO/I NV2 Ver2.50 以降の CD-ROM に収録されています。

下記のフォルダを参照してください。

（WindO/I NV2 CD-ROM） \Sample\Host_if\SIEMENS\ また、 弊社 Web サイ ト よ りダウンロード も可能となっ

ており ます。

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします RS422/485 （2 線式）

通信速度 （bps） 19200 、 187500

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 偶数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

表示器ノードアドレス 他のノードアドレス と重複しないよ

うに設定してください

1-126 （デフォルトは 1）

PLC ノードアドレス MICRO/I と同じ設定にします 1-126 （デフォルトは 2）

最大 MPI アドレス 1-126 （デフォルトは 31）
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5.4.4 S7-1200 と Ethernet で接続する場合の環境設定

MICRO/I 側の設定－プロジェク ト設定ダイアログボックス

ファームウェア V4.0 以降の S7-1200 CPU を使用する場合は、 TIA Portal で PLC プロパティの ［Protection］ タブ

にある "Permit access with PUT/GET communication from remote partner." を有効にしてください。

項目 内容

［通信インター

フェイス］ タブ

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

［ホス ト I/F ネッ ト

ワーク］ タブ

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート PLC が MICRO/I と通信を行うためのポート番号を設定してくださ

い。
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5.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します。

5.5.1 S7-200

S7-200 にてアドレス表記にピ リオドが含まれるもの （V,I,Q,M,SM,S,L） は、 MICRO/I ではピ リオドを取り除いて

表記します。 たとえば、 V10.1 は MICRO/I では V101 と表記します。 AC （Accumulator registers）、 L （Local 
memory） デバイスは MICRO/I では使用できません。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Variable V V 0-102397 R/W (*1)

(*1)1 桁目は 8 進数、 2 桁目以上は 10 進数で表記します。

Image Input Register I I 0-157 R (*1)

Image Output Register Q Q 0-157 R/W (*1)

Bit M M 0-317 R/W (*1)

Special Memory SM SM 0-5497 R (*1)

Timer Bit T T 0-255 R 10 進

Counter Bit C C 0-255 R 10 進

Sequential Control Relay S S 0-317 R/W (*1)
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Variable VW VW 0-10238 R/W (*1)

(*1) 偶数のみ指定可能です。

Timer （Current Value） TW T 0-255 R/W 10 進

Counter （Current Value） CW C 0-255 R/W 10 進

Image Input Register IW IW 0-14 R (*1)

Image Output Register QW QW 0-14 R/W (*1)

Bit MW MW 0-30 R/W (*1)

Special Memory SMW SMW 0-548 R (*1)

Analog Input AIW AIW 0-62 R (*1)

Analog Output AQW AQW 0-62 R/W (*1)

Sequence Control Relay SW SW 0-30 R/W (*1)

High-Speed Counter HC HC 0-51 R (*2)

(*2)1 桁目は 2 進数、 2 桁目以上は 10 進数で表記します。

● S7-200 にてアドレス表記にピ リオドが含まれるもの （V,I,Q,M,SM,S,L） は、 MICRO/I ではピ リオドを取り

除いて表記します。 たとえば、 V10.1 は MICRO/I では V101 と表記します。 AC （Accumulator registers）、 L
（Local memory） デバイスは MICRO/I では使用できません。

● ダブルワード値である High speed counter の値は上下に分割してワード単位で扱います。 上位ワードはアド

レス最下位に 0 を、 下位ワードはアドレス最下位に 1 を追加して表記します。 たとえば HC1 の下位ワード

は MICRO/I では HC11 と表記します。 ダブルワード単位で使用する場合はアドレス最下位に 0 を表記しま

す。 たとえば HC2 の場合 HC20 と設定します。
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5.5.2 S7-300/400 （通信モジュール）

CP-341 を使用する場合は以下の全てのデバイスを読み出し書き込みするこ とができます。

CP-340 を使用する場合はデータブロ ッ ク （DB） のみ読み出し書き込みするこ とができます。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ビッ ト ） I I 0-1277 R (*1)

(*1) 1 桁目は 8 進数、 2 桁目以上は 10 進数で表記します。

出力 （ビッ ト ） Q Q 0-1277 R (*1)

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-2557 R (*1)

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ワード） IW IW 0-126 R (*1)

(*1) 偶数のみ指定可能です。

出力 （ワード） QW QW 0-126 R (*1)

内部リ レー （ワード） MW MW 0-254 R (*1)

タイマ T T 0-127 R 10 進

カウンタ C C 0-63 R 10 進

データブロ ッ ク DB DB 1000-255510 R/W (*1)(*2)

(*2) アドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

● PLC 側で設定されていないデータブロ ッ クにアクセスした場合、 通信エラーが発生します。

必ず、 PLC でデータブロ ッ クを設定してください。

● S7-300 と MICRO/I ではエンディアンが異なり ます。

ワードデバイスのビッ ト指定や、 32bit ワード （ダブルワード） は使用しないでください。

     DB 255 510 

 

 
3 桁 アドレス 0 - 510 

3 桁 DB No.   1 - 255 
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5.5.3 S7-300 （MPI インターフェイス）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ビッ ト ） I I 0-10237 R (*1)

(*1)1 桁目は 8 進数、 2 桁目以上は 10 進数で表記します。

出力 （ビッ ト ） Q Q 0-10237 R/W (*1)

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-163837 R/W (*1)

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ワード） IW IW 0-1022 R (*1)

(*1) 偶数のみ指定可能です。

出力 （ワード） QW QW 0-1022 R/W (*1)

内部リ レー （ワード） MW MW 0-16382 R/W (*1)

タイマ T T 0-2047 R 10 進

カウンタ C C 0-2047 R 10 進

データブロ ッ ク DB DB 1000-255510 R/W (*1)(*2)

(*2) アドレスの表現形式は以下のよ うにな り ます。

● PLC 側で設定されていないデータブロ ッ クにアクセスした場合、 通信エラーが発生します。

必ず、 PLC でデータブロ ッ クを設定してください。

● S7-300 と MICRO/I ではエンディアンが異なり ます。

ワードデバイスのビッ ト指定や、 32bit ワード （ダブルワード） は使用しないでください。

     DB 255 510 

 

 
3 桁 アドレス 0 - 510 

3 桁 DB No.   1 - 255 
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5.5.4 S7-1200

PLC 側で設定されていない Data Block にアクセスした場合、 通信エラーが発生します。 必ず、 PLC で Data Block 
を設定してください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ビッ ト ） I I 0-10237 R/W (*1)

(*1)1 桁目は 8 進数、 2 桁目以上は 10 進数で表記します。

出力 （ビッ ト ） Q Q 0-10237 R/W (*1)

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-40957 R/W (*1)

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ワード） IW I 0-1022 R/W (*1)

(*1)  偶数のみ指定可能です。

出力 （ワード） QW Q 0-1022 R/W (*1)

内部リ レー （ワード） MW M 0-4094 R/W (*1)

データブロ ッ ク DB DB 10000-999998 R/W (*1)(*2)

(*2) 上位 2 桁は DB 番号、 下位 4 桁はアドレスになり ます。

● Data Block を作成する際は 「Block access」 と して 「Standard」 を選択して下さい。

● Data Block 内のデータタイプは 「Word」 と して下さい。

● Global Data Block のみアクセス可能です。

● ファームウェア V4.0 以降の S7-1200 CPU を使用する場合は、 TIA Portal で DB プロパティの ［Attributes］
タブにある "Optimized block access" を無効にしてください。
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6 キーエンス製 PLC

6.1 接続一覧表

6.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

KV-700/1000(*1) /3000/5000(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

KV-700(*1),
KV-1000(*1),
KV-3000

不要 （CPU ユニッ トに

接続）

RS232C （結線図 1
（253 ページ参照））

ハード
ウェア /
なし

KV-3000/5000 ○ ○ ○ ×

KV-700(*1),
KV-1000(*1),
KV-3000,
KV-5000(*1),
KV-5500

KV-L20R(*1),
KV-L20V,
KV-L21V

RS232C （PORT1）
（結線図 2
（255 ページ参照））

RS232C （PORT2）
（結線図 3
（257 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（259 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 5
（262 ページ参照））

KV-LE20A,
KV-LE20V,
KV-LE21V

Ethernet － KV
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

KV-5000(*1),
KV-5500

不要 （Ethernet ポート

に接続）

KZ

KZ-10, 16,  20,  40,
KZ- 80(*1)

不要 （CPU ユニッ トに

接続）

RS232C （結線図 1
（253 ページ参照））

なし KV/KZ ○ ○ ○ ×

KV(*2)

(*2)KV シ リーズの全てのデバイスには対応していません

KV-10(*1),
KV- 16, 24, 40

不要 （CPU ユニッ トに

接続）

RS232C （結線図 1
（253 ページ参照））

なし KV/KZ ○ ○ ○ ×

KV Nano

KV-N14,
KV-N24,
KV-N40,
KV-N60

不要 （CPU ユニッ トに

接続）

RS232C （結線図 1
（253 ページ参照））

なし KV-3000/5000 ○ ○ ○ ×

KV-N10L RS232C （結線図 2
（255 ページ参照））

KV-N11L RS422/485 （4 線式）

（結線図 6
（265 ページ参照））
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6.2 システム構成

キーエンス製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

6.2.1 KV-700/1000/3000 の CPU ユニッ トモジュラコネクタに接続

6.2.2 KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V の Dsub-9Pin コネクタに接続

6.2.3 KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V の端子台に接続

KV-700/1000/3000 MICRO/I
RS232C

結線図 1
（253 ページ参照）

KV-700/1000/3000/5000/5500
+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V （PORT 1）

MICRO/I

RS232C

結線図 2
（255 ページ参照）

KV-700/1000/3000/5000/5500
+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V （PORT 2）

RS232C
結線図 3 （257 ページ参照）

MICRO/IRS422/485 （4 線式）

結線図 4 （259 ページ参照）

RS422/485 （2 線式）

結線図 5 （262 ページ参照）
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6.2.4 KV-LE20A/KV-LE20V/KV-LE21V の Ethernet ポートに接続

6.2.5 KV-5000/5500 の Ethernet ポートに接続

6.2.6 KV/KZ シリーズの CPU ユニッ トモジュラコネクタに接続

KV-700/1000/3000/5000/5500
+KV-LE20A/KV-LE20V/KV-LE21V

MICRO/I
Touch

Ethernet （TCP/IP）

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。

KV-5000/5500 MICRO/I
Touch

Ethernet （TCP/IP）

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。

KZ-10, 16, 20, 40, 80 MICRO/I
RS232C

結線図 1
（253 ページ参照）
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6.2.7 KV Nano の CPU ユニッ トモジュラコネクタに接続

6.2.8 KV Nano + KV-N10L/KV-N11L に接続

KV Nano

RS232C
結線図 1 （253 ページ参照）

MICRO/I

KV Nano + KV-N10L

RS232C
結線図 2 （255 ページ参照）

MICRO/I

KV Nano + KV-N11L

RS422/485 （4 線式）

結線図 6 （265 ページ参照）

MICRO/I
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6.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

6.3.1 結線図 1 ： KV-700/1000/3000 （RS232C）、 KV/KZ シリーズ、 KV Nano シリーズ－ MICRO/I

モジュラコネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

モジュラコネクタ 端子台

モジュラコネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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PLC 側モジュラコネクタのピン配置図

モジュラコネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

モジュラコネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ

1 2 3 4 5 6
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6.3.2 結線図 2 ： KV-700/1000/3000/5000/5500+KV-L20R/KV-L20V//KV-L21V （PORT1） － MICRO/I
　 　 　 　    KV Nano シリーズ +KV-N10L － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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6.3.3 結線図 3 ： KV-700/1000/3000/5000/5500+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V （PORT2-RS232C） －
                 MICRO/I

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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6.3.4 結線図 4 ： KV-700/1000/3000/5000/5500+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V （PORT2-RS422/485
               （4 線式）） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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6.3.5 結線図 5 ： KV-700/1000/3000/5000/5500+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V （PORT2-RS485
               （2 線式）） － MICRO/I

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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6.3.6 結線図 6 ： KV Nano + KV-N11L － MICRO/II

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

2
1
4
3
5

2
1
4
3
5
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台

2
1
4
3
5

2
1
4
3
5
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ

2
1
4
3
5

2
1
4
3
5
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6.4 環境設定

6.4.1 KV-700,KV/KZ シリーズと接続する場合の環境設定

6.4.2 KV-1000/3000 と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C

通信速度 （bps） 9600

データビッ ト 8

パリティ 偶数

ス ト ップビッ ト 1

● 通信条件は固定です。

● 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

● KV-700 の CPU ユニッ ト と通信を行う場合は、 ［プロジェク ト設定］ ダイアログボッ クスの ［ホス ト I/F ド

ラ イバ］ タブにて 「CPU ユニッ トに接続 ( チェッ ク有 )/Link ユニッ トに接続 ( チェッ ク無 )」 のチェッ ク

ボッ クスをオンにしてください。

項目 内容

インターフェイス RS232C

通信速度 （bps） 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 8

パリティ 偶数

ス ト ップビッ ト 1

● 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

● 4800bps 以下の通信速度を設定した場合、 9600bps と して通信を行います。

● KV-1000/3000 の CPU ユニッ ト と通信を行う場合は、 ［プロジェク ト設定］ ダイアログボッ クスの ［ホス ト

I/F ド ラ イバ］ タブにて 「CPU ユニッ トに接続 ( チェッ ク有 )/Link ユニッ トに接続 ( チェッ ク無 )」 の

チェッ クボッ クスをオンにしてください。
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6.4.3 KV-700/1000/3000/5000/5500+KV-L20R/KV-L20V/KV-L21V, KV Nano, KV Nano+KV-N10L/
KV-N11L と接続する場合の環境設定

6.4.4 KV-5000/5500/KV-LE20A/KV-LE20V/KV-LE21V と接続する場合の環境設定

詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422/RS485 （2 線式）、 RS422/485 （4 線式）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 8

パリティ 偶数

ス ト ップビッ ト 1

● 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。

● シ リ アルコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト または KV Nano と通信を行う場合は、 ［プロジェク ト設定］ ダイア

ログボッ クスの ［ホス ト I/F ド ラ イバ］ タブにて 「CPU ユニッ トに接続 ( チェッ ク有 )/Link ユニッ トに接

続 ( チェッ ク無 )」 のチェッ クボッ クスをオフにしてください。

● KV Nano と通信を行う場合は、 KV Nano のポートの動作モードを 「KV モード ( 上位リ ンク )」 に設定して

ください。

MICRO/I 側の設定

項目 内容

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してくださ

い。

項目 内容

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート番号 PLC のポート番号を設定してください。

プロ ト コル TCP/IP、 UDP/IP

PLC 側の設定

PLC 側の設定を以下に示します。

IP アドレスとポート番号については MICRO/I 側の設定と合わせる必要があります。

項目 内容

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

ポート番号 任意のポート番号を設定してください。
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6.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します。

6.5.1 KV700/1000/3000/5000/5500/KV Nano (RS233C、 RS422/485)

高速カウンタコンパレータ （接点） はリセッ ト動作のみ可能です。

セッ ト動作を行う と通信エラーが発生しますので使用しないでください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

CPU 入力リ レー X X 0-999F R

CPU 出力リ レー Y Y 0-999F R/W

内部補助リ レー M M 0-15999 R/W

拡張入出力リ レー /

内部補助リ レー

R R 0-99915 R/W

リ ンク リ レー B B 0-3FFF R/W

拡張内部補助リ レー MR MR 0-99915 R/W

ラ ッチリ レー LR LR 0-99915 R/W

コン ト ロールリ レー CR CR 0-3915 R/W

ワーク リ レー VB VB 0-3FFF R/W

タイマ （接点） T T 0-3999 R/W

カウンタ （接点） C C 0-3999 R/W

高速カウンタコンパレータ （接点） CTC CTC 0-3 R/W
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

データ メモ リ DM DM 0-65534 R/W

拡張データ メモ リ E EM EM 0-65534 R/W

拡張データ メモ リ F FM FM 0-32767 R/W

ファイルレジスタ ZF ZF 0- 131071 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-3FFF R/W

テンポラ リ メモ リ TM TM 0-511 R/W

タイマ （設定値） TC TC 0-39991 R/W (*1)

(*1) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。

タイマ （現在値） TS TS 0-39991 R/W (*1)

カウンタ （設定値） CC CC 0-39991 R/W (*1)

カウンタ （現在値） CS CS 0-39991 R/W (*1)

高速カウンタ （現在値） CTH CTH 0-11 R/W (*1)

高速カウンタコンパレータ （設定値） CTCS CTCS 0-31 R/W (*1)

デジタルト リマ AT AT 0-71 R

インデッ クスレジスタ Z Z 1-12 R/W

コン ト ロールメモ リ CM CM 0-11998 R/W

ワーク メモ リ VM VM 0-59999 R/W
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6.5.2 KV3000/5000/5500 (Ethernet)

高速カウンタコンパレータ （接点） はリセッ ト動作のみ可能です。

セッ ト動作を行う と通信エラーが発生しますので使用しないでください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

CPU 入力リ レー X X 0-999F R

CPU 出力リ レー Y Y 0-999F R/W

内部補助リ レー M M 0-15999 R/W

拡張入出力リ レー /

内部補助リ レー

R R 0-99915 R/W

リ ンク リ レー B B 0-3FFF R/W

拡張内部補助リ レー MR MR 0-99915 R/W

ラ ッチリ レー LR LR 0-99915 R/W

コン ト ロールリ レー CR CR 0-3915 R/W

ワーク リ レー VB VB 0-3FFF R/W

タイマ （接点） T T 0-3999 R/W

カウンタ （接点） C C 0-3999 R/W

高速カウンタコンパレータ （接点） CTC CTC 0-3 R/W
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

データ メモ リ DM DM 0-65534 R/W

拡張データ メモ リ E EM EM 0-65534 R/W

拡張データ メモ リ F FM FM 0-32767 R/W

ファイルレジスタ ZF ZF 0- 131071 R/W

リ ンクレジスタ W W 0-3FFF R/W

テンポラ リ メモ リ TM TM 0-511 R/W

タイマ （設定値） TC TC 0-39991 R/W (*1)

(*1) このデバイスは 32 ビッ トデバイスです。

タイマ （現在値） TS TS 0-39991 R/W (*1)

カウンタ （設定値） CC CC 0-39991 R/W (*1)

カウンタ （現在値） CS CS 0-39991 R/W (*1)

高速カウンタ （現在値） CTH CTH 0-11 R/W (*1)

高速カウンタコンパレータ （設定値） CTCS CTCS 0-31 R/W (*1)

デジタルト リマ AT AT 0-71 R

インデッ クスレジスタ Z Z 1-12 R/W

コン ト ロールメモ リ CM CM 0-11998 R/W

ワーク メモ リ VM VM 0-59999 R/W
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6.5.3 KV/KZ シリーズ

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

内部補助リ レー （ビッ ト ） M － 1000-1915,
3000-15915

R/W 10

基本入力リ レー （ビッ ト ） X － 0-215 R 10

基本出力リ レー （ビッ ト ） Y － 500-615 R/W 10

拡張入力リ レー （ビッ ト ） SX － 100-415 R 10

拡張出力リ レー （ビッ ト ） SY － 600-915 R/W 10

タイマ （接点） T T 0-249 R 10

カウンタ （接点） C C 0-249 R 10

特殊補助リ レー （ビッ ト ） SM － 2000-2915 R/W 10

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

データ メモ リ D DM 0-9999 R/W 10

テンポラ リ メモ リ TM TM 0-31 R/W 10

タイマ （現在値） TC T 0-249 R/W 10

カウンタ （現在値） CC C 0-249 R/W 10

タイマ （設定値） TS T 0-249 R/W 10

カウンタ （設定値） CS C 0-249 R/W 10

● 基本入力リ レー (X) の 100、 基本出力リ レー (Y) の 600 以上は、 KZ-40/80 のみ対応しています。

● KV シ リーズの全てのデバイスには対応していません。
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7 シャープ製 PLC

7.1 接続一覧表

7.1.1 PLC 対応一覧

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

ニューサテライ ト JW

JW-10 不要　（CPU ユ

ニッ トに接続）

RS422-MMI ポート

（結線図 6
（291 ページ参照））

ハード
ウェア

JW × ○ ○ ×

RS422/485 （2 線式）

（結線図 7
（294 ページ参照））

JW-21CU,
JW-22CU,
JW-31CUH/H1,
JW-32CUH/H1,
JW-33CUH/H1(*1)/H2/H3

JW-21CM RS422/485 （2 線式）

（結線図 1
（278 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（281 ページ参照））

JW-50CU/CUH
JW-70CU/CUH
JW-100CU/CUH

JW-10CM RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（281 ページ参照））

JW-22CU,
JW-70CU/CUH,
JW-100CU/CUH

不要　（CPU ユ

ニッ トに接続）

RS232C （結線図 3
（284 ページ参照））

JW-32CUH/H1,
JW-33CUH/H1(*1) /H2/H3

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

RS232C （結線図 4
（286 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 5
（288 ページ参照））
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7.2 システム構成

シャープ製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

7.2.1 JW20/30 シリーズのリンクユニッ トに接続

7.2.2 JW50/70/100 シリーズのリンクユニッ トに接続

7.2.3 JW20/70/100 シリーズのコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続 （RS232C）

CPU ユニッ トのコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続します。

JW-21CM MICRO/I

RS485 （2 線式）

結線図 1 （278 ページ参照）

RS485 （4 線式）

結線図 2 （281 ページ参照）

JW-21CU, JW-22CU
JW-31CUH/H1
JW-32CUH/H1

JW-33CUH/H1/H2/H3

JW-10CM MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 2 （281 ページ参照）

JW-50CU/CUH
JW-70CU/CUH
JW-100CU/CUH

MICRO/I
RS232C

結線図 3 （284 ページ参照）

JW-22CU
JW-70CU/CUH
JW-100CU/CUH
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7.2.4 JW30 シリーズのコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続 （RS232C）

CPU ユニッ トのコ ミ ュニケーシ ョ ンポート 2 に接続します。

7.2.5 JW30 シリーズのコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続 （RS422/485）

CPU ユニッ トのコ ミ ュニケーシ ョ ンポート 1、 または 2 に接続します。

7.2.6 JW10 シリーズに接続

CPU ユニッ トの MMI ポート または、 通信ポートに接続します。

MICRO/I
RS232C

結線図 4 （286 ページ参照）

JW-32CUH/H1
JW-33CUH/H1/H2/H3

MICRO/I
RS485

結線図 5 （288 ページ参照）

JW-32CUH/H1
JW-33CUH/H1/H2/H3

MICRO/I
RS422-MMI

結線図 6 （291 ページ参照）

RS485 （2 線式）

結線図 7 （294 ページ参照）

JW-10



第 2 章

278 接続機器設定マニュアル

7.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

7.3.1 結線図 1 ： リンクユニッ ト RS485 （2 線式） － MICRO/I

ねじ端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替

スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」

を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

ねじ端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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7.3.2 結線図 2 ： リンクユニッ ト RS485 （4 線式） － MICRO/I

ねじ端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2G-S/-5S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替

スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」

を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

ねじ端子台 端子台

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● 長距離伝送の場合には、 PLC 側の終端抵抗の設定を 「ON」 にするこ とをお奨めします。

● HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してく

ださい。
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7.3.3 結線図 3 ： PLC （RS232C） － MICRO/I

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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7.3.4 結線図 4 ： PLC （RS232C） － MICRO/I

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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7.3.5 結線図 5 ： PLC （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照して

ください。

HG2G-S/-5S 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してく

ださい。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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7.3.6 結線図 6 ： JW10-MMI ポート （RS422） － MICRO/I

HG2G-S/-5S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッ

チにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照して

ください。

HG2G-S/-5S 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してく

ださい。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ



293

7　シャープ製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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7.3.7 結線図 7 ： JW10 （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してく

ださい。

端子台 端子台

HG2G-S/-5S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替ス

イ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照

してください。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

端子台 端子台

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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7.4 環境設定

7.4.1 コンピュータ リンクユニッ ト と接続する場合の環境設定

7.4.2 CPU ユニッ ト上のコ ミ ュニケーシ ョ ンポート と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS485 （2 線式） （SW3-2 を “OFF”）、 RS485 （4 線式） （SW3-2 を “ON”）

動作モード設定 コンピュータ リ ンク （コマンドモード） （SW0 を “4” にしてください）

局番 MICRO/I と同じ設定

にします

01 ～ 17 （8 進） （SW2、 SW1 で設定します）

データビッ ト 7 （固定）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200 （SW4 で設定します）

パリ ティ 偶数、 奇数 （SW3-4 で設定してください）

ス ト ップビッ ト 2 （固定）

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422/485

局番 MICRO/I と同じ設定

にします

001 ～ 037 （8 進） （システム メモ リ #235/#237 で設定してください）

データビッ ト 7 （固定）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200
（システム メモ リ #234/#236 のビッ ト D2D1D0 で設定します）

パリ ティ 偶数、 奇数、 なし

（システム メモ リ #234/#236 のビッ ト D4D3 で設定します）

ス ト ップビッ ト 1、 2 （システム メモ リ #234/#236 のビッ ト D5 で設定します）

● PLC 側 （JW30 コ ミ ュニケーシ ョ ンポート 1　RS422） の通信条件はシステムメモ リ #234§ 局番は #235 で

設定します。

● PLC 側 （JW20/70/100 コ ミ ュニケーシ ョ ンポート、 JW30 コ ミ ュニケーシ ョ ンポート 2　RS232C ／ RS422）
の通信条件はシステムメモ リ #236§ 局番は #237 で設定します。

● 通信速度には PLC の機種によって対応していない速度があ り ますので PLC のマニュアルを確認してくだ

さい。

● CPU ユニッ トのコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続して通信させる場合、 PLC の機種によっては PLC から

のレスポンスを受信してから MICRO/I がデータを送信する間に待ち時間を必要とするものがあ り ます。 そ

の場合、 WindO/I-NV2 の ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］

の 「送信ウェイ ト 」 設定を変更して調整してください。

「送信ウェイ ト 」 の設定の調整が必要かど うかについては PLC のマニュアル （コ ミ ュニケーシ ョ ンポート

の章） をご確認ください。

● 詳細につきましては、 ニューサテライ ト JW 取扱説明書および、 ニューサテライ ト JW シ リーズ リ ンクユ

ニッ ト取扱説明書を参照してください。
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7.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とアドレス範囲を WindO/I-NV2 と PLC での表記形式を比較して示します。

ビッ トデバイス

WindO/I-NV2 デバイス名称 R/W WindO/I-NV2 アドレス範囲 PLC デバイス名称 PLC アドレス範囲

リ レー R/W R 0-R 15777 リ レー 00000-15777

拡張リ レー R/W ER 20000-ER 75777 20000-75777

タイマ （接点） R T 0-T 777 タイマ （接点） T0000-T0777

拡張タイマ （接点） R ET 1000-ET 1777 T1000-T1777

カウンタ （接点） R C 0-C 777 カウンタ （接点） C0000-C0777

拡張カウンタ （接点） R EC 1000-EC 1777 C1000-C1777
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ワードデバイス

WindO/I-NV2 デバイス名称 R/W WindO/I-NV2 アドレス範囲 PLC デバイス名称 PLC アドレス範囲

タイマ （現在値） R TC 0-TC 777 タイマ （現在値） 0000-0777

拡張タイマ （現在値） R ETC 1000-ETC 1777 1000-1777

カウンタ （現在値） R CC 0-CC 777 カウンタ （現在値） 0000-0777

拡張カウンタ （現在値） R ECC 1000-ECC 1777 1000-1777

レジスタ （A） R/W RA 0-RA 1576 レジスタ a0000-a1576

拡張レジスタ （A） R/W ERA 2000-ERA 7576 a2000-a7576

レジスタ （B） R/W RB 0-RB 1776 b0000-b1776

拡張レジスタ （B） R/W ERB 2000-ERB 3776 b2000-b3776

レジスタ （09） R/W R09_ 0-R09_ 776 09000-09776

レジスタ （19） R/W R19_ 0-R19_ 776 19000-19776

レジスタ （29） R/W R29_ 0-R29_ 776 29000-29776

レジスタ （39） R/W R39_ 0-R39_ 776 39000-39776

レジスタ （49） R/W R49_ 0-R49_ 776 49000-49776

レジスタ （59） R/W R59_ 0-R59_ 776 59000-59776

レジスタ （69） R/W R69_ 0-R69_ 776 69000-69776

レジスタ （79） R/W R79_ 0-R79_ 776 79000-79776

レジスタ （89） R/W R89_ 0-R89_ 776 89000-89776

レジスタ （99） R/W R99_ 0-R99_ 776 99000-99776

レジスタ （E） R/W RE 0-RE 1776 E0000-E1776

拡張レジスタ （E） R/W ERE 2000-ERE 7776 E2000-E7776

システムメモ リ R S 0-S 2176 システムメモ リ #0000-#2176

ファイルレジスタ （1） R/W F1_ 0-F1_ 37776 ファイルレジスタ 1 000000-037776

ファ イルレジスタ （2） R/W F2_ 0-F2_ 177776 ファイルレジスタ 2 000000-177776

ファ イルレジスタ （3） R/W F3_ 0-F3_ 177776 ファイルレジスタ 3 000000-177776

● デバイスのアドレスは全て 8 進数で設定してください。

● デバイスの種類、 アドレス範囲は PLC の機種によって対応していない場合があ り ますので PLC のマニュ

アルをご確認ください。

● R/W は MICRO/I で読み出し、 書き込みと もに可能、 R は読み出し専用 （書き込み不可） を示します。

● レジスタ （A） 以下にあるワードデバイスのアドレスは +2 ずつ増加します。 （その他は＋ 1 増加。）

● WindO/I-NV2 ではデバイスのアドレスは PLC で表記されている桁数通りに表示されませんのでご注意くだ

さい。

（例 ： レジスタ 19005 を WindO/I-NV2 で設定する場合、 R19_ 005 ではなく、 R19_ 5 と設定されます。）
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8 日立製作所製 PLC

8.1 接続一覧表

8.1.1 PLC 対応一覧

対応シス
テム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー制御 ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

S10mini

S10mini(*1) 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 1
（303 ページ参照））

ハード ウェア S10mini ○ ○ ○ ×

LQE160 RS232C
（結線図 2
（306 ページ参照））

LQE165 RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（309 ページ参照））

LQE560 RS232C
（結線図 2
（306 ページ参照））

LQE565 RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（309 ページ参照））

S10V(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

LQP510 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C
（結線図 2
（306 ページ参照））

ハード ウェア S10mini ○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（309 ページ参照））

LQE560(*1) RS232C(*1)

（結線図 2
（306 ページ参照））

LQE565 RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（309 ページ参照））
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8.2 システム構成

日立製作所製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

8.2.1 S10mini （LQP000） の RS232C ポートに接続

CPU ユニッ トの RS232C ポートに接続します。

8.2.2 S10mini の通信モジュールに接続

8.2.3 S10V の RS232C ポートに接続

S10mini MICRO/I
RS422/485

結線図 1 （303 ページ参照）

LQP000

S10mini MICRO/I
RS232C

結線図 2 （306 ページ参照）

LQP000 LQE160
LQE560

MICRO/I
RS422

結線図 3 （309 ページ参照）

LQE165
LQE565

S10V MICRO/I
RS232C

結線図 2 （306 ページ参照）

LQP510



第 2 章

302 接続機器設定マニュアル

8.2.4 S10V の RS422 ポートに接続

8.2.5 S10V の通信モジュールに接続

S10V MICRO/I
RS422

結線図 3 （309 ページ参照）

LQP510

S10V MICRO/I
RS232C

結線図 2 （306 ページ参照）

LQP510 LQE560
MICRO/I

RS422
結線図 3 （309 ページ参照）

LQE565
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8.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。 配線につい

ては、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

8.3.1 結線図 1 ： S10mini （RS422/485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このためハードウェアフロー制御を 「なし」

に設定してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ （本体側） D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ （本体側） 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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8.3.2 結線図 2 ： S10mini, S10V （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ



第 2 章

308 接続機器設定マニュアル

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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8.3.3 結線図 3 ： S10V （RS422/485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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8.4 環境設定

8.4.1 S10mini, S10V と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422/485 （4 線式）

通信速度 （bps） 19200

データビッ ト 8

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1

● 通信条件は固定です。

● 詳細は PLC のマニュアルを参照してください。
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8.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-7FF R/W

出力リ レー Y Y 0-7FF R/W

内部リ レー R R 0-7FF R/W

グローバルリ ンク G G 0-FFF R/W

システムレジスタ S S 0-BFF R

E ワード BEW EW 400-FFF R/W

イベン ト E E 0-FF R/W

キープリ レー K K 0-1FF R/W

オンディ レータイマ （接点） T T 0-1FF R

ワンシ ョ ッ ト タイマ （接点） U U 0-7F R

アップダウンカウンタ （接点） C C 0-3F R
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*） ワードデバイスをビッ ト読込みする場合、 設定したビッ ト （0 ～ 15） を反転したビッ トの値が表示されます。

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー XW X 0-7F0 R/W

出力リ レー YW Y 0-7F0 R/W

内部リ レー RW R 0-7F0 R/W

グローバルリ ンク GW G 0-FF0 R/W

システムレジスタ SW S 0-BF0 R

E ワード EW EW 400-FF0 R/W

イベン ト WE E 0-F0 R/W

キープリ レー KW K 0-1F0 R/W

オンディ レータイマ TW T 0-1F0 R

ワンシ ョ ッ ト タイマ UW U 0-70 R

アップダウンカウンタ CW C 0-30 R

オンディ レータイマ （計数値） TC T 0-1FF R

オンディ レータイマ （設定値） TS T 0-1FF R/W

ワンシ ョ ッ ト タイマ （計数値） UC U 0-7F R

ワンシ ョ ッ ト タイマ （設定値） US U 0-7F R/W

アップダウンカウンタ （計数値） CC C 0-3F R

アップダウンカウンタ （設定値） CS C 0-3F R/W

ワークレジスタ FW FW 0-BFF R/W

データレジスタ DW DW 0-FFF R/W

例 ：

設定アドレス 実際に読出されるアドレス

DW 0-0 DW 0-15
DW 0-1 DW 0-14

｜ ｜

DW 0-14 DW 0-1
DW 0-15 DW 0-0
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9 JTEKT 製 PLC

9.1 接続一覧表

9.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

TOYOPUC-PC2J

PC2J(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要
（内蔵コンピュータ リ ンク）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 1
（317 ページ参照））

ハード
ウェア

TOYOPUC-PC3J ○ ○ ○ ×

TOYOPUC-PC3J

PC3J(*1), 
PC3JD(*1)

不要
（内蔵コンピュータ リ ンク）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 1
（317 ページ参照））

ハード
ウェア

TOYOPUC-PC3J ○ ○ ○ ×

PC3JG(*1) 不要
（内蔵コンピュータ リ ンク）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（320 ページ参照））
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9.2 システム構成

JTEKT 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

9.2.1 TOYOPUC-PC3J シリーズ （内蔵コンピュータ リンクに接続）

CPU ユニッ トのコンピュータ リ ンクポートに接続します。

MICRO/I
RS422

結線図 1 （317 ページ参照）

PC3J, PC3JD

MICRO/I
RS422

結線図 2 （320 ページ参照）

PC3JG
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9.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

9.3.1 結線図 1 ： TOYOPUC-PC3J,PC3JD （内蔵コンピュータ リンク） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

ねじ端子台 （本体側） D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台

（本体側）

端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台

（本体側）

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ



第 2 章

320 接続機器設定マニュアル

9.3.2 結線図 2 ： TOYOPUC-PC3JG （内蔵コンピュータ リンク） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台

（本体側）

端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台

（本体側）

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台

（本体側）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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9.4 環境設定

TOYOPUC-PC3J において設定可能な通信設定を示します。

9.4.1 TOYOPUC-PC3J

項目 内容

インターフェイス RS422/485 （2 線式）

局番 0-37 （8 進数）(*1)

(*1) 局番は PC3J では 8 進数ですが、 WindO/I-NV2 では、 16 進数で設定してください。

例えば、 PC3J にて ”37” と設定された場合は、 WindO/I-NV2 では ”1F” と設定してください。

データビッ ト 7、 8

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600

パリティ 偶数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1、 2

● PC3J の通信条件の設定は、 「 リ ンクパラ メ タの設定」 にて行ってください。

● リ ンクパラ メ タを設定しない場合は、 通信速度 19200bps、 データビッ ト 8、 ス ト ップビッ ト 1、 パリ ティ

偶数、 局番 0 に設定されます。

● 詳細については、 JTEKT の TOYOPUC PC3J 取扱説明書を参照してください。
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9.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します

9.5.1 TOYOPUC-PC3J

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-7FF R/W

出力リ レー Y Y 0-7FF R/W

内部リ レー M M 0-7FF R/W (*1)

キープリ レー K K 0-2FF R/W (*1)

リ ンク リ レー L L 0-7FF R/W (*1)

特殊リ レー V V 0-0FF R/W (*1)

エッジ検出リ レー P P 0-1FF R/W (*1)

タイマ接点 T T 0-1FF R (*1)

カウンタ接点 C C 0-1FF R (*1)

内部リ レー P3M M 0-7FF R/W

キープリ レー P3K K 0-2FF R/W

リ ンク リ レー P3L L 0-7FF R/W

特殊リ レー P3V V 0-0FF R/W

エッジ検出リ レー P3P P 0-1FF R/W

タイマ接点 P3T T 0-1FF R

カウンタ接点 P3C C 0-1FF R

内部リ レー P2M M 0-7FF R/W

キープリ レー P2K K 0-2FF R/W

リ ンク リ レー P2L L 0-7FF R/W

特殊リ レー P2V V 0-0FF R/W

エッジ検出リ レー P2P P 0-1FF R/W

タイマ接点 P2T T 0-1FF R

カウンタ接点 P2C C 0-1FF R

内部リ レー P1M M 0-7FF R/W

キープリ レー P1K K 0-2FF R/W

リ ンク リ レー P1L L 0-7FF R/W

特殊リ レー P1V V 0-0FF R/W

エッジ検出リ レー P1P P 0-1FF R/W

タイマ接点 P1T T 0-1FF R

カウンタ接点 P1C C 0-1FF R

拡張入力リ レー EX EX 0-7FF R/W

拡張出力リ レー EY EY 0-7FF R/W

拡張内部リ レー EM EM 0-1FFF R/W

拡張キープリ レー EK EK 0-FFF R/W



325

9　 JTEKT 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

拡張リ ンク リ レー EL EL 0-1FFF R/W

拡張特殊リ レー EV EV 0-FFF R/W

拡張エッジ検出リ レー EP EP 0-FFF R/W

拡張タイマ接点 ET ET 0-7FF R

拡張カウンタ接点 EC EC 0-7FF R

拡張入力リ レー GX GX 0-FFFF R/W (*3)

拡張出力リ レー GY GY 0-FFFF R/W (*3)

拡張内部リ レー GM GM 0-FFFF R/W (*3)

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-7F R/W

出力リ レー WY Y 0-7F R/W

内部リ レー WM M 0-7F R/W (*1)

キープリ レー WK K 0-2F R/W (*1)

リ ンク リ レー WL L 0-7F R/W (*1)

タイマ接点 WT T 0-1F R (*1)

カウンタ接点 WC C 0-1F R (*1)

現在値レジスタ N N 0-1FF R (*1)

データレジスタ D D 0-2FFF R/W (*1)

リ ンクレジスタ R R 0-7FF R/W (*1)

特殊レジスタ S S 0-3FF R/W (*1)

ファ イルレジスタ B B 0-1FFF R/W (*1)(*2)

内部リ レー P3WM M 0-7F R/W

キープリ レー P3WK K 0-2F R/W

リ ンク リ レー P3WL L 0-7F R/W

タイマ接点 P3WT T 0-1F R

カウンタ接点 P3WC C 0-1F R

現在値レジスタ P3N N 0-1FF R

データレジスタ P3D D 0-2FFF R/W

リ ンクレジスタ P3R R 0-7FF R/W

特殊レジスタ P3S S 0-3FF R/W

ファイルレジスタ P3B B 0-1FFF R/W (*2)

内部リ レー P2WM M 0-7F R/W

キープリ レー P2WK K 0-2F R/W

リ ンク リ レー P2WL L 0-7F R/W

タイマ接点 P2WT T 0-1F R

カウンタ接点 P2WC C 0-1F R

現在値レジスタ P2N N 0-1FF R

データレジスタ P2D D 0-2FFF R/W

リ ンクレジスタ P2R R 0-7FF R/W

特殊レジスタ P2S S 0-3FF R/W

ファイルレジスタ P2B B 0-1FFF R/W (*2)

内部リ レー P1WM M 0-7F R/W

キープリ レー P1WK K 0-2F R/W

リ ンク リ レー P1WL L 0-7F R/W

タイマ接点 P1WT T 0-1F R

カウンタ接点 P1WC C 0-1F R
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使用可能なデバイス、 アドレス範囲は、 CPU の動作モード （データ領域） の設定によ り異なり ますので、 使用で

きるデータ容量 （デバイス構成） をご確認の上、 ご使用ください。

現在値レジスタ P1N N 0-1FF R

データレジスタ P1D D 0-2FFF R/W

リ ンクレジスタ P1R R 0-7FF R/W

特殊レジスタ P1S S 0-3FF R/W

ファ イルレジスタ P1B B 0-1FFF R/W (*2)

拡張入力リ レー WEX EX 0-7F R/W

拡張出力リ レー WEY EY 0-7F R/W

拡張内部リ レー WEM EM 0-1FF R/W

拡張キープリ レー WEK EK 0-FF R/W

拡張リ ンク リ レー WEL EL 0-1FF R/W

拡張タイマ接点 WET ET 0-7F R (*1)

拡張カウンタ接点 WEC EC 0-7F R (*1)

拡張現在値レジスタ WEN EN 0-7FF R

拡張データレジスタ U U 0-7FFF R/W

拡張特殊レジスタ ES ES 0-7FF R/W

拡張設定値レジスタ H H 0-7FF R/W

拡張入力リ レー WGX GX 0-FFF R/W (*3)

拡張出力リ レー WGY GY 0-FFF R/W (*3)

拡張内部リ レー WGM GM 0-FFF R/W (*3)

拡張バッファレジスタ 0 EB0 EB 0-7FFF R/W (*3)

拡張バッファレジスタ 1 EB1 EB 8000-FFFF R/W (*3)

拡張バッファレジスタ 2 EB2 EB 10000-17FFF R/W (*3)

拡張バッファレジスタ 3 EB3 EB 18000-1FFFF R/W (*3)

(*1) 「 リ ンクパラ メ タの設定」 にて、 指定されたプログラム No. のデバイスへとアクセスします。

(*2) データ領域分割モードではファイルレジスタはあ り ません。

(*3)PC3JG で使用可能なデバイスです。

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC
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10 東芝機械㈱製 PLC

10.1 接続一覧表

10.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

TC200

TC3-13B1(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 1
（330 ページ参照））

ハード
ウェア /
なし

TC200 ○ ○ ○ ×

TCmini

TC03-01,
TC03-02(*1)

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 2
（332 ページ参照））

ハード
ウェア /
なし

TC200 ○ ○ ○ ×

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （2 線式）

（結線図 3
（334 ページ参照））



329

10　東芝機械㈱製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

10.2 システム構成

東芝機械㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

10.2.1 TC200 のシリアルポートに接続

CPU ユニッ トのコンピュータ リ ンクポートに接続します。

10.2.2 TCmini の RS232C ポートに接続

10.2.3 TCmini の RS-TCm485 ポートに接続

TC-200 MICRO/I
RS232C

結線図 1 （330 ページ参照）

TC3-13B1

TCmini MICRO/I
RS232C

結線図 2 （332 ページ参照）

TC03-01
TC03-02

Tmini MICRO/I
RS485

結線図 3 （334 ページ参照）

TC03-01
TC03-02
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10.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

10.3.1 結線図 1 ： TC200 （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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10.3.2 結線図 2 ： TCmini （RS232C） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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10.3.3 結線図 3 ： TCmini （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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10.4 環境設定

10.4.1 TC200 と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C

PC 番号(*1)

(*1)MICRO/I での PC 番号は 10 進数で設定してください。

00 ～ 63 （MICRO/I と同じ設定にしてください）

通信速度 （bps） 9600

データビッ ト 8

パリティ なし

ス ト ップビッ ト 2
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10.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-F7F R

出力リ レー Y Y 0-F7F R/W

内部リ レー R R 0-77F R/W

ラ ッチリ レー L L 0-7F R/W

拡張内部リ レー 1 G G 0-F7F R/W

拡張内部リ レー 2 H H 0-F7F R/W

特殊補助リ レー A A 0-16F R/W

タイマ （接点） T T 0-37F R

カウンタ （接点） C C 0-37F R

シフ ト レジスタ S S 0-7F R/W

エッジ リ レー E E 0-77F R/W

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX X 0-F7 R

出力リ レー WY Y 0-F7 R/W

内部リ レー WR R 0-77 R/W

ラ ッチリ レー WL L 0-7 R/W

拡張内部リ レー 1 WG G 0-F7 R/W

拡張内部リ レー 2 WH H 0-F7 R/W

特殊補助リ レー WA A 0-16 R/W

タイマ / カウンタ （現在値） P P 0-77F R

タイマ / カウンタ （設定値） V V 0-77F R/W

汎用レジスタ 1 D D 0-F7F R/W

汎用レジスタ 2 B B 0-F7F R/W

シフ ト レジスタ WS S 0-7 R/W

エッジ リ レー WE E 0-77 R/W

タイマ接点 WT T 0-77 R

カウンタ接点 WC C 0-77 R
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11 GE Fanuc Automation 製 PLC

11.1 接続一覧表

11.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

シリーズ 90-30

CPU331(*1),
CPU341,
CPU350, 
CPU351, 
CPU352, 
CPU360, 
CPU363, 
CPU364, 
CPU374

IC693CMM311 RS232C　（結線図 1
（341 ページ参照））

ハード
ウェア

Series 90 （SNP-X） ○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（343 ページ参照））

CPU311, 
CPU313,
CPU323,

CPU331(*1) ,
CPU341, 
CPU350, 
CPU351, 
CPU352, 
CPU360, 
CPU363, 
CPU364, 
CPU374

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要
（CPU （電源部）

ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（346 ページ参照））

VersaMax

Nano 不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 4
（349 ページ参照））

ハード
ウェア

Series 90 （SNP-X） ○ ○ ○ ×

Micro （14 点）

Micro
（23,28 点 (*1)）

RS232C （結線図 4
（349 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 3
（346 ページ参照））
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11.2 システム構成

GE Fanuc Automation 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

11.2.1 シリーズ 90-30 の通信モジュール （CMM） に接続

11.2.2 シリーズ 90-30、 VersaMax Micro の CPU のシリアルポートに接続

シ リーズ 90-30 電源部のシ リ アルポートに接続します。

VersaMax Micro のシ リ アルポート 2 に接続します。

11.2.3 VersaMax Micro/Nano のシリアルポート 1 に接続

VersaMax Micro/Nano のシ リ アルポート 1 （RS232C） に接続します。

IC693CMM311 MICRO/I
RS232C

結線図 1 （341 ページ参照）

RS422/485 （4 線式）

結線図 2 （343 ページ参照）

シ リーズ 90•30

MICRO/I

RS422/485 （4 線式）

結線図 3 （346 ページ参照）

シ リーズ 90•30
VersaMax Micro （23, 28 点）

MICRO/I

RS422/485 （4 線式）

結線図 4 （349 ページ参照）

VersaMax Micro/ Nano
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11.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

11.3.1 結線図 1 ： シリーズ 90-30 通信モジュール CMM （RS232C） － MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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11.3.2 結線図 2 ： シリーズ 90-30 通信モジュール CMM （RS422/485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台



345

11　GE Fanuc Automation 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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11.3.3 結線図 3 ： PLC （RS485） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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11.3.4 結線図 4 ： PLC （RS232C） － MICRO/I

RJ-45 8P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

RJ-45 8P モジュラコネクタソケッ ト タイプ 端子台

RJ-45 8P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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RJ-45 8P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

RJ-45 8P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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11.4 環境設定

シ リーズ 90-30/ VersaMax Micro/Nano と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

11.4.1 シリーズ 90-30 の通信モジュール （CMM） と接続する場合の環境設定

SNP ID は設定しないでください。 動作しなくな り ます。

11.4.2 シリーズ 90-30 の CPU （電源部） と接続する場合の環境設定

SNP ID は設定しないでください。 動作しなくな り ます。

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C RS485 （4 線式）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 なし ハード ウェア、 なし

設定モード SNP Only

SNP イネーブル Yes

SNP モード Slave

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS485 （4 線式） （固定）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2
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11.4.3 VersaMax Micro/ Nano と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C （ポート 1） RS485 （4 線式） （ポート 2）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

ポートモード SNP

ポート タイプ Slave

● SNP ID は設定しないでください。 動作しなくな り ます。

● 詳細につきましてはシ リーズ 90-30、 VersaMax Micro/Nano リ ファレンスマニュアルを参照してください。



353

11　GE Fanuc Automation 製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

11.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します

使用する PLC の機種によ り使用可能なデバイスアドレス範囲に制限があ り ますので、 各 PLC 機種のマニュアル

を参照してください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

ディ スク リート入力 I %I 1-12288 R 10 進

ディ スク リート出力 Q %Q 1-12288 R/W 10 進

内部コイル M %M 1-12288 R/W 10 進

一時記憶コイル T %T 1-256 R/W 10 進

グローバルメモ リ G %G 1-7680 R/W 10 進

システム状態アドレス S S %S 1-128 R 10 進

システム状態アドレス SA SA %SA 1-128 R/W 10 進

システム状態アドレス SB SB %SB 1-128 R/W 10 進

システム状態アドレス SC SC %SC 1-128 R/W 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

ディ スク リート入力 WI %I 1-12273 R 10 進(*1)

(*1) このデバイスは 16 の倍数で設定してください。

ディ スク リート出力 WQ %Q 1-12273 R/W 10 進 (*1)

内部コイル WM %M 1-12273 R/W 10 進 (*1)

一時記憶コイル WT %T 1-241 R/W 10 進 (*1)

グローバルメモ リ WG %G 1-7665 R/W 10 進 (*1)

システム状態アドレス S WS %S 1-113 R 10 進 (*1)

システム状態アドレス SA WSA %SA 1-113 R/W 10 進 (*1)

システム状態アドレス SB WSB %SB 1-113 R/W 10 進 (*1)

システム状態アドレス SC WSC %SC 1-113 R/W 10 進 (*1)

レジスタ R %R 1-16384 R/W 10 進 (*1)

アナログ入力 AI %AI 1-8192 R/W 10 進 (*1)

アナログ出力 AQ %AQ 1-8192 R/W 10 進 (*1)
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12 パナソニック電工㈱製 PLC

12.1 接続一覧表

12.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

FP シリーズ

FP0(*1)

FP0R
不要 (*1)

（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 1
（361 ページ参照））

ハード
ウェア

MEWNET ○ ○ ○ ×

FP1(*1) 不要
（RS232C ポートに接続）

RS232C （結線図 2
（363 ページ参照））

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （AFP8550）
（結線図 3
（365 ページ参照））

不要 (*1)

（CPU ユニッ トに接続）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（368 ページ参照））

FPΣ(*1) 不要 (*1)

（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 1
（361 ページ参照）

コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト

AFPG801(*1)
RS232C （結線図 5
（371 ページ参照））

コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト

AFPG802(*1)
RS232C （結線図 6
（373 ページ参照））

コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト

AFPG803(*1)
RS422/485 （2 線式）

（結線図 7
（375 ページ参照））

FP10, 
FP10SH

不要 (*1)

（TOOL ポート、 または COM
ポートに接続）

RS232C （結線図 8
（378 ページ参照））

リ ンクユニッ ト

（AFP3462） (*1)

FP2, 
FP2SH

不要
（COM ポートに接続）

リ ンクユニッ ト （AFP2462）
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FPX 不要 （CPU ユニッ トに接続） RS232C　結線図 1 
（361 ページ参照）

なし MEWNET ○ ○ ○ ×

AFPX-COM1 RS232C　結線図 5
（371 ページ参照）

ハード
ウェア
制御

AFPX-COM2  RS232C　結線図 6
（373 ページ参照）

なし

AFPX-COM3 RS422/485 （2 線式）

結線図 7
（375 ページ参照）

AFPX-COM4  RS232C　結線図 6 
（373 ページ参照）

RS422/485 （2 線式）

結線図 7
（375 ページ参照）

FP7 不要 （CPU ユニッ トに接続） RS232C　結線図 6
（373 ページ参照）AFP7CCS1

AFP7CCS2

AFP7CCS1M1

AFP7CCM1 

AFP7CCM2 RS422/485 （2 線式）

結線図 7
（375 ページ参照）

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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12.2 システム構成

パナソニッ ク電工㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

FP0 MICRO/I
RS232C

結線図 1 （361 ページ参照）

C16CT, C32CT

FPΣ MICRO/I
RS232C

結線図 1 （361 ページ参照）

C16CT, C32CT

FP1 MICRO/I
RS232C

結線図 2 （363 ページ参照）

C24C, C40C, C56C, C72C

FP1 AFP8550
RS422

結線図 3
（365 ページ参照）

MICRO/I

RS422
結線図 4 （368 ページ参照）

C14, C16, C24, C40, C56, C72, 
C24C, C40C, C56C, C72C
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FPΣ AFPG801 MICRO/I
RS232C

結線図 5 （371 ページ参照）

C32T, C24R2, C32T2

FPΣ AFPG802 MICRO/I
RS232C

結線図 6 （373 ページ参照）

C32T, C24R2, C32T2

FPΣ AFPG803 MICRO/I
RS485

結線図 7 （375 ページ参照）

C32T, C24R2, C32T2
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MICRO/I
RS232C

結線図 8 （378 ページ参照）

FP2,FP2SH
FP10, FP10SH

MICRO/I
RS232C
結線図 8

（378 ページ参照）

FP10, FP10SH AFP3462

MICRO/I
RS232C
結線図 8

（378 ページ参照）

FP2,FP2SH AFP2462
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MICRO/I

RS232C 

結線図 1 （361 ページ参照）

FPX

AFPX-COM1

RS232C 

結線図 5 （371 ページ参照）

AFPX-COM2

RS232C 

結線図 6 （373 ページ参照）

AFPX-COM3

RS422/485 （2 線式） 

結線図 7 （375 ページ参照）

AFPX-COM4

RS232C 

結線図 6 （373 ページ参照）

RS422/485 （2 線式） 

結線図 7 （375 ページ参照）
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MICRO/I

RS232C 

結線図 6 （373 ページ参照）

FP7

AFP7CCS1
AFP7CCS2

RS232C 

結線図 6 （373 ページ参照）

AFP7CCS1M1

RS232C 

結線図 6 （373 ページ参照）

RS422/485 （2 線式） 

結線図 7 （375 ページ参照）

AFP7CCM1
AFP7CCM2

RS422/485 （2 線式） 

結線図 7 （375 ページ参照）
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12.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

12.3.1 結線図 1 ： FP0、 FP0R、 FPΣ、 FPX ツール ポート－ MICRO/I

Mini DIN 5P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 5P ソケッ ト タイプ 端子台

Mini DIN 5P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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Mini DIN 5P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 5P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.2 結線図 2 ： FP1 （RS232C ポート） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.3 結線図 3 ： FP1 （AFP8550） － MICRO/I

この図は、 パナソニッ ク電工㈱製ケーブル （AFP8550） と接続するための結線図です。

AFP8550 の D サブコネクタはプラグタイプ、 MICRO/I 本体の D サブコネクタは、 ソケッ ト タイプになっています。

（ケーブルを作成する際には、 AFP8550 側はソケッ ト タイプ、 MICRO/I 側はプラグタイプの D サブコネクタをご使用く

ださい。

この図は、 パナソニッ ク電工㈱製ケーブル （AFP8550） と接続するための結線図です。

AFP8550 の D サブコネクタはプラグタイプ、 MICRO/I 本体の D サブコネクタは、 ソケッ ト タイプになっています。

（ケーブルを作成する際には、 AFP8550 側はソケッ ト タイプ、 MICRO/I 側はプラグタイプの D サブコネクタをご使用く

ださい。

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタプラグタイプ 端子台
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この図は、 パナソニッ ク電工㈱製ケーブル （AFP8550） と接続するための結線図です。

AFP8550 の D サブコネクタはプラグタイプ、 MICRO/I 本体の D サブコネクタは、 ソケッ ト タイプになっています。

（ケーブルを作成する際には、 AFP8550 側はソケッ ト タイプ、 MICRO/I 側はプラグタイプの D サブコネクタをご使用く

ださい。

この図は、 パナソニッ ク電工㈱製ケーブル （AFP8550） と接続するための結線図です。

AFP8550 の D サブコネクタはプラグタイプ、 MICRO/I 本体の D サブコネクタは、 ソケッ ト タイプになっています。

（ケーブルを作成する際には、 AFP8550 側はソケッ ト タイプ、 MICRO/I 側はプラグタイプの D サブコネクタをご使用く

ださい。

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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この図は、 パナソニッ ク電工㈱製ケーブル （AFP8550） と接続するための結線図です。

AFP8550 の D サブコネクタはプラグタイプ、 MICRO/I 本体の D サブコネクタは、 ソケッ ト タイプになっています。

（ケーブルを作成する際には、 AFP8550 側はソケッ ト タイプ、 MICRO/I 側はプラグタイプの D サブコネクタをご使用く

ださい。

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.4 結線図 4 ： FP1 － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.5 結線図 5 ： FPΣ コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト （AFPG801）
FPX コ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ ト （AFPX-COM1） － MICRO/I

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.6 結線図 6 ： FPΣ コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト （AFPG802）
FPX コ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ ト （AFPX-COM2/-COM4）
FP7 COM.0 ポート、 コ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ ト （AFP7CCS1/CCS2/CCS1M1）

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.7 結線図 7 ： FPΣ コ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト （AFPG803）
FPX コ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ ト （AFPX-COM3/-COM4）
FP7 コ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ ト （AFP7CCM1/CCM2） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.3.8 結線図 8 ： FP2,FP2SH,FP10,FP10SH － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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12.4 環境設定

パナソニッ ク電工㈱製 PLC FP シ リーズと MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

12.4.1 FP0,FP1 のツールポート と接続する場合の環境設定

12.4.2 FP1 の RS232C ポート と接続する場合の環境設定

12.4.3 FP のツールポート、 及びコ ミ ュニケーシ ョ ンカセッ ト と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422 （4 線式）

スレーブ局番 01–99 （10 進数）(*1)

(*1) 一部 99 （0x63） まで設定できない機種が存在します。

通信速度 （bps） 9600、 19200

データビッ ト 8

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1

フロー制御 ハードウェア、 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C

スレーブ局番 01-99 （10 進数）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア、 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （2 線式）

スレーブ局番 01-99 （10 進数）

通信速度 （bps） 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア、 なし
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12.4.4 FP10,FP10SH のツールポート と接続する場合の環境設定

12.4.5 FP2,FP2SH,FP10,FP10SH のコ ミ ュニケーシ ョ ンポート と接続する場合の環境設定

12.4.6 FP10,FP10SH のコンピュータコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C

スレーブ局番 01-32 （10 進数）

通信速度 （bps） 9600、 19200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1

フロー制御 ハードウェア、 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C

スレーブ局番 01-32 （10 進数）

通信速度 （bps） 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア、 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C

スレーブ局番 01 （10 進数）

通信速度 （bps） 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア、 なし
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12.4.7 FP2,FP2SH のコンピュータコ ミ ュニケーシ ョ ンユニッ ト と接続する場合の環境設定

12.4.8 FPX のツール ポートおよびコ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ トに接続する場合の環境設定

12.4.9 FP7 の COM.0 ポートおよびコ ミ ュニケーシ ョ ン カセッ トに接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C

スレーブ局番 01 （10 進数）

通信速度 （bps） 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1

フロー制御 ハードウェア、 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （2 線式）

スレーブ局番 1 ～ 99 （10 進数）

通信速度 （bps） 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ なし、 奇数、 偶数

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （2 線式）

スレーブ局番 1 ～ 99 （10 進数）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 8

パリティ 奇数

ス ト ップビッ ト 1

フロー制御 なし
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12.5 使用可能デバイス

MICRO/I で扱うデバイスの種類とその範囲を示します。

使用する PLC の機種によ り使用可能なデバイスアドレス範囲に制限があ り ますので、 各 PLC 機種のマニュアル

を参照してください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-511F R (*1)

(*1) 上位 3 桁は 10 進、 下位 1 桁は 16 進で表現されます。

出力リ レー Y Y 0-511F R/W (*1)

内部リ レー R R 0-886F R/W (*1)

特殊リ レー RE R 9000-910F R (*1)

リ ンク リ レー L L 0-639F R/W (*1)

タイマ接点 T T 0-3071 R 10 進

カウンタ接点 C C 0-3071 R 10 進

異常報知リ レー E E 0-2047 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー WX WX 0-511 R 10 進

出力リ レー WY WY 0-511 R/W 10 進

内部リ レー WR WR 0-886 R/W 10 進

特殊リ レー WRE WR 900-910 R 10 進

リ ンク リ レー WL WL 0-639 R/W 10 進

タイマ ・ カウンタ経過値 EV EV 0-3071 R 10 進

タイマ ・ カウンタ設定値 SV SV 0-3071 R/W 10 進

データレジスタ DT DT 0-99999 R/W 10 進

リ ンクレジスタ LD LD 0-8447 R/W 10 進

ファイルレジスタ FL FL 0-32764 R/W 10 進(*1)

(*1)FP2SH ではバンク 0 の内容を読み書きします。
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13 ㈱安川電機製モーシ ョ ンコン ト ローラ

13.1 接続一覧表

13.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

マシンコン ト ローラ

MP920(*1),
MP930

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C （結線図 1
（387 ページ参照））

ハード
ウェア

MP920-RTU ○ ○ ○ ×

通信モジュール 217IF RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（389 ページ参照））

なし

RS422/485 （2 線式）

（結線図 3
（392 ページ参照））

MP2300(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

通信モジュール 217IF-01 RS232C （結線図 1
（387 ページ参照））

ハード
ウェア

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（395 ページ参照））

なし

RS422/485 （2 線式）

（結線図 5
（398 ページ参照））

MP2200,
MP2300

218IF-01 Ethernet - MP2000
(Ethernet)

○ ○ × ○

218IF-02

MP2310,
MP2300S(*1)

不要
(CPU ユニッ トに接続 )

218IF-01

218IF-02

MP2400 不要
(CPU ユニッ トに接続 )
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13.2 システム構成

㈱安川電機製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

13.2.1 MP920， MP930 （CPU ユニッ トの RS232C ポートに接続）

13.2.2 MP920， MP930 （217IF）

13.2.3 MP2300 （217IF-01）

RS232C
結線図 1 （387 ページ参照）

MICRO/I

MP920, MP930

RS232C
結線図 1 （387 ページ参照）

MICRO/I
RS485

結線図 2 （389 ページ参照）

RS422
結線図 3 （392 ページ参照）

MP920, MP930 217IF

RS232C
結線図 1 （387 ページ参照）

MICRO/I
RS485

結線図 4 （395 ページ参照）

RS422
結線図 5 （398 ページ参照）

MP2300 217IF-01
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13.2.4 MP2000 シリーズ （Ethernet）

MICRO/I
TouchEthernet

Ethernet

MP2000 シ リーズ

218IF-01
218IF-02
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13.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

13.3.1 結線図 1 ： MP920,MP930,MP2300 （217IF,217IF-01） － MICRO/I （RS232C）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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13.3.2 結線図 2 ： MP920,MP930 （217IF） － MICRO/I （RS422）

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

MR-8M コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

MR-8M コネクタ 端子台
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

MR-8M コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

MR-8M コネクタ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

MR-8M コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MR-8M コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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13.3.3 結線図 3 ： MP920,MP930 （217IF） － MICRO/I （RS485）

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

MR-8M コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

MR-8M コネクタ 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

MR-8M コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

MR-8M コネクタ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

MR-8M コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MR-8M コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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13.3.4 結線図 4 ： MP2300 （217IF-01） － MICRO/I （RS422）

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

MDR14P コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

MDR14P コネクタ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

MDR14P コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

MDR14P コネクタ 端子台



397

13　㈱安川電機製モーシ ョ ンコン ト ローラ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

MDR14P コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MDR14P コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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13.3.5 結線図 5 ： MP2300 （217IF-01） － MICRO/I （RS485）

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

MDR14P コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

MDR14P コネクタ 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

MDR14P コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

MDR14P コネクタ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

MDR14P コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

MDR14P コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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13.4 環境設定

㈱安川電機製 PLC と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

13.4.1 MP920,MP930,MP2300 と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C、 RS422/485

伝送プロ ト コル MEMOBUS RTU モード

スレーブ局番 1–63 （10 進数）

通信速度 （bps） 9600、 19200

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア

● 伝送形式をラダープログラムにて設定する必要があ り ます。 マシンコン ト ローラ MP920 ユーザーズマニュ

アル通信モジュール編および、 マシンコン ト ローラ MP2300 通信モジュールユーザーズマニュアルを参照

してください。

● PLC 側の先頭レジスタは以下の通り設定してください。 また、 各レジスタのオフセッ トは 0 と して くださ

い。

［モジュール詳細設定］

「スレーブ I/F レジスタの設定」 「先頭 REG」

「入力リ レーの読み込み」 IW0000

「入力レジスタの読み込み」 IW0000

「コ イルの読み込み / 書き込み」 MW00000

「保持レジスタの読み込み / 書き込み」 MW00000
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13.4.2 MP2000 シリーズと Ethernet で接続する場合の環境設定

MICRO/I 側の設定

PLC 側の設定

項目 内容

IP アドレス (MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

IP アドレス （PLC） PLC の IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

ポート番号 （PLC） PLC のポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

デフォルト値は 10001

MICRO/I ポート番号 MICRO/I のポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

0 を設定している場合は自動的にポート番号が割り当てられます。

項目 内容

伝送パラ メータ設定 IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク PLC のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ PLC のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

コネクシ ョ ンパラ メータ設定 自局ポート PLC のポート番号を設定してください。

相手局 IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。(*1)

(*1)0.0.0.0 設定時は 「Unpassive open モード」 とな り、 サブネッ トマスクで指定されたネッ ト ワークの範囲内であれば、 相手局の IP アド
レスの設定に関わらず通信を行う こ とができます。

相手局ポート MICRO/I のポート番号を設定してください。(*2)

(*2) 「Unpassive open モード」 時は、 0 を設定してください。

コネクシ ョ ンタイプ TCP を設定してください。

プロ ト コルタイプ 拡張メモバスを設定してください。

コード BIN を設定してください。

PLC 側の先頭レジスタは以下の通り設定してください。 また、 各レジスタのオフセッ トは 0 と して ください。

［モジュール詳細設定］

「スレーブ I/F レジスタの設定」 「先頭 REG」

「入力リ レーの読み込み」 IW0000

「入力レジスタの読み込み」 IW0000

「コ イルの読み込み / 書き込み」 MW00000

「保持レジスタの読み込み / 書き込み」 MW00000
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13.5 使用可能デバイス

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

コイル MB MW 0-4095F R/W (*1)

(*1) 上位 4 桁 ： レジスタ N ｏ ． （10 進）　下位 1 桁 ： ビッ ト N ｏ ． （16 進）

例　 4095F なら 　 　 4095 ： レジスタ N ｏ ． 　 　 　 F ： ビッ ト N ｏ ．

入力リ レー IB IW 0-FFFFF R 16 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累
進

MICRO/I PLC

保持レジスタ MW MW 0-65535 R/W 10 進

入力レジスタ IW IW 0-FFFF R 16 進
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14 光洋電子工業㈱製 PLC
ホス ト I/F ド ラ イバに KOSTAC SU, SZ または DirectLOGIC （Ethernet） を選択した場合、 1:N 通信機能を使用するこ と

ができます。

• 1:N 通信機能 （⇒ 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」）

14.1 接続一覧表

14.1.1 PLC 対応一覧

対応システム CPU ユニッ
ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G
/4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

DirectLOGIC 05

DL05 D0-ECOM,
D0-ECOM100(*1)

Ethernet － DirectLOGIC
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

DirectLOGIC 06(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

DL06(*1) D0-ECOM,
D0-ECOM100(*1)

Ethernet － DirectLOGIC
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

DirectLOGIC 205

D2-240, 
D2-250, 
D2-250-1, 
D2-260

D2-ECOM,
D2-ECOM-F,
D2-ECOM100

Ethernet － DirectLOGIC
（Ethernet）

○ ○ ○ ○

D2-240( ポート 2） (*1), 
D2-250( ポート 1, ポート 2）
D2-260( ポート 1, ポート 2）

不要 （CPU ユ

ニッ トの汎用通
信ポートに接続）

RS232C
（結線図 3
（413 ページ参照））

ハード
ウェア

KOSTAC SU, SZ

KOSTAC SU

SU-5E, 
SU-6B(*1),
SU-5M,
SU-6M

不要
（CPU ユニッ トの

汎用通信ポート
に接続）

RS232C
（結線図 1
（408 ページ参照））

ハード
ウェア

KOSTAC SU, SZ ○ ○ ○ ○

RS422/485
（4 線式）

（結線図 2
（410 ページ参照））

SU-6H U-01DM RS232C
（結線図 1
（408 ページ参照））

SU-5E, 
SU-6B(*1), 
SU-5M, 
SU-6M

U-01DM(*1) RS232C
（結線図 1
（408 ページ参照））

D4-ECOM,
D4-ECOM-F,
D4-ECOM100

Ethernet － DirectLOGIC
（Ethernet）
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14.2 システム構成

光洋電子工業㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

14.2.1 KOSTAC SU （CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート RS232C に接続）

14.2.2 KOSTAC SU （CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート RS422 に接続）

14.2.3 KOSTAC SU （データコ ミ ュニケーシ ョ ンモジュールの RS232C ポートに接続）

14.2.4 DirectLOGIC 205 （CPU ユニッ ト上の汎用通信ポートに接続）

MICRO/I
Touch

RS232C
結線図 1 （408 ページ参照）

SU-5E, SU-6B

MICRO/I
Touch

RS422/485
結線図 2 （410 ページ参照）

SU-5E, SU-6B

MICRO/I
Touch

RS232C
結線図 1 （408 ページ参照）

SU-5E, SU-6B
SU-5M, SU-6M, SU-6H U-01DM

MICRO/I
Touch

RS232C
結線図 3 （413 ページ参照）

DirectLOGIC 205
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14.2.5 1:N 通信―KOSTAC SU （CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート RS422 に接続）

以下の接続で 1:N 通信を使用するこ とができます。

KOSTAC SU （CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート RS422 に接続）

MICRO/I
Touch

RS422
結線図 2 （410 ページ参照）

・ ・ ・

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn
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14.2.6 DirectLOGIC、 KOSTAC-SU シリーズ （Ethernet）

MICRO/I
Touch

Ethernet

DirectLOGIC 05
DirectLOGIC 06

D0-ECOM
D0-ECOM100

MICRO/I
Touch

Ethernet

DirectLOGIC 205
D2-ECOM

D2-ECOM-F
D2-ECOM100

MICRO/I
Touch

Ethernet

KOSTAC-SU
D4-ECOM

D4-ECOM-F
D4-ECOM100

● MICRO/I と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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14.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

14.3.1 結線図 1 ： KOSTAC SU CPU ユニッ トの汎用通信ポート （RS232C） － MICRO/I、 Touch
　 　 　 　 　データコ ミ ュニケーシ ョ ンモジュール U01-DM （RS232C） － MICRO/I、 Touch

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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14.3.2 結線図 2 ： KOSTAC SU CPU ユニッ トの汎用通信ポート （RS422） － MICRO/I、 Touch

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「な

し」 に設定してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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14.3.3 結線図 3 ： DirectLOGIC 205 CPU ユニッ トの汎用通信ポート （RS232C） － MICRO/I、 Touch

6P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

6P モジュラコネクタソケッ ト タイプ 端子台

6P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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6P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

6P モジュラコネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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14.4 環境設定

光洋電子工業㈱製 PLC と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

14.4.1 CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート （SU-6B） と接続する場合の環境設定

14.4.2 データコ ミ ュニケーシ ョ ンモジュール （U-01DM） と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS422

データ形式 （転送モード）(*1)

(*1) プログラマで設定します。

HEX

CCM 局番 (*1)(*2)

(*2)11PLC のディ ップスイ ッチ 2 （CCM 局番） を OFF にします。

ディ ップスイ ッチ 2 を OFF にする と、 CCM 局番は 01 局固定とな り ます。

CCM 局番は作画ソフ ト ウエア WindO/I-NV2 の設定の 「子局番号」 と同じ設定にしてください。

MICRO/I と同じ設定にします 1 ～ 90 （10 進） （16 進 ： 01 ～ 5A）

データビッ ト 8 （固定）

通信速度 （bps）(*3)

(*3)PLC のディ ップスイ ッチで設定します。

9600、 19200

パリティ (*1) 奇数、 なし

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

誤りチェッ ク パリティチェッ ク、 LRC チェッ ク

項目 内容

インターフェイス RS232C

データ形式 （転送モード）(*1)

(*1) データコ ミ ュニケーシ ョ ンモジュールのディ ップスイ ッチ、 ロータ リ スイ ッチで設定します。
CCM 局番は作画ソフ ト ウェア WindO/I-NV2 の設定の 「子局番号」 と同じ設定にしてください。

HEX

CCM 局番 (*1) MICRO/I と同じ設定にします 1 ～ 90 （10 進）

データビッ ト 8 （固定）

通信速度 （bps） (*1) 9600、 19200

パリティ (*1) 奇数、 なし

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

誤りチェッ ク パリティチェッ ク、 LRC チェッ ク
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14.4.3 CPU ユニッ ト上の汎用通信ポート （DirectLOGIC 205） と接続する場合の環境設定

14.4.4 Ethernet ユニッ ト と接続する場合の環境設定

以下の項目は ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ ダイアログにて設定してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C

データ形式 （転送モード） HEX

CCM 局番(*1)

(*1)CCM 局番は作画ソフ ト ウェア WindO/I-NV2 の設定の 「子局番号」 と同じ設定にしてください。

MICRO/I と同じ設定にします 1 ～ 90 （10 進）

データビッ ト 8 （固定）

通信速度 （bps） 9600

パリティ 奇数、 なし

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

誤りチェッ ク パリティチェッ ク、 LRC チェッ ク

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください）

IP アドレス （Ethernet ユニッ ト ） Ethernet ユニッ トの IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）

ポート番号 （Ethernet ユニッ ト ） Ethernet ユニッ ト と通信を行うためのポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください）
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14.5 使用可能デバイス

14.5.1 KOSTAC SU シリーズ

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー I I 0-1777 R 8 進

出力リ レー Q Q 0-1777 R/W 8 進

内部リ レー M M 0-3777 R/W 8 進

ステージ S S 0-1777 R/W 8 進

タイマ （接点） T T 0-377 R 8 進

カウンタ （接点） C C 0-377 R 8 進

リ ンク入力リ レー GI GI 0-3777 R/W 8 進

リ ンク出力リ レー GQ GQ 0-3777 R/W 8 進

特殊リ レー SP SP 0-777 R 8 進
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー （ワード） IW R 40400-40477 R 8 進

出力リ レー （ワード） QW R 40500-40577 R/W 8 進

内部リ レー （ワード） MW R 40600-40777 R/W 8 進

ステージ （ワード） SW R 41000-41077 R/W 8 進

リ ンク入力リ レー （ワード） GIW R 40000-40177 R/W 8 進

リ ンク出力リ レー （ワード） GQW R 40200-40377 R/W 8 進

特殊リ レー （ワード） SPW R 41200-41237 R 8 進

タイマ （経過値） TN R 0-377 R/W 8 進

カウンタ （経過値） CN R 1000-1377 R/W 8 進

データレジスタ D R 1400-7377 R/W 8 進

特殊レジスタ 1 SR1 R 400-777 R 8 進

特殊レジスタ 2 SR2 R 7400-7777 R 8 進

拡張レジスタ ER R 10000-37777 R/W 8 進

● SU-6B のデバイス範囲のみ接続確認しています。 使用される PLC タイプによ り、 上記の各デバイス範囲内

で使用できる領域には制限が設けられている場合があ り ますので、 実際の使用にあたっては各 PLC のマ

ニュアルを参照してください。

● 作画ソフ ト ウェア WindO/I-NV2 にて 「ビッ ト書き込み」 の設定を行う際には、 ［システム］ － ［システム設

定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ の 「ビッ ト書込み時に同一アドレス内の他のビッ ト を 0
にする」 のチェッ クボッ クスをオンまたはオフにするかで動作が異なり ますので、 次の点にご注意くださ

い。 （こ こでいうバイ ト とは、 8 ビッ ト単位の区切りのこ とです。）

チェッ クボッ クスをオンにした場合 ••• ビッ ト書き込みを行う と、 同一バイ トの他のビッ トは 0 になり ま

す。

チェッ クボッ クスをオフにした場合 ••• ビッ ト書き込みを行っても、 同一バイ トの他のビッ トには影響を

与えません。

この設定時、 MICRO/I は、 該当ビッ トデータが含まれるバイ トデータを PLC から読み出した後、 該当ビッ

ト との論理演算 （AND または OR） を行ってから PLC に書き込みますので、 同一バイ ト内の他のビッ トに

は影響を与えません。
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14.5.2 DirectLOGIC 205 シリーズ

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー I I 0-1777 R 8 進

出力リ レー Q Q 0-1777 R/W 8 進

内部リ レー M M 0-3777 R/W 8 進

ステージ S S 0-1777 R/W 8 進

タイマ （接点） T T 0-377 R 8 進

カウンタ （接点） C C 0-377 R 8 進

特殊リ レー SP SP 0-777 R 8 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー （ワード） IW R 40400-40477 R 8 進

出力リ レー （ワード） QW R 40500-40577 R/W 8 進

内部リ レー （ワード） MW R 40600-40777 R/W 8 進

ステージ （ワード） SW R 41000-41077 R/W 8 進

特殊リ レー （ワード） SPW R 41200-41237 R 8 進

タイマ （経過値） TN R 0-377 R/W 8 進

カウンタ （経過値） CN R 1000-1377 R/W 8 進

データレジスタ D R 1400-7377 R/W 8 進

特殊レジスタ 2 SR2 R 7400-7777 R 8 進

拡張レジスタ ER R 10000-37777 R/W 8 進

● DirectLOGIC 205 のデバイス範囲のみ接続確認しています。 使用される PLC タイプによ り、 上記の各デバイ

ス範囲内で使用できる領域には制限が設けられている場合があ り ますので、 実際の使用にあたっては各

PLC のマニュアルを参照してください。

● 作画ソフ ト ウェア WindO/I-NV2 にて 「ビッ ト書き込み」 の設定を行う際には、 ［システム］ － ［システム設

定］ － ［プロジェク ト］ － ［ホス ト I/F ド ライバ］ の 「ビッ ト書込み時に同一アドレス内の他のビッ ト を 0
にする」 のチェッ クボッ クスをオンまたはオフにするかで動作が異なり ますので、 次の点にご注意くださ

い。 （こ こでいうバイ ト とは、 8 ビッ ト単位の区切りのこ とです。）

チェッ クボッ クスをオンにした場合 ••• ビッ ト書き込みを行う と、 同一バイ トの他のビッ トは 0 になり ま

す。

チェッ クボッ クスをオフにした場合 ••• ビッ ト書き込みを行っても、 同一バイ トの他のビッ トには影響を

与えません。

この設定時、 MICRO/I は、 該当ビッ トデータが含まれるバイ トデータを PLC から読み出した後、 該当ビッ

ト との論理演算 （AND または OR） を行ってから PLC に書き込みますので、 同一バイ ト内の他のビッ トに

は影響を与えません。
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14.5.3 DirectLOGIC,KOSTAC-SU （Ethernet）

ビッ ト書き込みを設定する際の注意点

「ビッ ト書き込み」 を行う場合、 あらかじめ、 そのワードデータを PLC から読み出し、 その後、 該当ビッ ト との

論理演算 （AND または OR） を とってから PLC に書き込みますので、 同一チャンネル内の他のビッ トは保護さ

れます。 ただし、 MICRO/I が書き込みを行っている間は PLC 側では、 そのチャンネル内のデータは、 変更しな

いよ うにして ください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力 （ビッ ト ） I I 0-1777 R 8

出力 （ビッ ト ） Q Q 0-1777 R/W 8

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-3777 R/W 8

特殊リ レー （ビッ ト ） SP SP 0-777 R 8

タイマ （ビッ ト ） T T 0-377 R 8

カウンタ （ビッ ト ） C C 0-377 R 8

ステージ （ビッ ト ） SP S 0-1777 R/W 8

リモート入力 （ビッ ト ） GI GI 0-3777 R/W 8

リモート出力 （ビッ ト ） GQ GQ 0-3777 R/W 8

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー （ワード） RI R 40400-40477 R 8

出力リ レー （ワード） RQ R 40500-40577 R/W 8

内部リ レー （ワード） RM R 40600-40777 R/W 8

特殊リ レー （ワード） RSP R 41200-41237 R 8

タイマ （ワード） RT R 41100-41117 R 8

カウンタ （ワード） RC R 41140-41157 R 8

ステージ （ワード） RS R 41000-41077 R/W 8

タイマの現在値 RTA R 0-377 R/W 8

カウンタの現在値 RCA R 1000-1377 R/W 8

V メモ リ R R 400-777
1200-7577
10000-35777

R/W 8

システムパラ メータ RS R 700-777
7400-7777
36000-37777

R 8

リモート入力 （ワード） RGI R 40000-40177 R/W 8

リモート出力 （ワード） RGQ R 40200-40377 R/W 8
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15 ファナック㈱製 PLC

15.1 接続一覧表

15.1.1 PLC 対応一覧

対応システム CPU ユニッ ト リンクユ
ニッ ト

WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

Power Mate

Power Mate-MODEL D(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要 RS422/485 （4 線式）

（結線図 1
（423 ページ参照））

ハード
ウェア

Power Mate-MODEL D/ 
Series 16i

○ ○ ○ ×

Series

16i, 160i,(*1)

18i, 180i,
30i, 31i(*1), 
32i

不要 RS232C
（結線図 2
（428 ページ参照））

ハード
ウェア

Power Mate-MODEL D/ 
Series 16i

○ ○ ○ ×
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15.2 システム構成

ファナッ ク㈱製モーシ ョ ンコン ト ローラ と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

15.2.1 Power Mate-MODEL D

Power Mate-MODEL D にはタッチパネル接続モジュール （ファナッ ク㈱ A20B-2902-0470） が必要とな り ます。

15.2.2 Series16i,160i,18i,180i,30i,31i,32i

Series16i,160i,18i,180i,30i,31i,32i にはタッチパネル接続モジュールが必要とな り ます。

詳細に付きましては、 ファナッ ク （株） へお問い合わせください。

MICRO/I
RS422

結線図 1 （423 ページ参照）

Power Mate-MODEL D

MICRO/I
RS232C

結線図 2 （428 ページ参照）

Series16i, 160i, 18i, 180i, 30i, 
31i, 32i
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15.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

15.3.1 結線図 1 ： Power Mate-MODEL D － MICRO/I

PCR-E20FS  （本多通信工業） D サブ 9P コネクタプラグタイプ
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HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

PCR-E20FS  （本多通信工業） 端子台

● Power Mate 側の JD15 に終端ユニッ ト を接続してください。 終端ユニッ トについての詳細は、 Power Mate-
MODELD/F のマニュアルを参照してください。

● モーシ ョ ンコン ト ローラ本体の FG 端子は、 第 3 種接地を行ってください。

● ケーブルク ランプにてシールドを接地してください。

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御

を 「なし」 に設定してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

PCR-E20FS  （本多通信工業） D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

PCR-E20FS  （本多通信工業） 端子台

● Power Mate 側の JD15 に終端ユニッ ト を接続してください。 終端ユニッ トについての詳細は、 Power Mate-
MODELD/F のマニュアルを参照してください。

● モーシ ョ ンコン ト ローラ本体の FG 端子は、 第 3 種接地を行ってください。

● ケーブルク ランプにてシールドを接地してください。

● HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してく

ださい。
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PCR-E20FS  （本多通信工業） D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

● Power Mate 側の JD15 に終端ユニッ ト を接続してください。 終端ユニッ トについての詳細は、 Power Mate-
MODELD/F のマニュアルを参照してください。

● モーシ ョ ンコン ト ローラ本体の FG 端子は、 第 3 種接地を行ってください。

● ケーブルク ランプにてシールドを接地してください。
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

PCR-E20FS  （本多通信工業） D サブ 37P コネクタプラグタイプ

● Power Mate 側の JD15 に終端ユニッ ト を接続してください。 終端ユニッ トについての詳細は、 Power Mate-
MODELD/F のマニュアルを参照してください。

● モーシ ョ ンコン ト ローラ本体の FG 端子は、 第 3 種接地を行ってください。

● ケーブルク ランプにてシールドを接地してください。
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15.3.2 結線図 2 ： Series16i,160i,18i,180i,30i,31i,32i － MICRO/I

PCR-E20FS
（本多通信工業）

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

PCR-E20FS
（本多通信工業）

端子台
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PCR-E20FS
（本多通信工業）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

PCR-E20FS
（本多通信工業）

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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PCR-E20FS
（本多通信工業）

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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15.4 環境設定

ファナッ ク㈱製モーシ ョ ンコン ト ローラ Power Mate と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

15.4.1 ファナック㈱製 Power Mate-MODEL D と接続する場合の環境設定

15.4.2 ファナック㈱製 Series16i,160i,18i,180i,30i,31i,32i と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS422 （4 線式）

スレーブ局番 0 （10 進数） （固定）

通信速度 （bps） 19200 （固定）

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 偶数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C

スレーブ局番 0 （10 進数） （固定）

通信速度 （bps） 19200 （固定）

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 偶数 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）
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15.5 使用可能デバイス

15.5.1 ファナック㈱ Power Mate － MODEL D, Series16i, 160i, 18i, 180i, 30i, 31i, 32i

使用可能なデバイス、 アドレス範囲は、 PLC の機種ごとに異なり ます。

詳細に関しては使用する PLC の機種のユーザーズマニュアルを参照してください。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 0-99997 R/W (*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください

出力リ レー Y Y 0-99997 R/W (*1)

内部リ レー R R 0-99997 R/W (*1)

キープリ レー K K 0-99997 R/W (*1)

拡張リ レー E E 0-99997 R/W (*1)

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー XW X 0-9998 R/W 10 進(*1)

(*1)PLC デバイス 2 個で 1 つのアドレス と して扱いますので、 作画時のアドレス指定は偶数のみ指定可能です。

出力リ レー YW Y 0-9998 R/W 10 進 (*1)

内部リ レー RW R 0-9998 R/W 10 進 (*1)

キープリ レー KW K 0-9998 R/W 10 進 (*1)

タイマ T T 0-9998 R/W 10 進 (*1)

カウンタ C C 0-9998 R/W 10 進 (*1)

データテーブル D D 0-9998 R/W 10 進 (*1)

拡張リ レー EW E 0-9998 R/W 10 進 (*1)

 X 127 7 

 (10 進数)   (8 進数) 
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16 横河電機㈱製 PLC

16.1 接続一覧表

16.1.1 PLC 対応一覧

対応システム CPU ユ
ニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

FACTORY ACE

FA-M3
（F3SP05, 　
F3SP20,

F3SP21(*1) , 　
F3SP25,
F3SP30,　 F3SP35,
F3SP38,　 F3SP53,
F3SP58,　 F3FP36,
F3BP20,　 F3BP30）

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

F3LC11-1N(*1) RS232C
（結線図 1
（436 ページ参照））

ハード
ウェア

FA-M3 ○ ○ ○ ×

F3LC11-2N(*1) RS422/485 （4 線式）

（結線図 2
（438 ページ参照））

なし

FA-M3　
（F3SP05,　

F3SP21(*1), 　
F3SP25,　 F3SP28,　
F3SP35,　 F3SP38,　
F3SP53,　 F3SP58）

不要 RS232C
（結線図 3
（441 ページ参照））

ハード
ウェア

FA-M3
（F3SP05-0P,　  
F3SP08-0P,
F3SP21-0N,　
F3SP22-0S,
F3SP25-2N,　
F3SP28-3N/3S,
F3SP35-5N,　
F3SP38-6N/-6S,
F3SP53-4H/-4S,
F3SP58-6H/-6S,
F3SP59-7S,　
F3SP66-4S,
F3SP67-6S,　
F3SP71-4N,
F3SP76-7N）

F3LE01-5T/-0T,
F3LE11-0T ,
F3LE12-0T

Ethernet - FA-M3
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

FA-M3
（F3SP66-4S,　
F3SP67-6S,
F3SP71-4N,　
F3SP76-7N）

不要
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16.2 システム構成

横河電機㈱製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

16.2.1 FA-M3 シリーズ （シリアル）

F3LC11-2N 側は、 長距離伝送の場合に終端抵抗 （TERMINATOR） を 「4-WIRE」 設定するこ とをお勧めします。

CPU ユニッ トのプログラ ミ ングツール用ポートに接続します。

F3SP20,F3SP30 の 「CPU 直結方式」 には対応していません。

FA-M3 F3LC11-1N MICRO/I
RS232C

結線図 1 （436 ページ参照）

F3SP05, F3SP20,
F3SP21, F3SP25,
F3SP30, F3SP35,
F3SP38, F3SP53,
F3SP58, F3FP36,
F3BP20, F3BP30

F3LC11-2N MICRO/I
RS485

結線図 2 （438 ページ参照）

FA-M3 MICRO/I

横河電機 （株） 製ケーブル
KM10-0C

RS232C
結線図 3 （441 ページ参照）

F3SP05, F3SP21,
F3SP25, F3SP28,
F3SP35, F3SP38,
F3SP53, F3SP58,

横河電機 （株） 製ケーブル
KM11-2N*A
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16.2.2 FA-M3 （Ethernet）

FA-M3
MICRO/I

Touch
Ethernet

F3SP05-0P,　 F3SP08-0P　 　    　
F3SP21-0N,　 F3SP22-0S　 　   　
F3SP25-2N,　 F3SP28-3N/3S　 　

F3SP35-5N,　 F3SP38-6N/-6S   　  
F3SP53-4H/-4S,　 F3SP58-6H/-6S

 F3SP59-7S,　 F3SP66-4S　 　 　 　

 F3SP67-6S,　 F3SP71-4N　 　 　 　

F3SP76-7N　 　   　 　 　 　 　 　 　

F3LE01-5T/-0T
F3LE11-0T 
F3LE12-0T

FA-M3
MICRO/I

Touch
Ethernet

F3SP66-4S,　 F3SP67-6S
F3SP71-4N,　 F3SP76-7N
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16.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

16.3.1 結線図 1 ： FA-M3 F3LC11-1N － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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16.3.2 結線図 2 ： FA-M3 F3LC11-2N － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御

を 「なし」 に設定してください。

● MICRO/I 側と PLC 側では A 極と B 極の名称が逆になっています。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 端子台

● HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してく

ださい。

● MICRO/I 側と PLC 側では A 極と B 極の名称が逆になっています。
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MICRO/I 側と PLC 側では A 極と B 極の名称が逆になっています。

MICRO/I 側と PLC 側では A 極と B 極の名称が逆になっています。

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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16.3.3 結線図 3 ： FA-M3 － MICRO/I

この図は、 横河電機㈱製ケーブル （KM10-0C） と接続するための結線図です。

この図は、 横河電機㈱製ケーブル （KM10-0C） と接続するための結線図です。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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この図は、 横河電機㈱製ケーブル （KM10-0C） と接続するための結線図です。

この図は、 横河電機㈱製ケーブル （KM10-0C） と接続するための結線図です。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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この図は、 横河電機㈱製ケーブル （KM10-0C） と接続するための結線図です。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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16.4 環境設定

横河電機㈱製 PLC FA-M3 と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

16.4.1 横河電機㈱製 PLC FA-M3 のリンクユニッ ト （F3LC11-1N,F3LC11-2N） に接続する場合

16.4.2 横河電機㈱製 PLC FA-M3 の CPU （プログラ ミングツールポート） に接続する場合

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C、 RS485 （4 線式）

CPU 番号 1 （0x01） ～ 4 （0x04） （16 進数）

ステーシ ョ ン番号 1 （10 進数）

通信速度 （bps） 9600、 19200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

サムチェッ ク あ り

終端文字指定 あ り

プロテク ト機能 なし

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定にします。 RS232C

ステーシ ョ ン番号 1 （10 進数） （固定）

通信速度 （bps） 9600、 19200

データビッ ト 8 （固定）

パリ ティ 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

サムチェッ ク あ り

終端文字指定 あ り
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16.4.3 横河電機㈱製 PLC FA-M3 とイーサネッ トで接続する場合

項目 内容

IP アドレス (MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

IP アドレス （PLC） CPU ユニッ ト、 も し くはリ ンクユニッ トの IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

ポート番号 （PLC） CPU ユニッ ト、 も し くはリ ンクユニッ トのポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）

CPU 番号 通信を行う CPU ユニッ トのスロ ッ ト番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ トワーク］ タブにて設定してください。）
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16.5 使用可能デバイス

16.5.1 FA-M3 （シリアル通信）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー X X 201-71664 R (*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください

出力リ レー Y Y 201-71664 R/W (*1)

内部リ レー I I 1-65536 R/W 10 進

共有リ レー E E 1-4096 R/W 10 進

リ ンク リ レー L L 1-78192 R/W (*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください

特殊リ レー M M 1-9984 R/W 10 進

タイマ接点 TU T 1-3072 R 10 進

カウンタ接点 CU C 1-3072 R 10 進

 7   16   64 

(0 – 7)     (2 – 16)     (1 – 64) 

 7   8192 

(0 – 7)     (1 – 8192) 
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー XW X 201-71649 R (*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください

出力リ レー YW Y 201-71649 R/W (*1)

内部リ レー IW I 1-65521 R/W 10 進

共有リ レー EW E 1-4081 R/W 10 進

リ ンク リ レー LW L 1-78177 R/W (*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください

特殊リ レー MW M 1-9969 R/W 10 進

タイマ現在値 TP T 1-3072 R/W 10 進

タイマ設定値 TS T 1-3072 R 10 進

カウンタ現在値 CP C 1-3072 R/W 10 進

カウンタ設定値 CS C 1-3072 R 10 進

データレジスタ D D 1-65536 R/W 10 進

共有レジスタ R R 1-4096 R/W 10 進

ファイルレジスタ B B 1-99999 R/W 10 進

リ ンクレジスタ W W 1-74096 R/W (*3)

(*3) 以下の範囲で指定してください

特殊レジスタ Z Z 1-1024 R/W 10 進

 7   16   49 

(0 – 7)     (2 – 16)     (1, 17,33,49)

 7   8177 

(0 – 7)     (2 – 8177) 

 7   4096 

(0 – 7)     (1 – 4096) 
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16.5.2 FA-M3 （Ethernet）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー （ビッ ト ） X X 00201-71664 R 10 進(*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください

出力リ レー （ビッ ト ） Y Y 00201-71664 R/W 10 進 (*1)

内部リ レー （ビッ ト ） I I 00001-65535 R/W 10 進

共有リ レー （ビッ ト ） E E 0001-4096 R/W 10 進

リ ンク リ レー （ビッ ト ） L L 00001-78192 R/W 10 進(*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください

タイマ接点 （ビッ ト ） TU T 0001-3072 R/W 10 進

カウンタ接点 （ビッ ト ） CU C 0001-3072 R/W 10 進

特殊リ レー （ビッ ト ） M M 0001-9984 R/W 10 進

 7   16   64 

(0 – 7)     (2 – 16)     (1 – 64) 

 7   8192 

(0 – 7)     (1 – 8192) 
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力リ レー （ワード） XW X 00201-71649 R 10 進(*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください

出力リ レー （ワード） YW Y 00201-71649 R/W 10 進 (*1)

内部リ レー （ワード） IW I 00001-65521 R/W 10 進

共有リ レー （ワード） EW E 0001-4081 R/W 10 進

リ ンク リ レー （ワード） LW L 00001-78177 R/W 10 進(*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください

タイマ現在値 TP T 0001-3072 R/W 10 進

カウンタ現在値 CP C 0001-3072 R/W 10 進

タイマ設定値 TS T 0001-3072 R 10 進

カウンタ設定値 CS C 0001-3072 R 10 進

データレジスタ D D 00001-65535 R/W 10 進

リ ンクレジスタ W W 00001-78192 R/W 10 進(*3)

(*3) 以下の範囲で指定してください

ファ イルレジスタ B B 00001-262144 R/W 10 進

特殊リ レー （ワード） MW M 0001-9969 R/W 10 進

特殊レジスタ Z Z 0001-1024 R/W 10 進

共有レジスタ R R 0001-4096 R/W 10 進

インデッ クスレジスタ V V 001-256 R/W 10 進

キャッシュレジスタ F F 000001-524288 R/W 10 進

 7   16   49 

(0 – 7)     (2 – 16)     (1, 17,33,49)

 7   8177 

(0 – 7)     (2 – 8177) 

 7   4096 

(0 – 7)     (1 – 4096) 
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17 インバータ

17.1 接続一覧表

17.1.1 三菱電機製インバータ対応一覧

17.2 システム構成

三菱電機㈱製インバータ と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

17.2.1 三菱電機㈱

接続方法など詳細に関しては三菱電機㈱製インバータの取扱説明書を参照してください。

対象システム WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G-5F 形、
HG3G/4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/2F/
2S/3F/4F 形

Touch

FREQROL(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

FREQROL-E500(*1),
FREQROL-S500(*1)

RS422/485 （4 線式）

（結線図 1 （451 ページ参照））

なし FREQROL ○ ○ ○ ×

MICRO/I
RS485

結線図 1
（451 ページ参照）

PU コネクタ
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17.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

17.3.1 結線図 1 ： 三菱電機㈱製インバータ PU コネクタ－ MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

PU コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

PU コネクタ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

PU コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

PU コネクタ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

PU コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

PU コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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17.4 環境設定

三菱電機㈱製インバータ FREQROL シ リーズと MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

17.4.1 三菱電機㈱製インバータに接続する場合の環境設定

インバータからの NAK エラーを受信する とエラーコードを特殊データレジスタ 112 （LSD112） に格納します。

項目 内容

インターフェイス MICRO/I と同じ設定

にします。

RS485 （4 線式）

局番 01 ～ 31

通信速度 （bps） 4800、 9600、 19200

データビッ ト 7、 8

ス ト ップビッ ト 1、 2

パリティ 奇数、 偶数、 なし

書き込みエラーを無視する (*1)

(*1) 「書き込みエラーを無視する」 チェッ クボッ クスがオンになっている場合、 MICRO/I からデバイス書き込みを行う際に、 インバー

タが NAK エラー応答を返しても 「ホス ト通信エラー」 を表示しません。

あ り、 なし

ターミネータ CR のみ

交信チェッ ク時間間隔 0 以外に設定してください。
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17.5 使用可能デバイス

パラ メータ、 および書き込みデータについての詳細は三菱電機製インバータの取扱説明書を参照してください。

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

パラ メータ P P 0-999 R/W

パラ メータ 37 P37 P 0-1 R/W (*1)(*2)

(*1) パラ メータ 37 はこのデバイスを使用してください。

(*2) このデバイスはアドレス 0 と 1 を合わせて 32 ビッ トデバイス と して扱います。

運転モード OP OP 0 R/W

出力周波数 OF OF 0 R (*3)

(*3) このデバイスは 4 桁のデータのみ対応しています。

出力電流 OC OC 0 R

出力電圧 OV OV 0 R

異常内容 （1， 2） E12 E12 0 R

異常内容 （3， 4） E34 E34 0 R

異常内容 （5， 6） E56 E56 0 R

異常内容 （7， 8） E78 E78 0 R

運転指令 RC RC 0 R/W (*4)

インバータステータスモニタ ISM ISM 0 R

設定周波数読出 （RAM） SFRR SFRR 0 R (*3)

設定周波数読出

（E2PROM）

SFRE SFRE 0 R (*3)

設定周波数書込 （RAM） SFWR SFWR 0 R/W (*3)(*4)

(*4) このデバイスは書き込みデータのみ有効とな り ます。 表示に用いた場合は 0 とな り ます。

設定周波数書込

（E2PROM）

SFWE SFWE 0 R/W (*3)(*4)

インバータ リセッ ト IR IR 0 R/W (*4)

異常内容一括ク リ ア EC EC 0 R/W (*4)

パラ メータオールク リ ア PACL PACL 0 R/W (*4)

リ ンクパラ メータ拡張設定 LPES LPES 0 R/W (*5)

(*5) リ ンクパラ メータ拡張設定はパラ メータ読み書きのために MICRO/I から変更する可能性があ り ます。

第 2 パラ メータ切替 SPC SPC 0 R/W
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18 富士電機製 PLC

18.1 接続一覧表

18.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/
3F/4F
形

Touch

FLEX-PC

NB1,  
NB2,  
NB3, 
NJ-CPU-E4,
NJ-CPU-A8(*1) , 
NJ-CPU-B16, 
NS

不要
（CPU ユニッ トに接続）

RS232C　（結線図 2
（467 ページ参照））

なし FLEX-PC （CPU） ○ ○ ○ ×

RS422/485 （4 線式）

（結線図 1
（464 ページ参照））

NB1, 
NB2, 
NB3

NB-RS1-AC/DC RS232C　（結線図 3
（469 ページ参照））

なし /
ハード
ウェア

FLEX-PC （LINK）

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（471 ページ参照））

NJ-CPU-E4, 
NJ-CPU-A8(*1)

NJ-CPU-B16

NJ-RS2(*1)

NJ-RS4(*1)
RS232C　（結線図 3
（469 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（471 ページ参照））

NS NS-RS1 RS232C　（結線図 3
（469 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4
（471 ページ参照））
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MICREX-F

F55 NV1L-RS2 RS232C　（結線図 5
（474 ページ参照））

なし MICREX-F ○ ○ ○ ×

F70 NC1L-RS2 RS232C　（結線図 5
（474 ページ参照））

NC1L-RS4 RS422/485 （4 線式）

（結線図 6
（477 ページ参照））

F80H,   F120H, 
F120S,  F140S, 
F150S

FFU120B RS232C　（結線図 5
（474 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 6
（477 ページ参照））

F30, F50, F50H
F55, F60, F70, 
F70S, 
F80H(*1), F81
F120H,    F120S, 
F140S,     F150S, 
F250

FFK120A-C10(*1) RS232C　（結線図 5
（474 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 6
（477 ページ参照））

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/
3F/4F
形

Touch
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MICREX-SX

NP1PH-08,
NP1PH-16,
NP1PS-32,
NP1PS-32R,
NP1PS-74R,
NP1PS-117R,
NP1PS-245R,
NP1PS-74D,
NP1PM-48R,
NP1PM-48E,
NP1PM-256E,
NP1PM-256H,

NP1PU-048E(*1),
NP1PU-256E

不要
（CPU ユニッ トのローダ

接続コネクタ）

富士電機製　
NP4H-CB2
+NW0H-CNV

RS232C （結線図 7
（480 ページ参照））

なし MICREX-SX ○ ○ ○ ×

NP1L-RS1(*1) RS232C （結線図 8
（482 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 9
（484 ページ参照））

NP1L-RS2 RS232C （結線図 8
（482 ページ参照））

NP1L-RS4 RS422/485 （4 線式）

（結線図 9
（484 ページ参照））

NP1PH-08,
NP1PH-16,
NP1PS-32,
NP1PS-32R,
NP1PS-74R,
NP1PS-117R,
NP1PS-245R,
NP1PS-74D,
NP1PM-48R,
NP1PM-256H

NP1L-ET1 Ethernet - MICREX-SX
(Ethernet)

○ ○ ○ ○

NP1PM-48E,
NP1PM-256E,

NP1PU-048E(*1),
NP1PU-256E

不要
(Ethernet ポートに接続 )

NP1L-ET1

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/
3F/4F
形

Touch
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18.2 システム構成

富士電機製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

18.2.1 FLEX-PC シリーズ （ローダ接続コネクタ）

FLEX-PC MICRO/I
RS485

結線図 1 （464 ページ参照）

NN-CONV1 MICRO/I
RS232C

結線図 2 （467 ページ参照）
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18.2.2 FLEX-PC シリーズ （インターフェイスモジュール使用）

NB シリーズ

FLEX-PC-NB NB-RS1-AC/DC MICRO/I
RS232C

結線図 3 （469 ページ参照）

MICRO/I

RS485
結線図 4 （471 ページ参照）

NJ シリーズ

FLEX-PC-NJ NS-RS2 MICRO/

I

RS232C
結線図 3 （469 ページ参照）

NS-RS4 MICRO/I
RS485

結線図 4 （471 ページ参照）

NS シリーズ

FLEX-PC-NS NS-RS1 MICRO/I
RS232C

結線図 3 （469 ページ参照）

MICRO/I

RS485
結線図 4 （471 ページ参照）
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18.2.3 MICREX-F シリーズ （インターフェイスカード使用）

F55

MICREX-F F55 NV1L-RS2 MICRO/I
RS232C

結線図 5 （474 ページ参照）

F70

MICREX-F F70 NV1L-RS2 MICRO/I
RS232C

結線図 5 （474 ページ参照）

NV1L-RS4 MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 6 （477 ページ参照）

F80H/F120H/F120S/F140S/F150S

MICREX-F FFU-120B MICRO/I
RS232C

結線図 5 （474 ページ参照）

MICREX-F FFU-120B MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 6 （477 ページ参照）
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18.2.4 MICREX-F シリーズ （インターフェイスモジュール使用）

18.2.5 MICREX-SX シリーズ （CPU ユニッ トのローダ接続コネクタに接続）

F30/F50/F50H/F55/F60/F70/F70S/F80H/F81/F120H/F120S/F140S/F150S

MICREX-F F80H FFK120A-C10 MICRO/I
RS232C

結線図 5 （474 ページ参照）

MICREX-F F80H FFK120A-C10 MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 6 （477 ページ参照）

MICREX-SX
富士電機製　

NP4H-CB2　+　NW0H-CNV RS232C 　 MICRO/I

結線図 7 （480 ページ参照）
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18.2.6 MICREX-SX シリーズ （インターフェイスモジュールを使用）

18.2.7 MICREX-SX シリーズ （CPU ユニッ トの Ethernet ポートに接続）

18.2.8 MICREX-SX シリーズ （Ethernet モジュール使用）

MICREX-SX NP1L-RS1 MICRO/I
RS232C

結線図 8 （482 ページ参照）

RS485 （4 線式）

結線図 9 （484 ページ参照）

MICREX-SX NP1L-RS2 MICRO/I
RS232C

結線図 8 （482 ページ参照）

MICREX-SX NP1L-RS4 MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 9 （484 ページ参照）

NP1PM-48E / NP1PM-256E / NP1PU-048E / NP1PU-256E

MICREX-SX MICRO/I
Touch

Ethernet (TCP/IP)　

MICREX-SX NP1L- ET1 MICRO/I
Touch

Ethernet (TCP/IP)　
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18.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

18.3.1 結線図 1 ： FLEX-PC シリーズ （ローダ接続コネクタ） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

モジュラジャ ッ ク 8 Pin D サブ 9P コネクタプラグタイプ

モジュラジャ ッ ク 8 Pin 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

モジュラジャ ッ ク 8 Pin D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

モジュラジャ ッ ク 8 Pin 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

PLC 側モジュラコネクタのピン配置図

モジュラジャ ッ ク 8 Pin D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

モジュラジャ ッ ク 8 Pin D サブ 37P コネクタプラグタイプ

1 8
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18.3.2 結線図 2 ： FLEX-PC シリーズ （ローダ接続コネクタ） +NN-CONV1 － MICRO/I

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタプラグタイプ 端子台

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.3 結線図 3 ： FLEX-PC シリーズ （リンクユニッ ト RS232C ポート） － MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ



第 2 章

470 接続機器設定マニュアル

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.4 結線図 4 ： FLEX-PC シリーズ （リンクユニッ ト RS485 ポート） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.5 結線図 5 ： MICREX-F シリーズ （RS232C ポート） － MICRO/I

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.6 結線図 6 ： MICREX-F シリーズ （RS485 ポート） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台



479

18　富士電機製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.7 結線図 7 ： MICREX-SX シリーズ （ローダ接続コネクタ )

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ



481

18　富士電機製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.8 結線図 8 ： MICREX-SX シリーズ （RS232C ポート )

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.3.9 結線図 9 ： MICREX-SX シリーズ （RS485 ポート )

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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18.4 環境設定

富士電機製 PLC と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

18.4.1 富士電機製 PLC FLEX-PC のローダ接続ポートに接続する場合の環境設定

18.4.2 富士電機製 PLC FLEX-PC のインターフェイスモジュールに接続する場合の環境設定

HFLEX-PC シ リーズの通信設定に関しては FLEX-PC ユーザーズマニュアルを参照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （4 線式）

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定

にします。

19200

データビッ ト 8

ス ト ップビッ ト 1

パリティ 奇数

フロー制御 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C

動作モード設定(*1)

(*1) インターフェイスモジュールのモードスイ ッチを以下のよ うに設定します。
RS232C の場合モードスイ ッチを No.1 に設定

RS485 の場合モードスイ ッチを No.3 に設定

コマンド設定調歩同期式無手順

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定

にします。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200

データビッ ト 7、 8

ス ト ップビッ ト 1、 2

パリティ なし、 奇数、 偶数

フロー制御 なし、 ハード ウェア

局番 － 00 99 （DEC）
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• FLEX-PC 通信設定項目一覧

初期設定データ （イニシャルファイル） によって通信設定を行う場合、 以下の設定を参照してください。

また、 No.4,5,6,7 の項目は MICRO/I と同じ設定にしてください。

No. 項目 0 1 2 3 4 5 6 7

1 伝送手順 無手順

2 モード 設定

3 受信メ ッセージ No. 0

4 ボーレート 1200 2400 4800 9600 19200
5 データビッ ト 7 8
6 パリティ なし 奇数 偶数

7 ス ト ップビッ ト 1 2
8 DCE/DTE モード DTE

9 CTS/RTS 制御 常時
ON

10 DSR/DTR 制御 常時
ON

11 通信条件 無

13 伝送コード JIS
14 コード変換 あ り

15 受信データ数 0
16 先頭コード STX
17 終了コード CR
18 先頭コード 1,2 0

19 終了コード 1,2 0

20 BCC 設定 1
21 位置 TEXT
22 計算式 EOR
23 コード 伝送

コード

24 タイマ
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18.4.3 富士電機製 PLC MICREX-F のインターフェイスカード／モジュールに接続する場合の環境設定

MICREX-F シ リーズの通信設定に関しては MICREX-F ユーザーズマニュアルを参照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C RS485 （4 線式）

通信モード設定 コマンド設定型調歩同期式無手順(*1)

(*1) インターフェイスカード / モジュールのモードスイ ッチを以下のよ うに設定します。

RS232C の場合モードスイ ッチを No.1 に設定

RS485 の場合モードスイ ッチを No.3 に設定

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定

にします。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8(*2)

(*2) キャラ ク タ構成スイ ッチは以下のよ うに設定してください。

ス ト ップビッ ト 1、 2(*2)

パリティ なし、 奇数、 偶数 (*2)

フロー制御 なし、 ハード ウェア

局番 0 0 99 （DEC）

スイッチ番号 設定値

8 イニシャライズ方法 スイ ッチ設定

7 パリティあ り / なし MICRO/I と同じ設定にしてください

6 パリティ偶数 / 奇数 MICRO/I と同じ設定にしてください

5 データビッ ト MICRO/I と同じ設定にしてください

4 ス ト ップビッ ト MICRO/I と同じ設定にしてください
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18.4.4 MICREX-SX シリーズの CPU ユニッ トのローダ接続コネクタに接続、 またはインターフェイスモ

ジュールを使用する場合の環境設定

18.4.5 MICREX-SX シリーズの Ethernet ポートに接続、 または Ethernet モジュールを使用する場合の

環境設定

MICRO/I 側の設定

PLC 側の設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定

にします。

38400

データビッ ト 8

ス ト ップビッ ト 1

パリティ 偶数

フロー制御 なし

● 通信条件は固定です。

● インターフェイスモジュールに接続する場合は、 RS232C ポート  または RS485 ポートの動作モードをロー

ダ設定にしてください。 動作モードの設定はインターフェイスモジュールのモード設定スイ ッチで行いま

す。

　RS232C ポート を使用する場合 ： 「1」 か 「3」

　RS485 ポート を使用する場合 ： 「2」 か 「3」

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

IP アドレス （PLC） PLC の IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください。

ポート （PLC） PLC のポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください。）

デフォルト値は 507

項目 内容

IP アドレス PLC の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク PLC のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ PLC のデフォルトゲート ウェイを設定してください。



491

18　富士電機製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

18.5 使用可能デバイス

18.5.1 FLEX-PC

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

内部リ レー （ビッ ト ） M M 0-3FF R/W 16 進

入力リ レー （ビッ ト ） X X 0-7FF R 16 進

出力リ レー （ビッ ト ） Y Y 0-7FF R/W 16 進

拡張内部リ レー （ビッ ト ） EM M 400-1FFF R/W 16 進

ラ ッチリ レー （ビッ ト ） L L 0-3FF R/W 16 進

拡張ラ ッチリ レー （ビッ ト ） EL L 400-1FFF R/W 16 進

ステップリ レー （ビッ ト ） S S 0-3FF R/W 16 進

特殊リ レー （ビッ ト ） SM SM 8000-81FF R/W 16 進

タイマ （接点） T T 0-3FF R 16 進

カウンタ （接点） C C 0-1FF R 16 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

データレジスタ D D 0-2FFF R/W 16 進

入力リ レー （ワード） WX X 0-7F R 16 進

出力リ レー （ワード） WY Y 0-7F R/W 16 進

内部リ レー （ワード） WM M 0-3F R/W 16 進

拡張内部リ レー （ワード） WEM M 40-1FF R/W 16 進

ラ ッチリ レー （ワード） WL L 0-3F R/W 16 進

拡張ラ ッチリ レー （ワード） WEL L 40-1FF R/W 16 進

ステップリ レー （ワード） WS S 0-3F R/W 16 進

特殊リ レー （ワード） WSM M 800-81F R/W 16 進

タイマ （現在値） TN T 0-3FF R 16 進

カウンタ （現在値） CN C 0-1FF R 16 進

特殊レジスタ SD D 8000-837F R/W 16 進

リ ンクレジスタ W W 0-3FFF R/W 16 進

ファイルレジスタ R R 0-7FFF R/W 16 進



第 2 章

492 接続機器設定マニュアル

18.5.2 MICREX-F

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入出力リ レー （ビッ ト ） B B 0-511F R/W 16 進

補助リ レー （ビッ ト ） M M 0-511F R/W 16 進

キープリ レー （ビッ ト ） K K 0-63F R/W 16 進

微分リ レー （ビッ ト ） D D 0-63F R/W 16 進

特殊リ レー （ビッ ト ） F F 0-125F R 16 進

リ ンク リ レー （ビッ ト ） L L 0-511F R/W 16 進

アナウンス リ レー （ビッ ト ） A A 0-45F R/W 16 進
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入出力リ レー （ワード） WB WB 0-511 R/W 10 進

直接入出力リ レー （ワード） W24 W24 0-159 R/W 10 進

補助リ レー （ワード） WM WM 0-511 R/W 10 進

キープリ レー （ワード） WK WK 0-63 R/W 10 進

微分リ レー （ワード） WD WD 0-63 R/W 10 進

リ ンク リ レー （ワード） WL WL 0-511 R/W 10 進

特殊リ レー （ワード） WF WF 0-125 R 10 進

アナウンス リ レー （ワード） WA WA 0-45 R/W 10 進

ファイルメモ リ 0 （ワード） W30 W30 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 1 （ワード） W31 W31 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 2 （ワード） W32 W32 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 3 （ワード） W33 W33 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 4 （ワード） W34 W34 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 5 （ワード） W35 W35 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 6 （ワード） W36 W36 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 7 （ワード） W37 W37 0-4095 R/W 10 進

データ メモ リ 16 （ビッ ト ） BD WBD 0-4095 R/W 10 進

データ メモ リ 32 （ビッ ト ） BD BD 0-4095 R/W 10 進

タイマ 0.01 秒 （現在値） TR TR 0-511 R/W 10 進

タイマ 0.1 秒 （現在値） W9 W9 0-511 R/W 10 進

タイマ 0.01 秒 （設定値） TS TS 0-511 R/W 10 進

カウンタ （現在値） CR CR 0-255 R/W 10 進

カウンタ （設定値） CS CS 0-255 R/W 10 進

ファイルメモ リ 0 （32 ビッ ト ） W30 DW30 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 1 （32 ビッ ト ） W31 DW31 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 2 （32 ビッ ト ） W32 DW32 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 3 （32 ビッ ト ） W33 DW33 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 4 （32 ビッ ト ） W34 DW34 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 5 （32 ビッ ト ） W35 DW35 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 6 （32 ビッ ト ） W36 DW36 0-4095 R/W 10 進

ファイルメモ リ 7 （32 ビッ ト ） W37 DW37 0-4095 R/W 10 進
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18.5.3 MICREX-SX

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力メモ リ (*1)

(*1) 入出力メモ リの仮想アドレスはシステム構成によ り異なり ます。 入出力メモ リ領域を読み書きする場合は MICREX-SX 内の標準メ

モ リなどを経由した間接アクセスで対応してください。

- %IＷ - - -

出力メモ リ (*1) - %QＷ - - -

標準メモ リ ＭＷ1 %ＭＷ1 0-2490367 R/W 10 進

リテイン メモ リ ＭＷ3 %ＭＷ3 0-425983 R/W 10 進

システムメモ リ MW10 %MW10 0-511 R/W 10 進
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19 東芝製 PLC

19.1 接続一覧表

19.1.1 PLC 対応一覧

対象システム CPU ユニッ ト リンクユ
ニッ ト

WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-
S/-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

PROSEC T Series

T1 T1-16, T1-28,
T1-40

不要 RS232C　結線図 4
（508 ページ参照）

ハード
ウェア /
なし

PROSEC T ○ ○ ○ ×

CU111 RS422/485 （4 線式）

結線図 5
（510 ページ参照）

T1S T1-40S 不要 RS232C　結線図 4
（508 ページ参照）

RS422/485 （4 線式）

結線図 3
（505 ページ参照）

CU111 RS422/485 （4 線式）

結線図 5
（510 ページ参照）

T2(*1) PU224(*1) 不要 RS422/485 （4 線式）
(*1)

結線図 1
（500 ページ参照）

T2E(*1) PU234E(*1) 不要 RS232C(*1)　結線図 2
（503 ページ参照）

CM231E RS422/485 （4 線式）

結線図 5
（510 ページ参照）

CM232E(*1) RS232C(*1)　結線図 2
（503 ページ参照）

T2N PU215N,  
PU235N,
PU245N

不要 RS232C　結線図 2
（503 ページ参照）

RS422/485 （4 線式）

結線図 7
（516 ページ参照）

RS232C　結線図 6
（513 ページ参照）

T3,
T3H

PU315,     PU325
PU325H,  
PU326H

不要 RS422/485 （4 線式）

結線図 1
（500 ページ参照）
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V Series

S2T,
S2E,
L1,
S2,
S3(*1)

PU672T,    
PU662T
PU612E,   
L1PU11H
L1PU12H,  
S2PU82
S2PU72,     
S2PU32
S2PU22,     
S3PU65
S3PU55(*1)

S3PU45,     
S3PU21

不要 RS422/485 （4 線式）
(*1)

結線図 1
（500 ページ参照）

ハード
ウェア /
なし

PROSEC T ○ ○ ○ ×

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

対象システム CPU ユニッ ト リンクユ
ニッ ト

WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-
S/-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch
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19.2 システム構成

東芝製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

19.2.1 PROSEC T Series T1

19.2.2 PROSEC T Series T1S

T1 MICRO/I
RS232C

結線図 4 （508 ページ参照）

CU111 MICRO/I
RS485

結線図 5 （510 ページ参照）

T1S MICRO/I
RS232C

結線図 4 （508 ページ参照）

MICRO/I
RS485

結線図 3 （505 ページ参照）

CU111 MICRO/I
RS485

結線図 5 （510 ページ参照）
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19.2.3 PROSEC T Series T2 （PU224）

19.2.4 PROSEC T Series T2E

T2 （PU224） MICRO/I

RS485

結線図 1 （500 ページ参照）

T2E MICRO/I
RS232C

結線図 2 （503 ページ参照）

CM231E MICRO/I
RS485

結線図 5 （510 ページ参照）

CM232E MICRO/I
RS232C

結線図 2 （503 ページ参照）
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19.2.5 PROSEC T Series T2N

19.2.6 PROSEC T Series T3, T3H

19.2.7 V Series S2T, S2E, L1, S2, S3

T2N MICRO/I
RS232C

結線図 2 （503 ページ参照）

MICRO/I
RS485

結線図 7 （516 ページ参照）

MICRO/I

RS232C
結線図 6 （513 ページ参照）

T3, T3H MICRO/I
RS485

結線図 1 （500 ページ参照）

S2E, L1, S2, S3 MICRO/I
RS485

結線図 1 （500 ページ参照）
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19.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

19.3.1 結線図 1 ： RS485 D サブ 15P － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.2 結線図 2 ： RS232C D サブ 9P － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.3 結線図 3 ： T1S RS485 端子台－ MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.4 結線図 4 ： T1,T1S RS232C Din コネクタ 8P － MICRO/I

Din コネクタ 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Din コネクタ 8P ソケッ ト タイプ 端子台

Din コネクタ 8P ソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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Din コネクタ 8P ソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Din コネクタ 8P ソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.5 結線図 5 ： RS485 端子台－ MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.6 結線図 6 ： T2N RS232C D サブ 15P コネクタ （RS232C/RS485 共用） － MICRO/I

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.3.7 結線図 7 ： T2N RS485 D サブ 15P コネクタ （RS232C/RS485 共用） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 15P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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19.4 環境設定

東芝製 PLC PROSEC T Series 及び V Series と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。 但し、 CPU
ユニッ ト及びリ ンクユニッ トによ り選択できる設定に制限があるのでご注意ください。

19.4.1 東芝製 PLC PROSEC T Series 及び V Series と接続する場合の環境設定

PROSEC T Series 及び V Series の通信設定に関しては PROSEC T Series 及び V Series のユーザーズマニュアルを参

照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （2 線式）、 RS485 （4 線式）

スレーブ局番 01-32 （10 進数）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア、  なし

PLC 機種 チェッ クあ り ： PROSEC シ リーズ

チェッ クなし ： EX100 シ リーズ
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19.5 使用可能デバイス

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力デバイス X X 0-8191F R (*1)

(*1) 下位 1 桁は 16 進、 上位桁は 10 進で表現されます。

出力デバイス Y Y 0-8191F R/W (*1)

補助リ レー R R 0-4095F R/W (*1)

特殊リ レー S S 0-511F R/W (*1)

タイマ リ レー TS T. 0-999 R 10 進

カウンタ リ レー CS C. 0-511 R 10 進

リ ンクレジスタ リ レー Z Z 0-999F R/W (*1)

リ ンク リ レー L L 0-255F R/W (*1)

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入力レジスタ XW XW 0-8191 R 10 進

出力レジスタ YW YW 0-8191 R/W 10 進

補助レジスタ RW RW 0-4095 R/W 10 進

特殊レジスタ SW SW 0-511 R/W 10 進

タイマレジスタ T T 0-999 R 10 進

カウンタレジスタ C C 0-511 R 10 進

データレジスタ D D 0-8191 R/W 10 進

リ ンクレジスタ W W 0-2047 R/W 10 進

リ ンク リ レーレジスタ LW LW 0-255 R/W 10 進

ファイルレジスタ F F 0-32767 R/W 10 進
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19.6 PROSEC-T Series と V Series のシンボル対応表

V Series （S コン ト ローラ） を使用される場合は、 下記の対応表に従って T Series のシンボル ・デバイス名を読み替えて

ください。

V Series （S コン ト ローラ） では、 T Series との互換性を保つための変数が用意されています。 V Series のコン

ピュータ リ ンク通信は、 この変数に対し従来の T Series のシンボルでアクセスするこ とができます。

なお、 詳細に関しては PROSEC T Series 及び V Series のユーザーズマニュアルを参照してください。

V Series （S コン ト ローラ） T Series （コンピュータ リンク）

変数名 シンボル デバイス名 シンボル

システムレジスタ デバイス S 特殊リ レー S

レジスタ SW 特殊レジスタ SW

データレジスタ デバイス D 補助リ レー R

レジスタ DW 補助レジスタ

データレジスタ

RW
D

I/O 変数 デバイス IX 入力デバイス X
QX 出力デバイス Y

レジスタ IW 入力レジスタ XW
QW 出力レジスタ YW

ユーザーレジスタ レジスタ 変数名 ファイルレジスタ F
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20 LS 産電製 PLC

20.1 接続一覧表

20.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

MASTER-K

K10S1 不要 RS232C
（結線図 1 （525 ページ参照））

なし MASTER-K ○ ○ ○ ×

K80S,
K120S,
K200S,

不要 RS232C
（結線図 2 （527 ページ参照））

K80S(*1) G7L-CUEB(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

RS232C
（結線図 3 （529 ページ参照））

G7L-CUEC RS422/485 （4 線式）

（結線図 4 （531 ページ参照））

K200S G6L-CUEB RS232C
（結線図 3 （529 ページ参照））

G6L-CUEC RS422/485 （4 線式）

（結線図 4 （531 ページ参照））

K300S(*1) G4L-CUEA(*1) RS232C
（結線図 3 （529 ページ参照））

RS422/485 （4 線式）

（結線図 4 （531 ページ参照））
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20.2 システム構成

LS 産電製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

20.2.1 MASTER-K K10S1 （ローダーポート）

20.2.2 MASTER-K K80S, K120S, K200S （ローダーポート）

20.2.3 MASTER-K K80S （インターフェイスモジュール使用）

MASTER-K
K10S1 MICRO/I

RS232C

結線図 1 （525 ページ参照）

MASTER-K
K80S
K120S
K200S

MICRO/I

RS232C

結線図 2 （527 ページ参照）

MASTER-K
K80S G7L-CUEB MICRO/I

RS232C

結線図 3 （529 ページ参照）

G7L-CUEC MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 4 （531 ページ参照）
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20.2.4 MASTER-K K200S （インターフェイスモジュール使用）

20.2.5 MASTER-K K300S （インターフェイスモジュール使用）

MASTER-K
K200S G6L-CUEB MICRO/I

RS232C

結線図 3 （529 ページ参照）

G6L-CUEC MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 4 （531 ページ参照）

MASTER-K
K300S G4L-CUEA MICRO/I

RS232C
結線図 2 （527 ページ参照）

RS485 （4 線式）

結線図 3 （529 ページ参照）
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20.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

20.3.1 結線図 1 ： MASTER-K K10S1 （ローダ接続コネクタ） － MICRO/I

Mini Din 6Pin D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini Din 6Pin 端子台

Mini Din 6Pin D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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Mini Din 6Pin D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini Din 6Pin D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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20.3.2 結線図 2 ： MASTER-K K80S, K120S, K200S （ローダ接続コネクタ） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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20.3.3 結線図 3 ： MASTER-K シリーズ （通信モジュール RS232C ポート） － MICRO/I

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ



531

20　LS 産電製 PLC

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

接続機器設定マニュアル

20.3.4 結線図 4 ： MASTER-K シリーズ （通信モジュール RS485 ポート） － MICRO/I

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終

端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注

意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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20.4 環境設定

LS 産電製 MASTER-K と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

20.4.1 LS 産電製 PLC MASTER-K のローダ接続ポートに接続する場合の環境設定

20.4.2 LS 産電製 PLC MASTER-K のインターフェイスモジュールに接続する場合の環境設定

MASTER-K シ リーズの通信設定に関しては MASTER-K ユーザーズマニュアルを参照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定にします。 38400 （固定）

データビッ ト 8 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

パリ ティ なし

フロー制御 なし

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （4 線式） 

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定にします。 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト 7、 8

ス ト ップビッ ト 1、 2

パリティ なし、 奇数、 偶数

フロー制御 なし、 ハード ウェア

局番 00-1F （HEX）
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20.5 使用可能デバイス

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入出力リ レー （ビッ ト ） P P 0-31F R/W 16 進

補助リ レー （ビッ ト ） M M 0-191F R/W 16 進

キープリ レー （ビッ ト ） K K 0-31F R/W 16 進

リ ンク リ レー （ビッ ト ） L L 0-63F R/W 16 進

特殊リ レー （ビッ ト ） F F 0-63F R 16 進

タイマ （接点） TS T 0-255 R/W 10 進

カウンタ （接点） CS C 0-255 R/W 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

入出力リ レー （ワード） WP P 0-31 R/W 10 進

補助リ レー （ワード） WM M 0-191 R/W 10 進

キープリ レー （ワード） WK K 0-31 R/W 10 進

リ ンク リ レー （ワード） WL L 0-63 R/W 10 進

特殊リ レー （ワード） WF F 0-63 R 10 進

タイマ （現在値） T T 0-255 R/W 10 進

カウンタ （現在値） C C 0-255 R/W 10 進

データレジスタ D D 0-4999 R/W 10 進
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21 VIGOR

21.1 接続一覧表

21.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユ
ニッ ト

WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/3F/

4F 形

Touch

VB

VB0, 
VB1(*1) , 
VB2

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

なし RS232C
（結線図 1 （539 ページ参照））

なし VB/VH ○ ○ ○ ×

VB-485A RS422/485 （2 線式）

（結線図 2 （541 ページ参照））

VB-CADP RS232C
（結線図 3 （544 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 4 （546 ページ参照））

VB-232 RS232C
（結線図 5 （549 ページ参照））

VB-485 RS422/485 （2 線式）

（結線図 6 （551 ページ参照））

VH

VH なし RS232C
（結線図 1 （539 ページ参照））

なし VB/VH ○ ○ ○ ×

VB-485A RS422/485 （2 線式）

（結線図 2 （541 ページ参照））

VB-CADP RS232C
（結線図 3 （544 ページ参照））

RS422/485 （2 線式）

（結線図 4 （546 ページ参照））

VB-232 RS232C
（結線図 5 （549 ページ参照））

VB-485 RS422/485 （2 線式）

（結線図 6 （551 ページ参照））
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21.2 システム構成

VIGOR 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

21.2.1 VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （プログラ ミングツールコ ミ ュニケーシ ョ ンポート）

21.2.2 VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-485A）

21.2.3 VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-CADP）

  VB0, VB1, 
VB2, VH MICRO/I

RS232C

結線図 1 （539 ページ参照）

  VB0, VB1, 
VB2, VH

VB-485AP MICRO/I

RS485

結線図 2 （541 ページ参照）

  VB0, VB1, 
VB2, VH

VB-CADP MICRO/I

RS232C

結線図 3 （544 ページ参照）

VB-CADP MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 4 （546 ページ参照）
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21.2.4 VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-232）

21.2.5 VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-485）

  VB0, VB1, 
VB2, VH

VB-232 MICRO/I

RS232C

結線図 5 （549 ページ参照）

  VB0, VB1, 
VB2, VH

VB-485A MICRO/I

RS485 （4 線式）

結線図 6 （551 ページ参照）
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21.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

21.3.1 接続図 1 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （プログラ ミングツールコ ミ ュニケーシ ョ ンポート）

USB-A タイプコネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

USB-A タイプコネクタ 端子台

USB-A タイプコネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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USB-A タイプコネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

USB-A タイプコネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.3.2 接続図 2 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-485A）

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこないますの

で SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に設定

してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.3.3 接続図 3 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-CADP） - RS232C

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.3.4 接続図 4 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-CADP） - RS485

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.3.5 接続図 5 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-232）

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ 端子台

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.3.6 接続図 6 ： VIGOR VB0, VB1, VB2, VH （VB-485）

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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21.4 環境設定

VIGOR 製 VB/VH シ リーズと MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

21.4.1 VIGOR 製 VB/VH シリーズのプログラ ミングツールコ ミ ュニケーシ ョ ンポートに接続する場合の

環境設定

21.4.2 VIGOR 製 VB/VH と VB-485A、 VB-232 または VB-485 に接続する場合の環境設定

21.4.3 VIGOR 製 VB/VH の VB-CADP に接続する場合の環境設定

VB/VH シ リーズの通信設定に関しては VB/VH ユーザーズマニュアルを参照してください。

項目 内容

インターフェイス RS232C

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定に

します。

19200 （固定）

データビッ ト 7 （固定）

ス ト ップビッ ト 1 （固定）

パリ ティ 偶数

フロー制御 なし

局番 0 （固定）

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485 （4 線式）

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定に

します。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト 7

ス ト ップビッ ト 1

パリティ 偶数

フロー制御 なし

局番 0-255 （DEC）

項目 内容

ポート CP2 CP3

インターフェイス RS232C、 RS485 RS485

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定に

します。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400 19200

データビッ ト 7 7

ス ト ップビッ ト 1 1

パリティ 偶数 偶数

フロー制御 なし なし

局番 0-255 （DEC） 0-99 （DEC）
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21.5 使用可能デバイス

Step Relay(Bit) の最大値が 999 であるため、 Step Relay(Word) のアドレス 992 は 8 ビッ トのみ使用できます。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Input Relay(Bit) X X 0-777 R 8 進

Output Relay(Bit) Y Y 0-777 R/W 8 進

Auxiliary Relay(Bit) M M 0-5119 R/W 10 進

Step Relay S S 0-999 R/W 10 進

Special Relay SM M 9000-9255 R/W 10 進

Timer Contact T T 0-255 R 10 進

Timer Coil TC T 0-255 R 10 進

Counter Contact C C 0-255 R 10 進

Counter Coil CC C 0-255 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

Input Relay(Word) WX X 0-760 R 8 進

Output Relay(Word) WY Y 0-760 R/W 8 進

Auxiliary Relay(Word) WM M 0-5104 R/W 10 進

Step Relay(Word) WS S 0-992 R/W 10 進

Special Relay(Word) WSM M 9000-9240 R/W 10 進

Data Register D D 0-8191 R/W 10 進

Special Register SD D 9000-9255 R/W 10 進

Timer Current Value TCV T 0-255 R/W 10 進

16 Bit Counter Current Value CCV C 0-199 R/W 10 進

32 Bit Counter Current Value DCCV C 2000-2551 R/W 10 進
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22 Emerson

22.1 接続一覧表

22.1.1 PLC 対応一覧

22.2 システム構成

Emerson 製 PLC と MICRO/I を接続する場合のシステム構成を示します。

22.2.1 FloBoss

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユ
ニッ ト

WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー制御 ホスト I/F ド ライバ HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

FloBoss

Floboss107(*1) ,

Roc800(*2)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

(*2) Floboss107 でサポート されていない TLP を指定する場合は、 デバイスアドレス設定ダイアログで [TLP を入力する ] にチェッ クを付

け、 TLP およびデータタイプを指定してください。

なし RS422/485 （2 線式）

（結線図 1 （557 ページ参照））

なし ROC Protocol ○ ○ × ×

RS232C
（結線図 2 （558 ページ参照））

FloBoss  COM1
RS485

結線図 1 （557 ページ参照）
MICRO/I

COM2
RS232C

結線図 2 （558 ページ参照）
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22.3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

22.3.1 結線図 1 ： FloBoss （COM1　RS485）

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台
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22.3.2 結線図 2 ： FloBoss （COM2　RS232C）

端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台 端子台

TX
RX

RTS
GND

TX
RX

RTS
GND
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22.4 環境設定

Emerson 製 PLC と MICRO/I とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

22.4.1 FloBoss の COM1 （RS485） も し くは COM2 （RS232C） ポート と接続する場合の環境設定

項目 内容

インターフェイス RS232C、 RS485

通信速度 （bps） MICRO/I と同じ設定

にします。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7、 8

ス ト ップビッ ト 1、 2

パリティ なし、 奇数、 偶数

フロー制御 なし

HMI Group No. MICRO/I の Group No. を設定してください。

HMI Unit No. MICRO/I の Unit No. を設定してください。

Controller Group No. FloBoss の Group No. を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください）

Controller Unit No. FloBoss の Unit No. を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください）
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22.5 使用可能デバイス

Emerson ROC Protocol ホス ト I/F ド ラ イバを選択時、 使用可能な PLC のデバイスは ［デバイスアドレス設定］ ダイアロ

グボッ クスにて確認してください。 デバイスアドレスを設定する項目の […] ボタンをク リ ッ クする と、 ［デバイスアド

レス設定］ ダイアログボッ クスが表示されます。

例） ビッ トスイッチに PLC のデバイスを設定する場合

1. ビッ トスイッチを画面に配置し、 ダブルクリ ックします。

部品のプロパティダイアログボックスが表示されます。

2. ［書込デバイス］ テキストボックスの右にある ［…］ ボタンをクリ ックします。

［デバイスアドレス設定］ ダイアログボックスが表示されます。
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3. ［デバイスアドレス設定］ ダイアログボックスの ［機器］ で “接続機器 ” を選択します。

4. Emerson ROC のデバイスアドレスを設定するためのコン ト ロールが表示されます。 
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5. Emerson ROC のデバイスは以下の 2 通りの方法で設定を行う ことができます。

• 「Point Type」、 「Parameter」、 「Location」 を選択する場合

1) 「Point Type」、 「Parameter」、 「Location」 を選択し、 [OK] ボタンをク リ ッ ク します。

選択したデバイスアドレスが [ 書込デバイス ] テキス トボッ クスに表示されます。

Emerson ROC のデバイスは ROC Protocol Specifications Manual (Form Number A4199, Part Number D301053X012, 
November 2011) を参考にしています。
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• TLP を直接入力する場合

1) [ デバイスアドレス設定 ] ダイアログボッ クスで、 [Input TLP] のチェッ クボッ クスをオンにします。

[Point Type]、 [Parameter]、 [Location] の設定が無効になり、 [TLP]、 [Bit]、 [Data Type] の設定が有効になり ます。

2) [TLP]、 [Bit]、 [Data Type] を設定します。

・ [TLP] に Point Type、 Location、 Parameter の順で値を入力し、 それぞれをコンマで区切ってください。

・ ビッ トデバイスを設定する必要がある場合は、 [Bit] のチェッ クボッ クスをオンにし値を入力してください。

3) [OK] ボタンをク リ ッ ク します。

設定したデバイスアドレスが [ 書込デバイス ] テキス トボッ クスに表示されます。
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TLP を直接入力する場合、 [ デバイスアドレス設定 ] ダイアログボッ クスで設定した [TLP] の順番と、 入力され

た TLP、 Bit、 Data Type の情報から構成される Emerson ROC のデバイスアドレス表示における TLP の順番が異

なり ます。

● [ デバイスアドレス設定 ] ダイアログボッ クスでの設定

[TLP] テキス トボッ クスでは、 Point Type,Location,Parameter の順番で設定されます。

（局番、 Bit、 Data Type は個別の設定で行います。）

● 入力された TLP、 Bit、 Data Type の情報から構成される Emerson ROC のデバイスアドレス表示

表示されるデバイスアドレスは、 以下の順番で構成されます。

ビッ トデバイス ： 局番 :Point Type.Parameter.Bit[Location]:Data Type

ワードデバイス ： 局番 :Point Type.Parameter[Location]:Data Type
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23 日立産機システム

23.1 接続一覧表

23.1.1 PLC 対応一覧

対応システム
CPU ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2、 WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー制御 ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

H シリーズ

CPU2-03H
CPU2-07H
CPU2-10H
CPU2-20H
CPU3-40H

LAN-ETH2 Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○

EH-150

EH-CPU448
EH-CPU516
EH-CPU548
EH-CPU308A
EH-CPU316A
EH-CPU448A

EH-ETH2 Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○

EHV

EHV-CPU16
EHV-CPU32
EHV-CPU64

EHV-CPU128(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っています。

不要 (Ethernet ポート

に接続 )
Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○

EH-ETH2

Web コン ト ローラ

EH-WD10DR
EH-WA23DR
EH-WD23DR

不要 (Ethernet ポート

に接続 )
Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○

MICRO-EH

EH-A20 
EH-D20
EH-A40 
EH-D40
EH-A64 
EH-D64

EH-OBETH Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○

MICRO-EHV

MVH-A40
MVH-D40
MVH-A64
MVH-D64

不要 (Ethernet ポート

に接続 )
Ethernet - EH(Ethernet) ○ ○ × ○
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23.2 システム構成

23.2.1 H/EH/EHV シリーズ （Ethernet）

EHV, MICRO-EHV MICRO/I
Touch

Ethernet

H シ リーズ

EH150
EHV

MICRO-EH

+
+
+
+

LAN-ETH2
EH-ETH2
EH-ETH2
EH-OBETH

MICRO/I
Touch

Ethernet
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23.3 環境設定

23.3.1 H/EH/EHV シリーズの Ethernet ポートまたは Ethernet ユニッ トに接続する場合の環境設定

MICRO/I 側の設定

PLC 側の設定

CPU リ ンクおよびリモートでの通信には対応しており ません。

項目 内容

IP アドレス （MICRO/I） MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

（［通信インターフェイス］ タブにて設定してください。）

IP アドレス （PLC） PLC の IP アドレスを設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください。

ポート （PLC） PLC のポート番号を設定してください。

（［ホス ト I/F ネッ ト ワーク］ タブにて設定してください。）

デフォルト値は 3004

項目 内容

CPU 通信設定

(IP アドレス )
IP アドレス PLC の IP アドレス

サブネッ トマスク PLC のサブネッ トマスク

デフォルトゲート ウェイ PLC のデフォルトゲート ウェイ

伝送速度 / 方式 AUTO
100M/ 全二重

100M/ 半二重

10M/ 全二重

10M/ 半二重

CPU 通信設定

( イーサネッ ト通信 ( タスクコード )
設定 )

ポート No. 論理ポート No. を設定

プロ ト コル TCP/IP

タイムアウ ト ホス トからのアクセス間隔のタイムアウ ト時間 (s)
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23.4 使用可能デバイス

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

外部入力 ( ﾋﾞｯﾄ ) X X 0 - 5F95 R (*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください。

外部出力 ( ﾋﾞｯﾄ ) Y Y 0 - 5F95 R/W (*1)

内部出力 ( ﾋﾞｯﾄ ) R R 0 - FFF R/W 16 進

データエリ ア M( ﾋﾞｯﾄ ) M M 0 - 7FFFF R/W 16 進

タイマカウンタ ( 接点 ) TCS TC 0 - 2559 R 10 進

カウンタク リ ア CL CL 0 - 2559 R/W 10 進

拡張外部入力 ( ﾋﾞｯﾄ ) EX EX 0 - 5F7FF R (*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください。

拡張外部出力 ( ﾋﾞｯﾄ ) EY EY 0 - 5F7FF R/W (*2)
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ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/Write アドレス累進

MICRO/I PLC

外部入力 ( ﾜｰﾄﾞ ) WX WX 0 - 5F7 R (*1)

(*1) 以下の範囲で指定してください。

外部出力 ( ﾜｰﾄﾞ ) WY WY 0 - 5F7 R/W (*1)

内部出力 ( ﾜｰﾄﾞ ) WR WR 0 - FFFF R/W 16 進

データエリ ア WM( ﾜｰﾄﾞ ) WM WM 0 - 7FFF R/W 16 進

タイマカウンタ ( 経過値 ) TC TC 0 - 2559 R/W 10 進

データエリ ア WN WN WN 0 - 1FFFF R/W 16 進

拡張外部入力 ( ﾜｰﾄﾞ ) WEX WEX 0 - 5F7F R (*2)

(*2) 以下の範囲で指定してください。

拡張外部出力 ( ﾜｰﾄﾞ ) WEY WEY 0 - 5F7F R/W (*2)
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1 O/I リンク通信

1.1 概要

O/I リ ンク通信は、 1 台の PLC に複数台の MICRO/I や Touch を接続し、 1:N 通信を行う通信方式です。 MICRO/I や
Touch 間でマスタ－スレーブ方式によるネッ ト ワーク （以下、 O/I リ ンク） を構成し、 マスタの MICRO/I や Touch （以

下、 マスタ と表記） は PLC に対し上位リ ンク通信で通信を行います。 スレーブの MICRO/I や Touch （以下、 スレーブ

と表記） はマスタを通し接続機器のデバイスを読み書きするこ とができます。 MICRO/I や Touch はマスタ 1 台、 スレー

ブ最大 15 台が接続可能で、 上位リ ンク通信同様、 特別なプログラムなしに PLC と通信するこ とができます。

また、 O/I リ ンク通信用に特別な作画も必要あ り ません。 簡単な設定変更だけで、 上位リ ンク通信で使用されている作

画データをそのまま O/I リ ンクのマスタもし くはスレーブ用の作画データ と して使用するこ とができます。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。 HG2G-S/-5S/-5F
形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは同じ O/I リ ンク通信で接続できません。

1.2 O/I リンク通信の動作について

MICRO/I や Touch は O/I リ ンク通信を用いて接続機器のデバイスの値の読み出し ・書き込みを行う こ とができます。

• PLC からの読み出し

各 MICRO/I、 各 Touch は、 表示中の画面に設定されている接続機器のデバイスをスレーブはマスタを介して、 マ

スタは直接 PLC から読み出します。

MICRO/I や Touch 画面上に表示部品 （数値表示器やランプなど） を配置している場合、 常に最新のデータが表示

されます。

• PLC への書き込み

MICRO/I や Touch 画面上にデータ入力部品 （ビッ ト スイ ッチやワードスイ ッチなど） などを配置している場合、

それを操作するこ とによ り、 スレーブはマスタを介し、 マスタは直接 PLC へデータ書き込みを行います。
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1　O/I リンク通信

1.3 必要なオプシ ョ ン品

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/3F/4F 形で O/I リ ンク通信を行うには、 以下の O/I リ ンクユニッ ト を搭載する必要があ り ま

す。 本体への取り付け、 及び、 配線は O/I リ ンクユニッ トの取扱説明書、 または、 WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアル

または SmartAXIS Touch ユーザーズ マニュアル を参照してください。

• HG9Z-2G1

1.4 O/I リンク配線図

1.4.1 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の接続

配線図

1.4.2 Touch 間の接続

配線図

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは O/I リ ンク通信で接続できません。

● O/I リ ンク通信を使用する際、 HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形では通信方

式が異なり ます。 HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch と HG1F/2F/2S/3F/4F 形を同じ O/I リ ンク通信で

接続するこ とはできません。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と HG2G-S/-5S 形の SERIAL1 を接続する場合、 HG2G-S/-5S 形側の終

端抵抗を OFF に設定してください。
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1.4.3 HG2G-S/-5S 形 +O/I リンクユニッ トの接続

配線図

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。 HG2G-S/-5S/-5F 形、

HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは同じ O/I リ ンク通信で接続できません。



575

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

接続機器設定マニュアル

1　O/I リンク通信

1.4.4 HG2G-S/-5S 形 +O/I リンクユニッ ト （マスター） と HG2G-S/-5S 形シリアルインターフェイス 1 
（スレーブ） の接続

配線図

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。 HG2G-S/-5S/-5F 形、

HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは同じ O/I リ ンク通信で接続できません。

● HG2G-S/-5S 形シ リアルインターフェイス 1 はスレーブ局と してのみ接続可能で、 O/I リ ンクユニッ トは必

要あ り ません。
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1.4.5 HG1F/2F/3F/4F 形 +O/I リンクユニッ トの接続

配線図

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。 HG2G-S/-5S/-5F 形、

HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは同じ O/I リ ンク通信で接続できません。



577

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

接続機器設定マニュアル

1　O/I リンク通信

1.4.6 HG1F/2F/3F/4F 形 +O/I リンクユニッ ト （マスター） と HG1F/2F/3F/4F 形シリアルインターフェ

イス 1 （スレーブ） の接続

配線図

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形は異なる O/I リ ンク通信です。 HG2G-S/-5S/-5F 形、

HG3G/4G 形と HG1F/2F/2S/3F/4F 形とは同じ O/I リ ンク通信で接続できません。

● HG1F/2F/3F/4F 形シ リアルインターフェイス 1 はスレーブ局と してのみ接続可能で、 O/I リ ンクユニッ トは

必要あ り ません。
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1.4.7 HG1F/2F/3F/4F 形 +O/I リンクユニッ ト （マスター） と HG2S 形シリアルインターフェイス 1
（スレーブ） の接続

配線図

HG2S 形はスレーブ局と してのみ接続可能で、 O/I リ ンクユニッ トは必要あ り ません。
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2　O/I リンク通信の各種設定

2 O/I リンク通信の各種設定

O/I リ ンク通信を設定する場合、 ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ ダイアログボッ クスの ［O/I リン

ク］ タブで必要事項の設定を行う必要があ り ます。 （WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアルまたは SmartAXIS Touch ユー

ザーズ マニュアル を参照してください。）

また、 上位リ ンク通信に対する設定につきましては、 下記に従い、 行ってください。

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容

［プロジェク ト設定］ －

［O/I リンク］

O/I リ ンク局 PLC に接続する MICRO/I や Touch をマスタに、 その他の

MICRO/I や Touch をスレーブ 1 ～ 15 に設定してください。 O/I リ

ンクを構成する MICRO/I や Touch はこの設定が重ならないよ う

にして ください。

使用スレーブ局 O/I リ ンク タイプをマスタ と して登録した MICRO/I や Touch は接

続する MICRO/I や Touch （スレーブ 1 ～ 15） を登録する必要が

あ り ます。 チェッ クボッ クスのオンまたはオフで選択してくださ

い。

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 マスタ スレーブ 1 ～ 15

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］ ま

たは ［通信ド ライバ］

メーカー名 すべての MICRO/I や Touch を同一にしてください。

ホス ト I/F ド ラ イバ、

通信ド ライバ

接続形式

送信ウェイ ト 使用環境にあわせて設定してくだ

さい。

設定不要です。

リ ト ラ イ回数

タイムアウ トエラー

時間

その他 使用する PLC にあわせて設定して

ください。

［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

シ リ アル 1 使用する機種によって、 以下のよ

うに設定してください。

O/I リ ンク通信に使用する

インターフェイスに 「O/I
リ ンクスレーブ」 を選択し

てください。
HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 : 

O/I リ ンク通信に使用するイン

ターフェイスに 「O/I リ ンクマス

タ」 を、 PLC との通信に使用する

インターフェイスに 「ホス ト通

信」 を選択してください。

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/3F/4F 形 : 

「ホス ト通信」 を選択してくださ

い。

Touch ：

「接続機器との通信」 を選択して

ください。
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［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

シ リ アル 2 使用する機種によって、 以下のよ

うに設定してください。

使用する機種によって、 以

下のよ うに設定してくださ

い。

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 : HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 : 

O/I リ ンク通信に使用するイン

ターフェイスに 「O/I リ ンクマス

タ」 を、 PLC との通信に使用する

インターフェイスに 「ホス ト通

信」 を選択してください。

O/I リ ンク通信に使用する

インターフェイスに 「O/I
リ ンクスレーブ」 を選択

してください。

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/3F/4F 形 : HG2G-S/-5S 形、

HG1F/2F/3F/4F 形 : 使用できません。 
使用できません。

Touch ： Touch ：

O/I リ ンク通信で使用するイン

ターフェイスに 「O/I リ ンクマス

タ」 を、 接続機器との通信に使用

するインターフェイスに 「接続機

器との通信」 選択してください。

O/I リ ンク通信に使用する

インターフェイスに 「O/I
リ ンクスレーブ」 を選択

してください。

O/I リ ンク 使用する機種によって、 以下のよ

うに設定してください。

使用する機種によって、 以

下のよ うに設定してくださ

い。

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 :　 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 :

使用できません。 使用できません。

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/3F/4F 形 :
　

HG2G-S/-5S 形、

HG1F/2F/3F/4F 形 :
「O/I リ ンクマスタ」 を選択してく

ださい。 O/I リ ンク通信に使用する

インターフェイスに 「O/I
リ ンクスレーブ」 を選択

してください。

Touch ： Touch ：

使用できません 使用できません

通信速度 O/I リ ンクスレーブの通信速度と合

わせてください。

O/I リ ンクマスタの通信速

度と合わせてください。

［プロジェク ト設定］ －

［システム設定］

スタート タイム 使用環境にあわせて設定してくだ

さい。

設定不要です。

システムエリ アを使

用する

「システムエリ アを使用する」 の場合は、 システムエリ アが重な

らない設定をお勧めします。 重なる設定をした場合は、 お互いの

システムエリ アの状態によ り、 動作が影響されます。システムエリ ア 3、 4
を使用する

定周期でデバイスに

書き込む

ご使用用途にあわせて、 設定してください。

書込デバイス

書込周期

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 マスタ スレーブ 1 ～ 15
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3　通信サービス

3 通信サービス

マスタにはスレーブ接続設定を変更するこ とができるレジスタ と スレーブのオンラインを確認するこ とができるレジス

タがあ り ます。

また、 スレーブにはマスタからのポーリ ング周期をモニタするこ とができるレジスタがあ り ます。

マスタ と スレーブの通信が正常に行われている状態をオンラインと呼びます。

マスタ と スレーブの通信が行われていない、 もし くは正常でない状態をオフラインと呼びます。

3.1 スレーブ登録設定レジスタ （マスタの LSD102）
スレーブ接続設定を行う レジスタです。 このレジスタを操作するこ とによ り、 接続するスレーブの登録、 削除が自由に

行えます。 このレジスタの構成は下記の通りです。 対応するビッ トが 1 のスレーブが登録されます。

電源投入時及び作画データダウンロード後は、 WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 にて設定したスレーブ接続設定の内容に

従い初期化されます。

3.2 スレーブオンライン情報レジスタ （マスタの LSD104）
スレーブのオンライン情報を確認するレジスタです。 このレジスタは、 下記の構成とな り ます。

オンライン状態のスレーブは対応するビッ トが 1、 オフライン状態のスレーブ及びスレーブ接続設定にて選択されてい

ないスレーブは対応するビッ トが 0 とな り ます。

スレーブ登録設定とスレーブオンライン情報の値が異なる場合は、 登録したスレーブが存在しないか、 スレーブ

に何らかの異常が発生しています。 も う一度、 設定及び配線を確認してください。
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3.3 O/I リンクポーリング間隔レジスタ （スレーブの LSD101）
マスタからのポーリ ング間隔 10 ミ リ秒単位の値で格納されるレジスタです。

マスタ との応答時間の目安に利用してください。

3.4 スレーブエラー情報レジスタ （マスタの LSD106）
マスタ と各スレーブ間で通信エラーが発生する と、 各スレーブに対応したビッ トが 1 スキャンだけ ON します。
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4　通信状態の確認

4 通信状態の確認

4.1 マスタのエラー処理

マスタは O/I リ ンクに対するエラー表示は行いません。 エラーの監視を行う場合は LSD102 と LSD104 の比較を行って

ください。 違いがあれば通信上の異常が発生しています。

なお、 PLC との上位リ ンク通信に対しては、 エラー表示とシステムエリ アへのエラー情報のセッ ト を行います。

4.2 スレーブのエラー処理

スレーブは、 マスタ との通信が行われていない場合、 画面中央に 「ネッ ト ワークオフライン」 と表示します。

正常に通信が行われる と 「ネッ ト ワークオフライン」 の表示は消去されます。

4.3 スレーブの OI リンク通信への途中参加について

スレーブ登録設定レジスタ （マスタの LSD102） に登録されているにもかかわらず、 そのスレーブが存在しなかったり、

通信が正常に行われなかったりする場合をオフライン状態と呼びます。

また、 正常に通信している状態をオンライン状態と呼びます。

マスタはスレーブがオフライン状態の場合は、 そのスレーブがいつでも OI リ ンクに参加できるよ うに監視しています。

監視周期は、 マスタがすべてのオンラインのスレーブと通信し終わった後に、 オフラインのスレーブを 1 つだけ探しま

す。 オフラインのスレーブ 2 台を認識しよ う とする場合は、 O/I リ ンク 2 周期が必要になり ます。

図　オフラインのスレーブが 2 つある場合
（　） 内の数字は処理順序です。

O/Iリンク通信が行われていない 

スレーブ 

O/Iリンク通信が行われている 

スレーブ 

ﾈｯﾄﾜｰｸｵﾌﾗｲﾝ 
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マスタは、 スレーブの有無を認識するコマンド （以降、 ハンドシェークコマンド と呼びます） のタイムアウ ト時間を

30 ミ リ秒と設定しています。

もし、 オフラインのスレーブが 1 台以上存在する場合は、 O/I リ ンクの総スキャン時間が 30 ミ リ秒増加する事になり ま

すが、 オフラインのスレーブが 15 台の場合でも同じ く 30 ミ リ秒のみの増加です。

電源投入後、 マスタは登録されているスレーブに昇順に、 ハンドシェークコマンドを送信していき、 応答のあったス

レーブから通常通信を開始していきます。

15 台のスレーブが登録されていて、 実際に 15 番目のスレーブしか存在しない場合、 マスタは 1 番目のスレーブから順

にハンドシェークコマンドを送信していき、 15 番目にスレーブを認識します。 これの所要時間は約 420 ミ リ秒 （30 ミ

リ秒 ×14） です。

その後、 マスタは 15 台目のスレーブとデータの送受信を行った後に LSD102 に登録し、 スレーブ 15 と通常通信しなが

ら、 OI リ ンク 1 スキャンに 1 台ずつオフラインのスレーブにハンドシェークコマンドを送信します。

4.4 スレーブの途中離脱について

マスタ と スレーブが通常通信中に、 スレーブからの応答がない場合は、 処理を中断して、 次のスレーブと通信します。

そして OI リ ンクの次の周期に、 前回エラーのあったスレーブにコマンドを再送します。 再送しても応答がない場合は、

そのスレーブをオフライン状態と し、 スレーブオンライン情報レジスタ （マスタの LSD104） から削除します。



585

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

接続機器設定マニュアル

5　O/I リンクに関する注意事項

5 O/I リンクに関する注意事項

5.1 MICRO/I や Touch のシステムソフ トバージ ョ ン

システムソフ トバージ ョ ン 1.70 以降とそれ以前のシステムソフ トがダウンロード された MICRO/I や Touch が混在する

場合、 正常に O/I リ ンク通信を行えません。 O/I リ ンクネッ ト ワークに接続される MICRO/I や Touch のシステムソフ ト

のバージ ョ ンはバージ ョ ン 1.70 とそれ以前のバージ ョ ンを混在させないでください。

5.2 O/I リンクネッ トワークの通信量

ネッ ト ワークのスキャン時間 （マスタの PLC データの読み込みや O/I リ ンク通信の時間） はネッ ト ワークの通信量に

依存します。 ネッ ト ワークの通信量が多いと、 スキャン時間がかかり ますので、 部品動作の開始が遅くなる可能性があ

り ます。 通信量が極端に多いと、 最悪の場合、 スキャンを完遂できず、 スレーブに 「ネッ ト ワークオフライン」 のエ

ラーメ ッセージが表示される可能性があ り ます。

ネッ ト ワークの通信量を減らすための効果的な対策と して、 以下の項目を行ってください。

（注意） ネッ ト ワークのスキャン時間は、 マスタの LSD6 ＋スレーブの LSD101 で確認できます。

5.3 HG1F 形を使用される場合の注意事項

• HG1F 形では、シ リ アル I/F2 を使用した機能（ユーザー通信、プリ ンタ） と O/I リ ンク I/F を同時に使用するこ とはで

きません。

• HG1F 形では、 シ リ アル I/F2 にメンテナンスケーブルを挿している間は、 O/I リ ンク I/F は停止します。

項目 対策

頻繁にベース画面やサブ画面の切替が実行されている場

合。

画面切替が頻繁に発生しないよ うな作画に修正してくだ

さい。

アラーム履歴の監視周期をネッ ト ワークのスキャン時間

よ り も短く設定している場合。

アラーム履歴や各部品処理などは、 ネッ ト ワークのス

キャン時間を考慮してご使用ください。 特にアラーム履

歴は、 マスタのみでご使用されるこ とを推奨します。

1 画面あたりのデバイス数が多い場合。 デバイスが多く設定されている画面のデバイス数を減ら

して ください。
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6 MICRO/I でのパフォーマンス計測結果

以下のよ うな条件にて、 MICRO/I での OI リ ンクの性能評価を行いました。

6.1 条件

6.1.1 スレーブ 1 ～ 15 に設定しているデバイスが同じ場合

マスタにはシステムエリ ア 1 ～ 4 （12 ワード） を設定し、 スレーブ 1 ～ 15 にはシステムエリ ア 1 ～ 4 （12 ワード） と、

全スレーブで同じワードデバイス 50 ワードずつを設定します。

6.1.2 スレーブ 1 ～ 15 に設定しているデバイスが異なる場合

マスタにはシステムエリ ア 1 ～ 4 （12 ワード） を設定し、 スレーブ 1 ～ 15 にはシステムエリ ア 1 ～ 4 （12 ワード） と、

異なるワードデバイス 50 ワードずつを設定します。

上記計測結果は、 ホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバによ り異なり ます。

あ く までも目安と してご参考ください。 また、 システム構築前には必ず性能をご評価ください。

PLC 三菱シ リーズ上位リ ンク

通信速度 ： 115200bps

OI リ ンク 台数 ： 16 台

ケーブル総延長 ： 200m、 通信速度 ： 115kbps

O/I リ ンクポーリ ング周期 （スレーブの LSD101） 220 ミ リ秒

PLC デバイスのリードスキャン （マスタの LSD6） 150 ミ リ秒(*1)

(*1) マスタではスレーブにて重複して使用されているデバイスをま とめて通信するため、 通信時間を短縮する事ができます。

O/I リ ンクポーリ ング周期 （スレーブの LSD101） 250 ミ リ秒

PLC デバイスのリードスキャン （マスタの LSD6） 1360 ミ リ秒
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1 DM リンク通信の概要

1.1 概要

DM リ ンク通信は、 MICRO/I や Touch の DM リ ンク専用メモ リ （以下、 データ メモ リ ） をパソコンやマイコンボード、

PLC など （以下、 接続機器） から読み出し ・書き込みを行う通信方式です。 シ リ アルインターフェイスで 1 台の接続機

器と 1 台の MICRO/I や Touch を DM リ ンク通信で通信させる場合を DM リ ンク 1:1 通信と呼び、 1 台の接続機器と複数

台の MICRO/I や Touch を DM リ ンク通信で通信させる場合を DM リ ンク 1:N 通信と呼びます。 イーサネッ ト インター

フェイス （UDP プロ ト コル） で接続機器と MICRO/I を DM リ ンク通信で通信させる場合を DM リ ンク Ethernet (UDP)
通信と呼びます。 いずれの通信方式も、 MICRO/I や Touch の専用プロ ト コル （弊社独自仕様のプロ ト コル） を使用する

ため、 接続機器側に通信用のプログラムが必要です。

DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形のみ対応しています。

1.2 DM リンク通信の動作について

接続機器は、 DM リ ンク通信を用いて、 MICRO/I や Touch のデータ メモ リの内容を読み書きできます。 また、 MICRO/I
や Touch からもデータ メモ リの内容を読み書きできます。

1.2.1 接続機器からの読み出しと書き込み

接続機器は、 任意のタイ ミ ングでデータ メモ リの内容を読み書きできます。

1.2.2 MICRO/I や Touch からのイベン ト送信

MICRO/I や Touch でデータ メモ リへ値を書き込んだ場合、 その内容を MICRO/I や Touch から送信する機能があ り ます。

この機能をイベン ト送信と呼びます。

なお、 DM リ ンク 1:N 通信および DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信では、 イベン ト送信はできません。

1.2.3 MICRO/I からのレスポンスの宛先設定

DM リ ンク Ethernet(UDP) 通信では、 MICRO/I からコマンドの送信元へレスポンスを返すと同時に、 任意の宛先 （IP ア

ドレス、 ポート番号） に対してもレスポンスを返すこ とができます。 宛先は最大 4 つまで指定するこ とができます。 詳

細は 605 ページ 「第 4 章　 5　データ メモ リ （DM） の割り付け」 を参照してください。
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2 システム構成

DM リ ンク通信でのシステム構成を示します。

2.1 DM リンク 1:1 通信

2.2 DM リンク 1:N 通信
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2.3 DM リンク Ethernet (UDP) 通信

● DM リ ンク 1:N 通信での RS232C 接続は、 MICRO/I や Touch が 1 台とな り ます。

● RS422/485 にてシステムを構成する場合、 接続機器のレシーバ入力が非接続の場合レシーバ入力がマーク

状態となるよ う回路を構成してください。

Ethernet
(UDP )



第 4 章

592 接続機器設定マニュアル

3 配線

こ こでは、 DM リ ンク通信の配線例を示します。

3.1 RS232C 接続

3.1.1 フロー制御の設定が 「ハードウェア」

接続機器が DOS/V 系 （パソコン） の場合

D サブ 9P コネクタ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタ 端子台
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接続機器のピン番号は代表的なパソコンの場合のものです。 使用する機器のピン番号を確かめてください。

D サブ 9P コネクタ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.1.2 フロー制御の設定が 「なし」

接続機器が DOS/V 系 （パソコン） の場合

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタプラグタイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ 端子台

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ
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接続機器のピン番号は代表的なパソコンの場合のものです。 使用する機器のピン番号を確かめてください。

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 9P コネクタプラグタイプ D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.2 RS422/485 の接続例

3.2.1 4 線式の場合

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台



第 4 章

598 接続機器設定マニュアル

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.2.2 2 線式の場合

D サブ 9P コネクタプラグタイプ

端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.2.3 RS422/485 （2 線式） （DM リンク 1:N 通信 :N=2） の場合

下図では端子名称のみ記載しています。

端子名称とピン番号の対応は 599 ページ 「第 4 章　 2 線式の場合」 を参照してください。

接続機器 1 台に対して複数の MICRO/I や Touch を接続する場合、 「シ リ アルインターフェイス」 を 「RS422/485
（2 線式）」 に設定してください。

HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の配線図

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch の配線図

● HG1F/2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替ス

イ ッチまたは通信用スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配

線する際の注意点」 を参照してください。

● 接続機器 1 台に対して複数台の MICRO/I や Touch を接続する場合、 「シ リ アルインターフェイス」 を

「RS422/485 （2 線式）」 に設定してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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4 通信仕様

4.1 通信方式

選択するインターフェイスによ り、 通信方式が異なり ます。 以下の通りです。

4.1.1 DM リンク 1:1 通信

4.1.2 DM リンク 1:N 通信

4.1.3 DM リンク Ethernet (UDP) 通信

4.2 通信条件

4.2.1 DM リンク 1:1 通信 /DM リンク 1:N 通信

シリアルインターフェイス 通信方式

RS232C 全二重通信方式

RS422/485 （2 線式） 半二重通信方式

RS422/485 （4 線式） 全二重通信方式

シリアルインターフェイス 通信方式

RS232C 半二重通信方式

RS422/485 （2 線式）

RS422/485 （4 線式）

インターフェイス プロ ト コル

Ethernet UDP/IP

項目 通信条件

同期方式 調歩同期方式

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200

データビッ ト 7bit、 8bit

ス ト ップビッ ト 1bit、 2bit

パリティ 偶数、 奇数、 なし
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4.3 フロー制御

選択できるフロー制御の方式は次の通りです。

4.3.1 DM リンク 1:1 通信

4.3.2 DM リンク 1:N 通信

シリアルインターフェイス フロー制御

RS232C ハードウェア、 なし

RS422/485 （2 線式） なし

RS422/485 （4 線式）

シリアルインターフェイス フロー制御

RS232C ハードウェア、 なし

RS422/485 （2 線式） なし

RS422/485 （4 線式）
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5 データ メモリ （DM） の割り付け

DM リ ンク 1:1 通信および DM リ ンク 1:N 通信では、 DM0 ～ DM13 と DM16 ～ DM8191 はユーザー領域と して、 自由

に使用するこ とができます。

DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信では、 DM0 ～ DM13 と DM17 ～ DM8191 はユーザー領域と して、自由に使用するこ とが

できます。 DM14 が 0 の時には DM16 をユーザー領域と して使用するこ とができます。

DM リ ンク 1:1 通信では、 DM14、 DM15 にはイベン ト送信制御領域が割り付けられます。

ただし、 DM リ ンク 1:N 通信および DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信は、 イベン ト送信には対応していません。

DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信の場合、 DM14、 DM16 にはレスポンスの宛先設定制御領域が割り付けられます。 DM14
が 0 の時には DM16 をユーザー領域と して使用するこ とができます。 DM14、 DM16 はコマンド送信元へのレスポンス

と同時に、 任意の宛先 （IP アドレス、 ポート番号） に対してもレスポンスを返す場合に使用します。

予約エリアには書き込みを行わないでください。

データ メモリ 内容

DM リンク 1:1 通信 DM リンク 1:N 通信 DM リンク Ethernet (UDP) 通信

DM0 ～ ＤＭ11 ユーザー領域

（イベン ト送信設定可能）

ユーザー領域 ユーザー領域

DM12 ～ ＤＭ13 ユーザー領域

（イベン ト送信設定不可）

DM14 D0 ～ D11 のイベン ト出力

許可 ・禁止設定

0: 出力設定無効

1: 出力設定有効

予約 レスポンスの宛先設定の有効設

定

0: 宛先設定無効

2: 宛先設定有効

DM15 イベン ト領域の先頭アドレス

設定

予約 予約

DM16 ユーザー領域 ユーザー領域 レスポンスの宛先設定領域の先

頭アドレス

DM17 ～ 8191 ユーザー領域
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5.1 システムエリア

DM にシステムエリ アを割り付ける場合は DM14、 DM15 のイベン ト送信制御領域、 レスポンスの宛先設定制御領域と

の干渉を避けるため、 システムエリ アの先頭アドレスを DM リ ンク 1:1 通信および DM リ ンク 1:N 通信では DM0 また

は DM16 以降、 DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信では DM0 または DM17 以降と して ください。 システムエリ アについて

の詳細は、 WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアルまたは SmartAXIS Touch ユーザーズ マニュアルを参照してください。

5.2 イベン ト送信制御領域

本機能は、 DM リ ンク 1:1 通信のみ対応しています。

5.2.1 D0 ～ D11 のイベン ト送信 （DM14）
DM0 ～ DM11 をイベン ト送信するか、 しないかを設定できます。 DM14 の値が 1 の場合 DM0 ～ DM11 のイベン ト送信

が行われ、 0 の場合イベン ト送信は行われません。 電源投入直後の DM14 の値は 0 になっています。 DM0 ～ DM11 に

システムエリ アを指定した場合にご使用ください。

5.2.2 イベン ト領域の設定 （DM15）
DM15 にイベン ト領域の先頭アドレスを設定します。 設定したアドレス以降の領域にデータが書き込まれた場合、 イベ

ン ト送信が行われます。 例えば、 DM15 が 256 の場合、 DM256 ～ DM8191 がイベン ト領域とな り、 この領域のデータ

に変化があった場合、 イベン ト送信が行われます。 電源投入直後の DM15 の値は、 512 です。

ただし、 以下の場合には、 イベン ト送信は行われません。

1. DM15 が 8192 以上の場合

2. シリアルインターフェイスが RS422/485 （2 線式） の場合

3. 接続機器からの 「書き込み」 コマンドによりデータが変化した場合
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5.3 レスポンスの宛先設定制御領域

本機能は、 DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信のみ対応しています。

5.3.1 レスポンスの宛先設定領域の設定

DM14 に 「レスポンスの宛先設定の有効設定」、 DM16 に 「レスポンスの宛先設定領域の先頭アドレス」 が割り当てら

れます。 DM14 が 2 の場合、 DM16 を 「レスポンスの宛先設定領域の先頭アドレス」 と して使用します。 DM14 が 0 の

場合は、 DM16 をユーザー領域と して使用できます。

5.3.2 レスポンスの宛先設定領域

レスポンスの宛先設定領域には宛先設定数と宛先を設定します。 宛先は最大 4 つまで指定するこ とができます。

DM14 が 2、 DM16 が n の場合、 下表のよ うに宛先設定領域が割り当てられます。

データ メモリ DM 内容

n 設定数 （0 ～ 4）

n+1 設定 1　 IP アドレス

n+2
n+3
n+4

n+5 設定 1　ポート番号

n+6 設定 2　 IP アドレス

n+7
n+8
n+9

n+10 設定 2　ポート番号

n+11 設定 3　 IP アドレス

n+12
n+13
n+14

n+15 設定 3　ポート番号

n+16 設定 4　 IP アドレス

n+17
n+18
n+19

n+20 設定 4　ポート番号
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設定例　 　 コマンド送信元以外に下記の 2 つの機器に対して MICRO/I からのレスポンスを返す場合

　 　 　 　 　 　接続機器 1　 IP アドレス ： 192.168.0.1、 ポート番号 ： 50001
　 　 　 　 　 　接続機器 2　 IP アドレス ： 192.168.0.2、 ポート番号 ： 50002
　 　 　 　 　 　 レスポンスの宛先設定領域の先頭アドレスは 512 とする

設定数が 0 の場合はコマンドを送ってきた送信元の IP アドレス、 ポート番号に対してレスポンスを返します。

設定数が 1 ～ 4 の場合は送信元に加えて、 設定 1 ～ 4 に対してもレスポンスを返します。

IP アドレスを設定する各データ メモ リの値が (0-255) 以外の場合は、 不正なアドレス とみなし、 設定された宛先に対し

てレスポンスを送信しません。

DM0 ～ 16 およびレスポンスの宛先設定領域に対して読み書きするためのコマンドフォーマッ トは、 ユーザー領域に対

する読み書きのコマンド と同じです。

データ メモリ DM 内容 設定値

...

14 レスポンスの宛先設定の有効設定 2
...

16 レスポンスの宛先設定領域の先頭アドレス 512

...

512 設定数 2

513 設定 1　 IP アドレス 192

514 168
515 0
516 1

517 設定 1　ポート番号 50001

518 設定 2　 IP アドレス 192

519 168
520 0
521 2

522 設定 2　ポート番号 50002
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5.3.3 通信タイ ミング

レスポンスの宛先設定を変更する場合の通信タイ ミ ングは下図のとおりです。

① 接続機器 A から MICRO/I に対してレスポンスの宛先設定領域に書込みコマンドを送信。

　  設定内容 ：接続機器 B の IP アドレス とポート番号を設定。

② 書込みコマンドに対するレスポンスを送信。

③ 接続機器 A から MICRO/I に対して読出しコマンドを送信。

④ MICRO/I から接続機器 A と B に対してレスポンスを送信 （送信元と宛先設定先）。

⑤ 接続機器 A から MICRO/I に対してレスポンスの宛先設定領域に書込みコマンドを送信。

　  設定内容 ：設定数に０設定。

⑥ 書込みコマンドに対するレスポンスを送信 （送信元と宛先設定先）。

⑦ 接続機器 A から MICRO/I に対して読出しコマンドを送信。

⑧ MICRO/I から接続機器 A に対してレスポンスを送信 （送信元）。



第 4 章

610 接続機器設定マニュアル

6 DM リンク通信での各種設定

DM リ ンク通信の WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 での設定は、 ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］ のダ

イアログボッ クス （WindO/I-NV2 ユーザーズ マニュアルまたは SmartAXIS Touch ユーザーズ マニュアルを参照してく

ださい） で行います。 次表の項目について、 使用する接続機器に合わせて設定してください。

6.1 DM リンク 1:1 通信 /DM リンク 1:N 通信

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］ ま

たは ［通信ド ライバ］

メーカー名 「IDEC HG システム」 または 「IDEC システム」 を選択し

てください。

ホス ト I/F ド ラ イバ

通信ド ライバ

DM リ ンク 1:1 通信の場合は 「DM リ ンク 1:1」 を、 DM
リ ンク 1:N 通信の場合は 「DM リ ンク 1:N」 を選択してく

ださい。

送信ウェイ ト 接続機器からのコマンド受信後、 MICRO/I や Touch から

の応答コマンドを送信するまでの時間の設定です。

実際の応答までの時間は 「送信ウェイ ト 」 時間以上、 「送

信ウェイ ト 」 ＋ 10 ミ リ秒以下とな り ます。

リ ト ラ イ回数 この設定は不要です。

タイムアウ トエラー時間

BCC を付加する BCC チェッ クを行う場合はチェッ クボッ クスをオンにし

てください。

最大イベン ト送信ワード数

（DM リ ンク 1:1 のみ）

イベン ト送信を行う場合の最大のワード数を設定してく

ださい。 （10 進数）

通信形式番号

（DM リ ンク 1:1 のみ）

使用する通信形式の番号を選択してください。

0: 基本形式

1: 形式 1 （基本形式の ACK,NAK にエラーコード と CR
を付加します）

2: 形式 2 （基本形式に従いますが、 BCC チェッ クを付

加した場合に ETX が付きません）

形式 2 を選択できるのは HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/
4G 形のみです。

DM リ ンク局番

（DM リ ンク 1 ： N のみ）

局番を設定してください。 （16 進数）
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［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

プロ ト コル ホス ト通信を選択してください。

通信速度 接続機器と同じ設定を選択してください。

1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、
115200bps

データビッ ト 接続機器と同じ設定を選択してください。

7 ビッ ト 、 8 ビッ ト

ス ト ップビッ ト 接続機器と同じ設定を選択してください。

1 ビッ ト 、 2 ビッ ト

パリ ティ 接続機器と同じ設定を選択してください。

偶数、 奇数、 なし

シ リ アルインターフェイス 使用するシ リ アルインターフェイスを選択してください。

RS232C、 RS422/485 （2 線式）、 RS422/485 （4 線式）

フロー制御 「ハード ウェア」 または 「なし」 を選択してください。

［プロジェク ト設定］ －

［システム設定］

スタート タイム 「0」 に設定してください。

システムエリ アを使用する システムエリ アを使用する場合は 「システムエリ アを使

用する」 のチェッ クボッ クスをオンにしてください。

システムエリ アの先頭アド

レス

システムエリ アの先頭アドレスを指定して ください。

システムエリ ア 3、 4 を使用

する

システムエリ ア 3,4 を使用する場合、 チェッ クボッ クス

をオンにしてください。

定周期でデバイスに書き込

む

「定周期でデバイスに書き込む」 を選択した場合、 「書込

デバイス」 とその 「書込周期」 を設定してください。

なお、 MICRO/I よ り接続機器へ送信する場合、 書込デバ

イスをイベン ト領域へ設定してください。
書込周期

書込デバイス

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容
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6.2 DM リンク Ethernet (UDP) 通信

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］

メーカー名 「IDEC HG システム」 を選択してください。

ホス ト I/F ド ラ イバ 「DM リ ンク Ethernet (UDP)」 を選択してください。

送信ウェイ ト 接続機器からのコマンド受信後、 MICRO/I からの応答コ

マンドを送信するまでの時間の設定です。

実際の応答までの時間は 「送信ウェイ ト 」 時間以上、 「送

信ウェイ ト 」 ＋ 10 ミ リ秒以下とな り ます。

リ ト ラ イ回数 この設定は不要です。

タイムアウ トエラー時間

［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

プロ ト コル ホス ト通信を選択してください。

IP アドレス MICRO/I の IP アドレスを設定してください。

サブネッ トマスク MICRO/I のサブネッ トマスクを設定してください。

デフォルトゲート ウェイ MICRO/I のデフォルトゲート ウェイを設定してください。

［プロジェク ト設定］ －
［ホス ト I/F 拡張設定］

ポート番号 通信で用いるポート番号を設定してください。

［プロジェク ト設定］ －

［システム設定］

スタート タイム 「0」 に設定してください。

システムエリ アを使用する システムエリ アを使用する場合は 「システムエリ アを使

用する」 のチェッ クボッ クスをオンにしてください。

システムエリ アの先頭アド

レス

システムエリ アの先頭アドレスを指定してください。

システムエリ ア 3、 4 を使用

する

システムエリ ア 3,4 を使用する場合、 チェッ クボッ クス

をオンにしてください。

定周期でデバイスに書き込

む

「定周期でデバイスに書き込む」 を選択した場合、 「書込

デバイス」 とその 「書込周期」 を設定してください。

書込周期

書込デバイス
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7 DM リンク 1:1 通信フォーマッ ト

DM リ ンク 1:1 通信で使用する通信フォーマッ トには、 以下のものがあ り ます。

• コマンド （レスポンス）

読み出し

書き込み

送信制御

ク リ ア

• イベン ト

イベン ト送信

7.1 読み出し

接続機器が MICRO/I や Touch のデータ メモ リの内容を読み出す場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの読み出しが可能です。

7.1.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1
R 52h 読み出しコマンド 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII
コードで表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ必要。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コー

ドで表す。

2

CR 0Dh 終わり 1
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7.1.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

7.1.3 応答コマンド （否定応答）

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

STX 02h レスポンス始ま り 1
R 52h 読み出しレスポンス 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII
コードで表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n
n はワード数

ETX 03h “BCC あ り ” に設定した場合のみ付加。

（ただし、 通信形式を形式 2 に設定した場合は付加しない）

応答データの末尾。

1

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ付加。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コー

ドで表す。

2

CR 0Dh 終わり 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

エラーコード （638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照）

（通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。）

1

CR 0Dh 終わり。 （通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。） 1
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7.1.4 読み出しシーケンス

接続機器は MICRO/I や Touch に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次の

コマンドを送信しないよ うにして ください。

7.1.5 読み出し通信例
DM200、 DM201 の 2 ワードのデータを読み出す場合 （BCC なし , 基本形式）

DM200 のデータを 4951 （1357h）、 DM201 のデータを 9320 （2468h） とする と、 以下のよ うにな り ます。

DM アドレスは 200 （00C8h） を ASCII コードに変換して表します。
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7.2 書き込み

接続機器が MICRO/I や Touch のデータ メモ リへデータを書き込む場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの書き込みが可能です。

7.2.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1
W 57h 書込みコマンド 1

DM アドレス 書込み開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII コー

ドで表す。

4

ワード数 書込みワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n
n はワード数

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ必要。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コー

ドで表す。

2

CR 0Dh 終わり 1
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7.2.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ACK 06h 書き込みを正常終了した。 1
W 57h 書込みレスポンス。

（通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。）

1

CR 0Dh 終わり。 （通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。） 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

エラーコード （638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照）

（通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。）

1

CR 0Dh 終わり。 （通信形式を形式 1 に設定した場合のみ付加。） 1
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7.2.3 書き込みシーケンス

接続機器は MICRO/I や Touch に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次の

コマンドを送信しないよ うにして ください。

7.2.4 書き込み通信例

DM100 に 22136 （5678h）、 DM101 に 4660 （1234h） を書き込む場合 （BCC なし , 基本形式）
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7.3 送信制御

接続機器が MICRO/I や Touch の送信を制御するコマンドです。 送信禁止及び送信許可のコマンドがあ り ます。 送信制

御のコマンドは一般的な X-ON、 OFF と同じです。 そのため DM リ ンク 1:1 通信では、 X-ON、 OFF 制御を行う接続機

器に、 設定なしで対応可能です。

7.3.1 送信禁止コマンド

フォーマッ ト

7.3.2 送信許可コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

DC3 13h 送信禁止 1

● MICRO/I や Touch は DC3 受信後、 最長 15 バイ トのデータを送信し、 送信停止します。

● 送信禁止時、 MICRO/I や Touch は 1023 バイ トの送信データを記憶します。 これを越えるイベン ト出力が

発生した場合は、 データを送出するまで MICRO/I や Touch の動作は停止します。

● 送信禁止コマンドに対するレスポンスはあ り ません。

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

DC1 11h 送信許可 1

● MICRO/I や Touch は DC1 受信後、 送信停止中に発生したイベン ト送信をすべて行います。

● 送信許可コマンドに対するレスポンスはあ り ません。

● MICRO/I や Touch は ENQ （コマンド始ま り ,05h） を受信した場合も送信許可状態になり ます。

● MICRO/I や Touch は ENQ 受信後、 送信停止中に発生したイベン ト送信をすべて行います。

● MICRO/I や Touch は ENQ 受信後、 MICRO/I や Touch の受信バッファの初期化を行います。
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7.3.3 送信制御シーケンス

7.3.4 送信制御通信例

例． 1　DC3 で送信禁止、 DC1 で送信許可の場合

例． 2　DC3 で送信禁止、 ENQ で送信許可の場合
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7.4 クリアコマンド

接続機器が MICRO/I や Touch の受信バッファの初期化を行う場合に使用します。

7.4.1 送信禁止コマンド

フォーマッ ト

MICRO/I や Touch は EOT を確認する と、 EOT 受信前に受信したデータを破棄します。

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

EOT 04h 受信バッファの初期化。 1
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7.5 イベン ト送信

MICRO/I や Touch でデータ メモ リの値が変化した場合イベン ト送信する場合に使用します。

7.5.1 イベン ト送信

フォーマッ ト

イベン ト送信のワード数は最大イベン ト送信ワード数の設定以下の値になり ます。

最大イベン ト送信ワード数が 0 の場合ワード数は 1 とな り ます。

最大イベン ト送信ワード数は 0 ～ 255 の間で設定してください。

7.5.2 イベン トデータ送信シーケンス

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

STX 02h イベン ト送信始ま り 1
E 45h イベン ト送信 1

DM アドレス イベン ト出力送信アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII コー

ドで表す。

4

ワード数 イベン ト送信ワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。 4

ETX 03h “BCC あ り ” に設定した場合のみ付加。

（ただし、 通信形式を形式 2 に設定した場合は付加しない）

イベン ト送信データの末尾。

1

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ必要。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コー

ドで表す。

2

CR 0Dh 終わり 1
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7.5.3 イベン ト送信通信例

例 1． DM512 に 1 を書き込む。 （BCC なし）

例 2． 上の例で、 読み出しコマンド中だった場合 （BCC なし）
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8 DM リンク 1:N 通信フォーマッ ト

DM リ ンク 1:Ｎ 通信で使用する通信フォーマッ トには、 以下のものがあ り ます。

• コマンド （レスポンス）

読み出し

書き込み

ク リ ア

8.1 読み出し

接続機器が MICRO/I や Touch のデータ メモ リの内容を読み出す場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの読み出しが可能です。

8.1.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

R 52h 読み出しコマンド 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII コード

で表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ必要。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コードで

表す。

2

CR 0Dh 終わり 1
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8.1.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

STX 02h レスポンス始ま り 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

R 52h 読み出しレスポンス 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII コード

で表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n
n はワード数

ETX 03h “BCC あ り ” に設定した場合のみ付加。

応答データの末尾。

1

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ付加。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コードで

表す。

2

CR 0Dh 終わり 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

エラーコード （638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照） 1

CR 0Dh 終わり 1
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8.1.3 読み出しシーケンス

接続機器は MICRO/I や Touch に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次の

コマンドを送信しないよ うにして ください。

8.1.4 読み出し通信例
DM リンク局番号 1 から DM200、 DM201 の 2 ワードのデータを読み出す場合 （BCC なし）

DM200 のデータを 4951 （1357h）、 DM201 のデータを 9320 （2468h） とする と、 以下のよ うにな り ます。

DM アドレスは 200 （00C8h） を ASCII コードに変換して表します。
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8.2 書き込み

接続機器が MICRO/I や Touch のデータ メモ リへデータを書き込む場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの書き込みが可能です。

8.2.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

W 57h 書込みコマンド 1

DM アドレス 書込み開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII コードで

表す。

4

ワード数 書込みワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n

n はワード数

BCC “BCC あ り ” に設定した場合のみ必要。

ENQ から BCC 手前までのコードの排他的論理和 （16 進） を ASCII コードで

表す。

2

CR 0Dh 終わり 1
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8.2.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ACK 06h 書き込みを正常終了した。 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

W 57h 書込みレスポンス。 1
CR 0Dh 終わり 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

局番 DM リ ンク局番号を ASCII コードで表す。 2

エラーコード （638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照） 1

CR 0Dh 終わり 1
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8.2.3 書き込みシーケンス

接続機器は MICRO/I や Touch に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次の

コマンドを送信しないよ うにして ください。

8.2.4 書き込み通信例

DM100 に 22136 （5678h）、 DM101 に 4660 （1234h） を書き込む場合 （BCC なし）
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8.3 クリアコマンド

接続機器が MICRO/I や Touch の受信バッファの初期化を行う場合に使用します。

8.3.1 クリアコマンド （EOT）

フォーマッ ト

MICRO/I や Touch は EOT を確認する と、 EOT 受信前に受信したデータを破棄します。

8.4 局番

DM リ ンク 1:N 通信で MICRO/I や Touch がコマンドを受け取るのは、 局番が自局の番号時、 FFh 時、 00h 時の 3 種類の

場合です。

各々についての動作を以下の表に示します。

8.4.1 通信例

例 DM0 に A （16 進） を書き込む場合 （BCC を付加する）

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

EOT 04h 受信バッファの初期化 1

局番 動作

自局の番号 データ メモ リ を読み書きし、 レスポンスを返します。

通常の動作にお使いください。

FF データ メモ リに書き込みを行いますが、 レスポンスを返しません。

接続されているすべての MICRO/I や Touch に対して一度に書き込みを行う場合お使いください。

00 データ メモ リ を読み書きし、 レスポンスを返します。

モニタ時にお使いください。
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9 DM リンク Ethernet (UDP) 通信フォーマッ ト

DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信で使用する通信フォーマッ トには、 以下のものがあ り ます。

• コマンド （レスポンス）

読み出し

書き込み

9.1 読み出し

接続機器が MICRO/I  のデータ メモ リの内容を読み出す場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの読み出しが可能です。

MICRO/I は、 コマンドを送信してきた相手機器 （コマンド送信元 IP アドレス、 ポート番号） に対して応答を返します。

9.1.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側で任意の ID を設定する。 0000h ～ FFFF ｈ の範囲で指定し、

16 進値を ASCII コードで表す。

4

R 52h 読み出しコマンド 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII
コードで表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

CR 0Dh 終わり 1
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9.1.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

接続機器は、 受け取った応答がどのコマンドに対するレスポンスかを判定するために ト ランザクシ ョ ン ID を使

用するこ とができます。

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

STX 02h レスポンス始ま り 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側がコマンド送信時に設定した ト ランザクシ ョ ン ID を格

納する。 16 進値を ASCII コードで表す。

4

R 52h 読み出しレスポンス 1

DM アドレス 読み出し開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを

ASCII コードで表す。

4

ワード数 読み出しワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n
n はワード数

CR 0Dh 終わり 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側がコマンド送信時に設定した ト ランザクシ ョ ン ID を格納す

る。 16 進値を ASCII コードで表す。

4

エラーコード 異常応答の場合に付加される。

（638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照）

1

CR 0Dh 終わり 1
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9.1.3 読み出しシーケンス

接続機器は MICRO/I に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次のコマンド

を送信しないよ うにして ください。

9.1.4 読み出し通信例
DM200、 DM201 の 2 ワードのデータを読み出す場合

DM200 のデータを 4951 （1357h）、 DM201 のデータを 9320 （2468h） 、 ト ランザクシ ョ ン ID を 1234h とする と、 以下

のよ うにな り ます。

DM アドレスは 200 （00C8h） を ASCII コードに変換して表します。
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9.2 書き込み

接続機器が MICRO/I  のデータ メモ リへデータを書き込む場合に使用します。

1 コマンドで最大 255 ワード分のデータの書き込みが可能です。

MICRO/I は、 コマンドを送信してきた相手機器 （コマンド送信元 IP アドレス、 ポート番号） に対して応答を返します。

9.2.1 コマンド

フォーマッ ト

詳細内容

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ENQ 05h コマンド始ま り 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側で任意の ID を設定する。 0000h ～ FFFFｈ の範囲で指定

し、 16 進値を ASCII コードで表す。

4

W 57h 書込みコマンド 1

DM アドレス 書込み開始 DM アドレス。 アドレスを 16 進値にしたものを ASCII
コードで表す。

4

ワード数 書込みワード数。 16 進値を ASCII コードで表す。 2

データ DM アドレスのデータ。 16 進値を ASCII コードで表す。

ワード数分が下位アドレスのデータから順に並ぶ。

4×n
n はワード数

CR 0Dh 終わり 1
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9.2.2 レスポンス

フォーマッ ト
（正常応答）

フォーマッ ト
（異常応答）

接続機器は、 受け取った応答がどのコマンドに対するレスポンスかを判定するために ト ランザクシ ョ ン ID を使

用するこ とができます。

詳細内容

（正常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

ACK 06h 書き込みを正常終了した。 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側がコマンド送信時に設定した ト ランザクシ ョ ン ID を格納す

る。 16 進値を ASCII コードで表す。

4

W 57h 書込みレスポンス。 1
CR 0Dh 終わり 1

詳細内容

（異常応答）

送信コマンド コード 内容 バイ ト数

NAK 15h コマンドが正し く受け取れなかった。 1

ト ランザクシ ョ ン ID 接続機器側がコマンド送信時に設定した ト ランザクシ ョ ン ID を格納す

る。 16 進値を ASCII コードで表す。

4

エラーコード 異常応答の場合に付加される。

（638 ページ 「第 4 章　 11　エラーコード」 を参照）

1

CR 0Dh 終わり 1
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9.2.3 書き込みシーケンス

接続機器は MICRO/I に送信したコマンドのレスポンスを受信するか、 タイムアウ ト となるまでは次のコマンド

を送信しないよ うにして ください。

9.2.4 書き込み通信例

DM100 に 22136 （5678h）、 DM101 に 4660 （1234h） を書き込む場合

ト ランザクシ ョ ン ID を 7890h とすると、 以下のようになります。

DM アドレスは 100 （0064h） を ASCII コードに変換して表します。
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10　BCC 計算
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10 BCC 計算

10.1 BCC の計算例 （DM リンク 1:N 通信の場合）

排他的論理和 （XOR） の真理値表を参考に BCC 計算を行ってください。
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11 エラーコード

• MICRO/I や Touch は、 ENQ （05h） で始ま り CR （0Dh） で終わるコードを受け取り、 その内容が正しいコマンドで

ない場合は異常応答を返します。 DM リ ンク  Ethernet(UDP) の場合は、 ENQ(05h) と CR(0Dh) と ト ランザクシ ョ ン

ID が正しければレスポンスを返します。

• 異常応答のエラーコードは以下のとおりです。

エラーコードは、 DM リ ンク 1:N 通信、 DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信、 もし くは DM リ ンク 1:1 通信で 「形式

1」 が選択されている場合に否定応答に付加するコードです。 DM リ ンク 1:1 通信形式０  では使用しません。

11.1 応答時間

MICRO/I や Touch は接続機器からのコマンドに対して、 （10 ミ リ秒＋送信ウェイ ト ） 以内に応答を返します。 ただし画

面の表示更新によ り遅延が発生する場合があ り ます。

DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信では、 複数の接続機器からコマンドを同時に受信した場合、 受信したコマンドから順番

に応答処理をおこないます。 ただし、 コマンドを連続受信した場合は正常に応答できなくなる可能性があ り ます。

MICRO/I から応答がなかった場合は、 接続機器側は 「2 秒＋送信ウェイ トの時間」 よ り長い時間が経過した後に、 リ ト

ラ イをおこなってください。

エラーコード 種別 エラー内容

‘2’ （32h） BCC エラー BCC が不一致 （“BCC あ り ” に設定の場合）

‘3’ （33h） コマンド ラー コマンド ‘W’、 ‘R’ 以外を受信した

（ク リ アコマンドを除く）

‘4’ （34h） アド レスエラー DM アドレスが正し くない

（DM リ ンク 1:1 通信、 DM リ ンク 1:N 通信では DM0 ～ DM8191 以外の

場合、 DM リ ンク Ethernet (UDP) 通信では DM16 ～ DM8191 以外の場合）

‘5’ （35h） ワード数エラー ワード数が正し くない （1 ～ 255 以外の場合もし くは、 DM アドレス＋

ワード数－ 1 が 8191 を超える場合）

‘6’ （36h） 受信バイ ト数エラー 受信バイ ト数が正し くない （ワード数分のデータがなかった場合など）



639

5

1

1

1

5

第 5 章　 　Modbus



第 5 章

640 接続機器設定マニュアル

1 接続一覧表

ホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバに Modbus RTU Master や Modbus TCP Client を選択した場合、 1:N 通信機能を使用す

るこ とができます。

• 1:N 通信機能 （⇒ 679 ページ 「第 6 章　 1:N 通信」）

1.1 対応プロ ト コル一覧

Modbus TCP Server、 Modbus RTU Slave の詳細は 662 ページ 「第 5 章　 6　Modbus TCP Server/Modbus RTU Slave 機能」

を参照してください。

イーサネッ ト インターフェイスが搭載されていない MICRO/I ではホス ト I/F ド ラ イバと して Modbus TCP Client
または Modbus TCP Server を使用するこ とはできません。

プロ ト コル WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー制御 ホスト I/F ド ライバ
通信ドライバ

HG2G
-5F 形、
HG3G/
4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

Modbus RTU Master RS232C、 RS422/485 （2 線式）、

RS422/485 （4 線式）

ハード ウェア、
なし

Modbus RTU Master ○ ○ ○ ○

Modbus ASCII Master RS232C、 RS422/485 （2 線式）、

RS422/485 （4 線式）

ハード ウェア、
なし

Modbus ASCII Master

Modbus TCP Client Ethernet － Modbus TCP Client

Modbus TCP Server Ethernet － Modbus TCP Server

Modbus RTU Slave RS232C、 RS422/485 （2 線式）、

RS422/485 （4 線式）

ハード ウェア、
なし

Modbus RTU Slave ○ × × ○
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1.2 PLC 対応一覧

イーサネッ ト インターフェイスが搭載されていない MICRO/I ではホス ト I/F ド ラ イバと して Modbus TCP Client
を使用するこ とはできません。

対応システム CPU
ユニッ ト

リンクユニッ ト WindO/I-NV2 での設定名 対応機種

インターフェイス フロー
制御

ホスト I/F
ド ライバ

通信ドライバ

HG2G
-5F 形、

HG3G/4G 形

HG2G-S/
-5S 形

HG1F/
2F/2S/

3F/4F 形

Touch

Schneider Twido

TWD LC*A 10DRF なし RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

ハード
ウェア

Modbus RTU Master
Modbus ASCII Master

○ ○ ○ ○

TWD LC*A 16DRF,
TWD LC*A 24DRF,
TWD LCA* 40DRF

なし RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

TWD NAC 232D RS232C　（結線図 1
（650 ページ参照））

TWD NAC 485D RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

TWD NAC 485T RS422/485 （2 線式）

（結線図 3
（656 ページ参照））

TWD LMDA 20DTK,
TWD LMDA 20DUK,
TWD LMDA 20DRT,
TWD LMDA 40DTK,
TWD LMDA 40DUK

なし RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

TWD NOZ 485D RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

TWD NOZ 232D RS232C　（結線図 1
（650 ページ参照））

TWD NOZ 485T RS422/485 （2 線式）

（結線図 3
（656 ページ参照））

TWD XCP ODM
+TWD NAC 232D

RS232C　（結線図 1
（650 ページ参照））

TWD XCP ODM
+TWD NAC 485D

RS422/485 （2 線式）

（結線図 2
（653 ページ参照））

TWD XCP ODM
+TWD NAC 485T

RS422/485 （2 線式）

（結線図 3
（656 ページ参照））

Schneider Momentum

171CCC96020 （不要）
プロセッサの
Ethernet ポート

Ethernet(*1)

(*1) 弊社では当該機種にて動作確認を行っており ます。

－ Modbus TCP Client ○ ○ ○ ○
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2 システム構成

Schneider 製 PLC と MICRO/I や Touch を接続する場合のシステム構成を示します。

2.1 Modbus RTU Master

2.2 Modbus ASCII Master

2.3 Modbus TCP Client

MICRO/I
Touch

RS232C/RS485

Modbus RTU Slave 対応機器

MICRO/I
Touch

RS232C/RS485

Modbus ASCII Slave 対応機器

MICRO/I
Touch

Ethernet

Modbus TCP Server 対応機器

● MICRO/I や Touch と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。
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2.4 Modbus TCP Server

2.5 Modbus RTU Slave

2.6 Twido

結線図 2 は HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C115］

MICRO/I
Touch

Ethernet

Modbus TCP Client 対応機器

● MICRO/I や Touch と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。

MICRO/I
Touch

RS232C/RS485

Modbus RTU Master 対応機器

CPU モジュールのシリアルポート

MICRO/I
Touch

RS485
結線図 2 （653 ページ参照）

TWD LC*A 10DRF
TWD LC*A 16DRF
TWD LC*A 24DRF
TWD LCA* 40DRF

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK
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コンパク ト コン ト ローラ＋コ ミ ュニケーシ ョ ンアダプタ

RS232C
結線図 1 （650 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LC*A 16DRF
TWD LC*A 24DRF
TWD LCA* 40DRF

TWDNAC232D
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）

RS485
結線図 2 （653 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LC*A 16DRF
TWD LC*A 24DRF
TWD LCA* 40DRF

TWDNAC485D
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）

RS485
結線図 3 （656 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LC*A 16DRF
TWD LC*A 24DRF
TWD LCA* 40DRF

TWDNAC485T
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）
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モジュールコン ト ローラ＋コ ミ ュニケーシ ョ ンモジュール

RS232C
結線図 1 （650 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD NOZ232D

RS485
結線図 2 （653 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD NOZ485D
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RS485
結線図 3 （656 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD NOZ485T

モジュールコン ト ローラ＋ HMI モジュール＋コ ミ ュニケーシ ョ ンアダプタ

RS232C
結線図 1

（650 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD XCP ODM
（HM モジュール）

TWDNAC232D
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）

モジュールコン ト ローラ＋コ ミ ュニケーシ ョ ンモジュール
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モジュールコン ト ローラ＋ HMI モジュール＋コ ミ ュニケーシ ョ ンアダプタ

RS485

結線図 2
（653 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD XCP ODM
（HM モジュール）

TWDNAC485D
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）

RS485

結線図 3
（656 ページ参照）

MICRO/I
Touch

TWD LMDA 20DTK
TWD LMDA 20DUK
TWD LMDA 20DRT
TWD LMDA 40DTK
TWD LMDA 40DUK

TWD XCP ODM
（HM モジュール）

TWDNAC485T
（コ ミ ュニケー

シ ョ ンアダプタ）
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2.7 Momentum （Modbus TCP Client）

2.8 1:N 通信 -TWDLCAA16DRF/TWDLCAA24DRF ＋ TWDNAC485D （通信ボード）

以下の接続で 1:N 通信を使用するこ とができます。

● MICRO/I や Touch と PLC を直結する場合はクロスケーブルを使用してください。

● ハブ （イーサネッ ト スイ ッチ） を使用する場合には、 使用するハブに対応したケーブルを使用してくださ

い。

● 本ド ライバは同一工場内の制御ネッ ト ワークで使用するよ うに設計されています。 遠隔地との通信でのご

使用はお避けください。

TWDLCAA16DRF/TWDLCAA24DRF ＋ TWDNAC485D （通信ボード）

MICRO/I
Touch

RS485
結線図 2 （653 ページ参照）

・ ・ ・

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn

HG2G-S/-5S/-5F
HG3G/4G
HG3F/4F

Touch
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2.9 1:N 通信 -TWDLCAA16DRF/TWDLCAA24DRF ＋ TWDNAC485T （通信ボード）

以下の接続で 1:N 通信を使用するこ とができます。

TWDLCAA16DRF/TWDLCAA24DRF ＋ TWDNAC485T （通信ボード）

MICRO/I
Touch

RS485
結線図 3 （656 ページ参照）

・ ・ ・

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn
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3 結線図

各結線図に記載しているコネクタタイプは、 ケーブル側ではなく本体側ですので、 ご注意ください。

配線については、 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

3.1 結線図 1 ： TWDNAC232D － MICRO/I、 Touch

Mini DIN 8P D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 8P 端子台
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HG1F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-XC183］

HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C125］
結線図 1 と HG9Z-3C125 の結線図は異なり ますが、 どちらの結線でも使用するこ とができます。

HG9Z-3C125 の結線図については 697 ページ 「第 7 章　 1.4　 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C125」 を参照し

てください。

Mini DIN 8P D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ
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Mini DIN 8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.2 結線図 2 ： TWDNAC485D － MICRO/I、 Touch

Mini DIN 8P D サブ 9P コネクタプラグタイプ

Mini DIN 8P 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

Mini DIN 8P D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P 端子台
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HG2F/3F/4F 形用の接続ケーブルをご用意しています。 ［形番 ： HG9Z-3C115］

HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

Mini DIN 8P D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

Mini DIN 8P D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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3.3 結線図 3 ： TWDNAC485T － MICRO/I、 Touch

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタプラグタイプ

ねじ端子台 端子台

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。



657

3　結線図

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

接続機器設定マニュアル

HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。

HG1F 形の端子台には制御線があ り ません。 このため、 ハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定してください。

ねじ端子台 D サブ 9P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 端子台
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。

ねじ端子台 D サブ 25P コネクタソケッ ト タイプ

ねじ端子台 D サブ 37P コネクタプラグタイプ
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4 環境設定

4.1 Twido
Twido と MICRO/I や Touch とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

4.2 Momentum （Modbus TCP Client）
Momentum と MICRO/I や Touch とで通信を行う通信ポートの設定は以下の通りです。

項目 内容

インターフェイス MICRO/I や Touch と同じ設定に

します。

RS232C、 RS485 （2 線式）

スレーブ局番(*1)

(*1)MICRO/I や Touch でのスレーブ局番は 10 進数で設定してください。

01 （01） － F7 （247）

通信速度 （bps） 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400

データビッ ト 7、 8

パリティ 奇数、 偶数、 なし

ス ト ップビッ ト 1、 2

フロー制御 ハードウェア

局番 0 を Broadcast にする 0: 無効、 1: 有効

function16 の代わりに function6 を使う HR への書き込みに function6 を使用する

項目 内容

インターフェイス (*1)

(*1) イーサネッ ト を使用するため、 これらの設定は無視されます。

通信速度 （bps） (*1)

データビッ ト (*1)

パリティ (*1)

ス ト ップビッ ト (*1)

フロー制御 (*1)

ユニッ ト ID(*2)

(*2)MICRO/I や Touch でのユニッ ト ID は 10 進数で設定してください。

MICRO/I や Touch と同じ設定に

します。

01 （01） –F7 （247）

Destination Address(*3)

(*3)Distination Address と Port Number は MICRO/I や Touch のシステムメニューから設定変更するこ とはできません。 必ず WindO/I-NV2
や WindO/I-NV3 で設定してください。

IPv4 形式の IP アドレス

Port Number(*3) 0 ～ 32767(*4)

(*4) ポート番号が 0 に設定されていた場合、 本ド ライバは自動的にポート番号 502 （Modbus/TCP のデフォルトポート番号） を設定しま

す。
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5 使用可能デバイス

5.1 Modbus RTU Master, Modbus ASCII Master, Modbus TCP Client

5.2 Twido （Modbus RTU Master）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

コイル C C 1 － 65536 R/W 10 進

入力リ レー I I 100001 － 165536 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

保持レジスタ HR HR 400001 － 465536 R/W 10 進

入力レジスタ IR IR 300001 － 365536 R 10 進

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

コイル C %M 1 － 256 R/W 10 進

入力リ レー I %M 100001 － 100256 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

保持レジスタ HR %MW 400001 － 401500 R/W 10 進

入力レジスタ IR %MW 300001 － 301500 R 10 進
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5.3 Momentum （Modbus TCP Client）

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

コイル C － 1 － 65536 R/W 10 進

入力リ レー I － 100001 － 165536 R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイスシンボル アドレス範囲 Read/ Write アドレス累進

MICRO/I, Touch PLC

保持レジスタ HR － 400001 － 465536 R/W 10 進

入力レジスタ IR － 300001 － 365536 R 10 進
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6 Modbus TCP Server/Modbus RTU Slave 機能

6.1 Modbus TCP Server、 Modbus RTU Slave 機能の概要

6.1.1 概要

Modbus TCP Server、 Modbus RTU Slave 機能は、 パソコンや PLC など （以下、 接続機器） からイーサネッ トやシ リ アル

ケーブルを経由して MICRO/I や Touch の通信用のデバイスに対して読み出しや書き込みを行う機能です。

デバイスの読み出しおよび書き込みは Modbus TCP プロ ト コル （Modbus TCP Server 機能）、 または Modbus RTU プロ ト

コル （Modbus RTU Slave 機能） を用いて行います。

Modbus TCP Server の場合は MICRO/I や Touch に同時に接続できる接続機器の台数は 4 台までとな り ます。

6.1.2 通信の動作について

接続機器は、 MICRO/I や Touch の通信用のデバイスの値を読み書きできます。 また、 MICRO/I や Touch からも通信用

のデバイスの値を読み書きできます。

6.1.3 接続機器からの読み出しと書き込み

接続機器は、 任意のタイ ミ ングで通信用のデバイスの値を読み書きできます。

Modbus 通信は一般に公開されている通信方式です。

詳しい情報は http://www.modbus.org/ などをご覧ください。



663

6　Modbus TCP Server/Modbus RTU Slave 機能

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

接続機器設定マニュアル

6.2 Modbus TCP Server 機能のシステム構成

6.2.1 システム構成

システム構成は以下のよ うにな り ます。

6.2.2 配線

配線は市販の 10BASE － T に対応したケーブルを用いて行ってください。

ハブを用いる場合はス ト レート結線のケーブルを、 MICRO/I や Touch と接続機器を直接接続する場合はクロス結線の

ケーブルをお使いください。

● 1 台の MICRO/I や Touch と同時に通信できる接続機器の数は最大 4 台です。

● MICRO/I や Touch と接続機器は HUB を経由せず 1:1 で接続するこ と もできます。 その場合、 ケーブルはク

ロスケーブルをお使いください。

 

Ethernet 
10BASE-T

HUB
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6.3 Modbus RTU Slave 機能のシステム構成

6.3.1 システム構成

システム構成は以下のよ うにな り ます。

6.3.2 配線

接続機器に合わせて配線を行って下さい。

6.4 デバイス

Modbus TCP Server 機能、 Modbus RTU Slave 機能で用いるデバイスは以下のとおりです。

全てのデバイスは用途を特定しない汎用のデバイスです。

ビッ トデバイス

デバイス名 デバイス
シンボル

アドレス範囲 MICRO/I や
Touch からの
Read/ Write

接続機器から
の Read/
Write

アドレス
累進

HG2G-S/-5S/-5F 形、
HG3G/4G 形、 Touch

HG1F/2F/2S/3F/4F 形

コイル C 1 ～ 4096 1 ～ 65536 R/W R/W 10 進

入力リ レー I 100001 ～ 104096 100001 ～ 165536 R/W R 10 進

ワードデバイス

デバイス名 デバイス
シンボル

アドレス範囲 MICRO/I や
Touch からの
Read/Write

接続機器から
の Read/
Write

アドレス
累進

HG2G-S/-5S/-5F 形、
HG3G/4G 形、 Touch

HG1F/2F/2S/3F/4F 形

保持レジスタ HR 400001 ～ 404096 400001 ～ 465536 R/W R/W 10 進

入力レジスタ IR 300001 ～ 304096 300001 ～ 365536 R/W R 10 進

RS232C/RS485/RS422
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6.5 設定

6.5.1 Modbus TCP Server 機能の設定

Modbus TCP Server 通信の設定は、 WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 の ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク

ト］ のダイアログボッ クスにて行います。 有効な設定は次表のとおりです。 使用する接続機器に合わせて設定してくだ

さい。

6.5.2 Modbus RTU Slave 機能の設定

Modbus RTU Slave 通信の設定は、 WindO/I-NV2 や WindO/I-NV3 の ［システム］ － ［システム設定］ － ［プロジェク ト］

のダイアログボッ クスにて行います。 有効な設定は次表のとおりです。 使用する接続機器に合わせて設定してくださ

い。

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］

または ［通信ド ライバ］

メーカー名 「Modicon」 を選択してください。

ホス ト I/F ド ラ イバ

通信ド ライバ

「Modbus TCP Server」 を選択してください。

設定ク ライアン ト以外

のアクセスを拒否

設定した接続機器 （ク ライアン ト ） 以外からのアクセスを拒否す

る場合はチェッ クボッ クスをオンにしてください。

［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

プロ ト コル O/I リ ンクを使用する場合は 「使用する」 を選択してください。

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F 拡張設定］

タイムアウ ト時間 接続機器からのリ クエス トが来なかった場合、 タイムアウ トする

時間を秒単位で設定してください。

ポート番号 通信で用いるポート番号を設定してください。

処理間隔 MICRO/I や Touch が通信の処理を行う間隔を ミ リ秒単位で設定し

てください。 通信量が多いため、 MICRO/I や Touch の他の動作が

遅く感じられる場合はこの値を大き くするよ うに調節する と、

MICRO/I や Touch が通信以外の処理をする時間が増え、 動作が速

く感じられるよ うになるこ とがあ り ます。

ク ライアン ト アドレス

1 ～ 4
「設定ク ライアン ト以外のアクセスを拒否」 に設定した場合、 ア

クセスを許可する接続機器 （ク ライアン ト ） の IP アドレスを設

定してください。

アクセスを許可する接続機器の数が 4 未満の場合は、 他の設定欄

は 0.0.0.0 と して ください。

［ダイアログボックス名］
－ ［タブ名］

設定名 内容

［プロジェク ト設定］ －

［ホス ト I/F ド ライバ］ ま

たは ［通信ド ライバ］

メーカー名 「Modicon」 を選択してください。

ホス ト I/F ド ラ イバ

通信ド ライバ

「Modbus RTU Slave」 を選択してください。

スレーブアドレス MICRO/I や Touch のスレーブアドレスを設定して下さい。

［プロジェク ト設定］ －

［通信インターフェイス］

プロ ト コル O/I リ ンクを使用する場合は 「使用する」 を選択してくださ

い。
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6.6 Modbus TCP Server 機能の通信フォーマッ ト

本章では Modbus TCP 通信で用いる通信フォーマッ トについて説明します。

Modbus TCP 通信では OPEN Modbus TCP SPECIFICATION Release1.0 の Class 0 と 1 のファンクシ ョ ンをサポート してい

ます。 通信方式の詳細については本マニュアルと合わせて OPEN Modbus TCP SPECIFICATION Release1.0 もご覧くださ

い。

6.6.1 通信の準備

Modbus TCP Server は TCP 方式で通信を行います。 デバイスの読出、 書込の通信を行う前に、 MICRO/I や Touch の設定

されたポートに対して TCP にてコネクシ ョ ンを確立してください。

6.6.2 基本フォーマッ ト

通信の基本フォーマッ トは以下のとおりです。 これは、 リ クエス ト、 レスポンス と もに同じです。

データは byte 列と して扱います。

内容

byte 0 ト ランザクシ ョ ン ID(*1) サーバから同じ値が返されます。 通常は 0。

(*1) リ クエス トに含まれる内容がサーバからそのまま返されます。 ク ライアン ト （接続機器） ではリ クエス ト ごとに ト ランザクシ ョ ン
ID を変えて送信し、 レスポンスの ト ランザクシ ョ ン ID を確認するこ とで、 どのリ クエス トに対するレスポンスが返ってきたか確

認するこ とができます。 特に確認を行わない場合は 0 を入れます。

byte 1 ト ランザクシ ョ ン ID(*1) サーバから同じ値が返されます。 通常は 0。
byte 2 プロ ト コル ID(*2) 必ず 0。

(*2)Modbus TCP プロ ト コルを示す番号で、 0 とな り ます。

byte 3 プロ ト コル ID(*2) 必ず 0。
byte 4 メ ッセージ長さ (*3) （上位バイ ト ） 必ず 0。 （メ ッセージは 256byte 以下のため）

(*3) 以下に続く メ ッセージの長さを byte 単位で表します。

byte 5 メ ッセージ長さ (*3) （下位バイ ト ）。 これ以降のメ ッセージの長さ。

byte 6 ユニッ ト ID(*4)。

(*4) 機器を識別するための ID です。 MICRO/I や Touch ではこの ID は使用せず、 レスポンスにはリ クエス トで使われたユニッ ト ID を

そのまま返します。

byte 7 ファンクシ ョ ンコード (*5)。

(*5) 読出、 書込などの機能の番号です。

byte 8 ～ データ (*6)。

(*6) 各処理に必要なデータです。
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6.7 Modbus RTU Slave 機能の通信フォーマッ ト

本章では Modbus RTU 通信で用いる通信フォーマッ トについて説明します。

Modbus RTU 通信では MODBUS APPLICATION PROTOCOL SPECIFICATION V1.1b3 のファンクシ ョ ンをサポート して

います。 通信方式の詳細については本マニュアルと合わせて MODBUS over Serial Line Specification and Implementation 
Guide V1.02 もご覧ください。

6.7.1 基本フォーマッ ト

通信の基本フォーマッ トは以下のとおりです。 これは、 リ クエス ト、 レスポンス と もに同じです。

データは byte 列と して扱います。

内容

"Idle" 3.5 文字(*1)

(*1)“Idle” とは、 通信回線上にデータが流れていない状態のこ とです。

Modbus RTU 通信では、 フレーム先頭を認識するために、 フレーム間に 3.5 文字以上の “Idle” が必要です。

byte 0 スレーブアドレス 　MICRO/I や Touch のスレーブアドレスを指定します。

byte 1 ファンクシ ョ ンコード (*2)

(*2) 読出、 書込などの機能の番号です。

byte2 ～ データ (*3)

(*3) 各処理に必要なデータです。

byte n - 1 CRC(*4)

(*4)CRC の計算方法は以下の通りです。

CRC の計算方法

Modbus RTU 通信で使用される CRC は、 以下の方法で計算します。

スレーブ番号から CRC 格納位置の手前までの CRC-16 （周期冗長検査） を計算し、 求めた 16 ビッ トデータを下位－上位の順に格

納します。

CRC の計算方法 （生成多項式 ： x16+x15+x2+1）
① 1 つ目のデータ と FFFFｈ  との排他的論理和 （XOR） を計算します。

②結果を右へ 1 ビッ ト シフ ト します。

③シフ ト結果でキャ リーが出たら、 ②の結果と固定値 （A001h） で XOR 演算をします。

④ 8 回シフ トするまで② , ③を繰り返します。

⑤次のデータ と上記結果の XOR 演算をします。

⑥最後のデータまで②から⑤を繰り返します。
⑦結果を CRC 格納位置に下位－上位の順で格納します。

byte n
"Idle" 3.5 文字
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6.8 Modbus TCP/Modbus RTU 共通プロ ト コルフォーマッ ト

6.8.1 リファレンス番号

Modbus TCP ではデバイスアドレスを指定するのにリ ファレンス番号を使います。

リ ファレンス番号は各デバイスアドレスの 1 ～ 5 桁目の値から 1 減じ、 16 進数で表したものです。

各デバイスのアドレス と リ ファレンス番号の対応は次の表のよ うにな り ます。

6.8.2 ファンクシ ョ ン

MICRO/I や Touch では以下のファンクシ ョ ンに対応しています。

アドレス リファレンス
番号

アドレス リファレンス
番号

アドレス リファレンス
番号

アドレス リファレンス
番号

C 1 0000 I 100001 0000 HR 400001 0000 IR 300001 0000
C 2 0001 I 100002 0001 HR 400002 0001 IR 300002 0001

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

C 65535 FFFE I 165535 FFFE HR 465535 FFFE IR 365535 FFFE
C 65536 FFFF I 165536 FFFF HR 465536 FFFF IR 365536 FFFF

ファンクシ ョ ン番号 ファンクシ ョ ン名称 説明

3 Read multiple registers 保持レジスタ （HR） の連続読出

16 （10Hex） Write multiple registers 保持レジスタ （HR） の連続書込

1 Read coils コイル （C） の連続読出

2 Read input discretes 入力リ レー （I） の連続読出

4 Read input registers 入力レジスタ （IR） の連続読出

5 Write coil コイル （C） の単発書込

6 Write single register 保持レジスタ （HR） の単発書込

7 Read exception status 例外ステータス （HR400001 の bit0 ～ 7） の読出(*1)

(*1)Modbus RTU Slave 機能では対応していません。
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各ファンクシ ョ ンの詳細を以下に示します。

各ファンクシ ョ ンに記載の通信例はファンクシ ョ ンコード以降についてのみとな り ます。 実際の通信時には基本フォー

マッ トに従い Modbus TCP の場合であれば byte0 ～ byte6 を、 Modbus RTU の場合であればスレーブアドレス と CRC を

付加してください。

1. FC3 Read multiple registers 保持レジスタ （HR） の連続読出

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =03

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 読出ワード数 （1 ～ 125 ワード）

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =03
byte 8 byte 2 レスポンスのバイ ト数 （読出ワード数 ×2）

byte 9 ～ byte 3 ～ 読出データ

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =83 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

HR400001 の読出。 1 ワード。 読出値は 1234 （HEX）。

03 00 00 00 01 =>03 02 12 34
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2. FC16 Write multiple registers 保持レジスタ （HR） の連続書込

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =10 （HEX）

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 書込ワード数 （1 ～ 100 ワード）

byte 12 byte 6 書込バイ ト数 （2× 書込ワード数）

byte 13 ～ byte 7 ～ 書込データ

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =10 （HEX）

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 ～ byte 4 ～ 書込ワード数

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =90 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

HR400001 へ書込。 1 ワード。 書込値は 1234 （HEX）。

10 00 00 00 01 02 12 34 => 10 00 00 00 01
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3. FC1 Read coils コイル （C） の連続読出

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =01

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 読出ビッ ト数 （1 ～ 2000 ビッ ト ）

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =01
byte 8 byte 2 レスポンスのバイ ト数 （（読出ビッ ト数＋ 7） ÷8）

byte 9 ～ byte 3 ～ 読出データ

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =81 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

C1 の読出。 1 ビッ ト 。 読出値は 1。
01 00 00 00 01 => 01 01 01
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（読出値のデータ並びについて）

複数のデータを読み出した場合、 読出データは 8 ビッ ト （1 バイ ト ） 単位で低いアドレスから順に並びます。 1 バイ

ト内では、 低いアドレスのデータが低いビッ トに入り ます。 また、 読み出しを行っていないビッ トのデータは 0 とな

り ます。

例えば、 次の表のよ うなに 11 ビッ トのデータの場合、 読み出し値は 21 03 とな り ます。

アドレス データ 備考

C 1 1 1 バイ ト目データ

ビッ トパターン 00100001=21 （HEX）C 2 0
C 3 0
C 4 0
C 5 0
C 6 1
C 7 0
C 8 0
C 9 1 2 バイ ト目データ

ビッ トパターン 00000011=03 （HEX）C 10 1
C 11 0
C 12 0
C 13 0
C 14 0
C 15 0
C 16 0
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4. FC2 Read input discretes 入力リレー （I） の連続読出

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =02

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 読出ビッ ト数 （1 ～ 2000 ビッ ト ）

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =02
byte 8 byte 2 レスポンスのバイ ト数 （（読出ビッ ト数＋ 7） ÷8）

byte 9 ～ byte 3 ～ 読出データ

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =82 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

I100001 の読出。 1 ビッ ト 。 読出値は 1。
02 00 00 00 01 => 02 01 01
読出値のデータ並びは FC1 Read Coils と同様です。
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5. FC4 Read input registers 入力レジスタ （IR） の連続読出

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =04

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 読出ワード数 （1 ～ 125 ワード）

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =04
byte 8 byte 2 レスポンスのバイ ト数 （読出ワード数 ×2）

byte 9 ～ byte 3 ～ 読出データ

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =84 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

IR300001 の読出。 1 ワード。 読出値は 1234 （HEX）。

04 00 00 00 01 => 04 02 12 34
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6. FC5 Write coil コイル （C） の単発書込

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =05

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 byte 4 書込値 （書込値が 1 の場合 FF、 書込値が 0 の場合 00）
byte 11 byte 5 固定値 00

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =05

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 byte 4 書込値 （書込値が 1 の場合 FF、 書込値が 0 の場合 00）
byte 11 byte 5 固定値 00

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =85 （（HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

C1 の書込。 1 ビッ ト 。 書込値は 1。
05 00 00 FF 00 => 05 00 00 FF 00
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7. FC6 Write single register 保持レジスタ （HR） の単発書込

（リクエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =06 （HEX）

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 書込データ

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =06 （HEX）

byte 8 － 9 byte 2 － 3 リ ファレンス番号

byte 10 － 11 byte 4 － 5 書込データ

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =86 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

HR400001 へ書込。 書込値は 1234 （HEX）。

06 00 00 12 34 => 06 00 00 12 34
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8. FC7 Read exception status 例外ステータス （HR400001 の bit0 ～ 7） の読出

6.8.3 例外コード

異常レスポンス時に送られる例外コードの内容を次表に示します。

（リ クエスト）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =07 （HEX）

（正常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =07 （HEX）

byte 8 byte 2 例外ステータス値

（異常レスポンス）

Modbus TCP Modbus RTU 説明

byte 7 byte 1 FC （ファンクシ ョ ンコード） =87 （HEX）

byte 8 byte 2 例外コード 01 も し くは 02

（通信例）

例外ステータスの読出。 読出値は 34 （HEX）

07 => 07 34

例外ステータス読出は、 特別なステータス情報をもつ機器から Modbus プロ ト コルでその情報を読み出すための機能

です。 MICRO/I や Touch では、 特別なレジスタはあ り ませんので、 HR400001 のビッ ト 0 ～ 7 が読み出すよ うになっ

ています。

このファンクシ ョ ンコードは Modbus RTU Slave 機能では対応していません。

例外コード 名称 説明

01 ILLEGAL FANCTION Modbus プロ ト コルで定義されていないファンクシ ョ ン

コード、 も し くは MICRO/I や Touch で対応していない

ファンクシ ョ ンコードが指定されたこ とを示します。

02 ILLEGAL DATA ADDRESS データに含まれるアドレス情報が正し くあ り ません。 例

えば、 読出開始のリ ラフェンス番号から読出ワード数を

読み出した場合、 デバイスの最大アドレスを超えてしま

う場合は、 この例外コード とな り ます。

03 ILLEGAL DATA VALUE データの値が正し くあ り ません。 データの個数が正し く

ない場合も このエラーとな り ます。
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1 1:N 通信について

1.1 概要

1 台の MICRO/I や Touch に対して複数の外部機器を接続し、 上位リ ンク通信をするこ とが可能です。

RS485/Ethernet

Touch
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2 1:N 通信対応ドライバ

1:N 通信が可能なホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバを以下に示します。

Touch は、 Allen-Bradley、 Emerson のド ライバには対応していません。

対応ドライバ一覧

メーカー ホスト I/F ド ライバまたは通信ドライバ

IDEC OpenNet,MICROsmart,SmartAXIS Pro/Lite(RS232C/485)
OpenNet,MICROsmart,SmartAXIS Pro/Lite(Ethernet)

三菱電機㈱ MELSEC-FX(LINK)

MELSEC-Q/QnA(Ethernet）、 MELSEC-FX3U(Ethernet)

オムロン㈱ SYSMAC-CS1/CJ シ リーズ (Ethernet)
Allen-Bradley Ethernet/IP、 Logix DF1(Full Duplex)、 Ethernet/IP(Logix Native Tag)
光洋電子 KOSTAC-SU,SZ、 DirectLOGIC(Ethernet)
Modicon Modbus RTU Master、 Modbus ASCII Master

Modbus TCP Client

キーエンス KV(Ethernet)

㈱安川電機  MP2000(Ethernet)

横河電機㈱  FA-M3(Ethernet)

富士電機  MICREX-SX(Ethernet)

Emerson  ROC Protocol
SIEMENS S7-1200(Ethernet)

日立産機システム 　 EH(Ethernet)
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3 1:N 通信の設定

3.1 初期設定

プロジェク ト作成時、 もし くはホス ト I/F 変換時に 「接続形式」 を 「1:N 通信」 に設定してください。

「接続形式」 は 1:N 通信対応ド ライバのみ変更可能です。

3.2 接続機器のデバイス設定

3.2.1 共通

1:N 通信に設定した場合、 接続機器のデバイス設定は以下のよ うに行います。

［局番］ ［区切り文字］ ［デバイスシンボル］ ［スペース］ ［デバイスアドレス］ ［区切り文字］ はコロン “ ： ” です。

例） 1:D 1000

3.2.2 イーサネッ ト通信対応ドライバ

イーサネッ ト を使用して通信を行うホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバでは、 局番に対応した PLC の IP アドレス、

ポート番号等の設定を行う必要があ り ます。

［システム設定］ － ［プロジェク ト設定］ － ［ホス ト I/F ネッ トワーク］ を選択し、 接続先 PLC の情報を設定してくだ

さい。
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3.2.3 通信エラー発生時の設定

ホス ト通信エラーや通信エラー発生時の動作設定を行います。

この設定は、 機種で HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形または Touch を選択し、 かつホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバ

の接続形式が 1:N 通信の場合に、 ［プロジェク ト設定］ ダイアログボッ クスの ［ホス ト I/F ド ライバ］ や ［通信ド ライ

バ］ タブに表示されます。

項目 内容

通信エラーを無視して運

転を続ける

通信エラーが発生した場合、 MICRO/I や Touch の運転を停止するかど うかを指定します。

エラーメ ッセージを表

示する

通信エラー発生時に運転を続けた場合、 エラーメ ッセージ （ホス ト通信エラーや通信エ

ラー） を表示するかど うかを指定します。 また、 「通信エラーを無視して運転を続ける」

が有効になっている場合、 エラーメ ッセージに 「Ack （確認）」 ボタンが表示されます。

無効になっている場合、 エラーメ ッセージに確認ボタンは表示されません。

自動的にリ ト ラ イを行

う

通信エラー発生時に運転を続けた場合、 MICRO/I や Touch から通信エラーが起きた局番

へ自動的にリ ト ラ イを行うかど うかを指定します。 手動でリ ト ラ イする場合は、 後述の

「すべての局番のエラー情報を一括して監視する」 で設定したデバイスアドレスの 1 ビッ

ト目 （初期化） に 1 を書き込むか、 該当局番に割り当てられた 「各局番のエラー情報を

個別に監視する」 で設定したデバイスアドレスの 0 ビッ ト目 （接続設定） に 1 を書き込

んでください。

リ ト ラ イを行っている間は、 他の通信がすべて停止します。

すべての局番のエラー

情報を一括して監視す

る

すべての局番の通信エラー情報を格納するデバイスを指定します。 表示器内部レジスタ

または HMI レジスタのみが設定可能です。

エラー情報と して格納される内容は以下の通りです。 （詳細は  通信エラー情報を参照し

てください。）

・ 初期化

・ エラー発生状況

・ 読み出しエラー履歴

・ 書き込みエラー履歴

各局番のエラー情報を

個別に監視する

各局番の通信エラー情報を格納するデバイスを指定します。 表示器内部レジスタまたは

HMI レジスタのみが設定可能です。 このエラー情報では、 最大 256 個のデバイスを占有

しますので、 ご使用の際にはアドレスの重複などにご注意下さい。

エラー情報と して格納される内容は以下の通りです。 （詳細は  局番ごとの通信エラー情

報を参照してください。）

・ 接続設定

・ エラー発生状況

・ 読み出しエラー履歴

・ 書き込みエラー履歴
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通信エラー情報

通信エラーの発生状況と履歴を参照するこ とができます。 また、 各局番の接続状況を初期化するこ と もできます。

・ 1 ビッ ト目 ：初期化

1 を書き込むと、 エラー情報に関する値および 局番ごとの通信エラー情報をすべて初期化します。 1 を書き

込んだ後、 値が 0 になれば初期化が完了したこ とを示します。

「自動的にリ ト ラ イを行う 」 を無効にしている場合、 通信エラーが発生した局番に対しては通信を行いませ

んが、 このビッ ト を使用して初期化する と、 すべての局番に対して通信を再開します。

・ 4 ビッ ト目 ： エラー発生状況

いずれかの局番で通信エラーが発生している場合、 1 とな り ます。

通信エラーから復帰する と自動的に 0 になり ます。 なお、 「自動的にリ ト ラ イを行う 」 を無効にしている場

合は、 常に 0 とな り ます。 「局番ごとの通信エラー情報」 の 0 ビッ ト目 （接続設定） が０ となっている場合、

その局番のエラー発生状況はこのビッ トに反映されませんのでご注意下さい。

・ 6 ビッ ト目 ：読み出しエラー履歴

MICRO/I や Touch で使用しているデバイスのいずれかで読み出しエラーが発生する と 1 が書き込まれます。

読み出しエラーから復帰しても 0 にはなり ません。 0 にするには 1 ビッ ト目 （初期化） に 1 を書き込んでく

ださい。

・ 6 ビッ ト目 ： 7 ビッ ト目 ：書き込みエラー履歴

MICRO/I や Touch で使用しているデバイスのいずれかで書き込みエラーが発生する と 1 が書き込まれます。

書き込みエラーから復帰しても 0 にはなり ません。 0 にするには 1 ビッ ト目 （初期化） に 1 を書き込んでく

ださい。
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局番ごとの通信エラー情報

「通信エラー情報」 はすべての通信エラー情報が格納されますが、 各局番のエラー情報を参照する場合、 こちらの

設定を使用してください。 「局番ごとの通信エラー情報」 は設定したデバイスを先頭に、 ホス ト I/F ド ラ イバや通

信ド ライバごとに決められたワード数のデバイスを占有します。

・ 0 ビッ ト目 ：接続設定

該当局番との通信をするかしないかを指示します。

1 の場合は通信します。 0 の場合は通信しません。

電源投入時、 このビッ トの初期値は 1 とな り ます。

「自動的にリ ト ラ イを行う 」 が有効の場合、 このビッ トは常に 1 とな り ます。

「自動的にリ ト ラ イを行う 」 が無効の場合、 通信エラーが発生する と 0 が書き込まれます。

・ 4 ビッ ト目 ： エラー発生状況

該当局番のいずれかで通信エラーが発生している間は 1 とな り ます。

通信エラーから復帰する と自動的に 0 とな り ます。

・ 6 ビッ ト目 ：読み出しエラー履歴

該当局番のいずれかで読み出しエラーが発生する と 1 が書き込まれます。

読み出しエラーから復帰しても 0 にはなり ません。 0 にするには通信エラー情報の 1 ビッ ト目 （初期化）

に 1 を書き込んでください。

・ 7 ビッ ト目 ：書き込みエラー履歴

該当局番のいずれかで書き込みエラーが発生する と 1 が書き込まれます。

書き込みエラーから復帰しても 0 にはなり ません。 0 にするには通信エラー情報の 1 ビッ ト目 （初期化）

に 1 を書き込んでください。
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3.3 結線図

MICRO/I や Touch との結線図は各 PLC マニュアルを参照してください。 PLC を複数接続する場合の結線は以下を参考

にしてください。

3.3.1 RS422/485 （2 線式） の場合

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形では RS422/485 （2 線式） での通信を、 RDA および RDB のみを用いておこない

ますので SDA と  SDB を接続する必要はあ り ません。

ただし、 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の COM1 と接続機器を接続する場合、 接続機器側の終端抵抗を OFF に

設定してください。

終端抵抗の設定が変更できない場合は HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形の端子台を使用してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。
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3.3.2 RS422/485 （4 線式） の場合

● HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場

合は終端抵抗切替スイ ッチにて設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線

する際の注意点」 を参照してください。

● Touch には、 TERM に対応するピン番号は存在しません。 必要に応じて、 8 番端子 (RDA) と 9 番端子 (RDB) 
の間に適切な値の終端抵抗を挿入してください。
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HG1F 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は終端抵抗切替スイ ッチにて

設定してください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してくださ

い。
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HG2S 形には TERM に対応するピン番号は存在しません。 終端抵抗を挿入する場合は通信用スイ ッチにて設定し

てください。 スイ ッチの設定については 3 ページ 「第 1 章　 2　配線する際の注意点」 を参照してください。
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4 1:N 通信の動作

4.1 1:N 通信の動作について

ホス ト I/F ド ラ イバや通信ド ライバの選択 / 変更ダイアログボッ クスの 「接続形式」 で “1:N 通信 ” を指定する と、

MICRO/I や Touch　 1 台に対して複数台の接続機器 （PLC など） を接続するこ とができます。 こ こでは、 1:N 通信でホ

ス ト通信エラーや通信エラーが発生した時の動作について説明します。 なお、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形ではホス ト通信エ

ラーが発生した時点で、 MICRO/I の運転を停止します。 HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch ではホス ト通信エ

ラーや通信エラーが発生した時の動作を設定できます。 設定内容に関しては、 683 ページ 「第 6 章　 3.2.3　通信エラー

発生時の設定」 を参照してください。

4.1.1 「通信エラーを無視して運転を続ける」 が無効になっている場合

「通信エラーを無視して運転を続ける」 が無効になっている場合、 接続対象となる接続機器への接続に失敗した時点で、

エラーメ ッセージ （ホス ト通信エラーや通信エラー） と接続に失敗した接続機器の局番を表示し、 MICRO/I や Touch は

運転を停止します。

4.1.2 「通信エラーを無視して運転を続ける」 が有効になっている場合

「通信エラーを無視して運転を続ける」 が有効になっている場合、 接続機器への接続に失敗しても、 MICRO/I や Touch
は運転を停止しません。 通信エラーに関する情報は、 「すべての局番のエラー情報を一括して監視する」 と 「各局番の

エラー情報を個別に監視する」 で設定したデバイスに格納されます。

通信エラーが発生した状態での接続機器のデバイスからの読み出し

通信エラーが発生した接続機器のデバイス値は、 表示中の画面が切り替わるまで最後に読み出した値を保持しま

す。 画面が切り替わる と、 通信エラーが発生した接続機器のデバイス値はすべて ０ とな り ます。

通信エラーが発生した状態での接続機器のデバイスへの書き込み

通信エラー発生中に接続機器のデバイスへの書き込みが発生した場合、 MICRO/I や Touch 上に表示されている値

は変更されますが、 接続機器のデバイスには書き込まれません。 MICRO/I や Touch 上に表示されている値は画面

が切り替わるまで保持されますが、 画面が切り替わる と ０に初期化されます。 また、 通信エラー発生中に

MICRO/I や Touch 上で書き込んだ値は、 通信エラーから復帰しても接続機器のデバイスには書き込まれません。

設定項目 接続機器との接続に失敗した時の動作

なし エラーメ ッセージ （ホス ト通信エラーや通信エラー） を表示し運転を停止します。

なお、 エラーメ ッセージには 「Ack （確認）」 ボタンは表示されず、 PLC との接続が回復

するまでエラーメ ッセージは表示されます。
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「通信エラーを無視して運転を続ける」 を使用する場合のオプシ ョ ン

「通信エラーを無視して運転を続ける」 を有効にした場合、 いくつかのオプシ ョ ンが選択可能になり ます。 以下に

それぞれのオプシ ョ ンの動作を示します。

設定項目 接続機器との接続に失敗した時の動作

エラーメ ッセージを表示

する

有効 エラーメ ッセージ （ホス ト通信エラーや通信エラー） を表示しますが、 運転

は継続します。

なお、 接続機器との接続が回復しても自動的にエラーメ ッセージを閉じるこ

とはあ り ません。 エラーメ ッセージを閉じるには、 エラーメ ッセージに表示

される 「Ack （確認）」 ボタンを押してください。 エラーメ ッセージには

「Ack （確認）」 ボタンが表示され、 このボタンを押す事によってエラーメ ッ

セージを閉じるこ とができます。

無効 エラーメ ッセージ （ホス ト通信エラーや通信エラー） を表示せず、 運転を継

続します。

自動的にリ ト ラ イを行う 有効 通信エラーが発生した場合、 MICRO/I や Touch が自動的にリ ト ラ イを行いま

す。

無効 通信エラーが発生した場合、 MICRO/I や Touch はリ ト ラ イを行いません。

この時、 「各局番のエラー情報を個別に監視する」 で設定したデバイスの 0
ビッ ト目 （接続設定） は自動的に 0 とな り ます。
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5 制限事項

1:N 通信を行う場合以下の制限事項にご注意ください。

• 最大接続台数

（PLC に依存します。 詳細は PLC ごとのマニュアルを参照してください。）

• 最大同時読出しデバイス数

O/I リ ンクを含む同時に読出しを行う こ とができるデバイスの最大数は 8192 個です。 これを超えて読出しをする

こ とはできません。

• シ ミ ュレーシ ョ ンモード時の注意

HG1F/2F/2S/3F/4F 形の 1:1 通信設定時は、 画面切り替え後も接続機器のデバイスの値を保持しますが、 1:N 通信

設定時あるいは HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch では接続機器のデバイスの値は保持しません。

通信インターフェイスが RS485 の場合 ： 31 台

通信インターフェイスが Ethernet の場合

 HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形 ： 32 台

HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形、 Touch ： 16 台
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1 通信用ケーブル

1.1 メンテナンスケーブル　形番 ： HG9Z-XCM22
HG2G-S/-5S 形、 HG1F/2F/2S/3F/4F 形の SIO2 とパソコンを接続するケーブルです。 DOS/V 系のパソコンに適合します。

1.2 PLC 接続ケーブル　形番 ： FC4A-KC2C
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と IDEC ・ MICROSmart を直結するケーブルです。
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1.3 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C115
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と Schneider ・ Twido CPU モジュールのシ リ アルポート を接続するケーブルです。

1.4 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C125
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と IDEC ・ オープンネッ ト コン ト ローラ、 MICROSmart の接続用ケーブルです。
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1.5 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C135
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 25P、 三菱電機， オムロン等のリ ンクユニッ ト用） の接続用ケーブル

です。

1.6 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C145
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 9P、 三菱電機等のリ ンクユニッ ト用） の接続用ケーブルです。
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1.7 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C155
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 9P、 オムロン CPU ユニッ ト上の RS232CI/F 用） の接続用ケーブルで

す。

1.8 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-3C165
HG2F/3F/4F 形の SIO1 と三菱電機、 A 及び FX シ リーズのプログラ ミ ングポートの接続用ケーブルです。



第 7 章

700 接続機器設定マニュアル

1.9 プリンタ接続 / ユーザー通信 /PLC 接続用ケーブル　形番 ： FC2A-KP1C

HG2F/2S/3F/4F 形とプリ ンタを接続する場合は、 以下の配線を行ってください。

尚、 詳細はプリ ンタの取扱説明書を参照してください。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と PLC を接続する場合は、 706 ページ 「第 7 章　 1.19　 PLC 接続ケーブル　形番 ：

HG9Z-XC275」 を参照してください。

使用しないケーブルは必ず端末処理を行って、 他のケーブルや金属部分と電気的に接触しないよ うにして くださ

い。
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1.10 PLC 接続ケーブル　形番 ： FC4A-KC1C
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と IDEC ・ MICROSmart のプログラ ミ ングポート を接続するケーブルです。

1.11 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC145
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 25P、 三菱電機計算機リ ンクユニッ ト用） の接続用ケー

ブルです。



第 7 章

702 接続機器設定マニュアル

1.12 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC155
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 25P、 オムロン上位リ ンクユニッ ト用） の接続用ケーブ

ルです。

1.13 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC183
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と IDEC ・ オープンネッ ト コン ト ローラ、 または MICROSmart のポート 2 を接続す

るケーブルです。
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1.14 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC203
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 9P、 三菱電機計算機リ ンクユニッ ト用） の接続用ケーブ

ルです。

1.15 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC213
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と PLC （RS232C、 D サブ 9P、 C20H ・ 28H ・ 40H を除くオムロン CPU ユニッ ト上

の RS232CI/F 用） の接続用ケーブルです。
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1.16 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC245
HG1F 形 （RS422/485 タイプ） の SIO1 と三菱電機 FX シ リーズの直結用ケーブルです。

1.17 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC255
HG1F 形 （RS422/485 タイプ） の SIO1 と三菱電機 A/QnA シ リーズの直結用ケーブルです。
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1.18 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC265
HG1F 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と三菱電機 Q シ リーズの直結用ケーブルです。
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1.19 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC275
HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形 （RS232C タイプ） の SIO1 と IDEC ・ MICROSmart または三菱電機 FX シ リーズの直結

用ケーブルです。

HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と IDEC ・ MICROSmart を接続する場合は、 以下の配線を行ってください。
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HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形と三菱電機 FX シ リーズ （FX3U、 FX3UC-32MT-LT を除く） を接続する場合は以下の

配線を行ってください。

● 使用しないケーブルは必ず端末処理を行って、 他のケーブルや金属部分と電気的に接触しないよ うにして

ください。

● 本マニュアルに記載されている MELSEC-FX シ リーズのうち FX3U、 FX3UC-32MT-LT は、 接続ケーブルの

コネクタ部が PLC の筐体と干渉するため使用できません。
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1.20 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC295
HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形のシ リ アルインターフェイス （COM1） と IDEC ・ MICROSmart のプログラ ミ ングポート を接

続するケーブルです。

1.21 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC305
HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形のシ リ アルインターフェイス （COM1） と三菱電機 FX シ リーズの直結用ケーブルです。
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1.22 PLC 接続ケーブル　形番 ： HG9Z-XC315
HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形のシ リ アルインターフェイス （COM1） と三菱電機 Q シ リーズの直結用ケーブルです。
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1.23 ユーザー通信および PLC 接続用ケーブル　形番 ： FC6A-KC1C
HG2G-S/-5S/-5F 形、 HG3G/4G 形、 Touch のシ リ アル インターフェイス と  IDEC MICROSmart FC6A のシ リ アルポート 1 
を接続するケーブルです。

• 結線図

HG2G-S/-5S/-5F
HG3G/4G Touch
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使用しないケーブルは必ず端末処理を行って、 他のケーブルや金属部分と電気的に接触しないよ うにして くださ

い。

1.24 ユーザー通信および PLC 接続用ケーブル　形番 ： FC6A-KC2C
HG2G-5F 形、 HG3G/4G 形のシ リ アル インターフェイス （COM1） と  IDEC MICROSmart FC6A のシ リ アル ポート 1 を
接続するケーブルです。

HG2G-S/-5S/-5F
HG3G/4G Touch

HG2G-5F HG3G/4G 

RJ-45 8   D-sub 9  
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